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「創立50周年記念誌」

発刊にあたって
一魅力ある観光都市・釧路を目指して一

社団法人釧路観光協会

会長反保義政

釧路観光協会は、観光がまだ黎明期にありました昭和26年に発足し、今年50周年とい

う記念すべき節目の年を迎え、この度その半世紀にわたる足跡と明日への出発のための指

針となるべき、創立50周年記念誌を発刊することになりました。

これも偏に、これまで永年に亘り、関係各位、皆様方の当協会へのこ支援、こ指導の賜

物と心から感謝申し上げます。

釧路の観光は、釧路湿原国立公園を擁し、背後には阿寒・知床両国立公園、更にはタン

チョウが生息するなど全国的知名度のある観光資源にも恵まれ、これまでの通過型観光か

ら滞在型観光への転換を目指し、イベントの充実や創出、国際会議や全国、全道大会等の

積極的誘致など都市型観光への振興を図ってまいりました。

その様な取り組みの結果、観光客の入り込み数も増加の一途をたどり、平成ll年度に

は287万人と過去最高を記録するなど飛躍的発展をとげたところであります。

然しながら、『近年の観光ニーズは量的、質的にも変化し、旅行形態や目的も多様化して

おり、その対応が求められてきております。

これからの釧路観光が観光都市として、名実ともに内外にその評価を得るためには、釧

路市のみならす東北海道全体の観光振興の視点から、それぞれの地域の特殊性を生かした

体験、交流、滞在型観光への展開を目指していくことが大事なことであります。

そのためには、新たな観光資源の創出や市民挙げて観光客を温かく迎えるホスピタリテ

ィの充実、観光を支援する人材の育成やサービスの向上、国際化への対応など、よりきめ

細かな受入れ態勢の充実と通年観光に向けた積極的な事業展開を図っていくことが必要で

あります。

27世紀は、ゆとりや潤いが求められる心の時代であると言われております。

まさに、豊かな自然と体験や交流を通じて得た心の豊かさを実感できる魅力ある観光都

市づくりを推進していかなければなりません。

釧路観光協会創立50周年に当たり、これからも市民の参加と協力をいただきながら観

光客の期待により一層応え得る観光都市・釧路を目指し、決意を新たにして邁進していく

所存でこざいます。

最後に、この度の創立50周年記念誌発刊に当たり、関係各位の皆様方の並々ならぬご

支援、こ協力に対しまして心から感謝を申し上げ、ご挨拶といたします。



釧路観光協会創立50周年祝辞

釧路市長綿貫健輔

釧路観光協会が創立50周年を迎えられましたことを心からお祝い申し

上げますと共に、この半世紀の集大成ともいうべき記念誌の発刊、誠にお

めでとうございます。

観光協会創立の昭和26年当時の釧路市は、空前のサンマ・サバの豊漁

や好調な石炭産業などにより、いち早く戦後の混乱から立ち直った新興都

市で人口約98,000人、釧路港の重要港湾への昇格や北海道銀行、北洋相

互（現北洋）銀行、北海道相互（現札幌）銀行各支店の設置、春採中学校

の創立など今日の釧路の礎を築いた時代でありました。このような時代に

観光に着目し、その将来性を見通して観光協会を設立，観光振興による釧

路市の発展に取り組まれた諸先薩のこ努力と先見の明に、あらためて敬意

を表する次第です。

創立以来、幾多の困難を乗り越えられ、半世紀の永きにわたって豊かな

資源を生かした観光開発や交通アクセスの整備，観光客の誘致宣伝など常

に先駆的な役割を果たしてこられました。お蔭様で観光客の入込数も平成

l l年度には287万人を超え、史上最高を記録するなど全国的にも「観光

都市釧路」のイメージが定着しつつあります。

しかし、多様化する観光ニーズに対応する新しい魅力づくりや広域連携，

国際化への対応、観光ホスピタリティの向上、滞在型観光の定着など様々

な課題があります。これらを解決し、観光を「北の元気都市くしろ」の一

翼を担う産業とするために、市民と協働し、官民一体となって、観光振興

に全力を尽くしてまいる所存ですので、今後とも貴会の変わらぬこ協力を

お願い申し上げます。

結びに、貴会の発展並びに今日の観光の隆盛に貢献された多くの会員の

皆様に心から感謝申し上げますと共に、 2000年という節目の年に創立

50周年を迎えられた貴会の27世紀にむけた更なる飛躍と限りない発展を

祈念し、こ祝辞といたします。



創立50周年記念誌発刊を祝して

釧路市議会

議長小窪政信

釧路観光協会が半世紀の歴史を刻み、ここに創立50周年の記念すべき

年を迎えられたこと、そして記念事業の一懐として記念誌を発刊された

ことを、心からお喜び申し上げます。

「温故知新」古きをたすね、新しきを知るーは古今の名言と思ってお

りますが、このたびの記念誌も半世紀に及ぶ諸先輩と関係各位の釧路観

光に尽くされた業績の数々を改めて知ることができ、こ同慶に堪えませ

ん。

観光をめぐる経済・社会状況もめまぐるしく変化しつづけ、 27世紀の

観光振興の方向づけをいかにするかが問われるときに、本記念誌の果た

す役割は、まさにその羅針盤足りうるものであると思います。

釧路観光が協会法人化以来、観光客入込数で、過去最高を記録したの

は「自然と共生する観光」という基本的考え方に立ってのことであるこ

とを記念誌は記しておりますが、これを今後どう発展させ、深化させて

ゆくかが課顆であろうと思います。「共生」は文字適り共に生きることで

なければなりません。一例とし、例えば、釧路湿原を展望台からの眺望

にとどめす、観光客がみすから湿原に足を踏み入れ、川の流れや植物、

動物の息づかいを体験して、はじめて、たとえ束の間であっても共生し

たことになるでしょう。そのような手段方法を積極的に創出、開発する

ことが、釧路観光の将来を明るいものにすることを記念誌は示唆して

いるように思われます。

どうか今後とも、先人のこ努力をふまえられ、釧路観光協会が地域発

展の一翼を担って、益々ご活躍されますよう心から祈念いたし、お祝い

の言葉といたします。



地域振興に多大な功績

釧路商工会議所

会頭両角靖二

釧路観光協会が半世紀の歴史を刻み、創立50周年を迎えられましたこ

とを心からお祝い申し上げます。

この間観光振興による地域発展にこ尽力された先達に対し、深甚な

る敬意を表します。

顧みますと、釧路観光協会創立当時のわが国、そして釧路市は戦後の

復興に向け、様々な動きのあった時代でこざいました。

日米安保条約が調印された昭和26年、釧路市にあっては積極的な誘致

活動が実った日本銀行釧路支店が糟エされ、また昨年開港100年を迎え

た釧路港が重要港湾へと昇格したのも同じ年でございました。

以来、観光を産業としていち早く捉え、雄大な自然，豊かな昧覚を観

光資源として積極的にPRされているほか、釧路市民が観光客の皆様を

温かくお迎えするホスピタリティ精神の向上に大きく寄与されるなど、

釧路地域の振興に多大なこ功績を残されております。

今後とも、豊かで明るい地域づくりに一層のご尽力を賜りますようお

願い申し上げますとともに、貴会の益々のこ活躍とこ発展を祈念し、お

祝いの言葉といたします。



21世紀へ、さらなる飛躍を

社団法人北海道観光連盟

会 長 我孫子健一

このたび、釧路観光協会が創立50周年を迎えられ、その業績と足跡を

まとめた記念誌を発刊されることになり、心からお喜び申し上げます。

ここに至るまでには、反保会長さんをはじめ、歴代の会長、役員、会

員など皆様のこ努力の賜物と敬意を表する次第であります。

顧みますと、釧路は道東の産業、経済をはじめ、文化、観光などの中

核都市として発展しており，地域の振興の要として道東地区で重要な役

割を果たされておりますことは、まことに心強い限りであります。

特に、観光については、釧路湿原が昭和62年、わが国第28番目の国

立公園として指定され、湿原を生活のフィールドとしている動植物のな

かには天然記念物のタンチョウをはじめとする希少価値を持つ動物も数

多く生息しており、さらに市内には数々の天然記念物や史跡、フィッシ

ャーマンズワーフなどの施設を有し、四季にわたる観光イベントが開催

されるなど観光の名所として観光客に高い評価を受けております。

北海道の観光は、国立公園など豊冨な観光資源を有しており、自然志

向の高まりと共に観光客は年々増加の傾向にありますが、さらに観光客

を温かく迎えるホスピタリティ連動の推進に配慮し観光の安定的な発展

を図っていくことが求められております。

北海道観光連盟としても地域の観光協会と連携を図りながら、観光

振興に努めて参りたいと考えております。

貴協会におかれましても，これまでの実績の上に立って50周年を契機

に、 21世紀に向けてさらに飛躍されますことを祈念いたします。



新阻紀に向かってますますの交流を

鳥取市観光協会

会長河越良二

釧路観光協会が、創立され半世紀50周年をお迎えになりましたことを

心からお喜び申し上げます。

貴協会は昭和26(195 l)年設立以来、釧路市の観光発展のため意欲

的に取り組まれ、今日の日本を代表するような観光都市を築かれました。

丹頂鶴の釧路湿原国立公園指定に代表される自然環境、観光資源の保

護に努力され、また、地域を支えてきた基幹産業に加えてフィッシャー

マンズワーフ等の都市型観光基盤の整備もされ、ますます市の発展にカ

を尽くしておられることに改めて敬意を表します。

釧路市の鳥取地区は、明治17、8 (1884、5)年当市から移住した

鳥取藩士族513人によって開拓された地域であり、鳥取市民の誇りとし

ているところであります。

この縁で昭和38(1963)年姉妹都市の盟約を結び、以来38年にわ

たって市民の交流はもとより傘踊りや麒麟獅子舞等郷土芸の交流を通じ

て両市の絆を深めて参りました。今後ともあらゆる分野でより一層両市

の、交流が深まり広がって行くことを念願してやみません。

新世紀に向かって、釧路市並びに貴市観光協会のますますの興隆と共

に貴市との絆がより強く深くなることを祈念します。



釧路観光協会の記念すべき年を祝して

社団法人 岡山市観光協会

会長岡崎 彬

釧路観光協会創立50周年誠におめでとうこざいます。

21世紀の幕開けを期して満50周年というすばらしい巡り合わせに心

からお祝い申し上げます。

昭和26年設立以来、今日まで幾多の変遷を経て名実ともに道束の拠点

都市として「観光都市くしろ」の評価は高いものがあります。

幾多の試練を乗り越え、創立時の志と先人の偉業を忘れることなく貴

会の発展と豊かな郷士づくりのために今日まで努力を重ねてまいられた

ことに対し心から敬意を表する次第です。

釧路観光協会とは昭和55年から友好親善都市としてスタートし、今年

で21年を迎え、この間「港まつり」への参加などを通じて市民交流を高

めてまいりました。なんと申しましても御市には釧路湿原に代表される

豊かな自然と海の幸、そして釧路特有の幻想的な夜霧など全国に誇り得

る数多くの観光資源に恵まれており、今後さらに余暇の拡大や高まる観

光志向により一層の躍進が期待されております。

現在世界は変革の真っ只中にあり、日本経済も21世紀に向けてさらな

る発展をつづけていくために様々な対応を迫られております。

そうした中，貴会におかれましては魅力ある豊かな観光資源を活かし、

温かいホスピタリティー精神で観光都市・くしろの評価をさらに高めら

れますことを心から祈念申し上げまして祝辞といたします。



釧路観光協会の更なる発殷をお祈りして

~ 
秋田県湯沢市観光協会

会長小原新治

釧路観光協会が創立50周年を迎えるに当たり、衷いよりお祝い申し上

げます。

貴協会が創立から半世紀の月日を数えるに至り、今日の揺るぎない観

光都市釧路市の礎となり、確固たる地位を築いて来られましたのも、先

人から脈々と引き継がれた会員皆様のご努力の賜物と、心から敬意を表

するものでございます。

昭和38年に、湯沢市が御市と姉妹都市として提携して以来、当協会も

観光面をはじめとし、文化交流などを通じて深く結びついてまいりまし

た。

折しも、自然と共生する時代に入り、ラムサール条約の国内第 1号の

指定を受けた釧路湿原を始め、観光資源となる数々のすばらしいものを

有している御市にとって、まさに時代を先取りした観光施策が功を奏し

ているものと感銘を深くしているところであります。

これを21世紀に引き継ぎ、更に発展されんことをご期待申し上げます

と共に、今後更に固い絆で結ばれることをご祈念申し上げ、こ挨拶とい

たします。



お祝いの言菓

-岡山県佐伯町
町長尾崎忠信

釧路観光協会創立50周年にあたり、ひとことお祝いのこ挨拶を申し上

げます。

平成3年ll月佐伯町に岡山県自然保護センターが完成しました。

この施設は約30億円の事業費で、大池をなかに約100ヘクタールの山

林にかこまれた施設であります。施設内には、岡山市の後楽園で飼育さ

れていたタンチョウの人工増殖施設が併設されました。そのことがきっ

かけとなり、御市と佐伯町の交流が始まりました。

町おこしの一環として、タンチョウの自然棲息地である釧路市を訪問

させていただいたのが平成4年であり、平成5年にはタンチョウ訪問団

を組織し、以降のくしろ港まつりにあわせたこ訪問に際しましても岡山

市とともに歓迎レセプションにこ招待いただくなど、心温まるこ歓迎、

お気遣いをいただき感謝いたしております。

以来、佐伯町で10月に開催されるリンゴ祭には、御市の物産を快くこ‘

堤供していただき、物産展を開催し、大変な好評をいただいております。

今後におきましても、両自治体の交流が、「人」「物」の両面において

益々活発になることを祈念しております。

おわりになりましたが、釧路観光協会のますますのこ発展を心からお

祈り申し上げ、お祝いの挨拶とさせていただきます。



創立50周年を心よりお祝い巾し上げます

釧路観光連盟

会長反保義政

釧路観光協会が創立50周年を迎えられましたことを、心からお祝い申

し上げます。

昭和26年、観光の振興により地域の活性化を図ることを目的に創立さ

れました貴協会は今日まで、先人の方々の熱い思いを受け継ぎ観光都市

「釧路」の構築と釧路圏観光の発展に多大な貢献をされてこられましたこ

とに対し、心から敬意を表する次第であります。

近年、観光事業は経済活性化の大きな期待を担う産業として位置づけ

られ、官民一体となった事業展開がなされております。

釧路圏においても、全国的にも類を見ない聾富な観光資源を貴重な財

産として、観光客の誘致に努めるほか、昨今は体験観光が高まっており、

体験種類の充実、施設の整備など官民あげて新しい観光商品の創出に取

り組んでおります。

釧路市も山花地区に温泉宿泊施設、ホースパーク、オートキャンプ場

を完成させ隣接する動物園と合わせたレジャーランドとしての充実を図

り、また芸術館など文化施設を含めた観光資源づくり、更に各団体など

の支援のもと全国、全道大会の開催誘致に成果を挙げられ、これらの積

極的な取り組みにより昨年度釧路市への観光客入り込み数は281万人を

超え、 300万人到達も目前に迫っております。

これも貴協会の長年推進されて来られた宣伝、誘致活動などのこ尽力

の賜物であり、輝ける50周年を節目として、道東はもとより北海道を代

表する観光拠点としてますますのこ発展をご期待申し上げます。



新世紀の飛躍を

前釧路市長鰐淵俊之

釧路観光協会が、半世紀の歴史を刻み、今日の隆盛を築かれました。

まことにこ同慶のいたりであります。これまで協会の発展の為こ尽力い

ただいた皆様に深甚なる謝意を申し上げます。

私は、 5期つとめさせていただいた市長として、貴協会の発展にいささ

かなりとも微力をつくすことができ、大変喜ばしく思います。今は亡き、

中村隆前会長そして反保会長の協会発展にかける並々ならぬ情熱に共鳴

し、共に観光都市づくりに邁進したことを想い、懐かしく思います。

当時釧路市は多くの課題がありました。釧路湿原の国立公園の指定、

ラムサール条約世界会議そしてMOOを中心としたウオーターフロント

の開発、二度のスケート冬季国体の開催など、釧路らしい特色を生かし

た観光資源の開発と、内外のイベント誘致に努力したことです。これら

のことが功を奏し、観光客の入込数が急増し湿原国立公園指定の昭和62

年には100万人、そして平成2年には200万人台となり、今日では年間

280万人に達したことはこ同慶にたえないところです。

また平成5年には待望の協会の法人化が実現し、経営基盤の強化と事業

の拡大をはかったことです。まさに新世紀の幕明けにふさわしい協会の

体制が確立しました。今後国民の余暇時間が増え、益々観光事業の多様

化と魅力ある観光が期待されております。

どうか創立50周年を契機に、貴協会の限りない飛躍を念願いたします。



祝辞

） 

4 Jクし
元釧路市長 山口 哲夫

釧路観光協会の50周年を心からお祝い申し上げますと共に長年観光事

業に携わって来られた関係者の皆さんのこ努力に心から敬意を表します。

私が観光行政に関して思い出すのは、田中角栄氏が自民党総裁に就任

直後、苫小牧東部と釧路湿原の大規模工業開発を提案して来た時のこと

です。

当時市長2期目だった私は、釧路湿原保護の重要性を考えて関係する

諸団体と市民参加による徹底討論を提案した結果、 1年後に「湿原の土地

利用は、自然保護優先を原則とし、海岸線から6キロ以北は一切開発を禁

じる」という方針が出され、市議会でも承認されました。

これがキッカケとなり、その後関係者のご努力で、釧路湿原は国際保

護湿原に指定され，国立公園にもなり観光客に親しまれています。

今日、全国の地方自治体が町おこしのために独自の観光に懸命な努力

をしていますが、他に類を見ない大自然を背景に持ち、水産資源にも恵

まれた釧路の地域性を活かし、行政と観光協会が一体となって、若い人

達の斬新な発想も大切にし、一層の観光開発発展を期されますよう祈念

して止みません。



道東観光振興を共に全力を

北海道旅客鉄道株式会社

取締役釧路支社長 消i川 修一

釧路観光協会が昭和26年に設立され、創立50周年を迎えられました

ことを心よりお祝い申し上げます。

釧路市は道東地区の社会・経済・文化・観光の中心都市として、地域

経済の発展のためたゆまぬ努力をされ、今日の隆盛を築かれたことに対

し心から敬意を表する次第であります。

特に観光面では圏内に阿寒国立公園 （昭和 9年）、厚岸道立自然公園

（昭和30年）そして釧路湿原が昭和62年釧路湿原国立公園に指定され、

釧路市内にはフィッシャーマンズワーフ、北海道立釧路芸術館及び史跡

など着地としての観光施設の整備が整い、観光客の入込数も280万人と

観光都市として全国的に定薦をし、観光資源に恵まれた道束地区への期

待が益々高まっております。

JR北海道釧路支社としましても、平成元年から釧網本線釧路から塘

路間に「くしろ湿原ノロッコ号」、平成70年には花咲線釧路から茶内間

「厚岸湖白鳥ノロッコ号」、さらには平成72年1月から「SL冬の湿原号」

と観光誘致列車の運行により新たな観光素材の発掘を行い、釧網本線及

び花咲沿線の活性化に努め、道束観光の一助として努力してまいりまし

た。

釧路観光協会におかれましても創立50周年という大きな節目を契機

に、地域の優れた観光資源を活かし、道束の観光拠点都市とし、官民一

体となった取り組みの推進により大きく飛躍され、ますますこ発展され

ることを心より祈念いたしまして、創立50周年を迎えてのこ祝辞とさせ

ていただきます。

Ii 



国際観光都市をめざし一屑のこ発展を

全日本空輸株式会社

北海道販売カンパニー釧路支店

支店長野原秀雄

創立50周年まことにおめでとうこざいます。ーロに50年と言っても、

釧路湿原を始めとした道東の観光地を日本全国に周知し、今日のように

多くの観光客が訪れるようになるには、大変なご苦労があったことと思

います。

特に毎年のようにキャラバン隊を編成し、全国各地を訪問して釧路の

観光地PR活動へのこ努力に対しては敬服いたします。

当社は、釧路に路線を進出してからまだ25年しか経っておらす，束京

線・福岡線、またエアーニッポンの丘珠線就航にあたっては、多大なご

尽力をいただき大変感謝しております。

来るべき21世紀は、釧路観光協会が、釧路の魅力を全世界に発信し、

国際観光都市を目指す牽引車とならんことを熱望いたしておりす。



創立50年をお祝いして

株式会社日本エアシステム釧路支店

支店長小林英樹

この度の協会創立50周年、誠におめでとうこざいます。心からお慶び

申し上げます。

戦後復興閻もない時期、将来の観光事業の重要性を見据えられ創立し、

以来今日の磐石なる体制を築き上げられた先人たちのたゆまざるご努力

に対し深く敬意を表します。

弊社航空輸送を振り返りますと、昭和35年釧路一札幌間の開設に始ま

り、昭和48年ジェット化、昭和67年A300型機の就航以降、大阪、名

古屋線新設と推移し、今日の280万人観光客輸送の一翼を担わせて戴い

ております。

未知なる21世紀に向けて協会の役割は益々重要且つ深まるものと確信

いたします。

協会のさらなる躍進と繁栄を祈念しますと共に記念誌等祝賀事業にこ

尽力された関係者のこ苦労に敬意を表し、 50周年に寄せてのお祝いの言

葉と致します。



お祝いの言菓

;~ 

在京釧路会

会長新野英一

釧路観光協会が、創立50周年を迎えられましたことに、心からのお祝

いとお慶びを申し上げますとともに、平素からの当会へこ高配を賜りま

して厚くお礼申し上げます。

観光が地域産業の一つの柱として、脚光を浴びる時代となりましたが、

貴協会は戦後まもなくに設立され、早くから観光を軸とした地域振興に

着目されており、その慧眼にはあらためて敬意を表するところでこざい

ます。

北海道を離れて暮らしておりますと、ふるさとの元気な様子を聞くこ

とが大きな喜びであり、在京釧路会総会に際しましては反保会長がお見

えになり、激励の言葉を戴くなど大変感謝いたしております。今後とも

皆様のこ努力により、釧路市が道束の観光拠点都市としてますます発展

いたしますことと、合わせて貴協会の新たな飛躍と今後一層のこ発展を

祈念いたしまして、こ祝辞といたします。
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釧路観光協会歴代会長

初代 二代 三代

佐熊宏平氏 山本武雄氏 山本幸造氏
（昭和26年～昭和32年） （昭和33年～昭和39年） （昭和40年～昭和41年）

四代 五代 六代

張江大策氏 堂垣内武憲氏 中村 隆氏
（昭和42年～昭和54年） （昭和55年～昭和63年） （平成元年～平成4年）

七代 八代

札木稔氏 反保義政氏
（平成5年～平成7年） （平成8年～ ） 
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釧路市観光協会歴代役員の推移

三役職•氏名 昭和26年 昭和27年 昭和28年 昭和29年 昭和30年 昭和31年 昭和32年

顧 問

会 長 佐熊宏平

副会長 山崎鉄三郎

副会長 清水源作

副会長

理事長 田付寛次

副理事長 井原栄松

専務理事

監 事

監 事

事務局長 北田徳太郎

¥ 役職氏名
昭和40年 昭和41年 昭和42年 昭和43年 昭和44年 昭和45年 昭和46年

罷 問

会 長 山本幸造 張江大策

副会長 大栗明 佐藤合一

副会長 張江大策 宮地良雄

副会長 野坂作五郎 川越数高 田島常治

理亭長 佐藤合一 山本松司 高田実

副理事長 小杉豊次郎 水口正司 本田勉

専務理事

ェ巨←五 事 片垣俊平

監 事 田巻一雄

事務局長 久保田 巌 品田市郎 館岡良市 品田 市郎 矢島晟二
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三役識氏名 -- 昭和33年 昭和34年 昭和35年 昭和36年 昭和37年 昭和38年 昭和39年

顧 問

会 長 山本武雄

副会長 山崎鉄三郎 山本幸造

副会長 吉田 利和

副会長 野坂作五郎

理事長 東梅 藤次郎

副理事長 野坂作五郎 張江大策

専務理事

監 事 大森保治 浦田繁

監 事 宮地米造 佐川正雄

事務局長 岩井喜久好 西山百治 久保田巌

＼ 役職 •氏名 昭和47年 昭和48年 昭和49年 昭和50年 昭和51年 昭和52年 昭和53年

顛 問

会 長 張江大策

副会長 佐藤合一

副会長 宮地良雄 堂垣内武窟

副会長 田島常治 山崎幹雄 永尾慶吉

副会長 金井俊一

理事長 高田実

副理事長 本田勉

専務理事

監 事 片垣俊平

監 事 田巻一雄

事務局長 谷口正悦 坂野哲 浅野信二
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三役職，氏名 昭和54年 昭和55年 昭和56年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和60年

顧 問

会 長 張江大策 堂垣内武憲

副会長 佐藤合一

副会長 堂垣内武憲 中村隆

副会長 永尾慶吉 坂本茂

副会長 金井俊一

理事長 高田実 小笠原隆之

副理事長 本田勉

専務理事

監 事 片垣俊平 猪瀬弘人

監 事 田巻一雄 橘希世子

事務局長 浅野信二 角田憲治 久保田巌 滝山政徳

三役職•氏名 昭和61年 昭和62年 昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年

顧 問

メム、
長 堂垣内武憲 中村隆ヱ工：

副会長 佐藤合一 今泉規子 札木稔

副会長 中村隆 小笠原隆之

副会長 古谷達也 村田憲治

副会長 金井俊一

理事長 小笠原隆之 本田勉 丹野真一 伊東良孝

副理事長 本田勉 登坂公雄 伊東良孝 蝦名宣昭

専務理事

監 事 猪瀬弘人 北村和男 松本栄三

監 事 橘希世子 佐藤富土子

事務局長 滝山政徳 橋爪義憲 浅野信二
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社団法人釧路観光協会歴代役員の推移

役職名 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年

閤 中村 隆顧

札木 稔

会 長 札木 稔 反保 義政

副会長 小笠原降之

反保 義政 村田 雫志ミ／ム口

中村 正嗣

専務理事 柴崎 光一 佐々木廣記

理 事 阿部 昌雄

石田 栄一 石田 博司 高山

今泉 武

清田祐次郎 工藤 壽男 浅）II 了一

下川部善彦

白幡 博

谷川 茂 石前 弘

三浦 徹 下天摩 高 森山 弘一

村田 奎/g(/ミム口 登坂 公雄

湯浅 敬 長野 国雄

吉村 廣司 花井 啓司

古川 良一 原口 保

中村 正嗣

河津雄二郎

監 事 佐藤冨士子

松本 栄三

事務局長 渡邊 勝也 遠藤 上一 轟 照雄
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役職名 平成ll年 平成12年

顧 問 札木 稔

会 長 反保 義政

副会長 村田 憲治

小笠原隆之

登坂 公雄

専務理事 佐々木廣記

理 事 阿部 昌雄

高山

今泉 武

河津雄二郎

浅川 了一

下川部善彦

石前 弘

白幡 博

森山 弘一 佐藤 悦夫

登坂 公雄 中山 勝範

花井 啓司

原口 保 舘 精一

監 事 佐藤富士子

松本 栄三

事務局長 唇 照雄

註 始終期は当該年度総会である。
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観光客入込数と協会会員数の推移一覧

r = I 
昭和34年 1 昭和35年昭和26年～32年 昭和33年 昭和36年 I 昭和37年 I 昭和38年

212,000 258.ooo I 286.000| 315,0001 347,0001 395,000 
記録不詳

851 721 861 82| 86 

昭和39年 昭和40年 昭和41年 昭和42年 l 昭和43年 昭和44年 昭和45年 昭和46年

428,000 507,000 431,000 501,0001 527.0001 573.0001 557.0001 629,000 

90 100 100 7091 1371 131 I 140| 18 

昭和47年 昭和48年 昭和49年 昭和50年 昭和51年 昭和52年 昭和53年 昭和54年

745,000 759,000 826,000 740,000 821,000 729,0001 682,0001 655,000 

193 192 198 180 793 1921 1931 194 

昭和55年 昭和56年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 1 昭和60年 昭和61年 1昭和62年

646,000 686,000 720,000 706,000 795,000 872, 1871 900,4661 1,093,470 

188 185 778 170 172 1621 7651 169 
| 

年 1昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 l 平成6年 l 平成7年

1,250,085 1,689,558 2, l 06,702 2,337,056 2426,790| 2,382,481 | 2,424,148| 2433,533 

数 1 275 287 315 363 3951 3941 4031 407 

平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年

2,644,233 2,631,000 2,567,841 2,812,745 1,582,196 

387 37l l 383! 372, 364 
I 

※ l枠内は、観光客入込数と観光協会会員数の大きな目標であった節目の数を突破したことを表
すものである。

※ 平成12年は上半期 (4~9月）だけの観光客入込数である。

※ 平成2年までの数字は、 40周年記念誌掲載分のものである。

，
 



姉妹都市鳥取市

鳥取市は、古くは池田家32万石の城下町として、明

治22年の市制施行以来は、山陰の代表的な都市として

発展し続けている。

市内には天然記念物として有名は「鳥取砂丘」があり、

名産品の「20世紀ナシ」とともに観光都市として知ら
れている。

無形文化財の郷土芸能「傘おどり」は釧路傘おどり保

存会にも伝承され、釧路市民に親しまれている。

釧路市とは、明治17.8年に鳥取票士族など518人が

釧路市鳥取地区に移住し、開拓に尽力するなど歴史的に

も結びつきが深いところから昭和38年に姉妹都市提携
を結んだ。

姉妹都市湯沢市

湯沢市は、秋田県南部の雄勝盆地の中心に位置する田

園都市で、古くから米、木材そして灘、伏見に並ぶ酒造

地として有名である。

年中行事である「格式十万石の大名行列」、夏の夜の

風物詩「七夕絵どうろう祭」は名高く毎年釧路市長裳が

贈られている。

釧路市とは、戦前から米をはじめわらや木工品の移入

など経済的な交流があったことに端を発して、昭和38
年に姉妹都市提携を結んだ。

釧路市内には秋田喋出身者も多く、公私の別なく人的

交流が続いている。

なお、海外の姉妹都市は、カナダブリティッシュコロンビア州のバーナビー市（昭和40年提携）とロシアサハリン州の
ホルムスク市（昭和50年提携）であり、両市とも市長や市民がいくたびとなく相互に訪問し合い、交流が図られている。
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釧路観光協会年表

観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

l 昭和26年1月8日午後1時、釧路市公民館において 2 市立図書館、市立郷土博物 4 北海道知事選挙で田中敏文

眉
釧路市観光協会の設立総会が開催され，初代会長に 館が新築され開館する。 氏が再選される。

佐熊宏平釧路市長が就任し釧路市観光協会が設立さ 3 北海道銀行が釧路支店を開 5 札幌市の円山動物園が開園

26 れる。 設する。 する。

年 3 釧路観光土産品組合が設立される。
， 釧路港が地方港湾より重要 6 大阪で初のワンマンカーが

4 観光土産品展示会が開催される。 港湾に昇格する。 運転される。

5 第1回湯波内（現桜田）桜まつりが開催される。 lO 相互銀行法で北洋無霊（株） 7 日本航空（株）が設立され

10 釧路観光写真展が労働会館で開催される。 が北洋相互銀行に改組され、 る。

釧路支店が設置される。 ， サンフランシスコ講和条約
北海無霊（株）が北海道相互 日本が平和条約に調印する。

銀行に改組され、釧路支店 民間放送が始まる。

が設置される。 lO 札幌一東京間の民問航空路

12 市立病院が炎上、死者19 が開設される。

名を出す。

この年よりパチンコの流行

・釧路貿易振興会が設立され が始まる。

る。

• 市内雄別線沿線の集落に電

灯がともる。

8 第5回くしろ港まつりが開催される。 3 十勝沖地震が発生し，大き 4 北海道放送がラジオの営業

間
な被害を受ける。 放送を開始する。

・接客業者並びに従業員のサービス講習会が労働会館 「タンチョウ」、 「マリモ」 5 北洋試験操業として母船式

27 で開催される。 が特別天然記念物の指定を 漁業の3船団が出漁する。

年 •第 1 回釧路氷上カーニバルが開催される。 受ける。 7 第15回オリンピックがヘ

6 釧路小樽間でC57型蒸 ルシンキで開催され、戦後

気機関車による通し運転が 初めて日本が参加する。

開始される。 l2 新札幌駅舎が開業する。

8 市政施行30周年記念式典

が行われる。

10 日本銀行釧路支店が開設さ
れる。

釧路から初めて北洋漁業の

独航船が出航する。

釧路市教育委員会が発足す

る。

7 新潟博覧会に参加し、北海道館において観光宣伝を lO 市長、市議会議員選挙が行 2 NHKが東京地区でテレビ

罰
ノイ丁ーつ一。 われ、佐熊宏平氏が3選さ 本放送を開始する。

l2 東邦交通（株）から観光バス部門が分離独立し、阿 れる。 8 雄別炭山が1,229人の人

28 寒バス（株）が設立される。 ・釧路市が港弯管理者となる。 員整理を発表する。

年 釧勝線（臼糠線）が決定線 日本テレビが民放初のテレ

・天然色映画「観光の釧路」が制作される。 となり、釧美線実現が困難 ビ本放送を開始する。

•東北海道新聞が北海タイムスと合併する。 となる。 ll 札幌一千歳間の弾丸道路が

開通する。

7 パンフレット「釧路と阿寒」 「阿寒」の2種類が作 5 釧路港が道東地区の北洋サ 6 自衛隊法が公布される。

蘭
製される。 ケ•マス漁独航船の基地と 8 在日駐留軍が撤退し、自衛
12 阿寒国立公園の指定20周年記念行事が行われる。 なる。 隊の移駐が始まる。

29 釧路市国際貿易促進地方議員連盟が結成される。 8 天皇皇后両陛下が行幸啓さ ， 台風15号が発生し、冑函
年 釧路商工信用組合が創設される。 れる。 連絡船洞爺丸など5隻が沈

g 久寿里橋を永久橋に架け換 没する。

・釧路市経由での阿寒観光客数の調査が実施され、 32 える工事が完成する。

万人中、 27万8千人が釧路市を経由していることが ・自衛隊が発足する。 50銭以下の小銭が廃止さ
判明する。 ・釧路市工場誘致条例が施行 れる。

・雑誌「東北海道」が創刊される。 される。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

5 第5回桜まつり（旧湯波内桜まつり）が、この年よ 4 釧路市文化賞が創設される。 3 北海道がクマ祭り禁止を通

罰
り桜田桜まつりとなる。 11 『釧路新聞』が創刊される。 達する。

8 第1回くしろ北海盆踊り大会が開催される。 4 北海道知事選挙で，田中敏
・釧路港が極洋捕鯨（株）の 文氏が3選される。 ,,

30 
・「観光映画のタベ」が開催され、 「観光の釧路」他 母船式サケ・マス船団の基 5 北洋サケ マス漁に14船

年
が上映される。 地となる。 団、オホーツク2船団が出

• パンフレット「釧路の観光と産業」 ・「観光の釧路」 ・道新主催で第1回釧路児童 漁する。

の2種類が作製される。 スケート大会と中学スケー 7 東京、後楽圃遊園地が開業
ト大会が開かれる。 する。

• 第 1 回スケート連盟杯争奪 8 第1回原水爆禁止世界大会

アイススケート大会が開か が開かれる。

れる。 9 石炭鉱業合理化臨時措置法，
• 第8回国勢調査による釧路 重油ボイラー規制法と重油

市の人口119.536人とな 関税法が施行される。

る。

・厚岸地区が道立自然公園に

指定される。

•この年、スモン患者が発生、

また後半からは「神武景気」

となる。

電気釜が発売される。

li 原田康子著 「挽歌』がベストセラーとなる。 4 釧路港と北米間定期航路が 5 売春防止法が公布される。

罰
北海道放送（株）釧路放送局が開局し，ラジオ放送 再開される 6 北日本航空が札幌一女満別、
を開始する。 5 日ソ漁業条約が成立する。 西春別間航空路の営業を開

31 li 富土見坂が完成する。 始する。

年 ・全道各市共編のリーフレット『観光と産業ー北海遥 7 北海道開発公庫が開業する。
」が作製される。 ・サンマが豊漁で水揚呈が 経済白書で、もはや戦後で

・栗谷川健一作の阿寒観光ポスターが世界観光ポスタ 1,500万貫となる。 はないーと発表される。

ーコンクールでグランプリを受賞する。 ・日本化学飼料（株）が従来 11 日本が国際連合に加盟する。

破棄されていた水産加工場

の排水を高度利用するため

に釧路へ進出する。

蘭
1 第25回全日本スピードスケート選手権大会が釧路 10 市長・市議会議員選挙が行 1 阿寒、町制を施行する。
に誘致され，阿寒湖で開催される。 われ、山本武雄氏が市長に 2 第1回日ソ漁業交渉が東京
2 原田康子氏が「挽歌Jで女流文学賓を受裳する。 当選革新市政が誕生する。 で行われ、漁獲置l2万ト
32 5 釧路駅に入場券自販機が設置される。 l？ 釧路電報局の新庁舎が黒金 ンが決定する。
年 6 映画 『挽歌』のロケーションが市内を中心に行われ 町に新築移転する。 3 北海道放送（株）がテレビ

る。 放送を開始する。

8 雄別鉄道がディーゼルカーの運行を開始する。 ・釧路市商工水産展が開催さ 7 国鉄白糠線（白糠一足寄間）
第70回くしろ港まつりが開催される。 れる。 が着工する。

・函館定温冷蔵（株）が釧路 I 0 大雪国道（層雲峡一留辺栗
へ進出する。 間）が開通する。

この頃より、釧路地方の馬 5千円札が発行される。
産が衰退し、これにかわり

酪農が盛んになる。

罰
4 売春防止法が施行され、米町遊廓の灯が消える。 4 鳥取橋が永久橋として竣工 3 北海道の人口が500万人
6 第40回市民大運動会が開かれる。 する。 を突破する。

キャバレー「銀の目」が開業する。 6 皇太子殿下が釧路市へ行啓 4 北海道総合開発第2次5ケ33 
8 釧路丹頂鶴自然公園が開設され、同園で5羽のタン される。 年計画が実施される。
年

チョウの飼育が始まる。 7 釧路市公民館が新築落成す 7 網走と大沼が国定公園に指， 
「紅葉の阿寒、摩周」観光誘致宣伝キャラバン隊を る。 定される。

道内52市町村へ派遣する。 釧路港南新埠頭が着工され 北海道大博覧会が札幌と小

13 



観光協会の動き（観光関連を含む）

屑
11 幅員拡幅中の富士見坂が開通する。

・定期準急行列車（釧路一札幌間昼行）が運転を開始
33 する。
年

l 第30回北海道氷上競技大会兼第74回国体スケート 4 

屑 大会道予選会兼第ll回全道高校氷上選手権大会が開

催される。
34 5 第1回釧路桜まつりが鶴ケ岱公園で開催される。 8 
年 第1回釧路市観光写真撮影会と観光写真展が開催さ

れる。

7 第1回釧路川花火大会が開催される。

8 市内観光遊覧飛行が実施される。

9 釧路一根室間に準急行ノサップ号の運転が始まる。

•第 1 回釧路専門店会加入団体バレーボール大会が開

催される。

•北海道の「観光と物産展」に参加する。
（大阪・高島屋）

2 第1回釧路雪まつりが北海タイムス社の主催で開催 5 

蘭 される。

4 観光協会に専任書記が配置される。 6 
35 5 北海道観光連盟第75回総会が釧路市で開催される。
年 北海道観光連盟に加盟する。

釧路市物産協会が設立される。

6 観光ポスター「釧路から阿寒へ」が作製される。
7 米町展望台が完成する。

8 東北海道観光連絡協議会が設立される。

釧路ユースホステル協会が設立される。

Ii 釧路空港（第二種）が完成し、北日本航空（株）に
よる使用が開始される。

・機関紙「釧路への旅」が発行される。

・釧路一網走閻で気動車、準急行第l、第2摩周号の運

転が開始される。

.:. 
27年当時の幣舞

14 

釧路市の主な動き

る。

本州製紙釧路工場が着工さ

れる。

•釧路副港魚揚場の建設が決

定する。

・中央埠頭の建設工事が開始

される。

雄別炭磯鉄道（株）が経営

合理化で鉄道部門を分離し

雄別鉄道（株）を設立する。

釧路市開基90周年記念式

典が行われる。

日本山妙法寺の仏舎利塔が

完成する。

電話による天気予報のサー

ビスが開始される。

•国鉄釧路客貨車区が宝町に

移転新築される。

・輸入チップヤードの建設が

開始される。

安保共闘会議が結成され、

安保反対ストが行われる。

釧路炭田の石炭専焼による

釧路火力発電所誘致期成会

が結成される。

•水産缶詰の活況を背景に、

北海製缶（株）釧路工場が

新設される。

• この頃より、釧路市内の農

家数が減少しだす。

•太平洋炭磯の出炭が 100

万トンを突破する。

・釧路一札幌間、釧路 帯広

間の通話がダイヤル即時通

話となる。

• 釧路副港魚揚場が完成する。

• 第9回国勢調査による釧路

市の人口150,624人とな

る。

国道の観光関連の主な動き

樽で開催される。

11 束京一神戸問で特急こだま

が運転を開始する。

•この年、インスタントラー
メンが発売される。

l メートル法が施行される。

4 札幌テレビ (S丁V)が開

局する。

北海道知事選挙で、町村金

五氏が当選する。

皇太子殿下こ成婚。

6 北日本航空が1日l往復の

札幌一稚内線の運行を開始

する。

国立西洋美術館が開館する。

8 日産自動車がダットサンブ

ルーバードを発売し，マイ

カ一時代が始まる。

• この年後半から「岩戸景気」
となる。

l 政府が貿易為替自由化の基

本方針を決定する。

5 太平洋沿岸でチリ沖地震の
災害が発生する。， 束海道幹線自動車国道建設
法が公布される。

NHK等、カラーテレビの

本放送を開始する。

11 政府が国民所得倍増計画を

決定する。

•この年、電気冷蔵庫、イン

スタントコーヒーが発売さ

れ普及し始める。

釧路ユースホステル協会と
懇談する佐藤栄作氏（当時
運輸相）

［昭和35年］



観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の親光関連の主な動き

6 釧路観光施設整備5カ年計画が策定される。 4 北大通都市改造事業が開始 3 港湾整備緊急措置法が公布， 7 浜釧路駅が黒金町から幸町に新築移転される。 される。 される。

8 国鉄釧路民衆駅が完成する。 7 高校野球で江南高校が甲子 4 国鉄第2次5ケ年計画が実
釧路市観光協会案内所が駅構内に開設される。 園球場初出場をはたす。 施される。

.， 

年
II 釧路空港（第2種）が開港する。 11 市議会議員選挙で三上イト 北海道アイヌ協会が北海道

氏が当選し初の女性議員と ウタリ協会と改称する。

釧路空港入口に歓迎塔が設置される。 なる。 6 農業基本法が制定される。
釧路一札幌間に気動車急行が運転を開始する。 11 産炭地域振興臨時措置法が 11 低開発地域工業開発促進法

・釧路一根室間のローカル列車が気動車化される。 公布され、釧路市が指定を が公布される。

• 北海道観光百選に参加し、動植物部門で「丹頂鶴」 受ける。

が第1位、都市部門で「釧路の夕映え」が第9位に入 ・炭労が石炭政策の転換を要

賞する。 ・白樺台団地の建設が始まる。 求して大規模なデモを行う。

・観光ポスター「釧路....阿寒」が日本観光ポスターコ ・釧路市内にフィッシュミー ・産炭地域振興臨時措酋法が

ンクールで銀賞を受賞する。 ル工場が建ち始める。 公布される。

釧路市観光展が開かれる。 •この頃より、北洋缶詰、大 ・高度経済成長政策で景気が

米町展望台に売店が開設される。 洋産業などが釧路へ進出す 好転する。

・大勝関（弟子屈町出身）が史上最年少で横綱となる。 る。

•この頃より、釧路市内で農

地の宅地への転用が増加す

る。

•水産加工場の排水が社会問
題化する。

5 北海道放送がテレビ放送を開始する。 5 新産業都市建設促進法に基 5 新産業都市建設促進法が公

間 釧路一帯広問で気動車準急行「ぬさまい」の運転が づき「釧路臨海地区新産業 布される。

開始される。 都市開発構想Jが発表され 7 第2期北海道総合開発計画
37 Ii 釧路一函館閻に特急「おおぞら」の運転が開始され る。 （昭和38~45年度）が閣

年 る。 7 第1次石炭鉱業調査団が太 議決定される。

札幌テレビ (STV)の釧路局が開局する。 平洋炭磁を視察する。 8 利尻空港（第3種）が供用
日 東邦交通（株）が道内で初のワンマンカーを米町線 Ii 釧路一帯広間の電話が自動 を開始する。

で運行する。 即時通話となる。 日本航空機製造（株）が「Y
S-11型」の初飛行に成

・観光映画 「東北海道」が作製される。 ・釧路駅横の地下道が「むす 功する。

・釧路ユースホステルが新築される。 び橋」に代わり完成する。 9 若戸大橋が開通する。
・北転船により北洋海域の底 11 政府が石炭政策大綱を閣議

曳網漁が開始される。 決定する。スクラップアン

．冷凍すり身工場が操業を開 ドビルド方式に転換する。

始する。

・サバ旋網漁が再開される。 •この年、大学文学部の女子

（以後釧路における主要な漁 学生の比率は全国平均で

法の地位を占める） 37％となる。

罰
7 釧路市と鳥取市及び湯沢市との姉妹都市提携が結ば 2 釧路保健所の新庁舎が花園 4 女満別空港（第3種）が供
れる。 町に落成する。 用を開始する。

38 東京で開催された北海道と丹頂鶴の写真展へ参加し、 4 第2期北海道総合開発計画 北海道知事選挙で町村金五

年 釧路観光の魅力を宣伝する。 策定に対応して「釧路市総 氏が再選される。

合計画」が立てられる。 6 黒四ダムが完成する。
・観光ポスター「釧路一阿寒」が日本観光ポスターコ 5 釧路市厚生年金体育館が柳 観光基本法が制定される。

ンクールで奨励賞を受賞する。 町に開館する。 7 ニセコ・栖丹・小樽海岸が
・観光宣伝土産用の化粧タバコを作製する。 6 釧路市立青少年科学館が鶴 国定公園に指定される。

（図柄は阿寒を背景に釧路湿原を雄飛する夫婦鶴） ケ岱に開館する。 ll 新千円札が発行される。

・「北海道の秋と冬」観光展（東京、大阪、名古屋、 7 厚生年金体育館で日紡貝塚

京都、福岡の各市で開催）に参加し、釧路観光の魅 女子バレーボールチームの •第2期北海道総合開発計画
力を宣伝する。 ． 公開練習が行われる。 が実施される。

・根室ー札幌間に気動車急行「阿寒」の運転が開始さ

15 



観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

れる。 ・釧路市が「西港建設計画」

罰
・釧路空港で航空貨物輸送が開始される。 を発表する。

・釧路一根室間が自動即時通

38 話となる。

年 •第 1 回釧路乳牛共進会が開
催される。

・釧路総合職業訓練所が開設

される。

6 「知床」が国立公園の指定を受ける。 l 北海道新聞釧路支社（旧釧 4 海外旅行が自由化される。

屑
8 北海道の鳥に「タンチョウ」が選定される。 路新聞社レンガ社屋）が解 日本国内航空が設立される。

観光ホスピタリティ向上のために、サービス従業員 体される。 （日東冨士，北日本の三社

39 を対象とした「リボン着用運動」が実施される。 「市農協ビル」が共栄大通 が合併）

年 第lO回くしろ北海盆踊り大会が開催される。 に完成する ミロのビーナスが特別公開

10 釧路一函館間に特急「おおとり」の運転が開始され 2 雄別鉄道が釧路一雄別間に される。

る。 一般乗合自動車運送事業を ， 浜松町一羽田間にモノレー
国鉄、白糠線が上茶路まで開通する。 開始する。 ルが開通する。

第1回あきあじ祭りが開催される。 「釧路西港」の実施設計調 l0 国鉄が東海道新幹線を開業
11 平和市場（北大通3丁目）が協業化し，寄合百貨店 査が始まる。 する。

の「協同組合くしろデパート」が開店する。 5 『釧路市民憲章』が公示さ 第18回オリンピック東京

れる。 大会が開催される。

ポスター「釧路から阿寒」がポスターコンクールで 10 秋田銀行釧路支店が開設さ 12 帯広空港が開港する。
銀賞を受賞する。 れる。

• 国際観光地及び観光ルートの指定を運輸省観光局に ll 釧路漁業協同組合事務所が
申請する。 釧路副港に移転する。 •青函トンネル調査坑（北海
東京で観光客誘致懇談会を開催する。 （参加は旅行 道側）が着工される。

業者等lO社） •新狩勝トンネルが開通する。

•鳥取神社の境内に鳥取開拓記念館が落成する。

2 第1回釧路氷まつりが開催される。 （以降毎年開催） l 「釧路西港問題協議会」が 3 愛知県犬山市に「明治村」

薗
4 根室本線の一部でATS（列車自動停止装置）の使 発足する。 が開設される。

用をはじめる。 4 北海道学芸大学釧路分校が 4 緑屋グループが札幌駅前に

40 7 雄別鉄道バスが市内への乗入れを認可される。 4年制大学に昇格する。 出店する。 （本州系大型店

年 第1回春採湖水まつりが開催される。 （以降毎年開催） 7 釧路市連合町内会が設立さ 舗の進出本格化のはしり）

家畜市場が大楽毛駅前からまりも国道沿いに移転す れる。 7 中標津空港が供用を開始す
るため、最後の「馬市」が開かれる。 8 柳町水泳プールが完成する。 る。

8 千代の浦方面で、窓もあけられない魚の悪臭ーと新 市長・市議会議員選挙で市 ， 国鉄，電算機による「みど
聞報道される。 長に山口哲夫氏が当選する。 りの窓口」を開設する。

「観光客を親切に迎える運動」が北海道知事より表 l2 市役所・消防本部の新庁舎 Ii 日勝道路が開通する。

彰される。 が落成する 完成乗用車の輸入自由化が， カナダ・バーナビー市と姉妹都市提携を結ぶ。 市議会、工場誘致条例一部 実施される。

l0 浜釧路駅で国鉄コンテナの取扱を開始する。 改正を議決する。 II 中国で文化大革命が始まる。

釧路駅に「みどりの窓口」が開設する。 11 日本、国連安保理非常任理

ll 根室本線・釧路一束釧路間の旭踏切に旭立体橋が開 ・雪裡橋が永久橋となり増 車国に当選する。

通する。 加する市内走行の長距離輸

送が緩和される。 経営の「根性ブーム」がお
9/  

・観光ポスター「湿原の夕映え」がポスターコンクー •この頃釧路港北埠頭後背地 こる

ルで銀賞を受賞する。 に石油タンクが増加する。 •この年、繊維業界の中小企

・氷まつり写真コンテストが開催される。 •第 lO回国勢調査による釧 業の倒産が激増する。

路市の人口174,105人と

なる。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

3 市内にボウリングセンター（東映ホテル）が初めて 3 本州製紙・十条製紙・雪印 3 日本の人口1億人を突破す

月
オープンする。 乳業の3社、工場誘致条例 る。

釧路水産協会が設立認可される。 改正問題で訴訟を起こす。 4 IOC、1972年の冬季オ
7 新観光資源の開発調査として岩保木、キラコタン岬 4 一般家庭のゴミ収集を無料 リンピック開催地を札幌に

年
のルート調査を行う。 にする。 決定する。

8 春採湖ヒブナ調査で8年ぶりに1尾確認される。 釧路電報局に竃話部門が加 6 旭川空港（第2種）が供用
釧路丹頂鶴自然公園で、初の自然抱卵ヒナが誕生す わり、釧路電報電話局が発 を開始する。

．る。 足する。 （管内加入電話約 国民の祝日法が改正公布さ

阿寒バス・東邦交通が市内・管内で相互乗り入れを 13,300台） れる（敬老・体育の日制定、

認可される。 5 釧路消費者協会が設立され 建国記念日は6カ月以内に

「観光客を親切に迎える運動」の優良事業所として る。 （会員数334名） 政令で制定する）

ステーションデパートが北海道知車表彰を受ける。 8 水面貯木場が現・ 1日釧路川 7 紋別空港（第3種）が供用
10 国鉄、根室本線の落合一新得間に至る狩勝新線が完 右岸に完成する。 を開始する。

成する。 新束京国際空港の建設地を

日 鉄道貨車輸送が200万トンを記録、鉄道輸送のピー 千葉県成田市に閣議決定す

クとなる。 る。

10 北海道百年のテーマスロー

・全国観光ポスター展で「湿原の植物群落と丹頂鶴」 ガン「風雪百年輝く末来」

が金裳を受賞する。 と決まる。

•石川啄木のゆかりの人、芸妓小奴の碑が南大通3丁

目朝日生命ビル前に建立される。 ・閣議で石炭の長期安定策が

決定する。

• 新3種の神器（カラーテレ
ビ・クーラー・カー）が出

回る。

• この年、いざなぎ景気が始

まる。

2 釧路リムセ保存会がハ重清次郎氏を中心に発足する。 5 日本国憲法施行20周年記 2 初の「建国記念日」

罰
4 オリエンタルデパートがオープンし、同年釧路そう 念行事が行われる。 3 厚岸町で戦後最高のニシン
ごデパートも開業する。 6 鳥取スポーッセンターが開 豊漁となる。

42 北海道蝦夷太鼓保存会が結成される。 館する。 （夏→水泳冬→ 4 北海道知事選挙で町村金五

年 5 河川法改正により新釧路川が「釧路川」に従釆の釧 スケート） 氏が3選され、東京都知事

路川が「1日釧路川」となる。 7 釧路市民大運動会が50回 には美濃部亮吉氏が当選す

7 釧路湿原が国の天然記念物に指定される。 を迎え、観客3万人が集ま る。

第1回市民釣り大会が千代の浦海岸で開催される。 る。 5 札幌、ナホトカ総領車館の
釧路商工会議所主催の「ありがとう運動」が始まる。 9 道路公債引受けが決まる。 相互設置が決定する。

釧路市において中央名士との観光懇談会が開催される。 10 釧路港中央埠頭にチップヤ 7 全国の自動車保有台数が
（福田蘭堂、本郷新他lO名） ードが完成する。 1,000万台を突破する。

8 第20回くしろ港まつりが開催される。 市内初の旭横断歩道橋が完 8 公害対策基本法が公布され
成する。 る。

・釧路駅前に歓迎塔が設置される。 第1回市長杯マラソン大会 9 道立美術館が開館する。
・釧路市観光案内所が赤電話優良受託者として表彰さ が始まる。 上越線新清水トンネルが開

れる。 11 国立釧路医科大学誘致期成 通する。

・冬季観光振興のための観光映画「三白」が完成する。 会が設立される。

・釧路一束京問に航空機による直行便が就航する。 北中前踏切りの立体交差化 ・日本航空が世界一周線の営

•国道240号線、通称まりも国道の全面舗装化がなる。 が決まる。 業を開始する。

• この年、ミニスカートが流

・ 124トン型の大型漁船が 行する。

新造され、スケトウダラの

漁獲量が日本一となる。

． 
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

l 北海道テレビ放送 (HTB)がテレビ本放送を開始 2 釧路市工場誘致条例改正に 5 十勝沖地震が発生する。

蘭
する。 よる訴訟に釧路地裁が釧路 消費者保護基本法が制定さ

5 第lO回釧路桜まつりが開催される。 市勝訴の判決をくだす。 れる。

43 釧路市丹頂鶴自然公園において、タンチョウの人工 NHK釧路放送局が開局 6 小笠原諸島が日本に返還さ

年 孵化に世界ではじめて成功する。 30周年記念で、はじめて れる。

6 丸三鶴屋デパート新館がオープンする。 NHK杯アイスホッケーが 大気汚染防止法、騒音規制

釧路オリエンタルホテルが開業する。 テレビ放送される。 法が公布される。

8 第70回釧路川花火大会が開催される。 4 この年、釧路市が美術作品 7 郵便番号制度が実施される。
10 北海道くしろ蝦夷太鼓保存会が伊勢神宮民謡大会で 買上制度を設ける。 8 国鉄、小樽ー滝川間の電化
演奏する。 5 釧路市開基百年記念事業審 が完成する。

12 幣舞橋北詰めに水産ビルが完成し、釧路機船漁業協 議会を発足させる。 9 北海道百年記念式典が開催
同組合事務所と漁船員家族の宿泊を兼ねた水産ホテ この年から、全市一斉清掃 される。

ルが営業を開始する。 運動が始まる。 囲鉄諮問委員会が赤字路線

7 2年連続で道東沖サバ漁が の83線区廃止を求める意
•航空機による空からの湿原観光が実施される。 大漁となる。 見書をまとめる。

•第 lO回釧路市観光写真コンテス トが開催される。 大型鉄銅漁船修理を主業務 l 0 川端康成氏にノーベル文学
映画「釧路の夜」のロケーションが行われる。 とする釧路重工業が設立さ 賞が贈られる。

れる。， 中央埠頭が完成する。 •北海道拓殖軌道廃線が決定

11 西港漁業補償で釧路市・漁 する。 （これ以降釧路管

業者経済界の三者間で仮 内の簡易軌道が消える）

調印する。

・民間需要の木造建築が約7
割、官公需要が主の鉄筋コ

ンクリート建築が3割とな
る。

・市内の金融機関の預金総額

が500億円を越える。
•この年以降，カラーテレビ
の売れ行き好調。

l 釧路新聞社が社屋を黒金町へ新築移転する。 3 釧路市文化団体連絡協議会 l 政府が新石炭政策を決定す

靡
5 釧路市公害対策審議会が発足する。 が再建される。 る。 （これ以降，石炭各社

太平洋炭磯（株）グループに太平洋スカイランド（株） 4 武佐住宅団地造成がはじま の廃業、閉山への動きが激

44 が発足する。 る。 化）

年 6 道路の散乱する「魚の荷こぼし」一掃のためシート 明治鉱業本岐炭鉱が閉山す 2 日ソ航空交渉が妥結し調印
が試作される。 る。 される。

8 錦lllJ魚揚場が開場する。 5 釧路市民総ぐるみ清掃デー 3 札幌・道庁旧庁舎（赤レン
11 先住アイヌ民族供養祭が城山のモシリヤチャシコッ が始まる。 ガ）と小樽の1日日本郵船小

で行われる。 6 釧路火力発電所設置準備会 樽支店が重要文化財に指定

が誘致を断念する。 される。

•作家森村桂氏との観光懇談会を開催する。 7 釧路地方文化団体連絡協議 5 本年度産米から自主流通米
会が発足する。 制度が発足する。

8 釧路市開基百年記念式典が 東名高速道路（東京ー小牧

行われる。 間）が全線開通する。

Ii 釧路市開基百年讃歌が発表 ， 第3期北海道総合開発計画
される。 が決定する、 「広域生産生

市長選挙で山口哲夫氏が再 活圏構想」を発表する。

選される。 l 0 定山渓鉄道（株）が鉄道部
11 釧路叢書編築委員会が北海 門（東札幌一定山渓間）を

道新聞社会文化費を受賞す 廃止する。

る。

第1回ししゃも祭りが阿寒 ・ツー・ドア式冷凍冷蔵庫が

川河口で行われる。 登場し「冷凍食品時代」を

釧路港がはじめて魚水揚量 迎える。
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観光協会の動き（観光関連を含む）

>
年

4 雄別鉄道が廃止される。

和昭 花柳寿登芳氏が「大阪万博」で舞う。
5 釧路市丹頂鶴自然公園で、 「タンチョウ」の人工孵化、
45 飼育に成功する。
年 7 「束釧路貝塚」が国の史跡に指定される。
10 第1回くしろ湿原まつりが北斗高台で開かれる。

釧路市物産展（釧路物産直送市、西武百貨店）に協

賛し、釧路観光を宣伝する。

・釧路湿原まつり子供写生会、写真コンテスト、作品

展示会が開催される。

・「くしろ時問」の解消運動が始まる。

・日本相撲協会公認の釧路相撲場が柳町公園に完成す

る。

釧路市の主な動き

89万トンを記録し日本一

となる。

釧路海員会館が落成する。

11 釧路西港第1期工事が着工

される。

・一般家庭・事業所の霜話架

設希望が殺到する。

・「花の時代」を反映し、市

内の華道教授所が増える

• この年、白黒テレビが全世
帯の95％に達する。

2 雄別炭鉱の雄別 ・尺別 ・上
茶路の三山が企業ぐるみ閉

山し、釧路炭田から原料炭

の供給が中止する。

3 工場誘致条例改正訴訟で3
社と最高裁で和解が成立す

る。

4 市が街灯補助基準を緩和す
る。

釧路電報電話局が篭話加入

2万台達成を記念して、公

民館とともに「言葉を大切

にする運動」を始める。

白樺台団地建設竣工する。

（公住255棟、 1,065戸）

8 釧路重工業の2,000トン

級ドックが完成する。

ll 太平洋炭砥は機構改革で従

業員を3,000人台に縮小、

機械化採炭が定着する。

「朝日桜」の朝日酒造合資

会社が撤退する。

12 釧路市総合計画基本構想（魅

力ある北方生産文化都市）

が修正可決される。

市街化区域・同調整区域を

設定する。

•第 l l回国勢調査による釧

路市の人口191,948人と

なる。

・日銀釧路支店の発行高が年

間l.200億円となる。

•この頃、石炭販売会社が灯

油 ．LPGの卸小売店へ移
行・転換する。

この頃、マイカー通勤が急

速に広まりだす。

水揚日本ーを支えた漁船群

19 

国道の観光関連の主な動き

l 農林省が米生産調整の目標

数皇を決定する。北海道は

13万トン、減反率l2%。

3 大阪万博が開会する。

6 忠類村でナウマン象本体の
化石骨全体が発掘される。

7 景気連続57カ月（いざな
ぎ景気）で終わる。

第3期北海道総合開発計画

が閣譲決定する。新酪農村

建設事業が盛り込まれる。

8 東京・銀座など4カ所で休

日「歩行者天国」が実施さ

れる。， 北海道百年記念塔が落成す
る。

10 道議会が全国初の北海道自

然保護条例を可決する。

11 国鉄、根北線斜里一越川閻

の運輸営業を廃止する。

•国鉄が「ディスカバー・ジ

ャパン」のキャンペンを始

める。

•この年、公害論、環境論、

都市問題論が盛んとなる。

この年、マイカーが4世帯

で1台となる。



観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

4 釧路一札幌間の航空便が開通する。 3 道警釧路方面本部，釧路署 4 北海道知事選挙で堂垣内尚

罰
5 釧路一束京間に冷蔵コンテナ急行列車が開通する。 合同庁舎が完成する。 弘氏が初当選する。

釧路副港の中心施設である5棟目の魚揚場が完成し 4 水産部新設と市民室に公害 7 環境庁が発足する。

46 副港の整備事業が完了する。 課を新設する。 10 国鉄合理化で根室本線の無

年 「緑いっぱい市民運動」が始まる。 緑いっぱい市民置動世話人 人駅の民間委託駅化と貨物

7 馬事記念館（釧路農協連）が大楽毛に完成する。 会が発足する。 取扱廃止などが実施される。

8 釧路空港に霧対策として計器着陸装置 (ILS)と 7 北海道自然保護協会釧路支 八王子市で全国初のノーカ

無線施設 (VDR)が設置される。 部が発足する。 ーデーが実施される。

9 第1回釧路地方郷土芸術祭が開かれる。 厚生年金釧路市福祉会館が 11 渡島管内福島町で青函トン

11 柳町スピードスケート場が完成する。初のパイピン 開館する。 ネルの起工式が行われる。

グリンクとなる。 8 釧路白糠工業団地の起工式 札幌地下街がオープンする。

北斗新道が開通し、湿原の堤防道路にかわる。 が行われる。 11 札幌地下鉄南北線（北24

12 鶴丘スキー場が完成する。 堂垣内尚弘知事が国立医大 条一真駒内間）が開通する。

は旭川に誘致と表明する。 円切下げで1ドル＝308

・観光協会会員証を作製配付する。 ， 市立博物館が釧路湿原総合 円になる。

• 第 1 回くしろ観光写真展が公民館で開かれる。 調査を始める。

•第 1 回観光ポスター展が開かれる。 Ii 釧路市公害防止条例が施行

される。

釧路港湾合同庁舎が完成す

る。

北海道畜産公社釧路食肉処

理工場が大楽毛に落成する。

11 「市民憲章の歌」 （飯田三
郎作曲）ができる。

2 釧路駅前バスターミナルの開設計画が決定する。 2 日ソ親善スピードスケート 2 第ll回冬季オリンピック

薗
4 カーフェリー「まりも」が釧路一束京間に就航する。 競技大会が柳町リンクで開 札視大会が開かれる。

（翌年、 「ましゅう」が加わり2隻体制となる） かれる。 3 奈良県明日香村の高松塚古

47 6 釧路空港ビル（株）が設立される。 3 太平洋炭覇の出炭量254万 墳で極彩色壁画が発見され

年 7 北大通りの都市改造事業が完了する。 9,000トンを記録する。 る。

8 市政施行50周年事業として栄町公園に沈床嘆水がオ 4 釧路地方総合開発促進期成 山陽新幹線、新大阪一岡山

ープンする。 会に湿原対策特別委員会を 間が開業する。

田中角栄通産相、釧路湿原開発構想を打ち出す。 設置する。 6 旭川市に全国初の「買物公

9 春採コタン祭が紫雲台で開催される。 6 農林中金釧路支所が誘致さ 園」がオープンする。

釧路市の花選定委員会で市民の花として「キンレン れる。 田中角栄通産相が 「日本列

カ」を決定する。 8 市政施行50周年記念式典 島改造論jを発刊する。

11 釧路湿原の将来方向を考える市民シンポジウムが開 が行われる。 日銀が公定歩合を引下げ、

催される。 ， 『日本列島改造論j市民シ 低金利時代と言われる。

12 バルコ（寄合百貨店）が開業する。 ンポジウムが開催される。 7 堂垣内知事と田中首相が会

第1回くしろ物産まつりが開催される。 水産庁北海道区水産研究所 談。国連大学構想が出る。

を余市町から釧路市桂恋に 8 第1回北海道・ソ連極東地
「観光地の環境をよりよくする運動」がはじまる。 誘致移転することが決まる。 区親善スポーツ陸上競技大

•石川啄木像の除幕式が行われる。 11 烏取スポーッセンターが市 会が開かれる。

・大型店店舗の開店が相次ぎ、広告会社の進出がふえ 営となる。 ， 環境庁が大雪山縦貫道路着
る。 浜町と新富士を結ぶ釧路大 工を認める。

橋が開通する。 日中国交回復が決定する。

11 上野動物園で「パンダ」が
・民間による住宅新築戸数が 初公開される。

3,200戸と前年のl5倍に

なる。

•この頃、自動車販売店の車

売上台数が急増する。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

1 市立釧路図書館が改築され開館する。 2 なぜ高い釧路の魚価ー解明 l 70歳以上の医療費無料化

蘭
6 釧路空港ビル株式会社が発足する。空港新ターミナ で、釧路消費者協会が釧路 となる。

ルビルが完成し，開業する。 の魚価の追跡調奎をする。 2 円が変動相場制に移行する。

48 8 釧路市民盆踊りが栄町公園通りに進出する。 49年か 5 この年の高額所得者の半数 3 アイヌ民族問題が初めて国
年 ら「くしろ北海盆踊り」となる。 以上が土地譲渡所有者で占 会に登場する。

釧路市商店街連合会が設立される。 められる。 4 祝日と日曜日が重なる時は， UHB（北海道文化放送）釧路放送局が開局する。 7 商工中金釧路車務所がオー 翌日を休日にする国民の祝

10 体育の日に第1回釧路湿原マラソンが開かれる。 プンする。 日法改正が公布施行される。

11 デパートの営業時間が短縮される。 9 釧路西郵便局が鳥取大通り 6 国道273号線（上士幌一
ガソリンスタンドが日曜・祝日休業となる。 8丁目に開局する。 紋別間）が開通する。

ハイ・タク料金の値上げが申請される。 愛国ニュータウン（美原団 根室沖地震が発生する。

ネオンサインの消灯が徹底される。 地）の造成に着手する。 10 第4次中束戦争が発生し，

11 タンチョウの生息確認調査で233羽が確認される。 10 市長、市議会議員選挙で山 日本など深刻なエネルギー

釧路一東京間がジェット化され、直行便としてDC 口哲夫氏が3選される。 危機におちいる。

-9機が初就航する。 (1,800m滑走路完成） 釧路港に紙専用輸送のRO 道束沖でサンマが異常大漁

RO船が就航する。 となる。

・ひがし北海道観光協議会が発足する。 ll ガソリン・紙・洗剤の制限 北海道開発庁が大雪山縦貫

•第 1 回市民盆踊り写真コンテストを後援する。 販売が始まる。 道路を取り下げる。

・栄町公園噴水の通水式が行われる。 市が石油緊急対策会議を開 江崎玲於奈博士がノーベル

•第 l l回全道サイクリング大会を後援する。 く。 物理学賞を受賞する。

（釧路......厚岸間） 本州製紙と大気汚染などで 11 石油緊急2法が成立する。

公害防止協定を結ぶ。 狂乱物価となる。

•この頃、灯油•生活必需品・ ・大規模小売店舗法の制定（百

地価など価格が上昇する。 貨店法を廃止、スーパーマ

この頃、寒冷地住宅が急増 ーケットも規制の対象とな

する。 る）。

•国鉄の合理化で石油輸送列

車など地域間急行列車が廃

止され、 トラック輸送貨物

が1,500万トンをこえ、

運行トラック台数2,300

台を越える。

2 第10回くしろ氷まつりが開催される。 l この月、ちり紙・砂糖•石 4 束京一札幌間に超大型機・

罰3 第1回道東家庭婦人バレーボール大会が開催される。 けんなど物価上昇つづく。 エアバスが就航する。

6 第lO回春採湖水まつりが開催される。 2 物価を考える緊急市民対話 乱開発規制の北海道自然環

49 8 バス料金が値上げされ，米町線は40円が60円と 集会が開かれる。 境等保全条例が施行される。

年 なる。 4 古川下水道終末処理場が連 公労協、民間など81単産

第1回全国芸能太鼓まつりが開催される。 転を開始する。 が空前のゼネストに入り、

第20回くしろ北海盆踊り大会が開催される。この時 4 この年の春闘は大幅賃上げ 国鉄初の全面運休となる。

から釧路市と観光協会等を含む実行委員会組織ができ、 を掲げ、バス、国鉄など 全国の高校進学率が90%

事務局が観光協会におかれる。 24時間ストを行う。 を超える。

I 0 山本多助氏 rエゾガ島の大自然、阿寒国立公園とア 5 日本アイスホッケー連盟は 6 国土利用計画法が制定され、
イヌの話］を出版する。 十条アイスホッケーチーム 土地取引を規制する。

12 釧路一札幌問の航空便が千歳空港に変わる。 の日本リーグ加盟を正式に 10 愛国駅で発売の「幸福駅行

釧路河畔駐車場が開設する。 承認する。 き」乗車券が300万枚を

7 「アイヌ民族の目を通した 突破する。

・釧路ユースホステル内に観光協会が売店を開設する。 少数民族の生活」報告会が 佐藤栄作元首相がノーベル

•東京旅行業社、 13社との観光懇談会が開催される。 図書館で開かれる。 平和賞を受賓する。

・冬季観光客誘致宣伝のために関係市町村との懇談会 十条製紙釧路工場と公害防

が開催される。 P 止協定を結ぶ。 •この年、物価上昇がつづく。

II 釧路市中央卸売市場が開設 また戦後初の経済成長率マ

される。 イナスとなり、戦後最大の

I 2 西港第lドルフィン（石油 不況の第1年となる。

桟橋）が完成し供用を開始
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

薗
する。

市内金融機関の貸出総額が
49 
年

1,000億円を超える。

3 博物館が ［釧路湿原総合調査報告書』を刊行する。 l 釧路市水産業対策審議会が 3 国鉄、新幹線の束京一博多

罰5 観光協会創立25周年記念事業として第1回チューリ 発足する。
間で全道線知が事開選通挙すでる堂。垣

ップフェアが鶴ケ岱公園をメイン会場に開かれる。 4 北海道議会議員選挙で．釧 4 北海 内尚

50 初代「花の女王」を選出する。 路市分でも保革逆転がある。 弘氏が再選される。

年 7 4代目幣舞橋の解体工事が始まる。 5 釧路市文化財保護審議会が 石油備蓄法が公布される。

全日本空輸 (ANA)が釧路ー東京閻に航空路線を 発足する。 6 江差町の沖で幕府の軍艦開
開設し東亜国内航空とダブルトラッキングとなる。 7 太平洋炭瀾と公害防止協定 陽丸の発掘調査が開始され、

8 武富稲荷社祭が露路祭として復活する。 を結ぶ。 大砲などが揚がる。

第1回千灯祭が行われる。 8 ホルムスク市と姉妹都市提 7 沖縄国際海洋博が開幕する。
l0 釧路市動物園が開園する。 携をする。 11 北海道自然環境保全審議会
釧路市初のアイスホッケー日本リーグ公式戦が行わ 釧路西港第1埠頭にチップ が天売島を特別保護区に指

れる。 専用船が入港する。 定する。

釧路西港第1埠頭にカーフェリー接岸、フェリー埠 11 十条アイスホッケーセンタ 12 SLサヨナラ列車が室岡一
頭は副港から西港に移転する。 ーが1日十条ボールを改築し 岩見沢間を走り、 103年

開館する。 の歴史に幕をおろす。

・釧路市観光協会創立25周年記念式典が行われる。 11 三津浦古谷遺跡など9件が 財政特例法案が成立し、赤

・観光協会が釧路駅にコインロッカーを設置する。 市の文化財に指定される。 字国債の発行が決まる。

•釧路空港ターミナルピルに東北海道観光地図が設置 「寺島春雄賞」が制定され

される。 る。 国が省エネルギー政策を進

・釧路駅構内に日本観光旅館連盟釧路支部の旅館案内 安原コミ処分場が供用を開 める。

所が開設される。 始する。年間コミ処分量9 ・全国の大学生、 200万人
•サービス業の事業所数が2,000店となる。 万トンに達する。 を突破する。

•第 12回国勢調査が行われ

釧路市の人□206、840人
となる。

l 市営弓道場が全面改築される。 3 市議会が年度をこえ会期を 4 フオード米大統領が200

胃
2 日中卓球交流大会が開かれる。 延長し、暫定予算を組む。 カイリ漁業専管水域設定法

3 長崎屋釧路店が開業する。 6 北海道釧路養護学校の設置 案に署名する。

51 4 阿寒湖ユーカラ座がパリで「コタンの森」を上演する。 が決まる。 政府、狂乱物価終息を宣言

年 6 第1回茅野公園まつりが開かれる。 8 釧路市夜間急病診療所が開 する。

幣舞橋彫像設置市民の会が発足する。 設される。 6 札幌市2番且の地下鉄，東
丸三鶴屋デパートの新館増築工事が完成する。 釧路副港の拡張工事が開始 西線が営業を開始する。

7 釧路川緑地ゾーンに釧路川河畔テニスコート3面が される。 7 モントリオール夏季オリン
完成する。 9 釧路鉄道学園の校舎が改築 ピックで日本女子バレーが

束北海道日ソ貿易公社が設立される。 落成する。 優勝する。

8 釧路東急インが竣工する。 11 釧路市総合計画基本構想（魅 （釧路出身の松田紀子選手

11 5代目幣舞橋の渡り初めが行われる。 力ある北方生産文化都市） 出場）

が議会に提出される。 8 足寄町で約1,500万年前
・高橋良治氏（丹頂鶴自然公園園長）が観光協会の推 の海獣デスモスチルスの化

薦により、北海道観光事業功労者として北海道観光 ・釧路・白糠工業団地の一角 石が発見される。

連盟会長表彰をうける。 に水産加工団地が形成され 飛鳥京跡から日本最古の木

•釧路駅などの乗降客数が年閻227万人となる。 る。 簡が発見される。

• 国の石炭政策で輸入炭の陸 新幹線「こだま」に禁煙車

揚げが開始される。 が登場する。

•釧路西港第 l 埠頭が完成し、

埠頭チップヤードから本州 10 国家公務員の週休2日制 (4
製紙釧路工場までチップの 週5休）の試行が実施され
トラック輸送が始まる。 る。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

釧路の小売店総店舗数が 11 天皇在位50年式典が挙行

月
2,000店をこえる。 される。

•タクシーの乗車人数が年間
1,995万人となり、以後 ・老若男女にジョギングブー

年 減少する。 ム。

•この年、電気掃除機は95
％の普及となる。

2 厳島神社の円空仏像薬師像が道指定文化財となる。 l 釧路市海洋対策本部が設置 3 米・ソが200海里漁業専

闘
3 北斗遺跡が国指定の史跡となる。 される。 管水域を実施する。以後北

5 5代目幣舞橋上に「道東の四季像」が建立される。 2 北海道電力が釧路臨海部に 方水域で罰金・捕獲漁船が

52 8 第30回くしろ港まつりが開催される。 大規模な石炭専焼の火力発 増加する。

年 10 釧路市埋蔵文化財センターが開館する。 躍所設置計画を発表し、誘 5 日ソが漁業暫定協定に調印
l2 束北海道日ソ友好貿易会館が開館する。 致運動が活発化する。 する。

釧路管内の一般旅券発給数は2,116件で前年比 3 北洋漁業危機突破大会が行 7 道立近代美術館が札幌に開
12.6％増加する。 われる。 館する。

6 昭和一柳町公園間に自転車 8 有珠山が爆発し，洞爺湖温
・観光絵はがき「釧路十景」を作製、販売する。 専用道路が完成する。 泉地区に避難命令が出る。

・釧路市観光案内所が電電公社発足25周年記念にあ 7 ソ連専管200海里設定で ， 歌登町で1,500万年前の
たり、公衆電話倍良取扱により感謝状を受ける。 第1次大型漁船の減船が始 海獣デスモスチルスの骨格

・九州の主要都市へ釧路観光物産宣伝と観光客誘致の まる。 化石が発掘される。

ための使節団（市、観光協会、釧路新聞社、ミス花 10 市長・市議会議員選挙で鰐 ll 北海道が老人医療費の62
の女王など）を派遺する。 淵俊之氏が市長に初当選す 歳以上無料化拡大の78年

・釧路川自然探勝ルート開発委員会が、釧路涸原観光 る。 実施を決める。

プラン作製のため川下りなどの諸調査を実施する。 ll 釧路川緑地ゾーンに全天候 第3次全国総合開発計画（概

・釧路一阿寒一周日帰りコース「ピリカ号」が運行を 型テニスコートが完成する。 ね10年の3全総，定住圏

開始する。 構想）を閣議決定する。

・小荷物運送のヤマト運輸が釧路進出を図る。

オリエンタルデパートがオリエンタルプラザに組織 カラオケが大流行する。

替えをする。 ・男性の平均余命がスウェー

デンを抜き世界l位となる。

l 全日空、釧路一東京線が通年運行となる。 3 「釧路市財政白書』が発表 2 10年間に47兆円の投資を

罰
釧路商工会議所より釧路町商工会が分離発足する。 される。 含む北海道新総合開発計画

5 束京事務所の開所式が行われる。 太平洋炭韻52年度出炭量 が閣議決定する。

53 6 釧路川緑地ゾーンに釧路川河畔野球場が完成する。 261万トンで史上最高と 4 大規模小売店の出店規制の

年 イトーヨーカドーが釧路出店を表明する。 なる。 強化を図るため、大規模小

第60回市民大運動会が開催され「釧路の観光と物産」 4 西港第2埠頭の部分供用が 売店舗小売業の事業活動調

コーナーを開設、宣伝する。 開始する。 整法が公布される。

7 北海道子ども博覧会が開催される。 6 釧路市行政改革協議会が設 5 新東京国際空港が成田に開
アラスカ産ベニ鮭が初輸入される。 置される。 港する。

8 第20回釧路川花火大会が開催される。 11 特定不況地域に釧路市、業 8 根室で初の全国民参加北方
くしろ港まつり初の北大通歩行者天国が設けられる。 種に水産業がもりこまれる。 領土返還要求大会が開催さ

9 釧路空港ビル増築工事が完了する。 釧路市総合計画策定委員会 れる。

10 夜間照明付き8面の柳町テニスコートが完成する。 から総合計画策定に関する 日中平和友好条約が北京で

第1回くしろ菊まつりが栄町公園で開催される。 提言書が提出される。 調印される。

釧路パシフィックホテルが開業する。 11 幣舞橋彫像設置市民の会の
11 釧路和商が黒金町13丁目で、改築新装開店する。 運動記録 r幣舞橋と道束の 11 国鉄札幌駅付近で全国最大

四季像』が刊行される。 規模の高架工事が開始され

・釧路駅前商店街振興会が観光協会の推薦により「花 本州製紙が改良第1期工事 る。

と緑の北海道」運動推進団体として、北海道知事表 の結果、 50万トンにせま l2 オペック (0PE C)が石

彰、北海道観光連盟会長賞を受賞する。 る紙生産量となる。 油価格の段階的な14.5%

• 第 1 回郷土の観光物産まつりを共催する。 値上げの実施を通告する。

• 第20回釧路市観光写真コンテストが開催される。 ・ 200海里設定により魚価 第2次オイルショック。
• 釧路市丹頂鶴自然公園が開設20周年を迎える。 高と円高ドル安で釧白工業
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の動き事項 国・道の観光関連の動き

団地進出の缶詰工場が破綻 ・日本初の女性フルマラソン

開
する。 が行われる。

日銀釧路支店の発行高が

53 3,000億円を超える。

年

2 釧路湿原を鳥獣保護区として申請する。 3 釧路市福祉会館を増築し釧 l 石油会社が値上げを発表す

罰6 ガソリンスタンドで休日給油を休業する。
根地域婦人会館が開館する。 る。

8 美原団地内のはんの木公園に美原野球場が完成する。 4 国税庁が全国の地価評価を 第2次石油危機となる。

54 10 第10回くしろ湿原まつりが開催される。 した中で、市内鳥取地区が 大平首相が80年4月の消

年 11 柳町アイスホッケー場が完成する 全道一の上昇率となる。 費税導入を示唆する。

釧路市民文化会館が完成する。 6 第2次オイルショックが発 6 環境庁が富士山クリーン作
12 釧路市営球場の改修が終わり、富士見球場と改称す 生する。 戦を展開する。

る。 灯油問題危機突破大会が開 7 国鉄が銀河鉄道999を運
釧路空港の飛行機乗降客数が年間67万人となる。 かれる。 行する。

7 第2次オイルショックで釧 4 北海道知事選挙で堂垣内尚
・故張江大策氏が観光協会の推薦により，北海道観光 路市エネルギー対策本部が 弘氏が3選される。

事業功労者として北海道観光連盟会長表彰を受ける。 設置される。 ， 札幌・豊平川にサケが25
•北海道観光連絡協議会が 16ミリカラー観光映画「ひ 8 釧路市民文化振興財団が道 年ぶりにそ上する。

がし北海道の旅ーこの広い大地のぬくもり」を作製 教委より認可される。 I I 台風20号で釧路沖の日韓

する。 11 釧路市・烏取町合併30周 漁船4隻が遣難する。

•鳥取市市制施行90周年に姉妹都市「観光と物産展」 年記念式典が行われる。 11 小樽市議会で運河埋め立て

を開催し、観光交流使節団を派追する。 11 「道束国立医科大学誘致期 を強行採決する。

•北海道観光土産品協会が設立される。 成会」の設立総会が開かれ 札幌の人口が137万人を

•くしろ蝦夷太鼓保存会が南フランスのニース市カー る。のち冠称の「道東」を 超え全国6番目の都市とな

ニバルに出演する。 「釧路」に改称する。 る。

・釧路市の飲食店総数が2,000店を超える。

・釧路港の水産水揚望が再び

日本一となる。

・官公庁と民間を合わせた総

建設工事費が700億円台

となり、第4の基幹産業へ

と成長する。

・トラックの登録台数が

3,000台を超える。

3 駅西地区市街地再開発事業協議会が発足する。 4 道新文化教室が開設される。 4 釧路村が町制を施行する。

扉
6 釧路そうこデパートが、オクノ釧路店に組織替えを 7 釧路市姉妹都市協議会が設 7 第22回オリンピック • モ
する。 立される。 スクワ大会が開苺するが

55 7 タンチョウを通じ岡山市と友好都市提携をする。 8 「障害者福祉都市」の指定 日本など65カ国が不参加

年 8 ぬさまい公園に花時計の設置をはじめる。 を受ける。 となる。

9 釧路湿原がラムサール条約登録湿地として指定される。 国立釧路医科大学誘致を成 8 滝川市の空知）1|で500万

（官報告示） 功させる会が発足する。 年前のカイギュウの化石が

10 十条サービスセンターが新館をオープンする。 ， 道東火力発電所の建設予定 発見される。

地が西港後背地に決定する。 ， 札幌に中国総領事館が開設
・釧路市観光協会創立30周年記念事業として「観光 太平洋炭揺（株）が創立60 される。

レクリエーション基本計画」の策定に参画する。 周年を迎える。 知床横断道路が開通する。

• 太平洋炭磯（株）の炭破資料館（現炭碩展示館）がオ l 0 釧路市内の地価上昇率が道 l 0 国鉄，新ダイヤで千歳 ・室
ープンする。 内で2番目を記録する。 蘭本線の電化と千歳空港駅

•この年「霧」の総合調査研究が3カ年計画で始まる。 北海道新聞釧路支社の新社 が開業する。

屋が黒金町に完成し移転す

る。 ．冷害で全国・北海道とも農

作物被害が史上最悪となる。

•第 13回国勢調査による釧

路市の人□214,694人と
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観光協会の動き（観光関連を含む）

昭
和
55
年

釧路市の動き事項

なる。

•この年、市民意識調査で定

住意識•愛着度などを調査
する。

・市内の乗用車台数が5万台

をこえ、マイカー適勤が一

般化する。

国 •道の観光関連の動き

第2代「花の女王」 ［昭和51年］

厳島神社の円空仏薬師像が道指定文化財となる［昭和52年］

”道束の四季＂像が 建立される

［昭和53年］

秋 冬
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

l 花柳徳伸「花邑流」を創設し家元花邑徳伸となる。 4 市役所にコンピューターシ 1 2月7日を「北方領土の日」

罰7 イトーヨーカドー釧路店がオープンする。 ステムが導入される。 とすることを閣議で決定す

「釧路ハ重桜」を稲沢六郎氏が開発品種として登録 5 「釧路プロジェクト推進連 る。

56 する。 絡協議会」が発足する。 2 千歳空港の国際化（千歳一

年 8 バステルタウンが完成する。 6 総合福祉センターが完成す 成田一ホノルル）が決定す

10 国鉄石勝線の千歳一新得問が開通し、特急運行時間 る。 る。

が短縮される。 拓殖銀行が釧路南支店を閉 6 国鉄が北海道の8線を含む

II 3代目久寿里橋の渡橋式が行われる。 鎖し、新橋大通支店を開設 第 1次赤字ローカル線廃止

11 第lO回くしろ物産まつりが開催される。 する。 を申請する。

8 釧路市行政改革懇話会が発 食糧管理改正法が公布され、

・観光PR映画16ミリフィルム「くしろ北緯43度の旅」 足する。 米穀通帳が廃止される。

が作製される。 l 0 市長・市議会誤員選挙が行 ， 5年ぶりに貝殻島のコンブ
• 北海道観光圏別整備基本計画が策定される。 われ、鰐淵俊之氏が再選さ 漁が再開する。

れる。 10 国鉄石勝線の千歳空港一新

12 特別蓑護老人ホーム「釧路 得間が開通する。

啓生園」が建設される。 福井謙一博士がノーベル化

三ッ輪運輸、西港第2埠頭 学賞を受賞する。

に穀物サイロを完成する。 11 秋サケ漁獲璽が2,000万

匹台に乗り空前の豊漁とな

・建設業で民間発注工事が急 る。

増する。 11 南茅部lllJで5,500年前と
・釧路根室管内の車検自動車 見られる全国初の6角形竪

が8万台をこえ、うち指定 穴住居跡が発掘される。

工場の車検が5万台を記録

する。 ．宅配便の取扱いが郵便小包

•市内の金融機関への預金総 を越す。

額が3,000億円を超える。

3 市制施行60周年記念として釧路市産業裳が制定され 3 釧路市農協主催の釧路市酪 l 環境庁の調査で全国の照葉

罰
る。 農危機突破大会が開催され 樹林は森林面積の006% 

4 釧路地方総合開発促進期成会湿原対策特別委員会が る。 1万6,000ヘクタールに減

57 「釧路湿原の将来」 （自然保護を強く打ち出す）を 4 釧路市民生協が売上高 (l0 少したことが判明。

年 答申する。 5億）で道内4大生協のひ 2 日航DC8型機が羽田空港
5 タンチョウ保護増殖センターが業務を開始する。 とつとなる。 箔陸寸前に墜落し、死者

7 アラスカ州スワード市と姉妹港の提携をする。 5 アメリカ及びカナダが専管 24人を出す。

8 第lO回くしろ北海盆踊り大会が開催される。 200海里を設定し、大型 3 桂離宮，初の全面解体修理
漁船の減船が一段と進む。 をおえ落成式を行う。

10 市制施行記念として「出世坂」改修事業が完成する。 7 バーナビー市へ親善学生交 4 500円硬貨が発行される。
第lO回くしろ湿原マラソン大会が開催される。 流団が出発する。 6 "82北海道博覧会が開幕す

八千代市との少年スポーツ る。

・「釧路市観光レクリエーションに関する提言」 （日 交歓試合が始まる。 東北新幹線が大宮一盛岡間

本交通公社）が刊行される。 8 市制施行60周年記念式典 で開業する。

・市制施行60周年協賛事業として「ふるさと産業物産 が行われる。 8 老人保健法が成立する。
まつり」を後援し、観光写真パネルを展示する。 10 釧路熱供給公社が設立され ， 斜里町で「日本におけるナ
•松竹テレビ映画，花王愛の劇場「挽歌」のロケが行 る。 ショナルトラストを考える」

われる。 11 サンアビリティーズくしろ シンポジウムが開かれる。

・「春採湖を守る下水道事業」が始まる。 （昭和59年 が完成する。 FM北海道が札幌と旭川で

まで） 11 釧路港西区ー東区を結ぶ西 本放送を開始する。

・釧路の卸売業数が970店で最多となる。 港大橋が着工する。 小樽運河埋め立てが運輸大

臣認可で正式に決まる。

釧路の官民土木建設のうち 11 上越新幹線が大宮一新潟間

大型工事の継続で土木費が で開業する。

建築費を上まわる。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の親光関連の主な動き

2 第20回くしろ氷まつりが開催される。 1 NHK釧路放送局45周年 1 青函トンネル先進導坑が貫

>
7 広里の大規模運動公園内に釧路市民球場と付属球場 記念歌公募作品に「釧路川」 通する。

が完成する。 （作詩・園辺甲治、作曲・ 2 スパイクタイヤ使用で札幌
釧路商工会議所が創立60周年をむかえる。 船村徹）が発表される。 市が全固初の指涵基準案を

年 8 石川啄木1日跡記念碑が建立される。 2 釧路市高等教育懇話会が発 つくる。

第lO回全国芸能太鼓まつりが開催される。 足する。 3 国立歴史民族博物館が開館
9 春採アイスアリーナが完成し，オープンセレモニー 4 老人福祉課が新設される。 する。

に渡部絵美が来釧する。 釧路港東港区整備のため港 4 北海道知車選挙で横路孝弘
10 大規模運動公園にテニスコートが完成する。 湾整備事業費が増加する。 氏が当選、 24年ぶりに革

日専連釧路会が創立50周年をむかえる。 釧路市社会賞が制定される。 新道政となる。

11 市立博物館が春採湖畔に移転改築され落成式が行わ 6 釧路市スポーツ振興財団が 5 札幌市が京都市を抜いて5
れる。 設立される。 大都市入りをはたす。

5 釧路野菜類生産実験公社が ， 北海道が冷害対策本部を設
．啄木文学マップ「釧路を歩いてみませんか」を作製 設立される。 置する。被害額は 1,500

する。 釧路複合農業開発公社が設 億円にのぽる。

釧路市観光案内所がテレフオン観光サービスをはじ 立される。 10 三宅島雄山が大噴火する。

める。 8 釧路市行政改革推進協議会 国鉄赤字ローカル線白糠線

• 阿寒湖畔で第 1 回道束観光会議が開催される。 が設置される。 が廃止第 1号となり、 19

釧路市民号列車（釧路一川湯間）の運転を後援する。 千代の浦漁港（第1種）の 年の歴史を閉じる。

築港工畢が着手される。

11 西港第2埠頭に第1船が入 ・日本初の体外受精児が誕生

港し歓迎式及び荷役機械起 する。

動式が行われる。 •パソコン、ワープロが急速
釧路港水揚100万トン突破 に普及する。

記念祝賀会が開催される。 • 朝の連続テレビ ‘、おしん”

が人気番組となる。

• この年から外来学習塾の教 •昭和55年3月から続いた
室増が続く。 長期不況が2月で終了する。

l 「春採アイヌ古式舞踊」 （釧路リムセ保存会）が国 l 釧路市高等教育懇話会が4 5 登別市内で日本最古の4万

罰
の重要無形民俗文化財に指定される。 年制市立大学設立を答申す 年前の化石林が発見される。

釧路市湿原展望台が開館する。 る。 北海道ウタリ協会がアイヌ

59 たんちょう国体開会式に皇太子殿下・妃殿下が行啓 3 釧路市財政白書（ 『今、 2l 民族に関する法律案を採択

年 される。 世紀の飛躍への出発点に立 する。

第1回北海道氷彫刻コンクールが北大通パステルタ って』）を発刊する。 小樽博菟会が開幕する。

ウンで開催される。 5 「まちづくり市民委員会」 6 日本が男女とも「世界一の
第1回くしろ啄木一人百首かるた大会が開催される。 が発足する。 長寿国」となる。

2 第20回くしろ氷まつりが開催される。 6 鳥取開基百年記念式典が行 （男7420歳、女7978歳）

5 第10回チューリップフェアが開催される。 われる。 8 国鉄再建管理委員会が国鉄
6 鳥取百年記念館が開館する。 7 釧路西港第2埠頭にニュー 再建で分割・民営化を初め

8 第30回くしろ北海盆踊り大会が開催される。 マチックアンローダーが設 て明示する。

第20回春採湖水まつりが開催される。 置される。 大津市での世界湖沼環境会

10 大規模運動公園内にサッカー場、テニスコートが完 ， 市立釧路総合病院が春湖台 議で「琵琶湖宣言」が発表

成する。 に移転新築され開院する。 される。

釧路港がニューオーリンズ港と姉妹港の提携をする。 10 釧路プロジェクトによる釧 ， 小樽運河埋め立て本格工事
ll 世界野生生物基金 (WWF)総裁エジンバラ公・フ 路熱供給公社流動磨石炭ボ が始まる。

ィリップ殿下が釧路湿原を視察される。 イラーが稼働し、低品位炭 I 0 日高横断道路工事のクイ打
春採湖ヒブナ生息調査が行われる。 (237尾確認） の利用が始まる。 ちが始まる。

12 第1回釧路・苫小牧アイスホッケー交歓大会が春採 11 新千円札裏面に林田恒夫氏 11 千、五千、一万円札が衣替

アイスアリーナで開催される。 のタンチョウの写真が採用 えする。

される。

観光名刺台紙としてタンチョウ、釧路涅原などの写 11 釧路市総合計画基本構想

真入りを作製し販売する。 （「快適都市」）が議会に

阿寒国立公園指定50周年記念式典が行われる。 提案される。

春採湖浄化総合プロジェク トチームが発定する。 米町地区都市区画整理事業
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国・道の観光関連の主な動き

計画が決定する。

蘭 ・釧路港が6年連続水揚霊日

59 本ーとなる。

年

3 鶴ケ岱武道館が完成し、落成記念で第21回全道東西 3 '85世界フィギュアチャン 2 新風俗営業法が施行される。

罰
交流剣道大会が開かれる。 ピオン大会が春採アイスア 3 世界最長 (53.85キロ）

第1回釧路剣道祭が鶴ケ岱武道館で開かれる。 リーナで開かれ21選手が の青函トンネル本坑が貫通

60 4 阿寒バスの走行路線が郊外路線を含め43路線となる。 参加する。 する。

年 5 春採湖審議会が発足する。 4 釧路飼料工場が操業を開始 “科学万博つくぱ85"が

6 日本港湾協会総会が釧路市で開かれる。 する。 筑波研究学園都市で開等す

7 第1回霧フェステバルが釧白工業団地で開かれる。 5 北洋サケ・マス漁業危機突 る。

（グリーンアッセンブリー霧レーザーショウ） 破全国大会が開かれる。 国鉄万字線，渚滑線，相生

8 橋南地区の坂道3カ所に愛称が決まる。 7 貝塚大橋の架設工事が着工 線の3線が廃止となる。

新富士の釧路卸売市場隣接地に水産物卸売市場が完 する。 4 日本君信電話会社 (NTT) 
成する。 ， 釧路体育協会創立40周年 と日本たばこ産業株式会社

9 青少年科学館の入館者が開館以来700万人に達する。 記念式が行われる。 (J T)が発足する。
Ii 市長，市議会議員選挙で鰐 6 本州と四国をつなぐ大鳴門

12 釧路複合農業実験公社「しめじ栽培センター」が起 淵俊之氏が3選される。 橋が開通する。

工する。 毛綱毅讚氏が釧路市立博物 男女雇用機会均等法が公布

館などの設計により、昭和 される。

・ 1985WWFの自然保護キャンペーンに協賛して「目 59年度日本建築学会賞を 7 京都市が古都保存協力税を
で見る釧路展」を開催する。 （観光写真、ポスター 受賞する。 実施し、拝観停止の寺院が

展示、ジオラマによるタンチョウの生息地などの再 l2 救急センターが釧路医師会 相次ぐ。

現を東京 ・西新宿MSビルで行う） 病院に開院する。 国鉄興浜南線が廃止となる。

・東急エージェンシーによる道東単独ツアー（観光と 釧路の年間電力使用置が 日航ジャンポ機が群馬県で

買物）が実現する。 1,579メガワットアワー 墜落炎上、 520人が死亡

・アイスホッケーの釧路合宿誘致により立教大学が来 まで増加する。 する。

釧する ， 国鉄美幸線が廃止，手宮線
・釧路駅ほか市内各駅乗降客数は年間140万人まで減 •第 14回国勢調査による釧 も704年の歴史に幕をお

少する。 路市の人口214,541人と ろす。

なる。 10 閣議で国鉄民営化の87年

• この頃から北方型住宅（高 4月実施を決定する。

規格住宅）が広まる。 奈良明日香村から出土の

•この頃市街地の拡大が一段 1,300年前の木箇に「大
と進み、農地は大幅な減少 津皇子」の名がみつかる。

となる。

4 フッシャーマンズ•ワーフ推進委員会が発足する。 4 釧路工業高等専門学校に情 3 札幌で第1回冬季アジア競

罰
7 釧路空港に「エアバス」 A300型機が就航する。 報工学科が開設される。 技大会が開催される。

水産資料館マリントポスがオープンする。 6 新しい造形美の釧路市立束 6 北海道と中国黒龍江省が友

61 「海の顕彰碑」の除禁式が行われる。 中学校が建設される。 好提携に調印する。

年 9 米町土地区画整理事業審議会が設置される。 8 石炭産業を守る釧路市民大 昭和の北前船「辰悦丸」が

10 城山商店街などが中心となって第1回コスモスフェ 会が開かれる。 淡路島から江差港に到碧す

アが鶴ケ岱公園で開催される。 l 0 市議会に公立大学設置促進 る。

市議会、観光漁港推進特別委員会を設置する。 特別委員会が設置される。 7 札幌市南区に芸術の森がオ
12 釧路港東区と西区とを結ぶ西港大橋が完成する。 農業者トレーニングセンタ ープンする。

国鉄釧路駅の再度の大改築がなされる。 ーが桜田に完成する。 11 伊豆大島の三原山が噴火し

釧路西港第2埠頭の石炭荷 島民全員が脱出する。

•中学校用「修学旅行のしおり」を作製する。 役設備の供用が開始する。 道内5炭鉱の閉山にかかわ
・協立海上運輸（株）が観光遊覧船「シードリーム号」 11 サンライフ釧路（釧路中高 る第8次石炭政策が答申さ
を建造する。 年齢労働者福祉センター） れる。

• この年、釧路管内のパスポート取得者が年間3,000 が完成する。 国鉄分割・民営化関連法案

人台となる。 12 うるおいのあるまちづくり が成立する。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

優良地方公共団体として釧

＇ 
路市が自治大臣表彰を受け

る。

太平洋炭禍が従業員2,l 00 

年 人、出炭量は年間210万ト

ンとなる。

1 釧路湿原関係市町村 (l市2町l村）連絡協議会が設 2 釧路公立大学事務組合 (l 3 日本、南氷洋捕鯨に幕を下

罰
立される。 市9町村）が設立され、北 ろす。

4 国鉄が解体したのに伴い従来の釧路鉄道筐理局は北 海道知事から許可される。 4 JR北海道が業務を開始す

62 海道鉄道釧路支社となる。 3 大楽毛下水道終末処理場が る。

年 7 全国28番目の国立公園、釧路湿原国立公園が誕生し、 供用を開始する。 北海道知事選挙で横路孝弘

祝賀パレードや各種記念行事が実施される。 4 シルバー人材センターが設 氏が再選される。

釧路キャッスルホテルが開業する。 立される。 7 道内最後の旅客私鉄、大タ

大規模運動公園内に釧路市民陸上競技場及び同付属 （会員309名、平均年齢 張鉄道が76年の歴史に幕

競技場が完成する。 662オ） を下ろす。

8 第40回くしろ港まつりが開催される。 l 0 市の印鑑登録事務にコンピ ， 第1回北海道マラソンが行
11 '87N HK国際フィギュア大会が春採アイスアリー ューターシステムが導入さ われ、ソ連勢がアベック傾

ナで開かれる。 れる。 勝する。

釧路市立博物館が第40回北海道新聞社会文化賞を受 北海道知事が国立釧路医科 10 利根川進氏がノーベル医学・

賞する。 大学誘致を断念すると表明 生理学賞を受賞する。

第lO回くしろ菊まつりが開催される。 する。 沖縄国体が開会式をむかえ

11 大規模小売店ホクホー釧路店 （釧路町）が開店する。 11 釧路公立大学が文部大臣よ る。

北大通シンボルロード計画第1期工事が完成する。 り正式に認可される。

釧路への観光客入込数が同年の釧路湿原国立公園指 •この年、道内国鉄のローカ

定と重なり 100万人となる。 •この年釧路港の漁獲量は年 ル線が2月広尾線、 3月に
間112万トンを記録するが、 羽幌線・士幌線、 7月に幌

•釧路湿原国立公園誕生に伴い，釧路の魅力を全国に 第3次大型漁船の減船で釧 内線と相次いで廃線となる。

PRするため東京 ・銀座（三菱電機スカイリング、 路港船籍の大型漁船がさら

三笠会館）で「釧路湿原フェア」を開催する。 に減少する。

・釧路湿原キャラクター商品の作製、販売を行う。

・JR釧路駅正面ウインドーに市内観光案内板を設置

する。

・JR釧路駅にステーション画廓がオープンする。

（地元の画家佐々木栄松氏の絵画を展示）

3 フィッシャーマンズ・ワーフが運輸省より’'民活法 2 釧路市の道立北方美術館誘 l JR北海道松前線が廃止と

靡 ＂第 6号施設として認定される。 致期成会が帯広市の美術館 なる。

4 釧路市が商業観光課を分離して、観光課を新設する。 建設決定を受けて解散する。 3 青函連絡船が終航となり．

63 6 釧路市民大運動会（第70回）の会場が市民陸上競技 4 釧路公立大学が開学し，入 世界最長の青函トンネル (5

年 場へ移転する。 学式が行われる。 3.85キロ）が開業する。

7 湿原展望台の入舘者が50万人に達する。 5 市内の2つの製紙工場で紙 屋根つき東京ドームがオー

鳥取ドーム（コミュニティー体育館）が鳥取lO号公 パ生産量が100万トンを プンする。

園内に完成する。 突破する。 4 世界最長の道路・鉄道併用
観光講座を開設する。 （以降毎年開催） 7 脱スパイクタイヤ推進で北 橋で本州と四国を結ぶ瀬戸

8 第30回釧路川花火大会が開催される。 海道条例が公布される。 （ス 大橋が開通する。， フィッシャーマンズ ・ワーフ第1期工事が着工する。 タッドレスタイヤが普及す JR北海道歌志内線が廃止

10 釧路湿原国立公園指定を記念して「第1回湿原フェア」 る） となる。

が釧路川緑地で開催される。 10 釧路公立大とカナダ・バン 6 「世界・食の祭典」が札幌
11 釧路市丹頂鶴自然公園園長，高橋良治氏が吉川英治 クーバー市のサイモンフレ で開催される。

文化裳を受買する。 ザー大が姉妹校の提携を結 7 青函博覧会が函館，青森で

ぶ。 開催される。

・「釧路湿原」など、自然や地域を対象とした教育が 愛国西地区区画整理事業の 新千歳空港がオープンする。

さかんになる。 竣工式が行われる。 8 北海道5番目の民間放送「テ

・観光パンフレット「くしろガイドマップ」を新たに 貝塚大橋が開通する。 レビ北海道」が設立される。
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昭
和
63
年

観光協会の動き（観光関連を含む）

だす。

•第30回釧路市観光写真コンテストが開催される。

・釧路駅前に観光客歓迎モニュメントが完成する。

．湿原展望台周辺の整備事業に着手する。

・JR北海道が釧路湿原駅を開業する。

・JR北海道が湿原展望のための熱気球営業をはじめる。

・釧路一根室間に直行バスが運行される。

釧路市の動き事項

l2 釧路港の輸移出・入置が

l.900万トンを超える。

・釧路でNTT（日本電信電

話会社）の光ファイバー通

信のデジタル化が進行する。

釧路港の水揚呈が70年連
続日本一となる。

国・道の観光関連の動き

9 第24回オリンピック ・ソ
ウル大会が開催される。

11 JR北海道札幌駅を中心と

した鉄道高架9.2キロが開
業する。

竹下首相が「ふるさと創生

政策」のため全市町村に一

律1億円の交付金配付方針

を決定する。

12 札幌・地下鉄「東豊線」が
開業する。

十勝岳が26年ぶりに噴火。
消費税導入を柱とした税制

改革関連法案が成立する。

l ラムサール条約締約国会議誘致期成会が発足する。

昭 観光振興基金として50万円の寄付金を堂垣内武憲氏
和 （前観光協会会長）より受ける。

641 4 鶴ケ岱公園内に茶室が完成する。
年 6 ラムサール条約国内登録涸地の関係市町村会議で「湿

原サミット釧路宣言」を発表する。

観光協会会報「釧観協だより」を発行する。 （以降

毎年6月、 1月の年2回発行）
JR北海道が釧路一塘路問に湿原展望列車「ノロッ

コ号」の運行を開始する。

7 フィッシャーマンズ ・ワーフのMOO（旅客ターミ

ナル）と EGG（全天候緑地）がオープンする。

鳥取ド、＿ムがオープンする。

8 鹿児島県出水市と「鶴」友好都市提携が調印される。
9 幣舞橋（橋名、愛北橋）架橋、 100年記念式典が行
われる。

釧路観光の振興に理解と協力を得るため束京大手旅

行エージェント各社を招請する。

ll ダイエー釧路店がオープンする。
l1 釧路空港滑走路2,300米が供用開始となる。
「米町ふるさと館」 （旧田村邸）の落成記念式が行

われる。

•
平
成
元
年

釧路市と岡山市との観光交流都市提携lO周年をむか
え、岡山市、鳥取市に訪問団を派遣する。

・羽田空港モノレール駅に釧路湿原観光宣伝用のカラ

ーコルトンを設唇する。

・協立海上運輸（株）が外洋遊負船「シーグレース号」

を就航させる。

．湿原展望台周辺整備事業が終了し、展望遊歩道、サ

テライト展望台などが完成する。

•総合観光パンフレット「夢まち くしろ」を新たに
出す。

・観光ビデオ「日本のリゾート釧路、北緯43度の旅」
が作製される。

東邦交通（株）が「＜しろバス（株）」と社名を変

する。

l レストラン合弁事業など推
進のため姉妹都市のホルム

スク市長が来釧する。

3 ソ連政府は，北洋ソ連海域

での日本漁船による違反操

業により許可を取り消すと I2 
通告する。

米町ポンプ場が供用を開始

する。

6 釧路市が「スポーツ都市宣
言」をする。

7 釧路市消防百年記念式典が
行われる。

浜釧路駅が閉鎖され、新冨

士駅に貨物業務を移転する。

8 釧路市開基120年、釧路
港開港90周年、釧路市・
鳥取町合併40周年記念式
典が行われる。

釧路市設魚揚場開設40周
年記念式典が行われる。

釧路市中央卸売市場に花井

部が開設される。

9 国民体育大会夏季大会、は
まなす国体ボウリング競技

会が開催される。

Ii 市長・市議会議員選挙が行

われ、鰐淵俊之氏が4選と

なる。

JR北海道大楽毛駅が改築

され、釧路市大楽毛支所が

構内に設置される。

11 道束雪販（株）と札幌雪販

（株）が合併し，北海道雪

印販売（株）となる。

l 昭和天皇が崩御される。皇
太子明仁親王が即位され、

元号は「平成」となる。

国の行政機関の隔週土曜閉

庁が開始される。

「天皇誕生日」と「みどり

の日」を祝日にする法律が

成立する。

4 3％の消費税がスタートす

る。

JR北海道天北線と名寄本

線が廃止となる。

6 ふるさと銀河線（北見一池

田間140キロ）が開業する。
国内初の湿原サミット（釧

路で開催）で水鳥の保護な

ど「釧路宣言」を採択する。

6 北電泊原発第1号機が営業
運転を開始する。

7 中標津空港の新滑走路が供
用を開始する。

8 世界先住民族会議が札幌、
釧路市、日高管内平取町で

開かれる。

19年ぶりに北方領土•国

後島の墓参団が根室を出発

する。

10 北海道議会が，脱スパイク

タイヤ推進条例を可決する。

11 平成元年度上半期の観光客
入込数が8,000万人を突
破し、空前の本道観光ブー

ムとなる。

•北海道が観光振興の新たな

指針として「北海道観光振

興基本計画」を策定する。

30 



観光協会の動き（観光関連を含む）

3 国道44号線，旭バイパスが開通する。

平 4 釧路一丘珠間に新規航空路線が開通する。
成 （エアー・ニッポン）

2 釧路一東京問に就航する近海郵船（株）の「サブリ
年 ナ号」が公開される。

5 釧路空港滑走路2,300米の供用開始記念式典が行わ
れる。

フェリー・ターミナルが完成し、新造フェリー「サ

ブリナ号」 「ブルーゼファー号」が就航する。

6 JR北海道札幌駅構内で道央地区観光と物産キャン

ペーンを行う。 （以降、平成11年まで毎年実施）
ラムサール条約締約国会議誘致期成会は、釧路開催

誘致のためスイス・モントールで開催の第4回国際

会議に訪問団（団長西山百治釧路市議会議長）を派遣、

中村隆観光協会会長夫妻が参加する。

ラムサール条約締約国会議の釧路開催が決まる。

7 名水「しゃも寅の井戸」が建設省の「手づくり郷土
賞」を受賞する。

鳥取コミュニティー・センター「コア鳥取」力落成し，

記念式典が行われる。

東北海道修学旅行誘致車業を開始する。 （帯広市、

網走市、釧路市、阿寒町、弟子屈町、釧路観光協会

が参加、以降平成11年度迄実施。）
ホスピタリティ強調月間 (8/1~8/31) が設定され、

啓発用のポスター、ステッカーを作成し、商工会議

所主催の「ありがとう運動」と連動させ、ミス釧路

が市内啓発拒動を行う。 （以降毎年実施、別項「ミ

ス釧路」参照）

9 釧路市観光協会創立40周年記念式典が行われる。

FM北海道釧路局が開局する。

10 姉妹都市ホルムスク市へ「市民交流の船」が出発す

る。

北海道内外からの観光客誘致のための全道イベン ト

「感動市場」が釧路で開催される。

ll 自動車電話事業がスタートする。

富士見坂でロードヒーティング工事が着工される。

12 環境庁・北海道・関係市町村で構成するラムサール
条約締約国会議準備会が発足する。

・釧路市観光案内所が空港□ピー内に開設される。
・観光協会創立40周年を記念して、 第13回北海道観

光大会が開催される。

•北海道観光大会において、 「くしろコスモスフェア

実行委員会」が観光協会の推薦で 「花と緑の北海道

運動」功労団体として北海道観光連盟表彰を受ける。

・米町展望台（灯台型）が新築完成する。

・釧路新聞社が「新釧路十景」を選定する。

春採アイスアリーナがオープンする
「昭和58年］

釧路市の主な動き

4 ハイビジョンシティ構想の
モデル都市に指定される。

6 ハイビジョンシティ・フオ
ーラムが開催される。

8 石炭と産炭地域を考えるシ
ンポジウムが開催される。

11 釧路西港第3埠頭の一部供

用が開始される。

石炭と産炭地域を守る釧路

市民大会が開催される。

ポスト北洋漁業シンポジウ

ムが開催される。

11 釧路市総合計画基本構想「快
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適都市」が議会に提出され

る。

釧路市とカムチャッカ州と

の問で合弁事業「カムカイ

ドウ」を設立することで正

式に合意する。

鶴見橋（道道釧路環状線）

の部分使用がはじまる。

• 第 15回国勢調査で釧路市

の人□205,640人となる。

国道の観光関連の主な動き

4 大阪で「国際花と緑の博覧
会」が開かれる。

6 札幌でパシフィック・ミュ
ージック・フェスティバル

(PMF)が開幕する。

平成元年の平均出産数が

1.57人で過去最低となる。

8 日本人の平均寿命が男
75.9オ、女81.77オとな

り世界記録を更新する。

戦後初の択捉島上陸を含む

北方墓参団の第1陣が根室
港を出発する。

10 道央自動車道の深川一旭川・

隅栖問が開通し、旭川と札

幌が高速道路で直結される。

自主流通米の初入札が行わ

れ、 「きらら397」の人

気が急騰する。

11 天皇即位の礼が行われる。

•北海道が北海道観光の新た

な飛躍のために「北海道観

光宣言」を行う。



観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

2 旭橋通（太平洋病院裏）が開通する。 l 釧路市文苑土地区画整理事 l 湾岸戦争が勃発する。

孟
旧浜釧路駅跡地がフィッシャーマンズ・ワーフ第2 業の起工式が行われる。 3 環境庁はスパイクタイヤ使

次計画予定用地として、釧路市土地開発公社に売却 釧路市都市計画審議会が市 用禁止地域に札幌圏を指定

3 される。 街化区域拡大（文苑、愛国， する。

年 釧路一旭川間でコミュータ＿航空のデモフライトが 昭和など73地区、 295へ 4 北海道知事選挙で、横路孝
行われる。 クタール）を決定する。 弘氏が3選される。
暴力追放・防犯都市宣言がなされる。 3 産炭地域振興臨時措置法の 5 戦後46年ぶりに稚泊航路
第5回ラムサール条約締約国会議地域推進委員会が lO年延長が決まる。 が復活する。

発足する。 4 生涯学習まちづくり百選に 長崎県島原半島の雲仙・普

3 市が国鉄清算事業団から「武佐の森」を取得する方 「コスモス街道づくり」、 賢岳が噴火し「火砕流」が

針を示す。 「移動天文台」、 「遠隔地 発生する。

皇太子徳仁親王殿下が初来釧される。 探鳥会」が受賞する。 北洋サケマス漁の旧母船式

釧路市観光協会創立40周年記念誌を刊行する。 新運転免許場が大楽毛西に 独航船26隻が函館港を出

5 平成2年度の釧路市への観光客入込数は210万 移転し業務を開始する。 港し、公海での最後の操業

7,000人で、過去最高を記録。 5 市長が記者会見で、第9次 となる。

6 鳥取神社創祀百年記念式典が、三笠宮寛仁親王殿下 石炭政策により太平洋炭磯 ， 国道274号線（札幌一帯
をお招きして行われる。 の200万トン出炭維持は 広問210lキロ）が着工

7 治水公園の造成に着手する。 困難であるとし、同社の多 以来、 26年目で全面開通

フィッシャーマンズ・ワーフ構想とシンボルロード 角経営に協力し同社所有地 する。

事業が「地域活性化貢献賞」を受賞する。 への公共施設建設を進める 10 政府はウトナイ湖のラムサ

春採湖ネイチャーセンターが完成する。 考えを示す。 ール条約登録湿地指定を決

8 （仮称）鳥取温水プールの建設がはじまる。 6 釧路港の飼料用穀物輸入皇 定する。

9 米町公園・佐野碑園の整備が竣工する。 が100万トンを突破し祝 エゾシカの農林被害が20

釧路市湿原展望台の入館者数が開館以来、 100万人 賀会が開催される。 億円を超え、史上最高とな

に達する。 （函館市 田村富美さん） 7 日ソ水産合弁事業「カムカ る。

10 市民テニスコートが完成する。 イドウ」が発足する。 11 中川町で発見された化石群

11 鶴見橋が完成し開通式が行われる。 ， 山花・美濃開拓百年記念式 はクビナガリュウと分かる。

緑ケ岡トンネルが開通する。 典が行われる。 12 ソ連邦の消滅が宣言される。

10 情報公開制度がスタートす 文部省が平成4年2学期か

・「くしろ花の女王」が韓国を訪問しソウル東方観光 る。 らの公立学校での月 1回の

ヘ観光協会のメッセージを渡す。 貝塚跨線橋が開通し、貝塚 土曜休校の実施を決定する。

・観光協会の法人化検討委員会が先進都市（小樽、苫 一光和通りが全通する。

小牧）を視察する。 釧路川治水70周年記念式

ラムサール条約締約国会議の行事・接遇合同委員会 典が行われる。

に参加する。 12 昭和地区土地区画整理事業

・ワールドネットワーク（株）が企画した釧路空港発 の起工式が行われる。

着シンガポール直行チャーター便運行を後援する。

3 水産庁のマリノベーション構想の整備事業指定地区 l 釧根地域選出の道議会議員 l 大店法が施行され，大型店

孟
として千代の浦漁港を指定する。 8人からなる「丹頂会」が 出店競争が本格化する。

4 鳥取温水プールが完成する。 呼びかけ、釧根の市町村長 3 暴力団対策法が施行される。

4 7 釧路一大阪間に直航便が就航する。 が両地域の政治課題を話し 5 国家公務員週休2日制が実
年 釧路 札幌間に都市間定期バス「スターライト号」 、ロつ_。 施される。

の運行が始まる。 西港後背地に建設中の飼料 6 札幌で第1回よさこいソー
8 姉妹都市バーナビー市の市制施行700年の記念行事 配合工場が完成し、飼料供 ラン祭りがlOチーム、
に親善訪問し参加する。 給拠点となる。 1,000人参加で開かれる。
9 都留市と友好都市提携を結ぶ。 3 釧路市公民館が廃止される。 7 新千歳空港の新旅客ターミ

鳥取lO号公園内にパークゴルフ場がオープンする。 4 市に生涯学習推進部が新設 ナルビルが開業する。

第52回冬季国体スケート競技会の釧路市開催が決定 される。 束京一山形間に初のミニ新

する。 8 釧路市市制施行70周年記 幹線「つばさ」が登場する。

ラムサール条約締約国会議常設委員会が開催され、 念式典が行われる。 9 札樽自動車道、札幌小樽
政府主催のレセプション及び常設委員会レセプショ ， 学校5日制がスタートし、 間388キロが全線で完成
ンに参加する。 土曜日休日（月 1回）が始 する。

10 韓国観光キャンペーン「韓国のタベ92」が開かれる。― まる。 宇宙飛行士、毛利衛さん（余

11 釧路市生涯学習センターがオープンする。 10 十条製紙と山陽国策パルプ 市町出身）スペースシャト
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

釧路空港計器着陸システム「 ILS カテゴリ—ma」 が合併契約に調印し、新社 ル「エンデバー」に搭乗す

孟
の工事が着工される。 名が「日本製紙」となる。 る。

12 釧路市観光協会平成4年度臨時（解散）総会が開か 第1回都市景観賞が贈呈さ ]0 国道231号線の増毛町走

4 れる。 れる。 古丹一大別刈間か完成する。

年 （仮称）社団法人釧路観光協会設立総会が開かれる。 釧路市生涯学習会議が発足 札幌一留萌間134.5キロ

する。 が通年開通する。

• 伊丹市との経済・文化交流促進のため、 「伊丹市場 オーストラリア ・カンタス

まつり」への参加、演劇集団「いたみ」の釧路公演 航空の新千歳ーケアンズ間

協力、友好親善訪問団の歓迎などを行う。 に定期直行便が就航する。

・JR北海道札幌駅構内で観光と物産のキャンペーン「と

びっきり釧路！」を行う。

． （仮称）釧路地区JR北海道釧路一札幌間整備促進

期成会設立総会が開かれる。

• 鳥取市の「木のまつり」に観光使節団を派遣する。

2 中部地区旅行代理店釧路地方研修会及び観光懇談会 l 釧路で展度6の「釧路沖地 4 環境庁はラムサール条約登

悶 を釧路市で開催したほか関西旅行代理店との観光懇 震」が発生する。 録湿地に霧多布湿原、厚岸

談会を大阪市で開催する。 （平成8年まで毎年開催） 日本の食と農業を守る緊急 湖・別寒辺牛湿原の追加指

5 3 釧路市観光協会が社団法人釧路観光協会として正式 釧路総決起大会が開かれる。 定を正式決定する。

年 に認可され，盛大な祝賀会が開かれる。 3 スパイクタイヤの使用規制 札幌に「生活工房・サッポ

5 I日（第2次）釧路新聞社社屋が復元され、 「港文館」 が始まる。 ロファクトリー」がオープ

が完成する。 4 十条製紙が山陽国策パルプ ンする。

釧路全日空ホテルが開業する。 と合併し、日本製紙として 5 サッカーの日本プロリーグ
6 釧路市観光国際交流センターが完成する。 スタートする。 (Jリーグ）が開幕する。

釧路プリンスホテルが開業する。 5 「生涯学習都市宣言」が行 皇太子殿下の「結婚の儀」

ラムサール条約締約国会議が世界107カ国から約 われる。 が執り行われる。

400人が参加し釧路市で開催される。 釧路・根室地域日本赤十字 7 本道南西部の日本海側でマ
釧路一旭川間に都市間バスの運行がはじまる。 看護大学誘致期成会が設立 グニチュード7.8の「北海

7 釧路ー名古屋問に直行便が就航する。 される。 道南西沖地農」が発生する。

北大通シンボルロードが完成する。 7 高齢者生きがい交流プラザ |0 戦後最大の冷害被害で、被
鳥取市・湯沢市と姉妹都市捉携30周年記念の調印が とケアハウス建設が着工さ 害額は1,974億円と道が

行われる。 れる。 発表する。

8 柳町アイスホッケー場が通年リンクに衣替えする。 9 米町再開発事業が完成する。
「釧路の夜」歌碑建立の除幕式及び祝賀会が美川憲 地域コミュニティーセンタ

ーさん、宇佐英雄さんを迎えて行われる。 -「コア大空」がオープン

第20回全国芸能太鼓まつりが開催される。 する。

II コミューター航空で新機種がデモフライトをする。 10 市長・市議会議員選挙が行

12 JR北海道釧路一札幌間の高速化工事にむけ1月中 われ鰐淵俊之氏が5選され

旬に第3セクターの設立が決まる。 る。

名水「しゃも寅の井戸」の汚染が分かる。 11 地域保育センター建設車業

が、国の地方分権特例制度

・ラムサール条約締約国会語の釧路開催に全面協力す （パイロット自治体）に指

る。 定される。

• 中部地区旅行代理店釧路会設立総会を名古屋で開く。 12 コメの部分開放、乳製品な

どの関税化で釧根酪農地帯

では危機感が強まる。

l 山花地区で取水に成功し、釧路市内で初の温泉が誕 2 米不足で動揺が広がる。国 2 芦別のテーマパーク「カナ

孟
生する。 産米買いだめ商店の対応に ディアンワールド」が経営

ロシア人の上陸者数が過去5年間の2倍となる。 苦慮する。 難に陥り、芦別市が借入金

6 2 第30回くしろ氷まつりが開催される。 3 解雇離職者が前年比46% 約62億円を肩代わりする
年 3 理事会で釧路市フィットネスセンター (1日称リボン 増となる。 再建案を公表する。

釧路）及び釧路市湿原展望台の管理委託を承認する 4 国民体育大会冬季大会にむ 住友赤平の閉山が確定する。

茅野公園（桜ケ岡）の桜祭り復活にむけて発起人会 け、市準備室を設置する。 4 函館ーユジノサハリンスク
が発足する。 5 敬老バス回数券が70オ以 間に定期航空路第1便が就
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釧路観光経済効果調査委員会（座長木村勲）編「釧 上を対象に5千円相当分助 航する。

孟
路市の観光産業」が発刊される。 成される。 5 南極海の捕鯨が全面禁止と

4 タクシーが過剰ぎみで、全自交、地区連合などが減 8 ウエットランドセンター設 なる。

6 車指遅を申し入れる。 立に向け、準備委員会が初 6 石狩湾新港が道内で11番

年 5 釧路市湿原展望台の入館者が開館以来， 150万人に 会合を開く。 目の貿易港に指定される。

達する。 （根室市本間フミさん） ， 老人ホームを併設した「プ 新千歳空港が24時閻運用

アフガンを活写して有名になった長倉洋海氏（釧路 ラザよねまち」が完成しオ 体制となる。

出身）の写真展が始まる。 ープンする。 7 日本人女性初の宇宙飛行士、

7 釧路ー北見間に臨時バスの運行が始まる。 釧路公立大学が学科増設で 向井千秋さんがスペースシ

8 観光講演会「これからの釧路市の観光について一高 文部省と折衝する。 ャトル「コロンビア」に搭

齢化社会に向けて」を開催する。 市民の義務を明示した廃棄 乗する， 9 4.6（くしろ）の日、メモリアル制定記念パーテ 物処理条例案が提案される。 ， 関西国際空港が開港し、日
ィーを開催し、 946オン・マイ・マインドの歌詞 武佐の産業廃棄物処分場計 本初の本格的海上空港の誕

の全国公募を発表する。 画について市議会が反対を 生となる。

冬季国体の釧路開催が正式決定する。 表明する。 10 大江健三郎氏がノーベル文

10 釧路市が国際会撥観光都市に指定される。 10 安原コミ処分場が閉鎖され 学貫を受賞する。

11 FMくしろが開局する。 る。

12 ふゆフェスダ94を開催する。 （以降毎年12月初旬 フィッシャーマンズ・ワー

から翌年2月中旬まで開催） フMOOに釧路市医師会健

釧路観光協会観光振興基金規程が制定される。 診センターが開設される

釧路で震度6、マグニチュ

ード79の「北海道束方沖

地震」が発生する。

II オーストラリア・クーラガ

ング湿地と姉妹湿地提携を

する。

12 東北、北海道でマグニチュ

ード75規模の地震が発生

する。釧路市は雲度5、強
/l'l:l;歪 o 

2 釧路一網走問に都市間バス「流氷号」が逓行を開始 l 「釧路国際ウエットランド l 兵庫県南部で大i也畏（阪神

孟
する。 センター」設立総会が開か 淡路大震災）が発生する。

「旧釧路川水辺環境整備促進期成会」の設立総会が れる。 死者が6,432名に達する。

7 開かれる。 旭橋通が全通する。 3 歌志内の空知炭鉱が閉山す

年 中心街の商店街連絡協議会が市中心部の共適駐車券 2 老人福祉施設，望洋ふれあ る。

を発行する。 いセンター及び星ガ浦介護 4 北海道知事選挙で堀達也氏
4 北大通周辺の津波対策に協力し、釧路ホテル旅館組 センターがオープンする。 が初当選する。

合と「津波襲来時の緊急一時避難施設にかかる協定 3 釧路地区酪農総決起大会が 5 土幌高原道にゴーサインが

書」が締結される。 開かれる。 出る。

6 日本観光協会「第2回優秀観光地づくり裳」を受裳 5 地方拠点都市（釧路市，釧 7 野茂英雄投手が米大リーグ
する。 路町、臼糠町）の指定を受 オールスターゲームに日本

7 MOO岸壁炉ばたがオープンする。 （以降毎年6~9 ける。 人として初出場する。

月まで開店営業） まなぽっと幣舞アートギャ ， JR北海道深名線が廃止と
8 栄町公園を「栄町平和公園」と改称する。 ラリー入館者が70万人に なり、翌日から代替バスの

栄町平和公園に平和のモニュメントが設置される。 達する。 運行となる。

全国料理飲食業大会が開かれる。 6 釧路市動物園で世界初のシ ll 堀達也知事が官官接待廃止
第40回くしろ北海盆踊りが開かれ、秋田竿灯が出演 マフクロウの人工増殖に成 を表明する。

する。 功する。 拓殖銀行が2期連続の経常， 946オン・マイ•マインドの全国公募歌詞応募 7 まりも学園が新園含の開園 赤字を計上する。

1,465作品のうちから入選作品が発表される。 式を行う。

はなしのぶ橋が開通する。 釧路市都市景観要綱が施行

第10回コスモスフェアが開かれる。 される。

動物園開園20年フェスティバルが開かれる。 8 全日本男子バレーボールの
I 0 ILSカテゴリーIllaの供用が開始される。 紅白試合が一般公開される。
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モデルコース別観光情報冊子「自然と感動のまち」 テクノスーパーライナー実

孟
が発行される。 験船「飛翔」が寄港する。

11 サンサンロード（釧路駅地下道）完成記念式典が行 ， 連合町内会創立30周年記
7 われる。 念式典が行われる。

年 JI CA海外青年招聘事業

東日本ボウリング選手権大会が開かれる。 でASEAN諸国から研修

・日本コングレス・コンベンション•ビューロの設立 生一行が来釧する。

総会に参加する。 11 市立図書館創立70周年記

•国際会議観光都市指定に伴い、協会は専門委員会を 念講演会（講師小檜山博）

設置し、各種イベント・コンベンションの対応を定 が開かれる。

める。 道立釧路芸術館構想委員会

が発足する。

•第 16回国勢調査で釧路市

の人口199,323人となる。

3 ラムサール条約締約国ブリスベーン会議に市民ら86 l 旭保育園が休日保育事業を 2 豊浜トンネルで岩盤崩落事

闊 名が参加する。 スタートさせる。 故が発生しバスの乗客ら

4 釧路市農村都市交流センター、愛称「山花温泉リフレJ 2 釧路公立大学で初の社会人 19人が死亡する。

8 がグランドオープンする。 特別選抜を実施する。 3 本道プロサッカーチームの

年 5 山花公園桜並木づくりが行われる。 釧路シビックコア地区整備 愛称が「コンサドーレ札幌］

6 石川啄木生誕110年祭 「啄木と釧路展」が開催され 計画が承認される。 に決まる。

る。 3 鉄北デイサービスセンター・ 駒ケ岳が54年ぶりに贖火

福岡市で観光懇話会を開催する。 介護センターがオープンす する。

7 全日空が釧路ー福岡線を開設し、祝賀会が開かれる。 る。 5 国際サッカー連盟が2002
第2回東アジア国立公園・保護地域会議が開かれる。 釧路港拡張計画に伴う漁業 年ワールドカップで日韓共

釧路空港の新旅客ターミナルビルがオープンする。 補イ裳交渉が妥結する。 同開催案を採択する。

釧路市立博物館創立60周年記念特別講演会が開催さ 4 釧路空港に小型機が墜落す 11 積丹一周道路が全線開通す
れる。 る。 る。

JASが釧路一仙台線を開設し、祝賀会が開かれる。 6 釧路シビックコア地区で国 北海道国際航空が設立され、

仙台市で観光懇話会を開催する。 の合同庁舎建設工事が着工 新千歳一羽田間への新規参

8 くしろ記念公園（鳥取lO号公園）の完成記念式典 される。 入を目指す。

が行われる。 釧路公立大学が経営学科を 雌阿寒岳が8年9カ月ぶり

釧路市湿原展望台の入館者が200万人に達する。 （埼 増設し、校舎増築工事が落 に噴火する。

玉県所沢市小笠原勘治さん） 成し記念式典が行われる。 l1 米海兵隊砲撃訓練の移転問

国際湿原保全釧路会議が開かれる。 7 （仮称）道立釧路芸術館建 踵で、別海町、厚岸町、浜

釧路市動物園入園者が400万人に達する。 設工事が着工される。 中町の3町長が受入れの確

第70回釧路湿原国立公園を詠う全国俳句大会が開催 丸井今井が釧路の丸三鶴屋 認書を承認する。

される。 の経営権を取得する。， 9.4.6オン・マイ・マインド、III全国歌唱大賞コンク ， 錦町立体駐車場建設工事が
ールが開かれる。 着工される。

第2回アジアゲートボール選手権大会が開催される。 10 釧路産炭地域総合発展機構

ツール・ド・北海道が釧路市などを舞台として開催 が設立される。

される。 インターネットに「釧路市

I 0 春採公園周遊園路の開通式が行われる。 都市景観ホームページ」が

11 釧路アイスアリーナ（愛称「丹頂アリーナ」）がオ 開設される。

ープンする。 鰐淵俊之市長が退任する。

日 市長選挙が行われ、綿貫健

輔氏が初当選する。

孟
1 第52回国民体育大会冬季大会スケート競技会・アイ 4 石炭安定供給にかかわる中 3 札幌地裁がアイヌ民族の先
スホッケー競技会「くしろ湿原国体」が開催される。 央要請行動が行われる。 住性を認定する。， 2 鶴丘スキー場フェステイバルが開かれる。 釧路市行財政改革推進本部 拓殖銀行が北海道銀行と対

年 3 新型振り子式特急「スーパーおおぞら」の運行が始 が発足する。 等合併することで基本合意
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まる。 新港湾計画にともなう漁業 する。

孟
キャバレー「銀の目」が終業する。 補償本協定書の調印式が行 5 アイヌ新法が成立し．北海
4 山花温泉リフレがオープン1周年をむかえる。 われる。 道土人保護法が廃止される。， 第80回釧路市民大運動会が開催される。 6 消防本部新庁舎が供用を開 7 堀知事が「時のアセスメン
年 啄木ゆめ公園がオープンする。 始する。防災センター併設。 ト」に士幌高原道路など6

6 観光英会話講座を実施する。 ， 第30回釧路消費者大会が 事業を対象にすると発表す

7 釧路空港新旅客ターミナルビル1周年記念感謝デー 開催される。 る。

が行われる。 民生委員制度創立80周年 香港、英国から中国に返還

釧路錦町立体駐車場の完成記念式が行われる。 記念式典が開催される。 される。

釧路湿原国立公園指定70周年記念式典が行われる。 I I 釧路公立大学開学lO周年 10 コンサドーレ札幌がJリー

8 第50回くしろ港まつりが開催される。 記念式典が開催される。 グ1部昇格を決める。

第1回すえひろ祭りが開催される。 釧路市議会議員選挙が行わ II 橋本龍太郎首相とエリツィ， 946オン•マイ ・マインドN全国歌唱大賞コンク れる。 ン・ロシア大統領は、今世

ールが開催される。 武佐産業廃棄物処分場設置 紀中に日□平和条約締結に
釧路市北斗遺跡ふるさと歴史の広場がオープンし、 計画をめぐる行政訴訟で道 全力を尽くすことで合意す

観光協会に管理委託される。 が上告を断念する。 る。

第lO回釧路湿原フェアが開かれる。 11 エストニア音楽祭 inくし 拓殖銀行が経営破たんし、

10 国際啄木学会釧路大会が開催される。 ろが開催される。 北洋銀行への営業譲渡を決

める。

3 HAC（北海道エアシステム）が釧路一旭川線を運 3 白樺ふれあい交流センター 3 拓殖銀行傘下のテルメイン

孟
航する。 がオープンする。 ターナショナルシステムな

第40回釧路市観光写真コンテストが行われる。 5 西港区第2期工事が着工さ ど3社が破産する。

10 4 スーパー大手のジャスコが釧路市昭和地区への出店 れる。 たかを観光が和議を申請す

年 を表明する。釧路サティ店も増床計画を表明する。 姉妹都市バーナビー市を公 る。

6 ふれあいホースパークと山花オートキャンプ場がオ 式訪問する。 長野パラリンピックで武田

ープンする。 消費者保護基本法制定30 豊（釧路出身）選手が初優

旧釧路川が「ふるさとの川整備事業」に指定される。 周年記念講演会が開かれる。 勝する。

無料循環バス「くるりん」の運行が始まる。 7 釧路市が緊急雇用安定地域 4 政府が苫小牧東部開発計画
7 HAC（北海道エアシステム）が釧路一函館線を運 に指定される。 の見直し案を公表する。

航する。 8 姉妹都市バーナビー市から 5 トマムリゾートの施設の一
「くしろ湿原ノロッコ号」がリニューアルされる。 訪問団が来釧する。 部を所有するアルファコー

山花温泉リフレの日帰り入浴客が50万人に達する。 第1回スポーツフェスティ ポレーションが自己破産を

全国トロッコ列車サミットが釧路で開かれる。 バルが開かれる。 申請し、破産宣告を受ける。

9 原田康子「挽歌」の碑の除幕式が行われる。 カムチャッキー市と「港街 6 室蘭港にかかる白鳥大橋
9.4.6オン ・マイ ・マインドV全国歌唱大賞コンク 友好都市提携」協定書に調 (1,380米）が開通する。

ールが開催される。 印する。 道産イクラで束京、富山で

Ii 第1回釧路味覚祭が開かれる。 ， 市議会のテレビ中継試験放 0157の感染者をだす。

北海道立釧路芸術館が開館し，記念行事としてベル 送が始まる 8 北朝鮮が日本海に向けて新
ギー・ゲント美術館展が開かれる。 11 北海道大学から各分野の専 型弾道ミサイル「テポドン

ll 釧路商工会議所が「釧路の夜」の美川憲一さんをフ 門家を招き最先端の科学の 1号」を発射する。
ァイン大使に委嘱する。 話題を提供する'98くしろ ， 北海タイムス社が自己破産

先端科学移動大学が開催さ を申請し破産宣告を受ける。

・JR北海道が釧路一札幌間で「スーパーおおぞら号」 れる。 道が募集した北海道キャッ
を1往復増便する。 第1回北海道芸術文化フェ チフレーズに「試される大

• 釧路観光協会がホームページを新規開設する。 ステイバルが開催される。 地」が決まる。

文苑会館が開館する。 11 北海道拓殆銀行が98年の

歴史に幕を下ろす。

12 北海道国際航空（エア・ド

ゥ）が新千歳一羽田線に就

航する。
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観光協会の動き（観光関連を含む） 釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

l HAC （北海道エアシステム）が釧路一千歳線を運 6 「釧路市・鳥取町合併50 1 欧州単一通貨ユーロが尊入

平秤
航する。 周年記念報恩会」が鳥取5 される。

釧路市涅原展望台の入館者が250万人に達する。 （大 号公園で、移住の歴史を表 知事が士幌高原道路の建設

阪府枚方市芝原祐次さん） 現した舞「村謡」を奉納す 中止の意向を固める。

年 全日空が釧路ー福岡線の運行を再開する。 る。 大型複合商業施設「マイカ

一般国道38・44号線、釧路外環状道路の工事着工 ll 釧路市・鳥取町合併50周 ル小樽」が開業する。

式が行われる。 年記念式典が行われる。 3 地域振興券が交付される。
2 福岡地区旅行代理店釧路地方研修会を実施する。 12 太平洋炭礫（株）が本社を 4 北海道知事選挙で，堀達也
（参加 13社） 東京から釧路鉱業所内に移 氏が再選される。

3 釧路和商市場が新装オープンする。 す。 8 国旗国歌法が成立する。

5 旧釧路川岸に係留された所有者不明の沈廃船の撤去 大手スーパー「ジャスコ」 猛暑の影響で道内で275
作業が始まる。 で揺れた「昭和中央土地区 頭の乳牛が死亡する。

6 JASが釧路一仙台線の運行を再開する。 画整理事業」 （仮称）につ l l JR北海道室蘭線礼文浜ト
7 釧路港開港百年、釧路市・鳥取町合併50周年を記念 いて建設大臣認可、道知事 ンネルで天井からコンクリ

して、第52回港まつりに合わせ、提灯行列、開港百 決定が出される。 ート塊が落下し、貨物列車

年展等が開催される。 美原公設市場「美原ショッ が乗り上げ脱線する。

10 釧路湿原てくてくMAPを作製する。 ピングセンター」の協同組 12 公取委が航空大手3社の格

ll 近海郵船（株）の釧路一束京閻の旅客フェリーが23 合解散にともない、出店業 安運賃に是正を要請する。

年の歴史に幕をおろす。 者の公募が始まる。 網走管内湧別町の山林で3
12 釧路市朝市協同組合店舗が火災のための改装工事を 2000年問題で市内官公庁、 万年前のマンモスの化石が

終えて、オープンする。 民間企業などが31日から 見つかる。

元旦にかけて特別体制を組

む。

l JR北海道が釧網本線、釧路一標茶間で初のSL「冬 l 釧路気象台観測史上、 2番 1 国民の祝日法による最初の

孟
の湿原号」を運行する。 目の降雪56センチを記録 月曜祝日（成人の日）が実

2 （株）丸卜北村（明治39年創業）が閉店する。 する。 施される。

12 台湾・エバー航空臨時便により、村田憲治観光協会 2 平成12年度予算、釧路市 3 有珠山が3年ぶりに鳴火。
年 会長代行が釧路空港整備促進期成会（代表・中戸川 一般会計は約929億円で、 4 小渕恵三前首相が死去し、

晃也市収入役）の訪台観光プロモーションに参加する。 4年ぶりにマイナスとなる。 森喜朗首相による森内閣が

長崎屋が会社更生法を申請し、その後釧路、中標津 全国中学校アイスホッケー 発足する。

店は存続が決まる。 大会で釧路市立緑陵中学校 介護保険制度がスタートす

日両交流4D D年記念阿寒国際スケートマラソンが が憂勝する。 る。

開幕する。 4 釧路港に捕鯨調査船が初入 6 雪印乳業の大阪工場の乳製

4 民間非営利団体 (NP0) 「浪花町76番地倉庫」が 港する。 品で大量集団食中毒が発生

組織され、同倉庫は音楽 ・演劇・文化などのイベン 6 スピードスケート国際大会 する。

ト活動の拠点としてオープンする。 世界ジュニア選手権大会の 衆議院選挙で選挙区13区

7 創立50周年の記念行事として、釧路観光をPRする 2003年釧路開催が決まる。 で北村直人氏が5選、比例
ため、キャッチフレーズ、シンボルマーク、記念論 7 釧路市農協が約38億円の 区で鈴木宗男氏が6選とな

文を公募する。 債務超過で事実上、破綻す る。

厳島神社祭で栄町公園周辺で若者が襲れる。 る。 7 沖縄サミットが開かれる。

8 釧路湿原てくてくMAPをリニュアールし作製する。 8 太平洋興発（株）がリライ 伊豆諸島、三宅島が噴火す， 湿原ウオッチングを開催する。 （温根内ピジターセ アブルなどをテナントとす る。

ンター、コッタロ湿原展望台） る釧路市春採の複合店舗出 サホロリゾートを所有する

ジャスコの道内第 1号店が釧路市昭和地区にオープ 店を道に申請する。 西洋環境開発が倒産する。

ンする。 中部コミュニティーセンタ 9第27回夏季五輪シドニー大
I 0 釧路観光協会創立50周年記念式典が行われる。 -「コアかがやき」がオー 会で、高橋尚子選手が女子

l1 第2回台湾・エバー航空臨時便による釧路空港整備 プンする。 マラソンで優勝する。

促進期成会（代表・柿崎英延助役）の訪台プロモー 9 釧路市議会で罰則付きの「こ 中期防衛力整備計画 (2001

ションに佐々木廣記協会専務理事が参加する。 みポイ捨て禁止条例」を可 -2005)で釧路駐屯地の

釧路空港滑走路2,500米が完成し、供用開始となる。 決する。 定数400人減が決まる。

11 HAC （北海道エアシステム）友の会くしろの設立 10 釧路市長選挙で綿貫健輔氏 知床横断道路開通20周年

総会（会長小川一典）が開かれる。 が再選される。 を迎える。
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観光協会の動き（観光関連を含む）

日銀釧路支店が管内崇気はll力月連続で低迷と発表

孟
する。

初代幣舞橋架橋100年を迎え、公開座談会の開催が

12 決まる。
年

都市型観光の拠点としてオープンした
フィッシャーマンズ・ワーフ「平成元年］

一;-e Kushiro 1993 

..̀  9C 
、マ'.'.ド

-~ (1'.,..-. -'J ・・-.  -
ラムサール条約締約国釧路会議開催でオリエンティーションをする
ネイヴィット事務局長 ［平成5年］

釧路市の主な動き 国道の観光関連の主な動き

釧路高専に技術者を教育す 10 日本本土から北方領土へ初
る地域共同テクノセンター の航空機が乗り入れる。政

が完成する。 府チャーター機が中標津空

釧路合同庁舎が集まる釧路 港と国後島を往復する。

シビックコア地区がオープ 白川英樹博士がノーベル化

ンする。 学賞を受賞する。

11 民間が市内武佐に計画設匿 11 民間考古学研究者として旧
する産廃処分場に道が使用 石器遺跡発掘の第一人者と

許可をする。 いわれていた藤村新一の石

器ねつ造が発覚する。

12 中国国営、中国西北航空の
チャーター便第l便が千歳

空港から上海へ直行する。

札幌駅前札院そごうが閉店

する。

BSデジタル本放送がスタ
ートする。

生涯学習センターのウィンドー・船出 「平成4年］
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「山花温泉リフレ」がオープ
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50年の歩みの概観



釧路観光協会50年の歩みの概観

釧路観光協会は昭和13年 (l924)に釧路市観光協会として設立、発足と記録されて

いるから、平成12年本年で実に76年の歴史を持つこととなる。しかし先の太平洋戦争

などによる資料の散失などがあったりして残念ながら戦前の活動を示す記録がないのが

現状である。そのため観光協会は、その歴史を戦後昭和26年 (1951)l月8日に再発足

した年を創立の年として今日にいたっているのである。

観光協会が歩んだ50年は、わが国の政治、経済、社会、文化、教育のどれをとってみ

ても、わが国歴史上かって知らなかった激動と変貌の50年にそのまま重なっているので

ある。例えば、観光と切っても切れない交通機関や交通システムを見ても、国内航空路の

普及発達，新幹線時代の到来、高速道や一般道路網の整備、自家用車が一家に一台のマイ

カ一時代の現出など、まさに誰もが予想だにしなかった状況のなかに、われわれはおかれ

ているのである。

釧路観光協会もこうした大きな時代のうねりと変化に懸命に対応してきた。そして今や、

釧路市の基幹産業の仲間入りを果たすほどの成長と発展を続けており、さらに釧路市発展

のためにも一層の努力が期待されているのである。

この時に当たり、先人の苦闘の歩みに思いをいたしながら、観光協会の歴史を振り返っ

てみると、その時その時で時代を画す出来事があったことがわかる。そこでそれらを中心

に50年を三つに区分して概観してみたい。

一復興・再建期一

（昭和26年初代佐熊宏平会長より昭和40年第3代山本幸造会長までの15年間）

社会や経済の安定があってこその観光振興である。戦後の日常生活の混乱から脱して、

観光客が温泉地や景勝地を訪れるようになったのは昭和23年ごろからであった。戦争で

中断していた観光機関や観光事業があいついで復活した。北海道観光連盟は、束京と並ん

で全国でももっとも早く昭和21年4月に再開されたし、北海道庁では同24年に交易観光

課を設置した。

阿寒観光協会の記念誌によると、自然景観の特異性と温泉を中心とした道東随一の観光

地阿寒は、昭和24年に釧路一阿寒間の定期バスが運行され、同36年までの10年間に旅

館など38軒が新築された。また阿寒観光遊覧船の乗客数は同30年には26年対比で約2

倍の153,200人と急増した。

こうした状況を踏まえ，釧路市観光協会は昭和29 '’

年に釧路市経由での阿寒観光客の調査を実施してい

る。その結果、阿寒を訪れた観光客32万人中21万8

千人が釧路市経由であることが判った。まさにこの当

時の釧路市の観光は，阿寒と切っても切れない間柄に

あったと言えよう。釧路市もまた阿寒観光の入口を自

認していたのだが、昭和30年3月の釧路市議会定例会

で実は次のような質疑が取り交わされたことが記録さ

れている。

当時の竹野内正義議員が佐熊宏平市長に質問した。
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「最近、北見では大いに阿寒観光の宣伝誘致に努めており、本州方面では阿寒は北見に

あるとさえ思われる事態となっている。本市の阿寒観光客誘致の取り組みが不足している

のではないか一ー」

これに対して初代の観光協会会長でもあった佐熊市長は「阿寒は北見からといかに宣伝

しようとも，阿寒の山は動かないのであります、（ここで議員の爆笑がおこる）阿寒国立

公園は不動だと考えます」と答え、釧路と阿寒の強い結びつきは変わらないとしたのであ

った。

北海道観光は自然景観を一番の観光素材としてきたし，それでまた多くの観光客を引き

つけてきた。今もそれは基本的に変わっていない。しかし昭和30年前後から国内旅行客

の増加による観光大衆化の時代に入りはじめ

る。釧路市の観光客は同33年から36年末で

の4年間でl0万人増であったのが40年まで

の同じ4年間で20万人と倍増したのである。 4;; 
そのため観光の意義や役割が再認識され、 一
観光が地域振興の有力な政策手段のひとつと

なり、計画的に観光客を受け入れるための諸

整備が図られることとなった。自然だけを売

り物にすることからの脱却である。 釧路空港滑走路のわきで草をはむ馬

昭和36年の釧路空港開港、釧路民衆駅の

完成、同37年の釧路一函館間特急おおぞら号の運行開始そして戦後わすか19年にして釧

路市は国際観光地及び観光ルートの指定を国に要請するまでになるのである。

観光再建に取り組んできた先人の熱い息づかいが伝わって来るようである。

そして先人の敷いてくれた路線は今に生きているのである。

一発展・拡大期一

（昭和42年第4代張江大策会長から昭和63年第5代堂垣内武憲会長までの79年間）

昭和42年の観光客入込数は50万l千人であったのが、同52年には72万9千人そして

63年には725万人となり、観光関係者悲願の観光客700万人をあっさりと突破する観光

発展・拡大期に入った。

このような観光客の急増は、国内経済の高度成長を要因とする経済，社会清勢の高いと

ころでの安定によるものであるが観光客を受け入れるための諸整備が図られたこともあ

すかって力になっていると思われる。例えば市長でもあり初代観光協会会長であった佐

熊会長が，市議会で空からの阿寒観光を視野に入れているといってから13年にして、「＜

しろ湿原まつり」で空からの湿原観光となって実現されたのである。また阿寒観光の入口

であった釧路市にとって、阿寒への国道240号線、通称まりも国道が昭和45年全面舗装

の完成を見たことは特筆すべきことであった。また観光ブームという端的な表現に見られ

るように、観光が国民のものとなったことで観光資源は国民共有の財産という認識が生ま

れてきた。その結果、北海道観光の目玉である原始景観や自然環境の保護・保全と観光や

産業開発とをいかに調和させるかが、大きな課題となってくる。北海道自然保護協会の釧
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路支部が発足したのが昭和46年であり、釧路地方総合開発促進期成会に釧路湿原開発に

係わる特別委員会ができたのが同47年のことであった。

一方、観光客の急増は単なる量的拡大にととまらす、質的変化、特にその旅行態様にお

いて顕著になってきた。それまでは北海道の有名観光地を l、2泊の日程で訪れるといっ

た「点観光」であったのが特色ある観光地を巡り歩くという「線観光」に変化し始めた

のである。その周遊性と行動半径の拡大が旅行

の性格に複合性と総合性を持たせることになり、

観光目的の多様化が進むことになった。即ち、

ただ「見る」だけの観光から「参加する・体験

する」というレクリエーション的要素が加わっ

た体験観光に移っていくのである。

こうした変化に対応するために観光協会は昭

和59年に「観光レクリエーション基本計画」策

定に取り組むことになるのである。

更に時代は大きな変化を見せ、産業や観光の

開発よりは環境の保全・保護を大事にしようと 初の空からの湿原探勝

いう流れとなっていった。

昭和62年わが国最後の国立公園となるだろうといわれて、釧路湿原が国立公園に指定

された。

一転換・飛躍期―-

（平成元年第6代中村隆会長から平成12年第8代反保義政会長までの12年間）

今世紀最後と言われる国立公園として釧路湿原が指定されたことに象徴されるように、

この期の特徴の 1つは自然環境の観光的活用には、かってない保護と保全への配慮が必要

になったことである。いたすらに観光客入込数、つまり量を追ってそのために自然破壊を

起こしたりすると取り返しの付かない事態となり、みすから墓穴を掘ることになりかねな

い。かけがえのない自然ーという認識が一層深められたのである。

今や阿寒国立公園と釧路湿原国立公園という2大看板を釧路管内にもつ釧路市の観光振

興は、いつにかかって原始景観の保護・保全と観光開発をいかに調和させていくかが大き

な課題である。

平成5年ラムサール条約締約国釧路会議の開催は，自然のワイズユース（賢明な活用）

に大きな示唆を与えてくれた。

特徴の2つ目は観光をより安い費用で、より手近かなところへ、より短い時間でという

ー安・近・短といわれた風潮が、特に航空運賃の低廉化などにより、より安く、より遠く、

そしてより短い時間で一という姿に様変わりしたことである。束京からl泊2日で北海道

のカニを食べようといったツアーが多くの観光客を集める時代となった。観光の質的変化

がより一層あきらかとなってきた。

いすれにせよ、国民の需要と観光の質的変化に対応した受け入れ体制の計画的、先行的

整備が急がれるところである。併せて広域観光の視点をより徹底させた整備と多年の課題
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である冬季観光資源の創造によって観光通年化促進に向けた歩みを強める時代に入った。

今や観光に携わる者は、北海道観光がもっとも得意にしてきた、自然を眺め温泉につか

るといった「見る観光」のイメージを払拭し、「参加体験型観光」という観光客の需要に

徹底して応えなければならない。まさに観光転換期を迎えているのである。

その意味でも修学旅行生の積極的な誘致は、若い世代の自然体験学習を通じて、やがて

は釧路観光へのリピーターとなることが期待できるし、平成6年「くしろオン・マイ・マ

インド」の企画は歌唱体験を適じて釧路への意識の高まりを喉起してきたし、同ll年の

SL「冬の湿原号」の運行は冬季観光への取り組みに大きな刺激になった。さらに、霧と

いう日常生活では、歓迎されない気象条件を逆手にとって長所に変えたのが、釧路青年会

議所の創意と情熱による「霧フェステイバル」である。昭和61年を初回として、毎年7

月に行われるこのイベントも、平成l2年で16回を数えるにいたり、観光客をもっとも楽

しませるイベントに成長している。以上のことは創意と工夫と熱意の大切さを教えている

のである。

創立50周年を迎えて釧路観光協会は乎座］］］年観光客入込数281万人を達成した。

このような釧路観光の動向を地元経済の面から見ると、『釧路市の観光産業』「平成6年

3月釧路市観光経済効果調査委員会（座長木村 勲）編」で平成4年度の観光入込客数

242万6,790人の観光消費による生産波及効果は274億7,800万円とされているから、

過去最高の平成ll年度入込客数281万2,745人による生産波及額は321億5,000万円

に上ると推計されるのである。

今や、「観光」が既存産業の一角に、確かな地歩をしめるに至っていることはまぎれも

ない事実である。

しかし釧路観光はまだまだ大きな可能性を秘めている。今や釧路市及び釧路地方、広く

道束の自然こそもっとも北海道らしいところという声が高まっている。

束京から1時間45分、雄大な自然に接し、夏は休養、保養そしてキャンプ、カヌー、乗

馬、ゴルフ、冬は流氷にふれ、その音を聞き、スキー、スケートなどを楽しむことができ

るし、北の魚は冬が一番美味しいのである。今後の施設や環境の整備しだいで、より一層

魅力ある観光地が形成できることは明らかだ。

加えて、最近は自然志向に合せ、遺跡や文化財そしてそれぞれ郷土の生活文化を目的と

する文化鑑賞型の知的観光への移行傾向がうかがわれる。縄文人へのロマンは今、一種の

ブームにすらなっているがこれは日本人のふるさと探しともいえよう。釧路湿原国立公

園の中にあって、湿原を囲む丘陵地には、先住民の遺跡が400ク所以上確認されているの

である。彼らはどこからきて、どんな生活をしていたのだろうかーロマンをかき立てられ

るではないか。

郷士の生活文化そのものが、観光資源であり、街並み、都市景観も同様である。

今後とも郷土づくりが観光開発であり、文化事業の一つであるといった視点に立って行

われるならば、釧路観光は一段と花開く時代を迎えるに違いない。「転換・飛躍期」とす

る所以である。
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釧路観光協会
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「観光講座」事業の推移一覧

観光講座の目的

観光客を迎える姿勢を養うために、観光ホスピタリティ運動が例年実施されている。

本講座は、その一環として、市民みんなが釧路市の観光や歴史、自然等の知識を広く身につけ、

釧路を訪れる観光客に尋ねられても立派な案内ができる市民総観光案内人の養成を目指して、

観光都市釧路のイメージアップに資することを目的とする。

釧路市・（社）釧路観光協会共催 釧路商工会議所後援

テーマ

経 済

文 化

観 光 ノイ丁ー 政

広 域 観 光

気 象

水 産

タンチョウ鶴

自 然

観光ウォッチング

テーマ

観 光 ノイ了ー 政

観 光 産 業

広 域 観 光

んヌ：＝1, 象

文 化

水 産

観 光 ノイ了ー 政

タンチョウ鶴

観光ウオッチング

昭和63年度 (7/22~8/2)

内 六合

釧路市の経済について

くしろおもしろウンチク講座

フィッシャーマンズ・ワーフ計画と観光開発

おもしろ道束観光

くしろの自然・気象について

くしろのさかなについて

タンチョウ秘話

釧路湿原のすばらしさ

釧路湿原 ・市内主要観光施設等視察研修

平成元年度 (7/18~7/29)

内 容

観光都市釧路をめざして

これからの観光産業

おもしろ道束観光

くしろの自然・気象について

くしろおもしろウンチク講座

くしろのさかなについて

フィッシャーマンズ・ワーフ計画と観光開発

鶴になった男が語るタンチョウ秘話

市内主要観光施設・釧路湿原 視察研修

視察研修・釧路市丹頂鶴自然公園［平成lO年］
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於福祉会館

講

釧路商工会議所事務局長

釧路短期大学教授

釧路市観光開発室室長

摩周観光文化センター

釧路地方気象台台長

和商協同組合理事長

丹頂鶴自然公園園長

市立博物館館長

於福祉会館

講

釧路市長

釧路公立大学教授

弟子屈町図書館

釧路地方気象台台長

釧路短期大学教授

釧路水産試験場場長

釧路市観光開発室室長

丹頂鶴自然公園園長

市立博物館

師

舟木重夫

烏居良四郎

山田和弘

種市佐改

三輪健治

山下良一

高橋良治

澤 四郎

師

鰐淵俊之

加藤和暢

種市佐改

中西 悟

鳥居良四郎

尾身束美

山田和弘

高橋良治

山代淳一



平成2年度第1期 (7/20~ 7 /28) 於福祉会館

テーマ 内 容 講 師

観 光 産 業 これからの観光産業 釧路公立大学教授 加藤和暢

観 光 ／イ丁一 政 フィッシャーマンズ • ワーフ計画と観光開発 釧路市観光開発室専門員 柿崎英延

タンチョウ鶴 鶴になった男が語るタンチョウ秘話 丹頂鶴自然公園園長 高橋良治

文 化 くしろおもしろウンチク講座 釧路短期大学教授 鳥居良四郎

観 光 イノ丁ー 政 観光都市釧路 釧路市経済部次長 橋爪義憲

広 域 観 光 おもしろ道東観光めぐり 弟子屈町図書館 種市佐改

水 産 くしろのさかなについて 釧路水産試験場場長 草刈宗晴

気 象 くしろの自然 ・気象について 釧路地方気象台台長 中西 伊ロ

観光ウオッチング 釧路湿原・市内主要観光施設等視察研修 市立博物館 山代淳一

平成2年度第2期 (2/21) 於福祉会館

テーマ 内 六合 講 師

観 光 海の営き・大地の輝き「観光都市釧路」 観光PR用スライド上映

観 光 旅行エージェントから見た釧路観光事清 JTB釧路支店支店長 今井清偲

観 光 /イ丁- 政 ラムサール条約締約国釧路会議にむけて 釧路市長 鰐淵俊之

平成3年度 (7/l9~7/27) 於福祉会館

テーマ 内 容 講 師

観 光 ノ1丁ー 政 地域活性化と観光 釧路公立大学教授 加藤和暢

観 光 ノイ了ー 政 フィッシャーマンズ・ワーフ計画と観光開発 釧路市観光開発室室長 柿崎英延

タンチョウ鶴 鶴になった男が語るタンチョウ秘話 丹頂鶴自然公園園長 高橋良治

観 光 ノイ丁ー 政 観光都市釧路をめざして 釧路市助役 木木木 貞雄

広 域 観 光 おもしろ道東観光 近畿日本ツーリスト 加藤晋一

気 象 くしろの自然・気象について 釧路地方気象台台長 中西 伊ロ

水 産 くしろのさかな 釧路水産試験場場長 草刈宗晴

観光ウオッチング 市内主要観光施設・釧路湿原 視察（車中講義） 市立博物館 山代淳一

平成4年度 (7/10~7/25) 於福祉会館

テーマ 内 合六 講 師

観 光 ノイ丁ー 政 ラムサール条約締約国釧路会議開催にあたって ラムサール会議準備室課長補佐 鈴木 信

観 光 ／イ丁一 政 フィッシャーマンズ・ワーフ第2次計画 釧路市観光開発室室長 柿崎英延

文 化 釧路の生い立ち 釧路史学研究会 布施 正

観 光 観光客の名物イメージ 和商協同組合理事長 山下良一

観 光 イ／丁一 政 釧路の観光開発を考える 釧路公立大学教授 加藤和暢

自
吠’’̀‘ 釧路湿原の保護と楽しみ方 写真家 伊東俊明

タンチョウ鶴 釧路湿原とタンチョウ鶴 丹頂鶴自然公園園長 高橋良治

観光ウオッチング 市内主要観光施設•湿原の植物、鳥類、動物 視察 自然保護協会 小川安久

47 



平成5年度 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 六合 講 師

英 語 観光英会話
釧路国際教育センター代表堀内佳代子

ほか外国人講師
9‘ 

• 第 1 グループ 3/l ・ 8 ・ 15日
第2グループ 3/4 ・ l l ・ 18日の各3回。対象者はホテル ・旅館・サービス業従事者

・内容 ホテル内で必要となる、チェックイン・アウトやトラブルに対する対処の仕方を英語でマスターする。

ラムサール条約締約国釧路会議を契機とし、ホテル・旅館 ・サービス業従事者の中で英会話の必要性が言われ、

観光講座を休止し上記講座を開講した。

平成6年度 (ll/7~11/26) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 六合 講 師

観 光 ／イ丁一 政 釧路観光白書 釧路市経済部部長 橋爪義憲

広 域 観 光 ぐるっと道東ひと巡り 釧路観光連盟専務理事 片岡修輔

文 化 くしろおもしろウンチク講座 釧路短期大学教授 鳥居良四郎

文 化 この街の経験 市史編纂室課長 寺島敏治

観光イベント 必聴！誰も知らない来釧タレント舞台裏 NHK釧路放送局 川村正典

英 語 釧路人のための観光英会話講座 釧路国際教育センター代表 堀内佳代子

グ ル メ くしろの味覚一魚へのこだわり一 和商協同組合理事長 山下良一

写 声・、、 写真家から見たくしろの移り変わり 写真家 伊東俊明

タンチョウ鶴 鶴おじさんのタンチョウ蓄闘記 丹頂鶴自然公園園長 高橋良治

観光ウオッチング 市内主要観光施設視察

平成7年度第1期 (6/15~7/l) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 容 講 師

水 産 まちは大きな水族館 釧路魚商業協同組合 山下良一

産 業 炭鉱の歩み一その歴史を掘り下げる一 市史編纂室課長 寺島敏治

文 化 くしろおもしろウンチク講座 釧路短期大学教授 鳥居良四郎

観 光 地域を楽しむ情報 JTB釧路支店支店長 茂木政雄

湿 原 生きものたちの楽園一湿原フィールドガイド 市立博物館館長補佐 新庄久志

観光ウオッチング 市内主要観光施設視察

平成7年度第2期 (ll / l 3~ l l /25) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 容 講 師

観 光 テクノロジーが変える観光 JR北海道釧路支店営業課長 星野 亨

歴 史 釧路空襲 釧路短期大学教授 鳥居良四郎

グ ル メ 旬の食べ方教えます 釧路魚商業協同組合顧問 山下良一

文 化 JI|から見た釧路の移り変わり 郷土史家 布施 正

自 然 湿原塾ガイド養成塾 自然公園インタープリター杉山伸一

観光ウオッチング 市内主要観光施設視察
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平成8年度 (9/17~ 1 0/5) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 合六 講 師

観 光 イ／丁一— 政 観光くしろの現状と課題 釧路市観光課係長 千葉誠一

広 域 観 光 近場旅行を企画します 釧路観光連盟専務理事 片岡修輔

湿 原 湿原散歩の前に 自然公園インタープリター杉山伸一

写 言‘` ファインダー越しの絶景 藤田印刷（株）地域開発室長伊東俊明

建 築 物 米町界わい建物図鑑 釧路市港湾部主査 塩 博文

観光ウオッチング 春採湖をはじめとした市内主要観光施設視察 釧路市立博物館 高嶋ハ千代

平成9年度 (9/12~10/4) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 容 講 師

産 業 国際化は石炭から 太平洋炭鉱（株）国際交流課課長 松本 晃

観 光 マスメディアから見た観光 STV釧路放送局局長 大沢宏一

湿 原 湿原の植物のことば 植物研究家 高嶋八千代

グ ル メ 釧路をおいしくいただきます 成田芳子クッキングサロン代表 成田 芳子

文 化 名作 「挽歌』の周辺 北海文学 ・編集人 園湿甲治

観光ウオッチング バスを使った市内主要観光施設 視察

平成9年度 (6/17~7/1l) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 容 講 師

英 語 観光英会話講座
（社）釧路観光協会職員 松実知子

•実施日
6/ l 7 ・ 20 ・ 24 ・ 27 ・ 7 / l ・ 4 ・ 8 ・ l l日の8講座
・対象

一般市民（ただし英会話初心者に限る）

・内容

こく初歩的に釧路地方の観光名所をおり込んだ英会話。

釧路市で外国人観光客を受け入れる際，または自分が海外旅行に行く際に考えられる英語での会話。

平成10年度 (9/22~1 0/6) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 六合 講 師

タンチョウ鶴 丹頂鶴の日記 丹頂鶴自然公園園長 高橋良治

観 光 くしろよろしく 釧路市観光課課長補佐 袖中居広志

湿 原 釧路川から見た湿原 釧路市地域史料室室長 佐藤宥紹

湿 原 カヌーから見た湿原 アール代表 氏原英和

文 化 アート・オブ・くしろ 釧路教育大学教授 加藤直樹

観光ウオッチング バスを使った市内主要観光施設視察 釧路市地域史料室室長 佐藤宥紹
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平成11年度 (9/l 6~ 1 0/2) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 合六 講 師

経 済 釧路港の100年 釧路市港湾部専門員 塩 博文

自 然 ヒグマの世界 釧路市動物園園長補佐 住吉 尚

自 然 まりもの不思議 阿寒町教育委員会 高山 肇

文 化 湿原焼きの魅力 釧里窯代表 高橋義信

ホスピタリティ Welcome to Kushiro 釧路市教育委員会AET Eric Burke 

観光ウオッチング バスを使った市内主要観光施設視察 釧路市動物園園長補佐 住吉 尚

平成12年度 (9/21~ 1 0/5) 於釧路市観光国際交流センター

テーマ 内 合ワ 講 師

自 然 「アウトドア」を楽しもう 猟友会釧路支部常任理事 董野正一

グ ル メ 釧路そばの歩み 竹老園束家総本店代表取締役伊藤 正司

歴 史 地名は誰がつけたのでしょうかーおもしろ地名あれこれ一 古谷達也行政書士事務所所長古谷 達也

産 業 釧路国際空港を目指して 全日空釧路支店支店長 野原秀雄

観 光 幣舞橋100オ 釧路市地域史料室室長 佐藤宥紹

観光ウオッチング 釧路湿原視察 NPO法人やちの会 佐藤吉人

梅田 勉

昭和63年開講以来のその講座内容を見ると、その年度時の観光振興の主要点と市民の関心をうかがうことが
できる。

例年、受講生は40~50人であり、毎年受講する市民もおり、関心の高さを示している。市民総観光アドバイ
ザーとしてその一翼を担っていただくよう期待されている。

.l
 

視察研修・釧路の魚で昼食（マリントポス）
［平成10年］
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三ス釧路について

(1)「ミス釧路」にいたるまでの経過と選出

昭和50年第1回の「チューリップフェア」が開催された。
その時「花の女王」として釧路新聞社主催、釧路市、釧路商工会議所、釧路市観光協会の後
援によって3人の女性が選出されたのを初めとする。

その後平成3年度より名称が「ミス釧路」と改まり、その役割と活動が「花の女王」、 「ミス ・
スポーツ」が行っていた役割や活動をも兼ねるようになった。なお、 「ミス・スポーツ」は昭

和44年の市民大運動会（第52回）に初代ミス、泉 まち子さんが選ばれてより、毎年、回を
重ねて平成2年の22代目まで続いたが、それも引き継いだのである。ちなみに、市民大運動会
は平成10年度で終わりを告げた。

また平成5年度からは、 （社）釧路観光協会が「ミス釧路」の行動スケジュールの調整を担当
することになった。なお、それ以前も市の観光課に観光協会の事務局がおかれていた時代には、

「ミス」の行動調整は観光協会が担当していた経過がある。

例年の選出定数は3名であったが、平成12年度より2名となった。

(2)「ミス釧路」の役割と活動

この「ミス釧路」は、名実共に釧路を代表する観光親善使節として一年間にわたり、道内外
において観光、物産のPRにあたるほか、市内の公的行事に協力し、周知宣伝に努めることを

使命としている。

一例として、平成ll年度の「ミス釧路」が参加した諸行動のうち，代表的なものを挙げて見
ると以下の通りである。

岡山桃太郎まつり（岡山市）、第25回「くしろチューリ ップフェア」、道央地区観光キャン
ペーン （札幌市）、 「‘99北海道スカイ＆ビアフェスタちとせ」 （千歳市）、岡山市 ・佐伯町
友好親善訪閥団交歓会、くしろ港まつり一市民おどり，客船「飛鳥」寄港歓迎セレモニー、 H
AC就航 l 周年記念「旭） 11• 富良野＆釧路 ・ 阿寒観光のタベ」 （函館市） 「函館＆釧路・阿寒
観光のタベ」 （旭川市）、 9. 4. 6オン・マイ・マインド、 「大北海道展」 （横浜市・東京都）、
「北海道の物産と観光展」 （岡山市）、冬のSLキャラバン、くしろ氷まつり、 JAS「フリ
ージア」配布など年間で39回、のべ78日にわたって各種行事に参加し、その役割をはたして
いる。

97年度（平成9年）選出された「ミス釧路」がチューリップフェアでおひろめ
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(3)歴代の「ミス釧路」一覧

年 度 氏 名

初代（昭和50年） 相馬 照美・川村真理子・岩谷美代子

第2代（昭和51年） 平野 悦子・増） 11 幸恵・西岡 裕子

第3代（昭和52年） 千田祐里江・迎 由子・松下 裕子

第4代（昭和53年） 圧司 典代・斉藤みゆき・岡崎 淑恵

第5代（昭和54年） 松永 旬子・日向 寿子•島田裕美子

第6代（昭和55年） 大越 紀子・小倉 英子・郡浜 清美

第7代（昭和56年） 森井 貴子・萩原 澄子・柿崎 尚美

第8代（昭和57年） 鷹巣三恵子・柴田 順子・木下 佳子

第9代（昭和58年） 富樫 和代・坂本 和子•佐藤美智恵

第10代（昭和59年） 仲谷 美幸・斉藤真由美・坂本 徳子

第ll代（昭和60年） 佐藤 博美・森 水音・今村 美保

第12代（昭和61年） 佐々木裕子・緒方 照美・山田 裕子

第13代（昭和62年） 池ケ谷千里・能登真由美・緑） 11 敬子

第14代（昭和63年） 久保田智美・狩野 克美・板垣ひとみ

第l5代（平成元年） 鎌田 しのぶ・堀内 順子・阿部登実子

第 l6代（平成2年） 斉藤 みえ・金野 美樹・十文字貴世

第 17代（平成3年） 佐藤 夕起・演野久美子・柏木 麻子

第 l8代（平成4年） 谷口妃佐恵•松本 佳巳・川原由美子

第 l9代（平成5年） 平野 佳子・折笠 裕子・斉藤 香織

第20代（平成6年） 山本 亜希・近野 薫代・山上 留聴

第21代（平成7年） 道林美紀子・塚田 裕子

第22代（平成8年） 岩瀬谷めぐみ・大坂 友美・鳥山 志野

第23代（平成9年） 武田 真里・藤生 愛• EEl村貴代江

第24代（平成10年） JI|村 栄・廿青山 由紀子・利部 真未

第25代（平成ll年） 西崎 清美・手塚 郁絵・高橋かおり

第26代（平成12年） 須々木京子・長谷川美香

※第4代（昭和53年）までは，花の女王、準花の女王(2名）また、この年は
「ミス子ども博覧会」をも兼ねた。

※平成3年度より賞金l人、20万円となる。それ以前はl人、5万円であっ
た。
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社団法人釧路観光協会の設立

その1 設立趣意書

釧路市観光協会は、観光がまだ黎明期にあった昭和26年1月に釧路市と阿寒国立公園の観

光振興を図り、地域の限りない発展を願って設立され、以来急速な時代の変遷に対応しつつ、

着実な発展を続けてまいりました。

ことに釧路湿原国立公園指定と、フィッシャーマンズ・ワーフMOO・EGGのオープンを

契機に、観光客の年間入込数も平成3年度には233万人を超えるなど、市が目指していた自然

型と都市型観光への移行とともに、観光面において全国的に注目されるようになりましたが，

観光都市としてはまだ緒についたにすぎません。

また、釧路市の発展を支えてきた水産業や石炭産業を取り巻く環境が厳しい中、観光レクリ

エーションを取り巻く諸情勢を見ても、余暇時間の拡大や観光需要の多様化、観光地間の競争

激化など課題も多々ありますが、当市は地域の特徴を生かし、かつ産業経済において関連する

観光振興を釧路市発展の重要施策として位置づけており、加えて道東圏域においても中核都市

として観光面での要となってきております。

観光の振興は、産業経済の発展にとどまらす、地域文化の向上をもたらすものでありますが、

歴史の浅い釧路市の観光を真に釧路発展の一買を担えるものに育て上げるためには、市民はも

とより、広い視野に立った中で、長期的な展望と調整のもとに、官民一体となって諸施策・諸

事業を展開しなければなりません。

従って、現在の観光協会を法人化することによって権利能力を確保し、財政基盤と事務局体

制の充実を図り，真に民間主導による観光振興推進母体としての体制を確立し、釧路観光ひい

ては北海道観光の振興に努める所存です。

ここに「社団法人 釧路観光協会」を設立しようとするものであります。

〇 観光協会の目的

釧路市域及び釧路湿原国立公園を主体とする観光事業の発展を図り、もって地

域経済、文化の振興に寄与することを目的とする。

〇 観光協会の事業

継続事業の改善、拡充に加え、段階的に新たな事業を展開していくものとする。

(l) 観光に関する調査、研究及び開発に関すること。

(2) 観光宣伝に関すること。

(3) 観光客の誘致、斡旋に関すること。

(4) 観光客輸送体系の整備促進に関すること。

(5) 観光客受入施設の充実およびサービス向上に関すること。

(6) 観光産品の開発及び販売に関すること。

(7) 市が管理運営する観光施設などの受託に関すること。

(8) 観光事業機関及び諸団体との連携に関すること。

(9) 協会所有諸施設の管理運営に関すること。

(］0) その他、協会の目的を達成するに必要な事業を行うこと。
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その2 設立までの歩み

•平成 3 年 6 月 7 日 釧路市観光協会の法人化に向けて「法人化検詞委員会」の設置を決め、

次の各氏に検討委員を委嘱した。

・検討委員一伊東良孝、中村正嗣、舘精一、反保裕文、石田博司、蝦原宣昭

•平成3年9 月 13 日 第1回法人化検討委員会開催

互選により、伊東 良孝副理事長を委員長として選出。その後、ます検討委員会の目的

を釧路市観光協会の公益法人化を進めることとし，その役割は公益法人へ向けて調査・検討し

役員会に提案することを確認した。

検言寸事項は下記の通りである。

l.公益法人の設立目的の検討

2.法人化の時期のメドを平成4年ll月とする

3.法人化のメリットとデメリットの検討

4.法人化の種類一社団法人か財団法人かの検討

5.主たる業務内容の検討

6.役員・事務局体制の検討

7.法人設立までのスケジュールの検討

8.その他一先進都市の資料の検討と視察について及び検討委員会の今後のスケジュールに

ついて

•平成3 年10月 29 日 第2回法人化検討委員会開催

l.法人化のメリットについてはさらに検討を深めるが現時点では

① 法律によって権利能力が付与され，社会的信用も与えられる上に税制上の各種の

優遇措置等のメリットがある。

② 法人格をもつ団体になることは．社会的責任を担うことである。

③ 法人化には，特に事務局体制の強化が必要となる。

④ 次回では，法人の受益事業について検討する。

2.受託事業の検討（観光施設・イベント）について

受託可能なイベントはチューリップ・フェア、全国芸能

太鼓まつり、くしろ市民北海盆踊り、湿原フェア、氷ま

つりなどである。また、湿原展望台、米町ふるさと館、

観光国際交流センターの施設管理の委託を目指して人的

体制などの具体的な検討が必要である。

3.道内法人化先進都市視察の実施について

•平成3年 11 月 29 、 30 日 法人化先進都市の視察

視察先、小樽を代表する日銀小樽支店

①小樽市観光協会（平成2年度法人化），②苫小牧市観光協会（平成3年度法人化）を検討
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委員5名（伊東、中村、舘、石田、反保の各氏）が視察、調査をする。

•平成4年3 月 27 日 第3回法人化検討委員会開催

l.新法人の事業内容、会員、会費、機関、事務局、事務所等について

2.視察報告および前回までの検討結果の報告

その結果、委員会としては検討内容の報告書を4月 l7日予定の役員会に提出すること。

3.検討委員会は、引き続き存続し、定款（案）の作成など法人化の準備作業を行うこと。

•平成4年 7 月 1 日 社団法人設立準備委員の委嘱と第1回設立準備委員会を開催

委員会一設立準備委員長中村 隆

同 副委員長札木 稔、小笠原降之、反保 義政

委 員伊東良孝、蛯原宣昭、竹内

清田祐次郎、石田博司、白幡

三浦 徹、谷川 茂、吉村

晃、今泉 武、下川部善彦，

博、阿部昌雄、湯浅 敬、

廣司、佐藤富土子、松本栄三

（以上15名）

委員会の目的一平成4年度定期総会において承認された，釧路市観光協会の社団法人化を図

ることを目的とする。

委員会の役割一

(l)設立総会の招集・開催

(2)設立趣意書案作成

(3)定款案作成

(4)釧路市観光協会財産の引継ぎ

(5)設立当初の事業年度及び次の事業年度

の事業計画書及び収支予算書案作成

(6)理事及び監事の人選

(7)設立代表者の人選

(8)釧路市及び関係団体との連絡・調整

..'.>-、 -

視察した苫小牧のシンボルロード

•平成4年 1 1月6日 北海道商工労働部観光室観光振興課に対して橋爪事務局次長が法人化

にする協力要請をするとともに許可申請に係わる指導を受ける。

•平成4年 1 1月11日 平成4年度第1回法人化検討委員会開催

l.北海道観光室観光振興課との折衝経過報告

12月中に許可申請書の提出をメドとしたい、また平成4年度内の法人化をめざすこと。

2.新法人の事業内容、事務局体制、関連施設の管理受託について

・観光案内については、現行職員と協議中

．湿原展望台については、緑化協会と協議中

56 



・米町ふるさと館については、米町公園と連動させる方法で市と協議中

•国際交流センターについては、問題点の整理を市と協議中

3.その他 12月7日の臨時（解散）総会にむけて来週中にも役員会、設立準備委員

会を開催したい。検討委員会は本日をもって実質的役目を完了する。

•平成4年 1 1月12日 社団法人設立許可申請書に係わる準備書類を北海道商工労働部観光室

観光振興課あて送付する。送付書類は以下の通りである。

(l)釧路市観光協会会則改訂（案）

(2)社団法人法人設立許可申請書（案）

(3)設立趣意書（案）

(4)定款（案）

(5)事業計画（案）〔設立初年度及び次年度〕

(6)収支予算書（案）

(7)組織図（案）

•平成4年 11 月 18日 観光協会役員会及び第2回法人化検討委員会開催

l.一般経過報告 2.法人化経過報告 3.臨時（解散）総会及び設立

以上の議題等により開催され、全員ですべてを了として閉会した。

•平成4年12月 7 日 釧路市観光協会平成4年度臨時（解散）総会並びに社団法人釧路観光

協会設立総会の開催

(l)臨時（解散）総会午後 1時30分

議題9 ① 平成4年度 (4~12月）事業報告について

② 平成4年度 (4~12月）収支決算・監査報告について

③ 釧路市観光協会会則の改正について

④ 釧路市観光協会寄付書承認について

⑤ 釧路市観光協会解散について

③ 釧路市観光協会会則の改正について

④ 釧路市観光協会寄付書承認について

⑤ 釧路市観光協会解散について

(2)社団法人釧路観光協会設立総会午後2時30分

議題 ① 社団法人釧路観光協会定款（案）について

② 釧路市観光協会財産引継ぎについて

③ 平成4年度（初年度）及び平成5年度（次年度）事業計画（案）について

④ 定款第7条に定める会費規定の制定について

⑤ 平成4年度（初年度）及び平成5年度（次年度）収支予算（案）について
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⑥ 理事及び監事選任について

⑦設立代表者選任ついて（中村 隆選任）

以上について、会員総数395人中247人（委任状773人）が出席して審議の結果、全議題

満場一致で可決した。

•平成 5 年 3 月 8 日付け，観光第443号指令をもって北海道知事横路 孝弘より「平成4年

12月28El申請の社団法人釧路観光協会の設立は、民法（明治29年法律第89号）第34条の

規定により、許可します」旨の指令書を受領し、ここに社団法人釧路観光協会が設立された。

•平成 5年 3 月 11日法人の登記完了。なお，理事は以下の通りである。

中村 隆、小笠原隆之、札木 稔、反保義政、阿部昌雄、石田栄一、

伊東良孝、今泉 武、清田祐次郎、下川部善彦、臼幡 博、谷川 茂

三浦 徹、村田憲治、湯浅 敬、吉村廣司以上76名

なお、資産の総額は金6,275,348円である。

21世紀釧路観光の発辰を！

—釧路市観光協会理事長
プ

法人化検討委員会委員長

北海道議会議員 伊東 良孝

私が故中村隆市議会議員と出会ったのは昭和49年の春であった。
その後、末広町でバッタリ出会い、私が政治を志しているのを知ると、「俺の会社に勤めないか」と声

を掛けてくれた縁で、その年の夏、「株式会社なかむら」に入社することになった。

それから2年後、長男の中村正嗣さん（現市議会議員）が商売の跡を継ぐために帰釧し、中村隆さんは

ホテル計画に着手し待望のパシフィックホテルがオーフンした。昭和53年10月のことであった。私は初

代の取締役営業部長として「釧路市観光の最前線にいるんだ」という自負心で、とにかく一生懸命働いた

ことを覚えている。そんな関係で観光協会ともお付き合が出来、「北海盆踊り」や「湿原フェア」、「氷ま

つり」などの寄付集めもお手伝いするようになった。

その後ホテルを退職し昭和60年市議会議員選挙で市議になった。議員2期目の平成元年、当時釧路は

「釧路湿原の国立公園化」「フィッシャーマンズ・ワーフ」「ラムサール条約締約国会議」など正に観光元

年とも言うべき歴史的な飛躍期を迎えていた。

時の観光協会会長の中村隆市議会議員から「観光協会の役員に推薦するから手伝え」との鶴の一声で理

事としてお手伝いするようになったのが、平成3年、協会の理事長に推薦され、いよいよ市からの受託事

業が可能な観光協会の法人化を目指すこととなり、検討委員会委員長として会議や札幌・小樽への視察な

ど忙しい日々を送ることになった。

翌平成4年のl2月7日、それまでの観光協会を解散して、新たな社団法人釧路観光協会が華々しく設立
されたのだが、旧役員のうち、皮肉にも中村隆会長と私だけが法人化により議員との兼職が出来なくなっ

て退任したが、今でもJASの大阪線開設運動や姉妹都市、友好都市との交流事業など思いは尽きない。

私は21世紀の釧路の観光は、いかに「心に残る思い出」を持たせられるかにかかっていると思う。
「風景、気候、自然、味、親切、風情、施設、体験、触れ合い」などで心に残る思い出や感動を来訪者

に与えて欲しい。 21世紀の釧路の観光発展のために！
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釧路観光協会の事業概要と事業費10年の一覧

平成2年度定期総会一主要点説明一
平成2年4月26巳午後3時30分於ホテルレイトン釧路

報告事項

・元年度事業（下記参照） •決算（下記参照） ・監査
議案

・2年度事業計画 ・予算（下記参照） ・役員選任（以降役員選任関係については，別項役員

一覧参照）

役員会

•開催日第 1 回平成2年4月26 日 於ホテルレイトン釧路

・議題 ・定期総会提出議案について

・協会創立40周年記念事業について

・開催日第2回平成2年7月19日 於釧路市福祉会館
・議 題 ．40周年記念式典並びに北海道観光大会開催について

• その他
・開催日第3回平成2年ll月15日 於釧路市福祉会館
・議題 ・観光客（前期）入込動向 その他業務報告について

・40周年記念誌編さん内容について

・開催日第4回平成3年3月4日 於釧路束急イン

・議題 ．40周年記念誌の発刊について ・定期総会提出議案について 他

創立40周年記念式典 平成2年9月10日於釧路キャッスルホテル

平成元年度事業の概要 事業費内訳 元年度決算・円

観光客の誘致及び宣伝事業として、道・ 一般会計 21,788,817 

市主催、後援、自主の形で全国51市73
会場で事業展開をした。また始めて鹿児

島県出水市との友好都市提携のための調

印式 ・歓迎レセプションに参加した。

修学旅行・スポーツ合宿の誘致に取り

組み、神奈川嗅立高校生500人を受け入 ヽ 計 21,788,817 
れたほかアイスホッケー・サマーリーグ ロ

の受入れにも努めた。

2年度予算・円

28,216,000 

28,216,000 

観光客接遇サービス向上としては、釧路商工会議所主催による接遇対応セミナーを後援したほか、

主催事業として「観光講座」を開催した。その他各種観光事業との共催後援を積極的に行ったが、

特に第2回くしろ湿原フェアでは熱気球による湿原空中遊覧などをはじめて実施した。
組織強化のために、協会法人化の検討を行い、函館、千歳、札幌などを調査対象に視察研究を

おこなった。

特記事項

・鹿児島県出水市との友好都市提携に調印し、相互の観光交流の積極的な展開を決めた。
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平成3年度定期総会一主要点説明一
平成3年4月22日午後4時於釧路シーサイドホテル

報告事項
・2年度事業 （下記参照） ・決算（下記参照） ・監査
議 案

・3年度事業計画 ・予算 （下記参照）

役員会

•開催日第 1 回平成3年6月 7日於駒形屋
・議 題 ・法人化検討委員会設置（以下法人化に関するものは別項「社団法人釧路観光協会

の設立」参照）ほか

・開催日第2回平成3年7月79日於釧路市福祉会館
・議 題 ・協会40周年記念式典並びに北海道観光大会の開催について

・ホスピタリティ運動強調月間の設定とその取組みについて

・開催日第3回平成3年ll月75日於釧路市福祉会館
・議 題 ・観光客入込動向（上半期）について • 新規会員の加入状況報告について

•開催日第4回平成4年2月 21 日於笛園
・議題 ・総会提出議案についてについて ・法人化検討の経過と今後について

・開催日第5回平成4年3月ll日 於束急イン
・議 題 •岡山市への友好親善訪問団の派遣ついて ・協会職員採用報告について

平成2年度事業の概要 事業費内訳 2年度決算・円 3年度予算・円

観光客の誘致及び観光宣伝の主たる事 一般会計 33,518,955 26,750,000 

業である北海道の物産と観光展への参加

は、前年度を上回る66市、 78会場であ
った。

当市国際観光にとっての大きなイベン

トの招数のために、ラムサール条約締約

国会議釧路会議開催誘致に向けて、スイ
合 計 33,518,955 26,750,000 

ス訪問団へ参加した。また北海道・香港

定明便就航記念交流訪問団へも参加した。

第13回北海道観光大会釧路大会の誘致開催に成功し、釧路市観光協会40周年記念事業の主た
る事業として盛会裡に行われた。

観光事業への参加，協力では、本年度は特に第3回くしろ湿原フェアにおいて、本格的にヘリコ
プターによる湿原遊覧飛行、カヌーによる湿原川下りツアーを行った。

特記事項

・釧路市観光協会創立40周年を記念し、式典、記念誌発行、北海道観光大会の誘致開催など各
種事業を展開した。

• ラムサール条約締約国会議の釧路開催に向けて、 スイスヘの開催誘致訪問団に参加した。
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平成4年度定期総会一主要点説明一
平成4年4月28日午後4時於釧路パシフィックホテル

報告事項

・3年度事業（下記参照） ・決算（下記参照） ・監査

議案

・4年度事業計画 ・予算（下記参照） ・役員改選

/rしにコ 4
仮貝云

•開催日平成4年8月 18日於アサヒビール園釧路
・議題 ・法人化に伴う臨時（解散）総会、設立総会等について

社団法人設立総会

・開催日平成4年12月7日午後3時於釧路キャッスルホテル
・議題 ・別項「社団法人釧路観光協会の設立」参照

理事会

・開催日第1回平成5年2月22日午後3時於釧路市福祉会館
・議題 ・社団法人設立認可記念祝賀会の開催について

・事務局体制について

•市の観光関連施設の管理受託について
※ 平成5年3月8日法人化認可

•開催日第2回平成5年3月 31 日於市役所第 3 委員会室
・議題 ・通常総会提出議案について ・定款改正について（別項参照）

祝賀会

平成5年3月15日午後6時於釧路パシフィックホテル
（社団法人設立記念）

平成3年度事業の概要 事業費内訳 3年度決算・円

・道外主要都市のデパート等を会場に開 一般会計 29,793.429 

催された『北海道の物産と観光展』に積

極的に参加し、ミス釧路を派遣して観光

と物産をPRした。

•特に岡山市とは釧路一束京間で往路船

内観光研修を行ったほか、出水市との芸

能交流などを通じて観光宣伝に努めた。 ヽ 計 29,793.429 ・通年観光の定着化、特に冬季観光客誘 ロ

致の拡大を図るため、主として大阪を中

心とした旅行エージェントを招請し、釧路観光の振興に理解と協力を求めた。

特記事項

4年度予算・円

32,150,000 

32,150,000 

・観光協会の組織強化をめざし、法人化検討委員会が設置され、 3回にわたる委員会の開催と先進
都市視察を実施した。

・ラムサール条約締約国釧路会議に向けての、地域推進委員会への参加を行った。
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社団法人釧路観光協会定款の改定内容（法人化に伴う定款の改定）

1日 新 改定の要旨

（事務所） （事務所） ［変更の理由］

第2条 この法人は、事務所 第2条この法人は事務所 事務所の所在地の変更によ

を北海道釧路市黒金町 を北海道釧路市幸町3 るものである。
7丁目5番地に置く。 丁目3番地に置く。

（顧問） ［追加の理由］
第l8条本法人に顧問を置 第17条の後に第18条（顧
くことができる。 閉）を追加し、以下の次条

l.顧問は、会長の諮問 は順送りする。

に応じ意見を述べ、又 理由は本法人の事業の円

は会議に出席して意見 滑な運営を図ることを目的

を述べることができる。 としたものである。

2.顧問は、関係機関と
学識経験者及び本法人

に功労のあった者の中

から理事会の議決を経
て、会長が委嘱する。

第6章専門委員会 「第5章理事会」の後に「第
（専門委員会） 6章専門委員会」を追加し、
第35条会長は、本法人の 以下の次章、次条は順送りす
事業の円滑な運営を る。

図るため必要と認め

たときは、理事会の ［追加の理由］

議決を経て専門委員 本法人の事業の円滑な運営

会を置くことができ を図ることを目的とする。

る。

2.専門委員会に関する
必要な事項は、理事会

の議決を経て会長が別
に定める。

（付則） ［追加の理由］

この定款の一部変更は、北 施行日を指定するため。

海道知事の認可のあった日

（平成5年3月8日）から施
行し、変更後の第2条の規定
は、平成5年3月8日から適
用する。
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平成5年度通常総会一主要点説明一
平成5年4月20日午後4時於釧路パシフィックホテル

報告事項

・4年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） •監査

議案

・5年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・定款改定（別項参照） ・役員改選

理事会

・開催El 第1回平成5年4月20日 於釧路パシフィックホテル
・議題 ・通常総会提出議案について ・役員補還（専務理事の設置ほか）

・開催日第2回平成5年7月30日於国際交流センター会議室
・議題 ・「釧路の夜」歌碑建立寄付要請について

※ 平成5年9月10日「釧路の夜」歌碑，美川憲一さん，宇佐英雄さんを
を迎えて除幕。

・開催日第3回平成6年3月23日於国際交流センター会議室
・議 題 ・釧路市フィットネスセンター及び釧路市湿原展望台の管理受託について

（別項委託契約を参照）

平成4年度事業の概要 事業費内訳 4年度決算・円 5年度予算・円

事業としては、 「関西地区旅行代理店 一般会計 8,917,381 l 22, l 68,000 

釧路地方視察研修招請」を実施し、関西 特別会計 636,170 8,949,000 
圏域からの観光客誘致促進に努めた。

さらに釧路沖地震の影響により実施が危

ぶまれた「第29回くしろ氷まつり」の
共催をし、多くの市民・観光客にも喜ば

れた。
/ 計 9,553,551 1 31.1 17,000 その他釧路市・釧路商工会議所・釧路 仁

観光連盟ほか関係機関と連携協調のもと、 （上記決算は法人化が伴なったため、平成4年12月7日から
観光振興事業，観光客誘致宣伝事業、一 平成5年3月31日までのものである）
般事業を展開した。

（なお、上記の事業は法人化が伴なったため、平成4年12月7日から平成5年3月31日までのも
のである）

特記事項

・釧路市観光協会が「社団法人」として平成5年3月8日付けをもって、北海道知事より正式に認
可される。

・釧路市の観光の経済波及効果調査に協力した。
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平成6年度通常総会一主要点説明一
平成6年5月20日午後3時30分於釧路キャッスルホテル

報告事項

. 5年度事業（下記参照） •各会計決算（下記参照） •監査

議案

．剰余金処分（下記参照）

・基金積立 (1,000万円及び施設購入積立金として保有の649,699円 言十l0,649.699円）
（下記参照）

・6年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・役員改選

理事会

・開催日第 1回平成6年5月l7日於国際交流センター会議室
・議題 ・総会提出議案について

※ 平成6年10月20日付 釧路市は国際会議観光都市に指定される。

• 開催日第2回平成6年 12月 l7日於国際交流センター会議室
・議題 ・基金積立規定の制定（別項参照）

•就業規則の改正
・「釧路の夜」歌碑建立事業決算報告 (6,7l 0,843円）について

ふゆフェスタ実行委員会

・開催日 平成6年ll月29日 於国際交流センター会議室
（この年以降、協会の事業として毎年開催する。別項参照）

平成5年度事業の概要 事業費内訳 5年度決算・円

平成5年度は、社団法人として釧路観 一般会計 l 00.887,774 

光協会が新たに出発し、運営と展開が図 特別会計 l l. 194,041 
られた。

フィットネス会計
釧路市観光国際交流センターの管理受

託をはじめとして「ラムサール条約締約 振興基金会計

国釧路会議への協力」そして事業として 剰余金処分 28,617,901 
は「釧路の夜」歌碑建立、 「釧路ー名古 ヽ 計 140,699,716 
屋便の就航」、 「東北海道の修学旅行誘 ロ

致のための担当者招請」、 「名古屋地区

旅行代理店釧路地方視察研修招請」などを実施し、観光客の誘致促進に努めた。

特記事項

6年度予算・円

177,860,000 

l 1,740,000 

l 69,361,000 

l 0,829,699 

369,790,699 

・ラムサール条約締約国釧路会議に積極的に協力し、国際会議観光都市としての事業を展開した。

・ラムサール条約締約国釧路会議の後、外国人の来釧がふえるのに備えて、ホテル・旅館・サー

ビス業従事者のための英会話講座を実施した。

・観光振興基金積立規定を制定し、基金会計を設けた。

基金積立規定（別項参照）
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（社）釧路観光協会観光振興基金規程

（目的）

第 1条 この規程は釧路観光協会の財政基盤の確立等をはかり、釧路市及び釧路湿原国立

公園を中心とする地域の観光振興発展を図るため釧路観光協会観光振興基金（以

下「基金」という）を設け、この運用に必要な事項を定めることを目的とする。

（基金運用事業）

第2条 この基金は、つぎに掲げる事業に運用する場合に限り、その全部又は一部を処分
することができる。

(l)釧路市及び釧路湿原国立公園を中心とする地域の観光振興のために特に寄与す

る事業。

(2)その他会長が特に必要と認めた場合。

（基金及び運用）

第3条 この基金はつぎに掲げる収入をもって充てる。
(l)総会議決による剰余金。

(2)寄付金。

2.基金を運用する場合、理事会の承認を経なければならない。

（利子等の処理）

第4条 基金の運用から生する利子等は、基金に編入するものとする。

（基金の管理）

第5条 基金は金融機関への預金、その他、もっとも確実かつ有利な方法により保管しな
ければならない。

（会計）

第6条会計は基金会計とする。

(l)会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月37日に終わる。

（その他）

第7条 この規程に定めるものの他、本規程運用について必要な事項は会長が理事会には
かってこれを定める。

附則

この規程は、平成6年72月77日から施行する。
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平成7年度通常総会一主要点説明一
平成7年5月26日午後3時30分於釧路キャッスルホテル

報告事項

・会員、事務局状況 • 6年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） ・監査

議案

．剰余金処分 ・基金積立 (500万計l6, l l l,31 6円） • 7年度事業計画
・各会計予算（下記参照）

理事会

• 開催日第 1 回平成7年5月 23日於国際交流センター会議室
・議題 ・通常総会提出議案について

・専門委員会規定の制定について（別項参照）

• 開催日第2回平成7年 12月 22日於国際交流センター会議室

・議題 ・（社）釧路観光協会コンベンション専門委員会設置並びに諮問、答申について

（別項参照）

平成6年度事業の概要 事業費内訳 6年度決算・円 7年度予算・円

釧路市フィットネスセンター、釧路市 一般会計 l 54,222,877 l 76,340,000 

湿原展望台の新規管理受託及び国際会議 特別会計 l 1,312,908 14,750,000 
観光都市の指定に対応する観光協会の地

フィットネス会計 l 98,826.322 l 73,260,000 
域の活性化にはたす役割に期待が寄せら

れた所である。 振興基金会計 l 0,831,316 l 6, l l l,31 6 

事業としては、第31回日本観光協会 剰余金処分 24,180,023 
通常総会の当市での開催協力、 「名古屋・ 、今

計 399,373,446 380.46 l,31 6 
大阪での釧路市観光懇話会開催」、 「中

ロ

部地区旅行代理店担当者招請」、 「9.4.6
（くしろ）の日の制定と釧路の詞の全国公募」、 「ふゆフェスタ '94の実施」などで観光客誘致
促進に努めた

特記事項

・ 9.4.6(＜しろ）の日メモリア）レ制定記念パーティー及び釧路の詞の全国公募を実施した。
・ふゆフェスタ ‘94を開催し、冬の釧路の夜を楽しく演出し冬季観光客歴致を図った。

専門委員会規定（別項参照）
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社団法人釧路観光協会専門委員会規程

（目的）

第l条 この規程は、社団法人釧路観光協会定款第35条第 1項及び第2項の規程に基づき、専門委員会（以下「委

員会」という）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。

（委員会の諮問事項）

第2条 委員会の諮問事項はその都度、理事会で定めるものとする。

（組織）

第3条 委員会は委員長l名、副委員長l名、委員若干名で組織する。

2、委員長及び副委員長は専門委員の互選による。
3、委員長は委員会を代表し、会務を総理する。

4、副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

（委員の選出及び委嘱）

第4条 委員は、社団法人釧路観光協会の会員より選出し、会長がこれを委嘱する。

（会議）

第5条 委員会は必要に応じて委員長が招集する。

2、委員会の議事は出席議員の過半数で決し可否同数のときは議長の決するところによる。
3、委員長は諮問を受けた事項を審議、決定した場合は直ちに会長に答申しなければならない。

（意見の聴取）

第6条 委員会は必要に応じて委員以外の出席を求め、意見を聴くことができる。

（委任）

第7条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は委員長が会長の承認を得て別に定める。

附則

この規程は、平成7年5月23日より施行gる。

（社）釧路観光協会コンベンション専門委員会について

平成6年70月20日付、釧路市が国際会議観光都市に指定され、（社）釧路観光協会がそ

の業務を行うことになったので平成7年72月22日理事会を開催、専門委員会（定款第35条）

を設置し、下記の通り、諮問、答申を得た。

専門委員会の名称

（社）釧路観光協会コンベンション専門委員会としたい。

諮問事項

「各種イベントコンベンション等の誘致及びその開催の円滑な業務推進のため必要な事項」

委員数

専門委員会規程3条の「若干名」とあるのをこの場合「70名以内とし、半数以上を理事」

としたい。
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（会員から選任と決定）

理事小笠原隆之、下川部善彦、中村正銅、河津雄二郎、清田祐次郎、佐々木廣記

会員木村 勲、伊貝正志、佐々木良造

委員長小笠原隆之 副委員長木村 勲

任期

「2年」として、再任を妨げないこととしたい。

諮問事項についての答申

事項

所掌（業務）について

l、イベントコンベンションの企画誘致及び広報宣伝に関すること。

1、イベントコンベンションの情報提供、収集と調査に関すること。

l、関係機関及び団体との連携協力に関すること。

1、その他、目的を達成するために必要な事項。

組織について

l、（社）釧路観光協会事務局誘致宣伝課をもって対応する。

関係規定の整備について

l、定款ほか関係諸規定の整備は、次期理事会において協議する。

以上、答申する。

平成7年12月22日

（社）釧路観光協会コンベンション専門委員会

委員長小笠原隆之

69 



平成8年度通常総会一主要点説明一
平成8年5月23日午後4時於釧路パシフィックホテル

報告事項

・会員、事務局状況 • 7年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） ・監査

議案

．剰余金処分（下記参照） ・定款変更（下記参照）コンベンション業務の追加

・8年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・役員改選

理事会

・開催日 平成8年5月21日 於国際交流センター会議室
・議題通常総会提出議案について

平成7年度事業の概要 事業費内訳

釧路市の活性化、発展のため各種会議、 一般会計

大会等の誘致、開催等の積極的な取組み 特別会計

や、カテコリー皿 aの供用開始に伴う釧
フィットネス会計

路空港利用促進、また、修学旅行誘致事

業の推進、 9.4.6 （オン ・ マイ•マインド、 振興基金会計

釧路の詞）全国公募の入遼作品発表を行 剰余金処分
った。

合 計
イベント創出事業としては、ふゆフェ

スタくしろの実施など各種事業を展開し、

7年度決算・円 8年度予算・円

156,387,625 l 83,000,000 

14,353,322 15,650,000 

1 84,555,671 l 75,050,000 

16,046,133 16,238,683 

25,483,893 

396,826,644 389,938,683 

観光客の誘致促進に努めた結果、本市を訪れた観光客入込数は前年度を上回る243万3千人に達
した。

定款の変更

国際会議観光都市指定にともなう定款の改定がなされたところである。

社団法人釧路観光協会の定款改定内容

旧 新 改定の要旨

第4条第l項第4号 第4条第1項第4号 「改定の理由」

この法人は、前条の

目的を達成するため、 国際会議観光都市指定に伴

次の事業を行う。 い、定款第35条の規程によ
り社団法人釧路観光協会コン

(4)観光客の誘致、宣 (4)観光客及びコンベンショ ベンション専門委員会を設置、
伝に関すること。 ンの誘致、宣伝に関する その答申に基づき、本協会の

こと。 事業として位置づけするため。

特記事項

・ 9.4.6（オン・マイ・マインド 釧路の詞）全国公募及びその入選作品の発表を行った。
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平成9年度通常総会一主要点説明一
平成9年5月75日午後4時於釧路キャッスルホテル

報告事項

・会員、事務局状況 • 8年度事業（下記参照） • 各会計決算（下記参照） ・監査

議案

．剰余金処分（下記参照） ・基金積立 (500万 計21,301,715円・下記参照）
・9年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・中村正嗣副会長辞任の件

理事会

•開催日平成9年5月 12日午後4時於国際交流センター会議室
・議題 ・通常総会提出議案について

平成8年度事業の概要 事業費内訳 8年度決算 ・円 9年度予算・円

釧路市の活性化発展のため、各種会議 ・ 一般会計 l 55,969,588 l 79,500,000 

大会の言秀致、開催等の積極的な取組みや、 特別会計 16,932,918 16,600,000 
山花温泉リフレの完成、新規航空路線の

フィットネス会計 176,4 16,70 l l 83,300,000 
運行等に伴う空港利用の増大、 9.4.6オン・
マイ ・マインド、ふゆフェスタくしろな 振興基金会計 16,153,640 21,301,715 

ど各種事業の展開により、観光客の誘致 剰余金処分 28,934,211 
宣伝ともあいまって、当市を訪れた観光

合 計 394.407,058 400,701,715 
客入込数は前年を大きく上回る約260万
人を数えるに至った。

また、例年にしたがい釧路市、釧路商工会議所、釧路観光連盟のほか、関係機関と連携協調

のもと、各事業の展開を図り、かつ積極的な対応に努めた。

特記事項

・釧路ー福岡線直行便就航記念及び釧路一仙台線定期便就朋記念の各種行事、事業を展開した。

• 第52回国民体育大会冬季大会スケート競技会、アイスホッケー競技会、通称くしろ湿原国体を
積極的に支援すると同時に釧路観光の宣伝に努めた。

釧路一福岡線、全日空就航を記念して、表
敬訪問 したミス佐賀 •福岡・長崎そ してハ
ウステンボスの使節一行 ［平成8年］
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平成10年度通常総会一主要点説明一
平成10年5月21日午後4時於釧路パシフィックホテル

報告事項

・会員、事務局状況 • 9年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） ・監査

議案

．剰余金処分（下記参照） ・基金積立 (500万 計26,380,885円 ・下記参照）
・ l 0年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・役員改選

理事会

・開催日 平成10年5月19日 於国際交流センター会議室
・議題 ・通常総会提出議案について

・協会給与規則改正専決処分の報告について

平成9年度事業の概要 事業費内訳 9年度決算・円 10年度予算・円

平成9年度の観光客入込数は、上期の 一般会計 1 64,314,478 l 76,200,000 

冷夏に併せ、全般的に天候不順であった 特別会計 14,481,300 15,000,000 
ことや札幌便航空路線の落ち込み、また

フィットネス会計 185,705,062 l 85,250,000 
前年のくしろ湿原国体といった大きなイ

ベントがなかったこともあり、前年比 振興基金会計 21,249,135 26,380,885 

0.5％減の263万1,302人に止まった。 剰余金処分 19,358,474 
全国的な景気低迷のなかにあっては、 「自

合 計 405, 1 08.449 402,830,885 
然と共生する釧路湿原観光」を柱とし、

事業方針に基づく誘致宣伝とともに関係

各位のご支援のもと、ますは当初予定の事業を展開することができた。

特記事項

・観光ホスピタリティ運動の一環として、観光と英会話の両方に興味を持ってもらうことを目的

に観光英会話講座を開設した。

・地域航空路線HAC（北海道エアシステム）の就航記念行事に参加した。

地域航空ネットワーク
HAC（北海道エアシステム）

け
~
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平成ll年度通常総会一主要点説明一
平成ll年5月25日午後4時於釧路キャッスルホテル

報告事項

・会員、事務局状況 • l 0年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） ・監査

議案

．剰余金処分（下記参照） ．l l年度事業計画 ・各会計予算（下記参照）

理事会

•開催日第 1 回 平成ll年5月21日於国際交流センター会議室
・議題 ・通常総会提出議案について

・開催日第2回 平成12年3月23日於国際交流センター会議室
・議題 ・創立50周年事業について（別項参照）

・給与規則改正について

平成10年度事業の概要 事業費内訳 10年度決算・円 l l年度予算・円

7月に釧路一函館間本年1月に釧路一 一般会計 158,364,858 l 81,000,000 

札幌間に北海道エアシステム(HAC) が 特別会計 13,448,202 31,000,000 
就航し、またJR北海道においてもスー

フィットネス会計 182,718,522 l 58,850,000 
パーおおぞら号l往復増など、交通の利
便性が高まったほか、 4、5月は天候に 振興基金会計 26,366,005 26,486,975 

も恵まれ観光客数も順調に伸びたものの、 剰余金処分 17,787,335 
低迷する経済状態のもとで6月以降は大 ヽ 計 398,684,922 397,336,975 
雨に見舞われ、さらに道外では台風災害 ロ

の影響もあり、前年比2.4％減の256万
7,841人の入込数となった。
このような状況のなかでも、協会業務としては事業方針に基づく誘致宣伝をはじめ各事業を

当初予定のとおり展開したところである。

特記事項

・釧路観光協会ホームページを新規に開設したところである。

ホームアドレス http://www2.marimo.o 「.jp/KTA/kushiro~~ankou/welcome.htm
メールアドレス kushiro-kankou@pop2.marimo.or.jp

21世紀、飛躍が期待される北海道エアシステム(HAC)
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平成12年度通常総会一主要点説明一
平成12年5月30日午後4時於釧路パシフィックホテル

報告事項
・会員、事務局状況 ・ll年度事業（下記参照） ・各会計決算（下記参照） ・監査

議案
．剰余金処分（下記参照） ・12年度事業計画 ・各会計予算（下記参照） ・役員改選

理事会
・開催日 平成12年5月24日 於国際交流センター会議室
・議題 ・通常総会提出議案について

※創立50周年記念式典平成12年10月6日 於釧路キャッスルホテル
（式典及び祝賀会は別項参照）

平成ll年度事業の概要 事業費内訳 l l年度決算・円

平成ll年度釧路観光においては，春夏 一般会計 l 60,421,91 8 

秋の天候にも患まれ、観光客数も順調に 特別会計 29,191,549 
推移した。

フィットネス会計 l 59. l 62,384 
春には釧路一福岡・仙台便の運航が再

開され、夏には釧路ー東京便の増便など 振興基金会計 26,487.21 l 

交通の利便性も高まり、国内はもとより、 剰余金処分 20,944,898 
台湾からの観光客は大幅増となった。本 ノ 計 396,207,960 
州方面各エージェントヘの観光PRによ ロ

る団体ツアー客の増加大規模な全道、

12年度予算・円

l 73,000,000 

28,500,000 

157,500,000 

26,545,618 

385,545,6 l 8 

全国大会の開催も観光客増加の要因に挙げられる。結果、観光客入込数は前年比9.5％増の281
万2,745人となった。このような状況のもとで、協会業務としては事業方針に基づく誘致宣伝を
はじめ当初計画にしたがった事業を展開した。

特記事項

・釧路港開港百年記念の各事業に参画したほか、記念事業を活用しての観光宣伝に努めた。

・地域航空路線北海道エアシステム (HAC)の1周年記念事業を積極的に活用し、函館、旭川で
の観光客誘致宣伝に努めた。

注 この「事業概要と事業費」の推移は、近70年の各年度通常総会での議決事項による。

50周年を記念し、新設の協会標示板
（寄贈者反保義政会長）
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「9.4.6オン・マイ・マインド（わが心の釧路）」事業の推移

「9.4.6 オン・マイ・マインド（わが心の釧路）」は．毎年9月4日午後6時、歌を通して釧路の名を全
国にむけPRし、郷土意識を高め、観光客を温かく迎える心の醸成を目的に実施された。

事業の内容

第 1 平成6年9月4日午後6時を期して、

回
以後毎年その日を •9.4.6の日 メモ

晨1ごニ二虞」冒二砂二言：□
●事業費決算額 3,188,783円（市補助1,000,000円）

入選者・出場者など

ゲスト

鈴木ゆかり

おぼん•こぽん

・「釧路の歌」公募歌詞選考結果発 最優秀作品（賞金50万円）
表と美川憲ーショー 「愛されて釧路」 能瀬美昭（東京都練馬区）

第
二
回
（
平
成
七
年
）

・応募総数l.465点
（道内 527点、 道外 938点）

•最優秀作品が作曲・中川博之、補
作詞 ・高畠じゅん子、歌・小林ひ

さし（クラウン専属）で発表された。

優秀作品（賞金10万円）
「アイラブ釧路北の街」吉村 博（釧路町）

「北灯り」 内与詩守

（鹿児島県平之町）

チャリティー歌謡ショー

・ゲスト 美川憲一小林ひさし

おぼん•こぽん

●事業費決算額 6,487.400円（市補助2,000,000円）

佳作

「ふりむけば釧路」

「くしろ心」

杉本昌子（札幌市）

小俣道弘（釧路市）

•この年より全国歌唱大賞コンクー I全国歌唱大賞出場者
ルとし、出場希望者はテープ録音で

応募して、入賞者が大賞を競うこと 永坂清志（北見市） 稲村綾子（釧路市）

になった。 高橋美裕紀（釧路市） 三浦ひろみ（帯広市）

第
安藤雅之（佐呂問町） 八杉清光（北見市）

全国歌唱大賞出場応募者 差間直樹＆桂夕子（釧路市） 谷口久美子（北見市）

回 千葉織絵（釧路市） 臼木芳男（音更町）

： ＾ ・応募総数138本 石塚裕一（札幌市）

（市内、管内 60本道内 71本、
道外 7本） ・グランプリ 八杉清光（賞金 30万円）

・出場者ll名 優秀賞 稲村綾子、谷口久美子

（賞金各10万円）
チャリティー歌謡ショー 奨励賞 高橋美裕紀、石塚裕一

（賞金各 5万円）
・ゲスト 鳥羽一郎

キム・ヨンジャ

小林ひさし

●事業費決算額 6,042,924円（市補助2,000,000円）
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事業の推移 入選者・出場者など

全国歌唱大賞出場応募者 全国歌唱大賞出場者

第
・応募総数 14l本 千葉喜美子（北見市） 沼倉悦子（釧路市）

四 （市内、管内 54本、道内 67本、 北口かおる（帯広市） 三浦 亘（盛岡市）

回 道外 20本） 永坂清志（北見市） 寺島千恵美（釧路市）

＾ 
谷口久美子（北見市） 松木千三（北九州市）

孟也 ・出場者lO名 大江且悦（札幌市） 藤中 猛（旭川市）

Iチャリティー歌謡ショー ・グランプリ 谷口久美子（賞金30万円）
•ゲストキム ・ ヨンジャ

真帆花ゆり 優秀賞 千葉喜美子、藤中猛

小林ひさし （賞金各10万円）

●事業費決算額 7,880,652円（市補助2,000,000円）

全国歌唱大賞出場応募者 全国歌唱大賞出場者

・応募総数 137本 宮嶋冷子（佐呂間町） 池田淳子（帯広市）

第 （市内、管内 44本、道内 61本、 常盤明美（宮城県鳴瀬町） 高杉耕三（釧路町）

五 道外 32本） 千葉喜美子（北見市） 沼倉悦子（釧路市）
回 先立和代（出水市） 藤井勝之（札幌市）

＾ ［ 
•出場者 13名 高坂裕子（北見市） 小野 梓（釧路町）

池端良子（北九州市） 石塚裕一（札幌市）

チャリティー歌謡ショー 古川綾子（弘前市）

・ゲスト青江三奈 篠路佳子

小林ひさし ・グランプリ 古） 11 綾子（賞金30万円）
牧伸二（ウクレレ漫談）

司会梶幹雄

優秀賞 一 千葉喜美子、池端良子

（賞金各10万円）

●事業費決算額 8,626,401円（市補助1,900,000円）

全国歌唱大賞出場応募者

・応募総数133本
（市内、管内 38本、道内 34本、
道外 61本）

名

。
一者場出

第
六
回
（
平
成
十
一
年
）

チャリティー歌謡ショー

・ゲスト水前寺清子真咲ようこ

小林ひさし

堺すすむ（ギター漫談）

全国歌唱大賞出場者

宮嶋冷子（佐呂間町）

北口かおる（帯広市）

大竹由美子（帯広市）

工藤憲治（釧路市）

池田淳子（帯広市）

司会梶幹雄

●事業費決算額 8,579.434円（市補助1,800,000円）

石沢秀志（五所川原市）

高山佳代（鹿沼市）

江口たみ子（北九州市）

石塚裕一（札幌市）

松藤 章（大牟田市）

・グランプリ ー 石沢秀志（賞金30万円）

優秀賞 一 石塚裕一、池田淳子

（賞金各10万円）
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事業の推移

本事業は観光釧路のアピールに大

きな足跡を残した。この事業の成功

に多大な協力をいただいた次の各氏
に対して、観光協会反保義政会長よ

第 1 り感謝状と副賞の贈呈が行われた。

贔
ヘ

贔
十
二
年
ヽ

中）II 博之氏 （作曲家）

高畠じゅん子氏 （作詞家）

牛尾 真造氏（株式会社クラウン

ミュージックエン

ターフライズ社長）

入選者・出場者など

今回はフロ歌手の歌や、芸能人のトークなどのチ

ャリティー歌謡ショーのみとなった。

本イベントは、市民の関いが定着してき、今回も

1,800人の観客がプロの歌唱を楽しんだ。

チャリティー歌謡ショー

・ゲスト 医学漫談ケーシー高峰

歌 謡瀬川 瑛子

門脇 陸男

小林 ひさし
川野 夏美

瀬口 侑希

・司会 梶 幹雄

●事業費決算額 8,277,214円（市補助1,800,000円）

平成 12年946オン•マイ・マインドで
熱唱する瀬川瑛子

「釧路の詞」
公募歌詞選考結果発表
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平成7年（第2回）
霰優秀作「愛されて釧路」を唄

う小林ひさしとバックコーラス



振り返ってみると、釧路観光協会が設立され、釧路市の発展に資する観光振興に取り組むこととなったの

は、昭和26年のことであった。しかし、当時の釧路観光は、観光客にとっても単に阿寒観光の入口の地と
いった感であったはすである。

そうした矢先、昭和31年地元の作家原田康子の「挽歌」がベストセラーとなり，全国に釧路の名が一度
に知られるようになった。この小説は早くも翌昭和32年には久我美子主演で映画化され、ロゲーションが
市内各所で行われ、多くの市民が押しかけたものである。

また、釧路の名を広めたということでは、歌謡曲全盛時代の到来と相まって、多くの釧路を詠んだ歌が広
く全国で歌われたことも大きかった。

その代表的な歌の一つは、当時の国鉄釧路駅で列車が発車するたびにスピーカーから流され、観光客や見

送りの市民に親しまれた歌、昭和33年の三浦洸ーのヒットソング「釧路の駅でさようなら」であった。
今は遠い昔のこととなってしまったが、 50代以後の人には男女を問わす懐かしい歌であり、釧路を代表
する歌の一つといえよう。
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次に、今でも歌われ続けている歌がある。作詞・作曲

る。この歌はご当地ソングの代表の感がある。
釧路は言わすと知れた霧の街である。釧路川と夜霧に濡れる幣舞橋の風情に、この歌ほどマッチした歌は

ないのではなかろうか。美川憲一の甘いムードの歌声もまた多くの人を魅了するのであろう。
この歌が世に出たのは昭和43年であり、釧路が戦後もっとも隆盛を迎えた時期でもあった。イワシ、サ
ンマそれにサケ、マスと釧路港の水揚量がどんどん伸び、翌年には日本一の水揚量を記録し、以後連続9年
間トップの座にすわりつづけた。

釧路の名が，魚と歌で全国に広まったわけだが、

はこれを記念する歌碑が建っている。

宇佐 秀雄．歌 美川 憲一の「釧路の夜」であ

釧路の夜

この歌も釧路の名を大いに広めてくれた。釧路川河畔に
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先に述べたように、釧路観光協会創立時は、観光客から見ると阿寒あっての釧路といった印象であったろ

う。

それが観光協会関係者はもとより釧路市の発展に尽くされた多くの先人の苦労が実り、平成2年には観光
客入込数が200万人を突破するまでになったのである。
そして平成5年釧路市で「ラムサール条約締約国釧路会議」が開催された。この会議は観光面から見ても
かってなかった大きな出来事の一つであり、当市の国際化が一気に進むことになった。

そして翌平成6年には，釧路市が国際会議観光都市の指定を受けたのである。
こうした釧路の観光新時代ともいえる流れを一層実のあるものにするには、市民みんなが郷土釧路を心か

ら愛し、その心が釧路を訪れる観光客に訴えるものがあって、始めて観光都市として評価が高まることにな

るのではなかろうか。

こうした考えから企画されたのが、市民の郷土愛と観光客を心から歓迎する思い（ウェルカム ・マインド）

を深くするイベント「9・4・6オン・マイ・マインド（わが心の釧路）」であった。
毎年9月4日午後6時を“くしろの日とし、歌を中心のイベントを通して広く“観光都市くしろ＂をア
ピールしようと企画されたのである。

平成6年には、この趣旨に沿った「釧距の歌」の全国公募が行われ，平成7年応募作品数1,465点のうち
から最優秀作品が発表された。

能瀬美昭作詞・高畠じゅん子補作、中川博之作曲の「愛されて釧路」である。

歌手は北島三郎門下で、今売出し中の小林ひさし（クラウン所属）であった。

この発表会からプロ歌手のゲスト出演がプログラムされ、次回からは先に記した通り全国歌唱大賞コンク

ールとプロ歌手ほかの楽しい歌謡ショーとして（株）クラウンミュージック・エンタープライズ（牛尾異造
社長）の協賛企画のもとに平成12年まで毎年、釧路市観光国際交流センターホールを会場に開催された。
その益金は以後、日赤釧路支部と釧路市社会福祉協議会に贈られることになった。
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「愛されて釧路」の製作•発表にこ協力をいただいた作曲家・中川博之氏と作詞家・

高畠じゅん子氏から観光協会創立50周年を祝うメッセージが届けられました。

21世紀に翔け！愛する釧路に乾杯

中川博之

私と釧路観光協会様との出会いは，歌の仲間たちと

の出会いにはじまりました。かねてから憧れていたロ

マン溢れる霧の街釧路、素敵な出会いによって，その

憧れの街に毎年訪れるようになったのです。

そして釧路観光協会様からのこ依頼により、新しい

釧路市のイメージソング「愛されて釧路」を作曲させ

て頂き、身に余る光栄と心より感謝している次第です。

又9.4.6オン・マイ・マインドのイベントにも参加させ

て頂いたことは、生届忘れられない想い出となりました。

ここに釧路観光協会様の創立50年をお祝いすると共

に益々のご発展を心より願って止みません。

（クラウンレコード所属・作曲家）
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神々からの賜わり物

高畠 じゅん子

屈斜路湖を源どした水の群集は

風どたわむれ樹々に話しかけ

ゆっくりど しかし 力強く 行進する。

太陽は浩然ど照り すみずみに

その恵みを 与えたもう 温原。

走る、降る、覆う、釧路の霧。

旅人は我にかえり、来し方行く末を想う。

せつなさが かけめぐり おもひでとしヽう名の

鍵を取りだして 胸の扉を 開ける。

錆びるこどのな、し、 うた、うた、うた。

朽らるこどのなし、 ひど、ひど、ひど。

沖をめがける船よ、大漁であるように。

海をねぐらの蒻ょ、おおらかに遊べ。

自然の掟ど タタカウ こどなく

あるがままで生きるなら、生かされる。

天空の 山川草木の神々からの賜わり物。

（作詞家）
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ラジオ・テレビ・映画の取材や撮影で主役として訪れ、釧路を彩った方がた一その

第1回氷まつりを訪れた菊田一夫さん（昭和40年）

和商市場で買物を楽しむ 沢田雅美さんと小鹿みきさん（昭和61年）

テレビドラマ「挽歌」のロケ 平淑患さん（昭和56年）

啄木一人百首ゆかりの本行寺を訪れた 大村昆さん（昭和62年）

釧路而湿原展望台を訪れた 浅茅陽子さん（昭和61年）

84 



釧路観光協会

［ふゆフェスク＜しろ」事業の推移



「ふゆフェスタくしろ」事業の推移

平成6年10月20日、釧路市は国際会議観光都市に指定された。
新しい観光都市・釧路の冬の夜を明る＜楽しく演出し、市民をはじめ、訪れる観光客に楽しんでもらおう

とイルミネーション点飾によるイメージアップを図ることを趣旨として企画されたのが「ふゆフェスタくし

ろ」事業である。また、社団法人化した観光協会のメイン事業にもなっている。イルミネーションの点飾期

間は例年12月初旬から2月上旬までの50数日間で、厳しい釧路の冬をファンタジックに彩り、市民をはじ
め釧路を訪れる観光客に好評を得ている。

このイベントは第1回から市、道の補助（平成6年、 7年、 8年）をもとに協会のほか、会員及び市内外の
各商社、事業所団体、勤労者団体など巾広い市民の皆さんの協賛、支援のもとに開催され今日に至っている。

具体的には、ファミリーX'masパーティーや「市民の森」のツリー飾りに贈られるX'masお楽しみ
抽選会のプレゼントは毎回100社を超える会員並びに市内各商社からの協力提供品によって行われてきた
ものである。

第1回 ふゆファスタくしろ（平成6年）

実施 1 平成6年12月17日（土）から平成7年2月5日（日）まで
期間 点灯式 12月17日（土）午後5時

施

所

実

場

事業

内容

行

員
実

委

会

・釧路市観光国際交流センタ一周辺 •MOO周辺

・ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺

＊ファンタジースクエア (12月17日～2月5日）
・大イルミネーション l基 ・タイトルイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ
ーション 12基（協賛商社名入り） ・アーチイルミネーション 1基
・市民イルミの森 100基 ・ぬさまい河畔公園イルミ l基
＊ファミリークリスマス (12月23日（金）） •ビソクリマジックショー ・ゆかいなゲ
ーム大会 ・キャラクターショー（セーラームーンショー） •お楽しみ抽選会
＊世界のX'masグッズ展示販売 (12月17日～12月24日）

◎ 釧路市観光国際交流センター周辺とぬさまい河畔公園周辺の2カ所には、童話の世界
をイメージしたイルミネーションを点灯した。

◎ 国際交流センターアトリウム壁面には、ピノキオの鼻とクジラの潮吹きが連動した道

内初の動くイルミネーションを架飾した。 （点灯時間 午後4時～午前4時）
◎ 2月5日で終了であったが、期間延長の要望が多かったことから、大イルミネーショ
ンのみ2月28日まで実施した。
◎ 釧路市観光国際交流センターを会場に1家族5名まで100組を公募し、クリスマスパ
ーティーを開催した。同時に、道内初のセーラームーンショーパートIIを上演した。
◎ 100組に及ぶ家族による市民の森 (l00本）のツリーの飾り付けが行われた。
◎ 世界各国のクリスマスグッズ1,000点の展示即売やクリスマスパネルの展示を行った。

平成6年ll月29日（火）午後3時より第 1回ふゆフェスタ ‘94実行委員会を開催
於釧路市観光国際交流センター

実行委員長札木稔（観光協会会長）

副委員長木村勲（商工会議所専務）、反保義政（協会副会長）、

小笠原隆之（協会副会長）

委 員高橋滋（商工会議所企画広報課長）、川村正典 (NHK釧路放送局セン
ターテスク）、大高 富男（北海道新間釧路支社事業委員）、高橋将哲（釧

路新聞社総務局事業委員）、小） 11 一典（釧路市物産協会副会長）、

片岡脩輔（釧路観光連盟専務理事）、村山 功（釧路河畔開発公社副社長）

野呂田 憲治 (MOOテナント部会事業委員長）、長谷川 昭（（株）協同
広告社釧路支局長）、土屋 清次郎（北海道観光社交事業部釧路支部）
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橋爪義憲（釧路市経済部長）、甲斐創（釧路市経済部次長）、

佐々木廣記（協会専務理事）

阿部昌雄、石田栄一、今泉武、清田祐次郎、下）1|部善彦、

白幡博、谷川茂、三浦徹、村田憲治、古川良一、中村正嗣、

河津雄二郎（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富士子（以上、観光協会監事）

事務局渡邊勝也（協会事務局長）、遠藤上ー（事務局次長）、

片岡 稔（協会誘致宣伝課長）

●事業費決算額 17,110,142円（道観連補助 3,000,000円、市補助 6,000,000円）

（参考資料） ふゆフェスタくしろ実行委員会会則

第 1条 国際会議観光都市・釧路市が全道・全国に発信する冬季イベ

ントとして、観光客誘致と市民が気軽に参加し、楽しめる場

として位置付け、市内・管内における新たな文化の創出と地

域活性化の機会となることを願って開催する。

第2条 本会は「ふゆフェスタくしろ実行委員会」と称し、事務局を

（社）釧路観光協会事務局に醤く。

第3条本会に次の役員を置く。

実行委員長 l名

副委員長 若干名

委員 若干名

監事 2名

第4条 役呉は実行委員会において互選する。

第5条役員の任期は2年とする。但し再任は妨げない。

第6条 実行委貝長は本会を代表し，会務を総括する。

2.副委員長は実行委員長を補佐し、実行委員長事故ある

ときは、その覗務を代行する。

3.委員は，実行委員長が委喋する。

4.監事は会計を監査する。

市民イルミの森飾りつけ風景
第7条 実行委貝会は次により総会を開催する。

市民イルミの森
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2.総会は実行委員長がこれを招集する。

3.総会は次の事項を審議する。

(l)会則の変更

(2)行事計画および予算

(3)行事報告および決算

(4)役員の選出

(5)その他の必要な事項



第2回 ふゆフェスタくしろ（平成7年）

実施 1 平成7年12月9日（土）から平成8年2月4日（日）まで
期間 点灯式 12月9日（土）午後5時

施

所
実

場

事業

内容

行

員

実

委

会

・釧路市観光国際交流センター周辺

・ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺

＊ファンタジースクエア (12月9日～2月4日）
・大イルミネーション 1 基•ピノキオイルミネーション 1基・ポールイルミネーショ
ン 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基 ・ぬさまい公園イルミ 1基
＊ファミリークリスマス (l2月23日（土）） ・ハンドベルコンサート ・アニメ上映

会 (2本） ・キャラクターショー（ドラゴンボールZ) .お楽しみ抽選会

*X'm asグッズ展示販売 (12月21日～12月23日）
＊ふゆフェスタ映画祭 (2月4日）

◎ 釧路市観光国際交流センタ一周辺とぬさまい河畔公園周辺の2カ所で、童話の世界を
イメージしたイルミネーションの規模拡大を図り、ピノキオイルミネーションは交流セ

ンター前庭西側に移動し、メインイルミネーションはスノーボードをするネズミが交流

センター壁面を駆けめぐる図柄のネオン動画を増設して設置した。

（点灯時間午後4時～午後ll時）
◎ 釧路市観光国際交流センター大ホールを会場に1家族4名まで120組を公募し、小学
校以下の子供をもつ家族を対象としたクリスマスパーティーを開催した。人気キャラク

ターショーを実施。

◎ 市民イルミの森のツリー120本の飾りつけを実施した。
◎ 釧路市観光国際交流センターアトリウムにおいてクリスマスグッズの販売を実施した。

◎ 「ふゆフェスタくしろ」のフィナーレとして観光国際交流センター大ホールで映画祭

を実施した。上映は「ハローキティ」、 「忍たま乱太郎」

平成7年ll月16日（木）午後2時より第2回ふゆフェスタくしろ '95実行委員会を開催
於釧路市観光国際交流センター2階，視聴覚室

実行委員長札木稔（観光協会会長）

副委員長木村勲（商工会議所専務）、反保義政（協会副会長）、

小笠原隆之（協会副会長）

委 員高橋滋（商工会議所企画広報課長）、川村正典(NHK釧路放送局センターデ
スク）、大高 富男（北海道新聞釧路支社事業委員）、高橋将哲（釧路新聞社総

務局事業委員）、小川 一典（釧路市物産協会副会長）、片岡 脩輔（釧路観光連

盟専務理事）、村山 功（釧路河畔開発公社副社長）野呂田 憲治(MOOテナン

ト部会事業委員長）、長谷川 昭（（株）協同広告社釧路支局長）、土屋清次郎（北

海道観光社交事業部釧路支部）、橋爪義憲（釧路市経済部長）、甲斐創（釧路

市経済部次長）、佐々木廣記（協会専務事理）

阿部昌雄、石田栄一、今泉武、清田祐次郎、下川部善彦、白幡博、

谷川茂、三浦徹、村田憲治、古川良一、中村正嗣、河津雄二郎

（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富士子（以上、観光協会監事）

事務局渡邊勝也（協会事務局長）、遠藤上ー（事務局次長）、

片岡 稔（協会誘致宣伝課長）

●事業費決算額 16,807,156円（道観連補助 2,500,000円、市補助 6,000,000円）
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第3回 ふゆフェスタくしろ（平成8年）

実施 平成8年12月9日（月）から平成9年1月31日（金）まで
期間 点灯式 12月9日（月）午後5時

実施 ・釧路市観光国際交流センター周辺

場所 ・ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺

＊ファンタジースクエア (l2月9日～1月31日）
・大イルミネーション 1基 •ピノキオイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ
ーション 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基
•ぬさまい河畔公園イルミ 1基
＊ファミリークリスマス (l2月22日（日）） •アニメ上映会 (2本） ・キャラクターシ
ョー（アンパンマン） •お楽しみ抽選会
＊アマチュアバンド フェスティバル (12月27日（金））
＊ふゆフェスタ映画祭 (l月26日（日））

事業

内容

行

員
実

委

会

◎ 釧路市観光国際交流センター周辺・ぬさまい河畔公園周辺では童話の世界をイメージ

したイルミネーションの規模拡大を図り点灯，ピノキオイルミネーションはスノーボー

ドをするネズミが交流センター壁面を駆けめぐる昨年同様の動画を架設する。

（点灯時間午後4時～午後ll時）
◎ 釧路市観光国際交流センター大ホールを会場に1家族4名まで120組を公募し、小学
校以下の子供をもつ家族を対象としたクリスマスパーティーを開催する。人気キャラク

ターショーを実施する。

◎ 市民イルミの森120本を飾りつける。
◎ 釧路市観光国際交流センターアトリウムにおいてクリスマスグッズを販売する。

◎ 「ふゆフェスタくしろ」フィナーレとして観光国際交流センター大ホールで映画祭を

実施する。 「忍たま乱太郎」など3本を上映する。

平成8年ll月21日（木）午後3時より第3回ふゆフェスタくしろ '96実行委員会を開催
於釧路市観光国際交流センター2階，視聴覚室

実行委員長反保義政（観光協会会長）

副委員長小笠原隆之（協会副会長）、村田憲治（協会副会長）、

中村正嗣（協会副会長）

委 勇高橋滋（商工会議所総務部長）、大高富男（北海道新聞釧路支社事業委

員）、高橋将哲（釧路新聞社事業部長）、小川 一典（釧路市物産協会副

会長）片岡 脩輔（釧路観光連盟専務理事）、村山 功（釧路河畔開発公社

副社長）、橋爪義憲（釧路市経済部長）、野呂田憲治 (MOOテナント
部会事業委員長）、甲斐創（釧路市経済部次長）、

佐々木廣記（協会専務理事）

阿部昌雄、石田博司、今泉武，河津雄二郎、工藤壽男、下川部善

彦、下天摩高、白幡博、谷川茂、登坂公雄、長野国雄、原口保

（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富士子（以上、観光協会監事）

事務局渡邊勝也（協会事務局長）、遠藤上一（事務局次長）、

片岡 稔（協会誘致宣伝課長）

●事業費決算額 13,845,370円（道観連補助 1,500,000円、市補助 6,000,000円）

89 



施

間

施

所

実

期

実

場

事業

内容

行

員

実

委

会

第4回 ふゆフェスタくしろ （平成9年）

平成9年12月10日（水）から平成10年2月1日（日）まで
点灯式 12月10日（水）午後5時

・釧路市観光国際交流センタ一周辺

・ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺

＊ファンタジースクエア (12月10日～2月1日）
・大イルミネーション 1基 •ピノキオイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ
ーション 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基
・ぬさまい河畔公園イルミ l基
＊クリスマスフェステイバル (l2月20日（土）） ．謎解きをメインにしたパーティー

•お楽しみ抽選会
＊ミニSL運転会 (12月20日（土））

◎ 釧路市観光国際交流センター周辺とぬさまい河畔公園周辺では、童話の世界をイメー

ジしたイルミネーションの規模拡大を図り点灯、ピノキオイルミネーションは交流セン

ター前庭西側に移動しメインイルミはスノーボードをするネズミが交流センター壁面を

駆け巡る動画架設。 （点灯時間 午後4時～午後ll時）
◎ 釧路市観光国際交流センター大ホールを会場に家族120組を対象としたミステリーク
リスマスを開催。

前年度まで行っていたキャラクターショーをクイズショーに変更。

◎ 市民の森のツリー (120本）飾りつけ。
◎ 釧路市観光国際交流センターアトリウムでクリスマスフェステイバル当日に、ミニS
Lを直径5メートルの架設線路に走らせた。

平成9年ll月5日（水）午前ll時より第4回ふゆフェスタくしろ ・97実行委員会を開催
於釧路市観光国際交流センター

実行委員長反保義政（観光協会会長）

副委員長小笠原隆之（協会副会長）、村田憲治（協会副会長）、

委 員高橋滋（商工会議所総務部長）、奥山隆男（北海道新聞釧路支社事業部

次長）、高橋将哲（釧路新聞社事業・総務部長）、小JII ―典（釧路市物
産協会副会長）、花井啓司（釧路河畔開発公社副社長）、南圭壮（釧路

市経済部長）佐々木廣記（協会専務理事）

阿部昌雄、石田博司、今泉 武，河津雄二郎、工藤壽男、

下天摩高、白幡 博、谷川 茂、登坂公雄、長野国雄

（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富士子（以上、観光協会監事）

事務局渡邊勝也（協会事務局長）、遠藤上一（事務局次長）、
片岡 稔（協会誘致宣伝課長）

●事業費決算額 l 0.163,053円（市補助 4,000,000円）
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施

間

施

所

実

期

実

場

事業

内容

行

員
実

委

会

第5回 ふゆフェスタくしろ（平成10年）

平成10年12月10日（木）から平成ll年2月7日（日）まで
点灯式 12月10日（木）午後5時

・釧路市観光国際交流センタ一周辺

・ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺

＊ファンタジースクエア (12月10日～2月1日）
・大イルミネーション 1基 •ピノキオイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ
ーション 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基
・ぬさまい河畔公園イルミ l基
＊ふゆフェスX'masプレゼント (12月1日～20日） 抽選会発表 12月25日
＊協賛事業新春紅白歌謡合戦 (l月19日）

◎ 釧路市観光国際交流センタ一周辺・ぬさまい河畔公園周辺では童話の世界をイメージ

したイルミネーションの規模拡大を図り点灯，ピノキオイルミネーションをくしろ港町

ビール前岸壁に架設し、対岸からイルミネーションを楽しめるように配置、点灯。

メインイルミはスノーボードをするネズミが交流センター壁面を駆け巡る動画架設。

◎ 釧路市観光国際交流センター前にX'masツリー100本を設置し、 「イルミの森」創
出。市民に広報等で告知し、ツリーに飾りつけを行うイベント。

締切り後、抽選を行い50名にクリスマスプレゼントを贈る。
◎1月19日 午後6時釧路市観光国際交流センター大ホールに400名参加。

平成10年ll月5日（水）午前ll 8寺より第5回ふゆフェスタくしろ ‘98実行委員会を開催
於釧路市観光国交流センター3階会議室

実行委員長反保義政（観光協会会長）

副委員長村田憲治（協会副会長）

委員高橋滋（商工会議所総務部長） 、奥山 隆男（北海道新聞釧路支社事業部

次長）、高橋将哲（釧路新聞社総務局長）、千葉誠一（釧路市物産協会

事務局長）、花井啓司（釧路河畔開発公社副社長）、南 圭壮（釧路市

経済部長）、佐々木廣記（協会専務理事）
阿部昌雄、浅川了一、今泉 武、 河津雄二郎、高山一、

下川部善彦、石前弘、白幡博、森山弘一、登坂公雄

（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤冨士子（以上、観光協会監事）

事務局轟照雄（協会事務局長）、片岡稔（協会誘致宣伝課長）

斉藤芳則（協会誘致宣伝課）

●事業費決算額 9,746,791円 （市補助 3,600,000円）
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第6回 ふゆフェスタくしろ（平成11年）

実施 1 平成11年12月10日（金）から平成12年2月6日（日）まで
期間 点灯式 12月10日（金）午後5時

施

所
実

場

事業

内容

行

員

実

委

会

・釧路市観光国際交流センタ一周辺

•ぬさまい河畔公園（「釧路の夜」歌碑）周辺
＊ファンタジースクエア (12月10日～2月6日）
・大イルミネーション ］基 ・ピノキオイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ
ーション 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基
・ぬさまい河畔公園イルミ l基
＊ふゆフェスX'masプレゼント (12月1日～24日） 抽選会発表 12月25日
＊協賛事業新春紅白歌謡合戦 (2月1日）

◎ 釧路市観光国際交流センタ一周辺・ぬさまい河畔公園では童話の世界をイメージした

イルミネーションの規模拡大を図り点灯、ピノキオイルミネーションをくしろ港町ビー

ル前岸壁に架設し、対岸からイルミネーションを楽しめるように配置・点灯。

メインイルミネーションはスノーボードをするネズミが交流センターの壁面を駆け巡る

動画架設。 （点灯時閻 午後5時～午後ll時）
◎ 市民イルミの森 (l00本）にツリー型イルミネーション設置。
◎ 2月6日終了予定を好評により2月14日（バレンタインデー）まで期間延長。
◎ 釧路市観光国際交流センター前にX'masツリー100本を創出。市民に広親等で告知
し、ツリーに飾りつけを行うイベント。

締切り後、抽選を行ない30名にクリスマスプレゼントを贈る。
◎2月1日 午後6時釧路市観光国際交流センター大ホールに540名参加。

平成ll年ll月22日（水）午前2時より第6回ふゆフェスタくしろ ‘99実行委員会を開催
於釧路市観光国際交流センター3階会議室

実行委員長反保義政（観光協会会長）

副委員長村田憲治（協会副会長）

委員高橋滋（商工会議所総務部長）、奥山隆男（北海道新聞釧路支社事業部

次長）、高橋将哲（釧路新聞社総務局長）、千葉誠一（釧路市物産協会

事務局長）、花井啓司（釧路河畔開発公社副社長）、三倉征ー（釧路市

経済部長）、佐々木廣記（協会専務理事）

阿部昌雄、浅川了ー、今泉 武、 河津雄二郎、高山一、

下川部善彦、石前弘、臼幡博、登坂公雄 （以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富士子（以上、観光協会監事）

事務局轟照雄（協会事務局長）、片岡稔（協会誘致宣伝課長）

斉藤芳則（協会誘致宣伝課）

●事業費決算額 l 1.016,520円（市補助 3,600,000円）
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第7回 ふゆフェスタくしろ（平成12年）

二 ニニ4日（日）まて（予定）

＊ファンタジースクエア (12月8日～2月14日）
・大イルミネーション 1基 •ピノキオイルミネーション 1基 ・ポールイルミネ

事業 I ーション 20基（協賛商社名入り） ・市民イルミの森 120基
・ぬさまい河畔公園イルミ l基
＊ふゆフェスX'masプレゼント (12月1日～24日） 抽選会発表 12月25日

◎ 釧路市観光国際交流センター周辺・ぬさまい河畔公園では菫話の世界をイメージした

イルミネーションの規模拡大を図り点灯。ピノキオイルミネーションをくしろ港町ビー

ル前岸壁に架設し、対岸からイルミネーションを楽しめるように配置・点灯。

メインイルミネーションはスノーボードをするネズミが交流センター壁面を駆け巡る動

画架設。 （点灯時問午後58寺～午後ll時）
内容 I◎ 市民イルミの森 (100本）にツリー型イルミネーション設置。

実行

委員

会

◎ 釧路市観光国際交流センター前にX'masツリー100本を設置し「イルミの森」を創
出。

市民に広報などで告知し、ツリーに飾りつけを行なうイベントを行う。

締切り後、抽選を行ない30名にクリスマスプレゼントを贈る。

平成12年ll月21日（水）午後1時30分より 第7回ふゆフェスタくしろ2000実行委員
会を開催 於釧路市観光国際交流センター3階会議室

実行委員長

副委員長

委員

反保義政（観光協会会長）

村田憲治（協会副会長）、登坂公雄（協会副会長）

高橋 滋（商工会議所総務部長）、奥山 隆男（北海道新聞釧路支社事業部

次長）、高橋将哲（釧路新聞社総務局長）、濱屋重夫（釧路市経済水産

部長）、花井啓司（釧路河畔開発公社副社長）、岡山 陽三（釧路市物産

協会事務局長）、佐々木廣記（協会専務理事）
阿部昌雄、浅川了一、今泉武、河津雄二郎、高山一、

下）1|部善彦、石前弘、白幡 博、佐藤悦夫，舘精一、中山勝範

（以上、観光協会理事）

監 事松本栄三、佐藤富土子（以上、観光協会監事）

事務局 轟 照雄（協会事務局長）、細川悟志（協会誘致宣伝係長）

伊藤敦（協会誘致宣伝課）

●事業費決算額 l 0,240,000円（市補助 3,600,000円）
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対岸からみた大イルミネーション

イルミに輝くクリスマスツリー

「ぬさまい公園」と周辺のイルミ

ボールイルミネーション（協賛商社名入り）

地ピール「くしろ港町ビール」とピノキオイルミネーション
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ふゆフェスタ事業の協賛こ｀氏名 （順不同・敬称略）

釧根電気工事事業協同組合

釧路管設偏事業協会

釧路市管工事協同組合

釧路市給排水工事協同組合

釧路市漁業協同組合

釧路市農業協同組合

釧路市建設事業協会

釧路市瀾量設計事業協会

釧路水道事業協会

釧路造圃建設業協会

北海道建築士会釧路支部

釧路学校給食パン工業協同組合

釧路市職員労働組合

釧路市役所職員労働組合

釧路市課長会

釧路市係長協議会

釧路市すみれ会

帷鎖路河畔開発公社

僻鎖路振興公社

閥釧路熱供給公社

王子製紙帷

日本製紙聡

鞠本州コーポレーション

太平洋グループ卿

太平洋興発陳

三ツ輪運輸閥

陳＝ッ輪商会

釧路製作所

東海興業聡

昭海建設陳

清水建設閥

侑）天野建設工業

道湮工業閥

東急建設聡鎖路出張所

拓北地下開発株

東邦コンサルタント閥

道東ポーリング開発（樹

環境コンサルタント帷

太平洋総合コンサルタント（樹

基礎地盤コンサルタンツ（樹釧路支店

サンコーコンサルタント陳釧路営業所

昧日さく釧路営業所

明治コンサルタント陳釧路営業所

閥ユニオンコンサルタント釧路営業所

北海道開発コンサルタント閥釧路事務所

（社）北海道建築士事務所協会釧路支部

釧路ガス閥

北海道電力

中央防災システム閥

三変電機ビルテクノサービス（樹

ふゆフェスタ・ファミリーX'mas

に子どもたちの歌声が響く

サンエス電気通信 北海道ペプシコーラボトリング帷

道東ナショナル通信特機閥 釧路ヤクルト販売（樹

（樹マルタカ電工 アサヒビール

阿部電気工業陳 昧アペックス

園美工堂阿部組 北海道雪印販売陳釧路支店

聡蝦名塗装店 大塚製薬KK釧路出張所

原工芸 北海道医薬卸商業組合鉗路支部

釧路厚生社 釧路ホテル旅館組合

大栄産業帷 釧路プリンスホテル

釧舗会 釧路パシフィックホテル

釧路商工会議所 ホテルレイトン釧路

連合北海道釧路地区連合会 （樹釧路東急イン

北海道冬期キャンペーン実行委員会 釧路東映ホテル

（社）釧路銀行協会 釧路キャッスルホテル

釧路信用金庫 釧路全日空ホテル

釧路信用組合 ホテルパコ釧路

鎖路歓楽街振興会 ホテルマーシュランド

釧路方面遊技業協同組合 シーサイドホテル

釧路遊技業組合 笛園

近海郵船閥釧路支店 卿アサヒビール園釧路

協立海上運輸(l!I) 條駒形家

全日本空輸閥釧路支店 花ばんや

日本エアシステム陳釧路支店 銀座ライオン

JR釧路支社 くしろ港町ビール帷

くしろバス陳 まつだ食品工業帷

阿寒バス（株 陳美奈味

東北海道ヤナセ隕 諒サカエヤ

聡トヨタレンタリース釧路 六花号釧路

丸中釧路中央青果陳 帷おが和

釧路魚市場 弘洋海産陳

條釧路丸水 誅丹葉商会

鉗路蒲鉾工業協同組合 丹葉商店

齢マルア阿部商店 十條サービスセンター帷

圃カネシマ峨田商店 釧路制服販売サービス

陳水野商店 岩田商事

太平洋美装陳 オフィスフォト三浦

眸東洋美装 イーストアップ

太平ビルサービス（松釧路支店 工房POPS

聡ベルックス釧路営業所 CAST（キャスト）

協和総合管理（樹 第一興商

米内印刷昧 レントオール釧路

藤田印刷閥 柳水会

サンエス・マネジメント・システムズ 中村誠子

卸アサヒイン丁ツク

卸六峰社

マルエイ六峰社

侑フタバ工芸社

日の出工芸卸

侑アート企画

北海道コカ・コーラボトリング（樹
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[ 「つる」と「橋」が取り持った友好都市 ］ 
岡山県岡山市•佐伯町

岡山市の後楽園は、日本三大名園の一つである。かつて

江戸時代からこの名園には丹頂鶴が舞い降り優雅に遊ん

でいたという。それを再現しようと岡山県が人工孵化飼

育に世界で唯一成功していた釧路市丹頂鶴自然公園に協

力を依頼し、みことに成功したのが昭和52年であった。
この縁で岡山市と釧路市は昭和55年友好都市の絆を
結び、岡山の桃太郎祭り、釧路の港祭りの際には多くの市

民訪問団が相互に交流し合っている。

佐伯町は岡山市に接しており、県の岡山県自然保護セン

ターが設けられたのが昭平成3年ll月のことであり、岡

山市ともども釧路市丹頂鶴自然公園と深いつながりができ

岡山市と釧路市の交流にも積極的に歩調を合わせている。

同町のりんご祭りには釧路市物産展が例年開かれている。

鹿児島県出水市

鹿児島県出水市はマナヅル、ナベヅルの生息地•飛来地

として有名である。

この地と鶴が特別天然記念物に指定されたのが、丹頂

鶴の指定と同じ昭和27年のことであり、その後平成元年

にはこれが縁となって友好都市の絆が結ばれた両市は相

互に訪問しあい、郷土芸能の紹介や青少年の交流が図ら

れている。

96 

山梨県都留市

釧路を日本の郷里とすると自ら語った、著名な画家増田

誠画伯は平成元年4月に他界されたが、その作品は多く本

市に残っており、親しまれている。

画伯出生の地、都留市（旧南都留郡谷村町下谷）では画

伯の画業を讃え平成3年増田誠美術館が建設されたのを

機会に、当市との友好都市提携がされ、以来市民の相互交

流が図られているのである。

「鶴」と「都留」、なんとも不思議な巡り合わせである。

千葉県八千代市

昭和52年幣舞橋に建立された’'道束の四季’'像は、そ
の後全国的に知られるようになった。特に千葉県八千代市

は熱心に視察調査に訪れていたが、同市では数年を経す

して、彫像のある橋を建設した。そのような縁で友好都市

の提携が結ばれたのは昭和57年である。以後、例年相互
に訪問し合い小中学生のスポーツ交歓試合がかかさす行

われている。

なお、海外の友好港としてアメリカ•アラスカ州のスワー

ド港（昭和57年提携）とアメリカルイジアナ州のニューオ
ーリンズ港（昭和59年提携）がある。



釧路観光協会 -.. -=----
釧路観光協会の管理受託施設と観光案内所



釧路観光協会が管理を受託している施設

釧路観光協会は平成5年社団法人として，その新たな第一歩を踏み出した。
その本旨は任意団体であった協会の目的をさらに深め発展させ、より一層地域経済と文化振興

に資するにあった。その背景には、釧路は三大基幹産業である石炭、水産、紙パルプを中心とし

た若々しい生産都市として地域の発展が図られてきたが、昭和52年の200海里漁業規制に始ま
る水産の環境激変、国内炭の高価格と需要の減少など国内外の構造変化により、釧路の基幹産業

の先行きに不安が生じてきた。
そこで第4の産業として「観光」を産業として育てなければならないという機運が急速に盛り
上がったことが一つに挙げられる。また、社会的責務を果たすために法人自体の健全な財政基盤

が必須条件でもあった。こうしたことから、観光協会の事業の創出も含め内容や規模の拡大を図

り、より多くの観光客誘致を果たすために協会の財政面での体質強化が求められた。

こうしたことをふまえ、 観光振興を図ることによって地域の発展に貢献するという協会の目的

に沿った財源確保を釧路市並びに関係機関と協議の結果、下記の施設管理を受託し所要の財源に

充てることとなったのである。

施設の管理受託状況

(1)釧路市観光国際交流センター（通称 ラムサール記念センター）

l.設置目的
地域観光の振興及び国際交流の推進等に資することを目的として設置された。

2.施設の所在地釧路市幸町3丁目3番地

3.管理受託開始と費用
平成5年5月10日受託開始。開始時の受託費 60,478,000円

4.施設内容
地域観光の振興及び国際交流の推進等に資するため，総工費31億1,000万円（土地
取得費を含む）を投じて、平成5年6月3日にオープンする。
建物は1,500人収容可能な大ホールのほか，地域住民と外国人との交流ふれあいの場
としてのアトリウムそして各種研修に使用される、視聴覚室、研修室3室、会議室、和
室からなっており、総面積は6,153.02吊である。
平成5年6月開催のラムサール条約締約国釧路会議をはじめ、以後の国際会議場、ま

た多くの全国、全道大会や各種イベント、展示会の会場として幅広く利用されている。

5.利用者数の推移

H 5 I H 6 I H 7 I H 8 I H 9 I H lO I H ll 

142 705 1 168 075 1 217 148 1 201 449 1 1 66 260 1 213 285 1 1 89 975 

778 I l. l 58 I l.376 I l. l l 5 I l. 108 I l.069 I 960 
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6.委託契約書
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(2)釧路市湿原展望台

l.設置目的
国際的に重要な湿地である釧路湿原に対する認識を深めるとともに、その保全保護の

必要性を啓もうし、あわせて本市観光の振興に資することを目的としている。

2.施設の所在地釧路市北斗6番ll 

3.管理受託開始と費用
平成6年4月1日より受託。 開始時の受託費 32,927,000円

4.施設内容
本施設は昭和59年1月、総工費5億2千500万円（土地取得費を含む）を投じて、釧
路湿原を一望できる北斗の高台に完成した。

ヤチボウズをモチーフにした館内にはジオラマ・写真パネル等を数多く展示し、展望

ラウンジからは湿原を見渡せる。平成元年9月にはこの湿原展望台を基点とし1周2.5km
の遊歩道 （木道）と眺望が素睛らしい丘陵地にサテライト展望台を造成した。

また、平成4年度には年々増加する来館者に対応するため，駐車場の拡張整備を行い、
バス7台、普通車104台が駐車できるスペースを確保した。

5.利用者数の推移

H 6 I H 7 I H 8 I H 9 I H 10 I H 11 

203,803 I 196,902 I 202,932 I 199, 169 I l 98,202 I l 96,916 
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6.委託契約書
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(3)釧路市北斗遺跡ふるさと歴史の広場

l.設置目的
国の指定史跡北斗遺跡を保存し、その活用を図ることにより、市民の歴史的遺産に対

する理解を深めて、教育および文化の向上に資することを目的としている。

2.施設の所在地釧路市北斗4番l号

3.管理受託開始と費用
平成9年9月1日より受託。 平成10年度受託費 4,600,000円

4.施設内容
釧路湿原を望む台地上に、縄文・続縄文時代や擦文時代の竪穴が334軒残されている。
また住居跡・墓堀や小貝塚などが確認されている。 1997年7月釧路湿原西縁において
最も規模の大きい重要な遺跡であることにより、束側233,471吊が国指定史跡となっ
ている。ここには史跡北斗遺跡展示館や史跡展望台があり、古代のロマンを身近かに体
感できる。

5.利用者数の推移

H 9 H 10 H 11 

| 3659 | 9,076 | 7,237 
註 l.開館期間は毎年4月からll月までの8カ月である。
2.平成9年は、9月からll月までの3カ月である。

6.委託契約書
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(4)釧路市フィットネスセンター

l.設置目的
市民の心身の健全な発達及び健康の維持増進を図るとともに，本市観光の振興に資す

ることを目的としている。

2.施設の所在地釧路市錦町2丁目4番地 (MOO内）

3.管理受託開始と費用
平成6年4月1日受託開始。 開始時の受託費 63,797,170円

4.施設内容
釧路フィッシャーマンズ ・ワーフ構想の中で、市民と観光客のアミューズメントゾー

ンとしてフィッシャーマンズ・ワーフMOOの5階にオープンした。
床面積2,570rrtでスイミングプールのほか、フィットネススタジオ、アスレチックジ
ム、サウナルーム、ロッカールーム等から構成されている。

5.利用者数の推移

H 6 I H 7 I H 8 I H 9 I H 10 I H 11 

l 15.868 I 130.303 J 129.407 I l 56.508 J l 65.89 l I 174,935 

註 本施設は当初釧路河畔開発公社が施設名を「釧路リボン」とし直営で運営して
いたが、その後釧路市が「釧路市フィットネスセンター」として運営することとな
り、改めてその運営が（社）釧路観光協会に委託された。
なお、その際MOOl階中央のインフオメイションも併せて協会に委託されたが、
実際の業務の都合上これを釧路河畔開発公社に耳委託している。

釧路市フィットネスセンター内部
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6.委託契約書

it針 1佑市フィい9 ト，'て七，クー守理文杓•父託梨必；苔

t'，珀91i,9.u ,+Jニ'，̀,'，・と社団t)J紺さli光協会，,以―i―「こ」と・` ・1.』と9),，'に99i3

9’i7 4 ァ 1、 t スてン~ク ー ＇以 卜 1 センク ー J 二 いう， 9 のそ＂吃沿こつ ＇． 9--: ｀次¢；とお° ·£氏契

的モ哨祐ヽ~ ；；。

． 

． 

(ht未打｝）

mj条 ’µA、 頌路 d フ,,卜え．入センタ ー、サ准lI各の望棧 1こ荘っき、別丘出誼の定•/,ると

ころによ り次に1かる弊務（以下友朽．Iという、，を乙に委託する．

9 泡Tした；ム·鉛'"条'，， 9 己；項叩5定9ふ玉•1( '，1可t1生胡•こよるセン 9 -＂ぞ秤．．

｀ク氏可．~I

Yとえ っ・・J"は9、 : •成心年； /41 口うヽシ平成 13 年 J 月 JI 」 までこする•.

d委託K)

察3条 .....、今が澳格をヒ釈・：必女9;a’9買を委'.Hll.,,＿ここぶ心豆 t<uとずん

- て項9こ禾宅するで吐fi[9"ば、令？2,怨,.1.,円 I勺廿共戎反こ・・え方i月雰保9nt,5113「T.、

ごL、モ6；文払いにE．哀Dと窃り分’打L,9.．B凋こ文により支99；うし,,,,,すふ

・丸設、 ,.1塁苫伯む使H吝

・下i条 n.，i． この契心・:•. ,t”;,;1迅• 9．，け1.：し続な憧改Ii '炉厖投9 を？．9こ槃9ら文゜勺尤させる

,,, "する，

t 、'，か芍E石にあた i 、 ド別の設il1をし、ヌにと笠．ようとするとさ 1← ’ • I のtrら／を受サなけれ

i;,.．う,.し‘9

<;R力iiU.I

弟5条片・投、 19m；そ｛；；，，＇i喰な淮;.,,:(11こ只すろ茫4；よ、，26刀3坦とするr

(jが苔13・で・｛，

冗b，， 乙91庄9.f，.,;投位の役9伝又Iんべ矢を発ビJこと屯1、速ャ、が1.:Bit令i守言を ＇し成し、

m.1北1し1.997l‘江ならな．．，

t dり 'r."，..；； ~:,·c. り 貪．ごほす ぺさに日9ごふるとき．'·年むTめる li1客項をに·'sl +：じれ9:・9. 

らなし・・

ふ狂，仔i • ?， 

切＇条 9俎i:1晶土金9バ伝必：すもJ

祖告、内ビ：＇

筍8梵 叩ふ枠：こ必深9J•あると こよ土るとさ 9太、乙心•I しご業務．n執行 1こ蘭 1,11,~ を4砂、右｀

(I•;Tlふ吝 t1を註訟するこ砂てさふ

怜"'~務；り沼ぶほ＿L）

g, 9条 ：‘,9:、このう？的，こ甚づく tKU隈惰を第三がこ衣汽9，・丸芍也,;.v:,tからない，

i契約9iの只II

只19父 こ の箕;,.~潟打 ,c らいては｀ o/上し，こ i●茫9li罠伝ミ例R.3日’吐u: •C: ;;-.9 る．とこ，，を

＇必―ご9こ9ヨ干7•：,,.-，とする

a,1つ •95.‘

涵,: -~ 平ふ a· 公后；を-~;--―-fいcき、恥 < "'・・カ立に：みすべきJ雙'Iにより迂迅3守

そ伍研を知ヽ ！ら；.さ｛i.こ乃梨栢を9荘叶らことがてい。

2 前巧；こより平からこa没詔叩されたこ Cによじ、 ．’ぶ恥勁・年する ―，り知・てら｀甲

’え-c,,11-~<D'liをR49心い

9そ"',2）
年12”た eぶ 1/.\':I.：定めのないTJRに一プし~ては、口と吋匹ヽ9 うえ 決定するものと すろ、

てて

この}9内の1••方を;__1 るため、本」iCEを1,,＊し、中乙！＼ガ，;,.；；！師J9) うえ、各 1 :セ,Ji／サす

t,＇ 

（ 
平成1；た4Hi u 

f9兒"Pむ；い，17-t9 5 ;t哨

ぷ児1;』、t iメ 名 39 莉

頂陀市こqJTヒ3益咄

9這法人 l蒻3笠光Iる2

会，； ，i't役砂

＇べ '≪E3条呆2項oott)

I,, !企 " I.,: u w u 
三—•• -•_ ＿ i --＇ 
I I l :． 2 2 4.，;9 99 円• ,；；. ', ;I 4り2CH， 

— -•—, 1 
I 

I・,. と2:. ’’" { r : 2•* 1 ：年 91. g 11 ・ 

^ • - -

9. 2 2.，. 99 l• Pi •,.ぃ： I :ヤ］ （rI.'1 E 

．．． ー・-- - -

3 2」1. 8 r，9)卜l 1'bt l b叶i i la• I aロ
， 

<と.3 9 i. 8 (O n ＂`

 

i(.. 

釧路市フィットネスセンターが5階にある
フィッシャーマンズワーフとフィットネススタジオ
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その他の管理受託施設

1米町ふるさと館

釧路発祥の地米町にあり、明治33年、海産物商・渡辺虎蔵が店舗兼住宅として建てた。
木造瓦葺き二階建ての町家造りで、瓦葺きの屋根、格子窓、漆喰のぬり壁そして「うだつ」

が配されている。

昭和24年、渡辺氏から田村桂次氏の所有になった田村邸は区画整理事業で解体の予定で
あった。しかし百年になろうとする釧路最古の木造民家を保存しょうという声が高まり、ご

息女田村艶子氏から釧路市が寄贈を受け先人の歴史のあかしにと「米町ふるさと館」として

保存再生されたものである。館内には往時をしのぶ品々のほか、米町ゆかりの歌人、石川啄

木の史料などが展示されているほか、喫茶コーナーが併設されている。

●施設の所在地釧路市米町 l丁目 1番21号

●管理受託開始と費用

平成5年4月1日受託開始。
開始時の受託費 4,398, l 00円

米町ふるさと館(|El田村邸）

2幸町緑地

釧路市港湾部の所管に属している緑地で、釧路市観光国際交流センターの前庭となってい

る。面積はll.570団であり、フィッシャーマンズ•ワーフ構想の用地の一部となっている。
そのため、各種イベント及び観光バスの駐車場として利用されているものである。

●施設の所在地釧路市幸町3丁巨3番地

●管理受託開始と費用

平成5年6月1日受託開始。
開始時の受託費 2,358,700円
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観光案内所の運営とその経過

l.釧路駅観光案内所の設置とその経過

釧路観光協会の所管する観光案内所は、釧路駅案内所、釧路空港案内所（（株）釧路空港ビルに

委託）、そしてMOO観光案内所（（株）釧路市河畔開発公社に委託）の3カ所である。
そのうちもっとも長い歴史をもつのは、釧路駅観光案内所で、同案内所は昭和36年7月17日
付、釧輸第294号で釧路鉄道管理局により承認され同9月1日に開所された。その内容は以下の

通りである。

(,)面積 4.1 m2（造作は観光協会が実施）

(3)業務内容

(2)勤務時間と体制 勤務は午前8時から午後8時まで。
体制は常時2名で、 3名配置となっていたが、以後、勤務時間及

び人員配置の変遷があり、現在は9時から5時30分の2名体制で
ある。

窓口-CD旅館の紹介 ②釧路市内の観光案内 ③管内の観光案内
④各交通機関の発清状況の案内

内務-<D公衆霜話の管理及び金銭清算事務 ②旅館予約金預かり
業務 ③観光案内、旅館紹介、問い合わせ件数の統計

(4)日観連が案内所に入居した経緯
昭和49年ll月頃より、日本観 ＂！珀巾観光案内所

光連盟釧路支部が釧路駅舎内に旅 ”'芹桟光淋会

館案内所の設置計画をもった。言十

画によれば、同案内所の案内範囲

は釧路鉄道管理局の所管範囲と同

じであり、かつ計画されている案

内所の場所が釧路市観光案内所の

正面に位置していた。

このため、市の案内所と日観連

の案内所との案内業務が重複し、

観光客に対する案内サービスに支

障が生することが明らかになったため、二者で協議の結果、基本

的な下記の条件のもとに、釧路市観光案内所の中に、日観連釧路

支部を設置することで合意したものである。

J
 
し

所内
”
案

"
-

-`
 

路

，
 

乱

条件

（l)釧路市、釧路市観光協会、釧路観光連盟の三者で運営さ

れている現案内所は、公益性をモットーにしており、日

観連はその公益性を阻害してはならない。

(2)昭和48年度における旅館紹介件数は4,776件であり、

うち日観連加盟以外の一般旅館が既得していた2,604
件の実績をおかさないで、日観連釧路支部は努力する。

(3)現在、昼間2名の職員を使用しているが、内1名分の人
件費について、その一部を日観連釧路支部が負担する。
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2.空港及びMOO観光案内所の設置と経過

釧路空港ビルが新装オープンした平成5年からは空港観光案内所を開設、またフィッシャーマ
ンズ・ワーフMOO内のフィットネスセンターの管理を受託後、施設内の中央案内所を総合観

光案内所と改めて、平成7年からMOO観光案内所として案内業務をも併せ行っている。

その窓口での照会など業務内容を、平成11年度を例として下記に掲げる。

3.各案内所の利用件数状況（平成11年度）

釧路駅観光案内所 釧路空港観光案内所 MOO観光案内所

項 目 件数 項 目 件数 項 目 件数

パンフレット 14,542 パンフレット 3,566 MOO館内案内 5.440 

観光施設 7,609 ホテル・旅館 418 バス時間 l 51 

観光バス 3,591 釧路市湿原展望台 267 列車時間 23 

観光タクシー 459 観 丹頂鶴自然公園 236 航空 38 

観光船 400 光 阿寒国立公園 605 フェリー 19 

レンタカー 635 安示 根室 102 観光船・遊覧船 531 

交通アクセス 8,515 
内
摩周湖 138 ホテル・旅館 6 

ホテル・旅館案内 l.303 川湯 69 パンフレット 22,015 

飲食街 1,552 キャンプ場 5 飲食店・味覚 251 

アウトドア 589 ゴルフ場 16 土産店 55 

イベント 1,081 阿寒バス 3,356 和商市場 l 12 

釧路湿原国立公園 5,182 くしろバス 106 釧路市湿原展望台 62 

阿寒•鶴居·摩周 3,917 都市間バス 54 細岡湿原展望台 33 

厚岸 357 JR 408 コッタ□湿原展望台 4 

根室 334 タクシー 635 釧路市立博物館 8 

中標津 374 その他 3,011 丹頂鶴自然公園 2l 

知床 158 売店 280 マリントポスくしろ ， 
網走 480 飲食店 79 港文館 17 

道央・道北・道南 436 空 送迎デッキ 35 米町ふるさと館 4 

その他 2,883 港 航空貨物ビル 121 啄木歌碑・像 10 

平成ll年度合計 54,407 案 駐車場 130 阿寒国立公園 3 

内
航空会社 556 知床国立公園 2 

飛行機発着時刻 460 厚岸道立自然公園 4 

ほか空港施設案内 2,379 平成ll年度合計 28,881 

平成ll年度合計 17,032 
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ラジオ・テレビ・映画の取材や撮影で主役として訪れ、釧路を彩った方がた一その

「男はつらいよ」のロケ、こ存じ寅さんこと渥美清さん （昭和59年）

山田五十鈴さん星由美子さん米町公園啄木歌碑前に立つ（昭和61年）

ー ・一— ~ --. - ＿ 

4NAI., 

≪▼ 

ェu.6..A -― ［男はつらいよ」映画監督 山田洋次さん（昭和59年）

蝦夷太薮のメンバーとスナップにおさまる 伊束四朗さん（平成元年）
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釧路観光協会

創立50周年記念事業



創立50周年記念事業 実行委員会

釧路観光協会は創立50周年を記念して、各種記念事業を計画するに当たり平成12年3

月23日の理事会において「実行委員会並びに規約の制定」を議題とし協議した。

その結果以下の通りの委員構成で、事業に取り組むこととなった。

実行委員会委員

実行委員長反保義政（観光協会会長）

副委員長 村田 憲治（協会会長代行副会長） 小笠原隆之（協会副会長）

登坂公雄（協会副会長）

女未 貝9, 浅川了一 阿部昌雄 石前弘 今泉 武 河津雄二郎

佐藤悦夫 下川部善彦 白幡博 高山 舘 精一

中山勝範 花井啓司（以上観光協会理事）

松本栄三 佐藤富士子（以上観光協会監事）

佐々木廣記（協会専務理事） 委員19名

実行委員会規約

釧路観光協会創立50周年記念事業実行委員会規約

（名称）

第 1条 この会は、釧路市観光協会創立50周年記念事業委貝会

（以下 「実行委貝会」という。）と称する。

（目的）

第2条 実行委員会は、創立より50年を迎えた釧路観光協会の

各種記念事業を遂行することを目的とする。

（事業）

第 3条 実行委員会は、その目的を達成するため、次に掲げる

事業を行う。

(l)記念式典の実施

(2)記念誌の発行

(3)その他必要な車業

（構成）

第4条 実行委員会は、社団法人釧路観光協会の理事会及び監

事によって構成する。

（役員）

第5条 実行委員会に次の役貝を置く。

(l)実行委員長

(2)副委貝長

2 前項の役員は、（社）釧路観光協会の会長及び副会長とす

る。

（任期）

第6条 委員の任期は関連事業を含め記念事業が終了するまで

とする。

2 役員が欠けた場合における補欠の役員の任期は、前任者

の残任期間とする。

（職務）

第7条 実行委貝長は、本会を代表し会務を掌理する。

2 副委員長は、実行委呂長を補佐し、実行委員長に車故が

あるときはその職務を代行する。

（運営会議）

第8条 会譲は、必要に応じ実行委貝長がこれを招集する。

2 実行委員会は次の事項を審議する。

(l)記念式典実施に関する事項

(2)表彰に関する車項

(3)記念誌発行に関する享項

(4)各種記念事業

(5)その他実行委員長が必要と認める事項

（経 費）

第9条 実行委貝会の蓮営並びに事業の実施に必要な経費は、

釧路市及び（社）釧路観光協会の負担金をもってあてる。

釧路観光協会創立50周年記念事業実行委員会開催経過と議決内容

第1回実行委員会平成l2年6月9日午前l0時於釧路キャッスルホテル

第2回実行委員会平成l2年7月27日午前ll時於釧路市観光国際交流センター

第3回実行委員会平成l2年9月26日午後 1時於釧路市観光国際交流センター
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1.記念式典

(l)日時

(2)場所

(3)内容

(4)時程

(5)その他

2.観光功労者等の表彰

平成12年 10月6日（金）

釧路キャッスルホテル

・記念式典 ・功労者表彰 ・祝賀会とアトラクション

1 l時00分記念式典、功労者表彰、決議

1 2時30分記念祝賀会

1 3時30分終了時閻 (2時間 30分）

3 0 0名程度出席予定（案内発送50 0通）祝賀会場は立席

(l)永年会員の表彰、特別功労者の表彰（記念式典の項参照）

(2)公募作品等の表彰者の選定（記念式典の項参照）

3.記念誌等の作製

(l)記念誌 ・協会の50年の足跡を記録し、歴史的資料となるものとする。

•発刊は記念式典等を含めるため、早くて年内、遅くても年明

けとしたい。

(2)映像記録 ・記念式典、表彰式の模様を中心に活動記録，観光事業への取

組みを映像として記録。

4.釧路観光のシンボルマーク，キャッチフレーズの策定

・釧路観光のシンボルマーク、キャッチフレーズを公墓する。

5 記念論文の公募

•これからの釧路観光についての記念論文を公募する。

6.観光ガイドブック（小冊子）の作製

・現在の「ガイドブックくしろ」を集約して，ポケットサイズ

の小冊子を作製する。

7.協会協賛行事に冠をつける。（主催、共催、協賛、後援等）

(l) 9. 4. 6 オン•マイ•マインド (2)ふゆフェスタくしろ

(3)＜しろ霧フェステイバル (4)＜しろ港まつり

(5)＜しろチューリップフェア (6)＜しろ氷まつり

(7)＜しろ市民北海盆踊り (8)釧路川花火大会

(9)釧路市観光写真コンテスト等 (l0)その他、釧路市協賛行事

8.観光客誘致事業の充実
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9.釧路観光協会創立50周年記念事業予算

(l)収入の部

負担金 5,500,000円 釧路市 500,000円

釧路観光協会 5,000,000円

(2)支出の部

行事費 1,650,000円 記念式典(300名） 1,150,000円

（内訳）

料理など式典・祝貸会関係 700,000円

記念品（紅白祝餅、記念はがき、手下げ袋）

200,000円

君板・アトラクション 250,000円

表彰式

宣伝費 260,000円 公募関係

印刷製本日 2,860,000円 記念誌 (BOO部）

ピデオ制作

ブック（小冊子）

事務費 730,000円 会譲費、編集関係車務費等

収入合計・支出合計 各 5,500,000円

10.記念事業の主たるものの作製・実施の主旨

(1) 「釧路観光協会創立50周年記念誌」発刊の主旨

500,000円

260,000円

1,860,000円

500,000円

500,000円

わが郷土くしろは、この10数年来、市の基幹産業としてマチの発展を支えてきた水

産、石炭、紙パルプがいすれも厳しい環境下におかれており、第4の産業としての観光

事業を拡大、発展させることに市民の期待は，かってないほどの高まりをみせている。

これを受けて釧路市観光協会は、平成5年その組織の発展的解消を図り、新生「社団

法人釧路観光協会」として歩み始めた。そして本年、創立50周年の記念すべき年を迎

えた。

そこでこれを祝し、かつ「温故知新」、観光協会の半世紀にわたる歴史を振り返り明

日への出発のための指針となるような記念誌を発刊するものである。

作成にあたっての基本的な考えは、 1つには正確にその足跡を記録し、歴史的資料と

して耐えうるものとすること、 2つには現在の観光に対する考え方を事実を通して表す

ものとすること、 3つには先の述べた2つを踏まえ、将来の釧路の観光のあり方を考え

ることができるものにすることである。

(2)映像記録作成の主旨

記念すべき50周年に当たり、記念式典や表彰式の模様をビデオに収録して記念誌と

趣きの異なる記録として記念事業の推移を残し、今後の資料などに活用するものである。

その基本的考えの 1つは記念式典の流れを主軸にすえ，記録に耐えうることを前提に、

式典や付帯的事業を録画すること。 2つめは、関わりのある事業、催事などのベストカ
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ットを写真や映像資料を活用したりして，ビデオの導引タイトル部を充実させることで

ある。

(3)創立記念作品の公募

作品は①シンボルマーク、 ②キャッチフレーズ、 ③記念論文の3部門の公募とする。

その基本的な考え方は、創立50周年を迎え、釧路のより一層の知名度アップを図り、

釧路湿原をはじめとした雄大な自然、タンチョウに代表される動植物などを素材とし、

釧路観光の活性化にふさわしい象徴となるようなシンボルマーク、キャッチフレーズ、

そして「これからの釧路観光について」をテーマにした論文とするものである。

(4)募集期間

平成12年7月1日～平成12年8月31日（当日消印有功）

※なお、審査発表は10月6日記念式典を予定。釧路観光協会ホームページ上でも発表

する。
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式典次第
平成12年10月6日 釧路キャッスルホテル

l.開会

l.式辞

l.来賓祝辞

社団法人釧路観光協会会長 反保義政

釧路市長 綿貫健輔様

釧路市議会議長 小窪政信様

（来賓紹介）

l.永年表彰

永年会員 受賞者 別記

永年会員 受賞者 別記

永年会員 受賞者 別記

l.感謝状贈呈 受賞者 別記

l.受賞者代表謝辞 松本栄三 様

l.記念公墓作品発表社団法人釧路観光協会副会長 登坂公雄

l.記念公募作品表彰

キャッチフレーズ部門

シンボルマーク部門

記念論文部門

l.決議文朗読

受賞者 別記

受賞者 別記

受賞者 別記

社団法人釧路観光協会副会長 小笠原隆之

l.閉 会
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創立50周年記念式典式辞

社団法人釧路観光協会 会長反保義政

釧路観光協会創立50周年記念式典に当たり、一言こ挨拶申し上げます。

本日、時節柄大変こ多忙のところ、内外から多くのこ来賓各位のこ臨席

を賜り、ここに創立50周年という記念すべき日を迎えることが出来ますこ

とは、大きな喜びとするところでこざいます。

これも偏に、これまで長年に亘り、当協会を支え、発展に尽力されました会員並びに役員、諸先輩

のたゆまぬご努力の賜と心から敬意と感謝を申し上げる次第でこざいます。

釧路観光協会の創立は、観光がまだ黎明期にありました昭和26年発足、これまで観光の振興により

地域の活性化を図るため、釧路市をはじめ各関係機関とともに、市民と観光客が共に憩える魅力ある

都市づくりに努めてまいりました。

平成5年には、官民の役割分担と民間の力を結集し，更なる発展を図るため社団法人として組織化

し、本年50周年という節目の年を迎えるに至りました。

釧路の観光は、釧路湿原国立公園を擁し、背後には阿寒、知床両国立公園、更にはタンチョウが生

息するなど全国的知名度のある観光資源にも恵まれ、これらの豊かな資源を生かした観光施設や交通

アクセスの整備などに力を注ぎ、これまでの通過型観光から滞在型観光への転換を目指し、フィッシ

ャーマンズ・ワーフ構想の推進や釧路らしい祭り、イベントの充実や創出、国際会議や全国・全道大

会等のイベント・コンベンションの積極的誘致など都市型観光への振興を図ってまいりました。

そのような取り組みの結果、観光客の入り込み数も増加の一途をたどり、平成ll年度には287万

人と過去最高を記録するなど飛躍的発展をとげたところでございます。

然しながら、近年の観光ニーズは量的、質的にも変化し、旅行形態や目的も多様化しており、その

対応が求められてきております。

これからの釧路観光が観光都市として、名実ともに内外にその評価を得るためには、釧路市のみな

らす東北海道全体の観光振興の視点から各観光団体、機関とも広域的連携を図り、それぞれの地域の

特殊性を生かした体験、交流滞在型観光への展開を目指していくことが大事なことであります。

そのためには、新たな観光資源の創出や市民挙げて観光客を温かく迎えるホスピタリティの充実、

観光を支援する人材の育成やサービスの向上、国際化への対応など、よりきめ細かな受入態勢の充実

と通年観光に向けた観光客の誘致、観光キャンペーンなど積極的な事業展開を図っていくことが必要

であります。

21世紀は、ゆとりや潤いが求められる心の時代であると言われております。

まさに、豊かな自然と体験や交流を通じて得た心の豊かさを実感できる魅力ある観光都市づくりを

推進していかなければなりません。

本日ここに釧路観光協会創立50周年記念式典にあたり、会員並びに各関係機関とも連携し、市民の

参加と協力をいただきながら観光客の期待により一層応え得る観光都市・釧路を目指し、決意を新た

にし邁進していく所存でこざいます。

これからの釧路観光が益々飛躍し、限りなく発展を遂げることができますよう、ご来賓並びに会員

皆様方の一謄のこ支援こ協力をお願い申し上げ、こ挨拶といたします。

平成72年10月6日
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創立50周年記念被表彰者

（順不同・敬称略）

永年会員表彰

◎永年会員40年以上 (29団体）
阿寒バス（本的、織田毘布店、加古商店、金星釧路ハイヤー（樹、くしろバス（株）、

釧路キャッスルホテル（株）、釧路パシフィックホテル（株）、釧路埠頭（株）、青木商事（樹、

栄屋旅館、（樹敷島商会、スタンダード石油（株）、（株）釧祥館、大栄産業（樹、（樹壷屋、

（樹竹老園東家総本店、日本通運（樹釧路支店、平林商店、

北海道交適（掬釧路支店、藤田印刷（株）、杉野雪印アクセス（株）釧

路第二支店、三ツ輪運輸（樹、（株）八千代本店、囲山木屋浦田、

米内印刷（株）、（株）釧路東映ホテル、第一共栄交通（株、大和旅館、

日本航空（株）帯広営業支店

◎永年会員30年以上 (45団体）

表彰状

永年会員(30年・40年以上） 度

，，なたは永年にわたり州澪紐允

協会の会員として 当協会の紐織発

展と観光事棠の拍達に統北努力

されもって州池市の鋭光扱碍に大

さく寄与されよした

ここに協会創立50周年にあたり

そのこ功績を沿え表彰いたします

社団法人 99丸訊允協会

会 K 及?^政

協立海上運輸（株）、 釧路日交タクシー（株）、永楽交通（樹、釧路ステーションビル（株）、

丸五村上別館、浅川興業（樹、（樹笛園、（株）釧路カントリークラブ、北海道観光（株）、

（樹ホテル末広、釧路パークホテル、（樹カネシマ嶋田商店、王子製紙（株）釧路工場、

三ツ輪航空サービス（株）釧路支店、 （株）北日本広告社、釧路市建設事業協会、

釧路綜合印刷(t菊、（樹日本交通公社釧路支店、太平洋興発(f菊、（樹大丸渋谷商店、

協同組合日専連釧路、日本製紙（樹釧路工場、（樹日本旅行北海道釧路支店、

（有）フタバ工芸社、（樹美奈味、旅館チャランケ荘、近畿日本ツーリスト（樹釧路支店、

釧路個人タクシー協同組合、 （恥 トヨタレンタリース釧路、ビジネスホテル富山舘、

金井漁業（株）、釧路魚市場（株）、釧路市漁業協同組合、協同組合釧路日商連、

釧路ヤクルト販売（株）、（株）小鳩自動車工業、サー村上物産（株）釧路支店、（株）サカエヤ、

さくらい生花店、サントリー（株）釧路支店、釧根食糧（株）、

（株）フローリストナワ、西村食品工業（オ菊釧路営業所、

ニッカウヰスキー（株）北海道支店、ビジネス旅館旅路、
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表彰状

水年会員 (30年・40年以上） 殷

よなた99水年にわたり鋼硲訊允

協会の会員としてお協会の9a..梵
展と諷光．亭業の柏進ヽニ紙念努力

されもって鋼硲市の観先紐輿9こ＊

さ（＊与されました

ここに協会創立50閲年にあた9

そ99ご功綬を讚え表彰いたします

社"]法人 ●I培況允協会

会 K 反保^ “



永年役員表彰

◎永年役員30年以上
松本栄三 (36年） 阿部昌雄 (32年）

◎永年役員20年以上
反保 義政 (28年）

◎永年役員10年以上
小笠原隆之 (l7年） 登坂公雄 (l3年）

村田憲治 (l2年） 今泉武 (l2年）

佐藤富土子 (l2年） 札木 稔 (ll年）

河津雄二郎 (l0年） 白幡博 (l0年）

永年職員表彰

◎永年職員10年以上
茂手木純子 (ll年）

特別表彰

◎イベントを通じた観光振興（感謝状贈呈）

くしろ霧フェステイバル実行委員会

（事績）

表 彰伏

永年投n殿
，，なた9ょ永年にわた"“洛観光
協会の食員として●峰会の紐鰈発

展 と観光事 ぶの4位迅9コ氣念努力
されも •9て釦1鵡 市 99観..樺＇東に大

さく寄与され広した
ヽ

ここに絡令“...50月年にあたり

そ，，ニ’功染を讚之衣99いたL立す

札囚滋人 “鵡罠た嶋•

仝長●紙＾ ＾ 

表彰状

永年艤日 殿

あなたは永年にわたり釦l硲 飢光
嶋会の会員として出埠合の紐絨発

展と訊光事 文の椒迅9こ鍼4念努力

されもって釘碍亨の鍼光h¥..に＊
さくキ与されました

ここに協会劇立50刈年にあたり

そのご功績を讚え表彰いたします

社団法人 “澪鼠え綸会

会長反倅 ＆，i

感謝状

（しろ喜7ェス和バルが行委!会 戻

くしろ霧クなステ 9バルは釧専の

夏の一 大イペントとして内外に大さな

訂R≫を符るにいたり飢光尋特に大さ
（責9じされております
ここに釧硲観光協会が立50J>l

年にあたりそのこ・功績に対し深甚なる

，，，道の怠をふし2す

社日法人 ●1咋絨光給＊

＊ ＆具保＊ ＇L

くしろ霧フェステイバルは、昭和60年に（社）釧路青年会議所の主催により釧白団

地を会場に開催され、現在は会場を幸町緑地 （釧路市観光国際交流センター前庭）を

メイン会場とし、入場者数25万人を数える釧路の代表的なイベントの一つとなってお

ります。

そもそも、 くしろ霧フェステイバルはやっかいな存在であった霧を前向きに捉え、

「釧路の象徴 ・誇り」とすることをテーマに「霧の祭典」として発展してきました。

内容も実に多彩であり、「霧レーザーライティングショー」「あひるの大レース ・ア

ート」は各マスコミなどにも取り上げられており、市民からも「霧フェス」の愛称で

親しまれるなど、イベント創出の観点からも多大な功績を残しております。
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＜釧路観光協会創立50周年記念＞

公募作品選考委員長報告

登坂公雄（観光協会副会長）

協会創立50周年に当たり、記念事業実行委員会において「釧

路湿原を始めとした雄大な自然丹頂に代表される動植物などを

表現し、釧路観光の活性化にふさわしい象徴となるようなシンボ

ルマーク及びキャッチフレーズ並びに「21世紀の釧路観光」に

ついて記念論文の公募を行うこととし、本年7月1日から8月末日

までの期間を設定し、全国公募ガイドをはじめ市広報、あるいは

インターネット等を通じて公募を行いました。

その結果、

● キャッチフレーズについては、 l, l 9 0点

● シンボルマークについては、 l 7 l点

● 記念論文については l 5点

の多数に上る作品を全国各地から寄せられたところであります。主催者といたしまして、

ますもってこれら応募者各位に対し、心から感謝とお礼を申し上げる次第でございます。

さて、これらの応募を得て、去る9月8日選考委員会を開催、慎重に選考の結果

● キャッチフレーズにつきましては、

いいね釧路 ときめいて

岐阜県多治見市大山 くにをさん (75オ）の作品が最優秀賞に選定されまし

た。優秀賞には愛知県豊橋市竹下英司さん (32オ）と埼玉県北葛飾郡山本

崇さん (31オ）のお二人に決まりました。

● シンボルマークにつきましては、

「く」の字を基調に人が躍動する姿を大地の緑と、実りの黄、空と海の

青、赤の太陽で表現された

青森凛弘前市工藤和久さん (35オ）の作品が最優秀賞に選定されました。

優秀賞には愛知嗅名古屋市石田 隆さん (56オ）と石川 和市さん (48オ）の

合同作品と大阪府束大阪市駒井 瞭さん (65オ）の2作品が決まりました。

● 記念論文につきましては、

「住民参画による釧路観光検討の重要性について」

滋賀県大津市沼井哲男さん (34オ）の作品が最優秀賞に選定されました。

優秀賞には千葉嗅袖ケ浦市石井正己さん (42オ）と釧路市田巻恒利さん

(68オ）のお二人に決まりました。

最優秀作品は、釧路湿原、丹頂によって象徴される大自然、やすらぎの地という

釧路のイメージを大切に保存し、これに基づく諸方策、人と人との楽しい触れ合い

の場でありたいとする、釧路観光の将来を、住民参加によって指向すべきとしたも

のであります。

以上が各部門の最優秀作品選考の結果でこざいます。これらの作品につきましては、今

後の釧路観光振興のため有効に活用させていただきたいと考えております。終わりに重ね

て、多数の作品をお寄せいただきました全国の皆様に、心から感謝とお礼を申し上げ、私

の報告を終わります。ありがとうこざいました。
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記念公募作品表彰

◎キャッチフレーズ部門（応募総数 l, 190件）

優秀賞 『いいね釧路 ときめいて』

優秀賞

大山くにを氏 （岐阜県多治見市）

竹下英司氏

山本 崇氏

（愛知県豊橋市）

（埼玉県北葛飾郡鷲宮町）

◎シンボルマーク部門（応募総数 l 71件）

最優秀賞

工藤和久氏 （青森県弘前市）

優秀賞

石田隆氏、石川和市氏 （愛知票名古屋市）

駒井 瞭氏 （大阪府東大阪市）

◎記念論文部門（応募総数 15件）

最優秀賞 『住民参画による釧路観光検討の重要性について』

優秀賞

沼井哲男氏 （滋賀県大津市）

石井正己氏

田巻恒利氏

（千葉嗅袖ヶ浦市）

（北海道釧路市）

公募作品選考委員会

選考委員長

（社）釧路観光協会

選考委員

（樹釧路新聞社

全日本空輸（樹釧路支店

（株）日本エアシステム釧路支店

釧路観光連盟

釧路市経済水産部

（社）釧路観光協会

（社）釧路観光協会

（社）釧路観光協会
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副会長

常務取締役

支店長

支店長

専務理事

部長

専務理事

理事

理事

登坂公雄

横沢一夫

野原秀雄

小林英樹

夏堀勝治

濱屋重夫

佐々木廣記

白幡 博

河津雄二郎

表彰状

最優秀賞

大山くにを紅

あなたは拿達観光協会創土50月

年を記念し女洟された紐光キ←ッチフ

レーズ公碁において頚書の成績をお

さめました ＇ 
よってここに貪状~と記念品を隋りこ

れを表

社団＊人綱怠観光協会

会 長反 保＾政

表彰状

社優秀賞

工藤和久反

，，なたは釦は各観光協会創立50周

隼を記念し＊於された絨允シンポル

マーク公碁9こおいて頭さの成績をお

さました

よってここに＇貪状と記念品を閥りこ

れを表彰いたしこす

社団9た人 ~,硲糀光協会

会長 反保＾政

表彰状

最優秀賞

沼井哲男‘殿

あなたは釦1耽訊光協会創立．50屑
年を記念し実蕊された記念論文公

暮において頑書の成績をおさめました

よってここに賞状と記念品を9曽りこ

れを表彰いたします

社a#．人 “店It尤鳩会
会長 反保＾ ＾ 



後記

記念論文入選者沼井哲男

1965年ll月4日生 (36歳）

1988年3月 同志社大学経済学部卒

1988年4月 同大学に勤務、現在学術情報センター情報シ

ステム課所属。

住所滋賀県大津市

受賞の感想

釧路には今住んでいる滋賀県や勤務地である京都市に劣

らない親近感愛着を感じていました。その理由は釧路には

自然という何物にも代えがたい魅力を感じているからです。

私は釧路に住む方が、 21世紀にも住み続けたいと思う町づ

くりを、自然の保護保全を核にしてなされることが観光客の

感動を呼ぶことになると確信しております。

1 今回評価していただいたことに感謝申し上げ、釧路のより

一層の発展をお祈りいたします。

シンポルマーク入選者工藤和久

1864年生 (37歳）

1999年総合芸術家として活動をはじめる。

住所 青森嗅弘前市

受賞の感想

「釧路の大自然」をどう表現したらよいだろうか。大湿原、

丹頂鶴などいろいろ考えましたが、シンプルが一番というこ

とで，今回の作品になりました。

評価をいただきとにかく嬉しいです。

「釧路バンザイ！」

キャッチフレーズ入選者大山 くにを

1924年12月13日生 (76歳）

7994年会社経営を退き、「二紀京二」のペンネームで
趣味の作詞に取り組む。最初の作品が、宇都宮市

のイメージソングに選ばれる。

住所 岐阜県多治見市

受賞の感想

石川啄木のロマン、原田康子の挽歌、抱きつづけてきた青

春時代から憧れのまち釧路、私の心のままに浮かんだフレー

ズが釧路のメッセージになりました。

今は選ばれた感激とよろこびをかみしめています。

記念論文、シンボルマーク、及びキャッチフレーズ各部門の最優秀作品は、平成12年10月6日付の釧路新聞紙上に

全文掲載、広く紹介されたところである。
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キャッチフレーズ部門
最優秀翼
大山くにを氏
（岐阜票多治見市）

シンボルマーク・キャッチフレーズ

シンボルマーク部門
最優秀賞

工藤和久氏

（青森県弘前市）

いいね釧路ときめいて
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記念論文

住民参画による釧路観光検討の重要性について

記念論文部門

最優秀賞

沼井哲男

（滋賀県大津市）

はじめに

釧路という言葉を聞くだけで、「豊かな自然」、「緑と清らかな水」というイメージが脳裏を過る。

たとえ釧路を訪れたことがない人でも「釧路湿原」という言葉を耳にしただけで、雄大な湿原の様

子や清らかな釧路）1|の流れ、そしてそこに生息する「丹頂鶴」を始めとする動植物の姿が思い浮か

ぶ。このように「釧路」という言葉には「自然」というキーワードが隠されており、釧路観光の将

来を議論する上で、避けることができない「事実」であることを認識する必要がある。

また、このようなイメージをこれからの釧路観光を議論する際、どのように扱うかについて、十

分に検討する必要がある。「釧路＝自然にあふれた街」は、 20世紀における真実であり21世紀に受

け継がれるべきものである。このことを認識した上で最初に「釧路＝自然にあふれた街」というイ

メージが、釧路観光の今後を展望する上で、どのような影讐を及ぼすのか考えておきたい。

イメージ戦略の是非

観光のあり方を議論する際の視点として、イメージを重視した戦略を行う、またはイメージを脱

却し新たな方向性を模索するという選択肢が考えられる。釧路には釧路湿原を始めとする世界的に

も有数の財産が、今なお昔ながらの姿を残している。これらの財産を保護することだけを考えるの

か、それとも付加価値を付けるのか、あるいはイメージに固執しない方策を講じるのか、この点に

ついて早期に方針を確定する必要がある。ここで避けなければならないのは、思い付きによる中途

半端な対応を行うことである。現存する自然を生かし、テーマパーク等を始めとする参加型の施設

をつくるような発想には、十分な注意が必要である。事実、嗚り物入りで設立されたテーマパーク

が、集客が思わしくないため、閉鎖に追いやられたというニュースを数多く耳にする。また、「自然」

という貴重な財産をこのような形で失うことは、人類にとっての損失であり、取り返しがつかない

由々しき事態なのである。

先ほども述べたように、釧路と言えば特に釧路から離れて住む者にとっては、昔ながらの自然が

残る「理想の地」であり、言い尽くされた言葉で言うと「心の故郷」、「安らぎの地」なのである。

都会に生活の拠点を置く者からすれば、まさしく「理想」であり、季節を問わす、是非とも足を運

びたいという衝動に駆られることだろう。このような思いを持つ人が数多くいることを考えれば、

釧路がこれからも観光地として脚光を浴び続けることは閻違いない。つまり、現在進められている

観光地としての整備の方向性については、否定する必要はない。言い方を換えれば、自然を前面に

アピールし、過去からの資産である「豊かな自然」を最大限に生かした形で、観光地として整備す

ることにより、安定した集客が確保でき、今後も一定の収入を得ることが可能である。都会におい

て自然が失われていることを考えると、釧路に求められる期待は、増加の一途をたどることであろ

つ。
また、自然だけではなく、釧路には現在の社会で失われつつある「人とのふれあい」や「人のや

さしさ」が、今でも残っている。釧路を訪れる多くの人が、視覚を通して感じる「安らぎ」と共に、

自然から発せられる「安らぎ」を身体全体で感じたいと考えていることだろう。

ところで、将来を見据えた観光のあり方の議論であるが、現状では過去からの資産である「自然」

を、どのように観光に役立てるかのみに限定される懸念がある。自然は新たにつくり出すことがで

きないため、言うなれば受動的な対応しかできない状況である。このような状況を受け止めるだけ

で、何もせす手をこまねくことは避けなければならない。例えば、釧路のイメージであるが、「風景」
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から感じる客観的な感想である「美しい自然が残る...」だけでは将来的な発展は望めない。なぜな

ら、イメージを重視した戦略を行うのであれば、現状のイメージを分析し、リアルタイムで状況を

収集する必要がある。

つまり、最低限、定期的な情報収集を行うことを考える必要がある。また、意見を求める場合、

件数を確保するだけでなく幅広い世代から意見を聴取する努力を行うべきである。意見というのは

一般的な領向として一部の人からは容易に聴取することができるが、意見を有しながら、発言の機

会に患まれない多くの世代の声は、聴取することが難しい。最近好んで用いられる手法として、ホ

ームページや新聞等による公募が考えられるが、これでは目的の一つである「幅広い世代から意見

を聴取する」ことは難しい。公募が意見を求める最良の手段であることは否定しないが、これだけ

に頼らす多様な意見収集の方法について検討することが重要である。公募の方法についても公募の

対象とすべきである。

イメージを払拭する必要性

次に蓄積されたイメージを否定的に考えてみる。恐らく「特にない」という答えになるだろう。

しかし、今後の考え方を整理する意味でも、デメリットについて今一度考えることにする。

ます、「自然」というイメージが先行するために起こる弊害を考えてみる。前にも述べたように、

釧路以外の土地に住む者にとっては、「釧路には理想の自然が残る」ということが常識であり、訪問

に際しては計り知れない期待感があるはすである。このような気持ちで釧路を訪れた人が、目の当

たりにした釧路の風景に対して、想像するイメージとの間にギャップを感じた場合、大きな失望感

が起こるだろう。つまり、たとえ自然を生かした観光化を推進したとしても、街の評価がこの地を

訪れた者の感覚に依存するため、継続した観光客の集客を可能にするとは限らない。あまりに過度

な先入観が定着することは、必すしもフラスに作用するとはいえない。「琵琶湖＝日本一大きな湖」

「富士山＝日本一高い山」については、客観的な事実を表現しているため、このようなイメージが、

観光にとって悪影響を及ぽすことはない。

釧路の場合「自然を満喫できる」というイメージは、人により、時により感じ方に差異がある。

また、イメージどおりの風景を現実の社会で保つことは非常に難しく、一度イメージが崩れると、

加速度的にその傾向は続くのである。釧路についても、イメージと現実の整合性を保ち、高い水準

で維持することが、非常に難しいことを心得なければならない。

「自然」がイメージとして浸透することについて評価すると、観光による集客を考えるとメリッ

トは大きいであろう。しかし今後の発展性、拡張性という意味では限界がある。 21世紀という将来

を考えるのであれば、浸透したイメージが必すしもプラスに作用するとは限らないことを認識する

必要がある。時間が経過すれば、イメージを脱却する必要に迫られた場合、貝体的な行動を行うこ

とは難しい。イメージを変えようとすることは、言い換えれば、今まで蓄積した財産を放棄するこ

とであり、結果として現有の資産を消失する可能性がある。言うなれば非常にリスクの伴う選択な

のである。

観光を発展させる目的

なぜ21世紀を迎えるこの時期に、釧路の観光のあり方を議論する必要があるのだろうか。観光地

としてこれまで以上の発展を目指すことは重要であるが、街が観光客で賑わうことが最終的な目的

であるとは思えない。多くの観光客が集まり、街が潤うことが重要であり、継続した観光収入を確

保しその財源を用いて住民にサービスを提供することを最終的な目的と考えたい。釧路に特化した

問題ではないが、高齢化対策、少子化対策等の住民の暮らしを向上させることが重要であり、ハー

ド面、ソフト面双方の視点から釧路に住む人にとって理想的な街づくりを行う必要がある。

注意が必要なのは観光の売り物である「自然」と最終的な目標である「住民サービス」は必すし

もイコールではなく、片方を重視した場合、他方が犠牲になる恐れがあるということである。両者

を同等に重視することが理想であるが、住民の暮らしを優先するために「自然」という視点を意図
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的に無視する場面に直面することもあるだろう。どのような場面においても「自然」が住民の暮ら

しを検討する上で、阻害する要因になることは避けなければならない。

今回は住民の暮らしの充実を、観光地としての整備の目標としているが、現実的には行政、住民、

企業を始め関係者の総意として目標を設定する必要がある。なぜなら、釧路における観光地の推進

は、 21世紀に向けての街づくりのあり方とも密接に関わる問題であり、一部の人々の議論だけで解

決することはできない。すべての人の共適認識として目標が設定されれば、その目標を達成するた

めの手続きを議論するだけで、容易に目標への到達が実現されるはすである。

「自然」という人類の共有財産のあり方を議論することにより、結果として、自然の一部あるい

は全部に手を加える可能性がある。このような重要な問題であるからこそ、関係者が一丸となるこ

とが重要であり、積極的に働き掛けを行う必要がある。当然、行政のリーダーシップも大いに期待

される。しかし、住民に支持されない計画であれば、リーダーシップも功も奏さない恐れがある。

効率的に物事を展開するためにも意識の統ーが重要である。

議論の主体

将来に向けての観光のあり方を議論する前提として「自然」というイメージに固執することの是

非について、方向性を示すことの必然性について指摘している。また、議論に際しては、方向性の

確定に労力を注ぐべきであり、さらに関係者が一丸となることの重要性についても指摘している。

方針の確定については、考える際の視点を誤れば難解な議論に終始する恐れがあるが、議論の当

初から目的を明確にすることにより、効果的な議論が行われるはすである。ここで重要になるのが

議論に参画するメンバーの人選である。一般的には、行政、有識者、関係団体および住民の代表に

より検討が行われるだろう。無論、この人選を否定するつもりはない。また、当然最終的な議論は

この会議体に委ねるべきである。しかし、これだけで満足することはできない。

ここに参加しない人の意見を集約することが重要である。今回の議論の及ぼす影響が大きいもの

であるため、 21世紀を視野に入れた幅広い議論が必要であり、方針の確定に労力と英知を結集する

必要がある。特に知恵、つまりアイデアの結集については重要なポイントであり、いかに多くの意

見を求めることができるかに、方針の確定は大きく関わるのである。

先に述べた会議体であるが、一部を除けばスペシャリスト的な人員の集合体である。このような

場では、住民の視点とかけ離れたレベルでの議論に終始する恐れがある。本当に必要な意見は住民

の自由で大胆な声であり、この意見を集約することが、今後の事業展開の成否に関わるだろう。最

初に住民の素朴な意見を汲み上げる仕組みを構築した上で、次のステップである具体的方針の確定

に進む必要がある。

住民の意見であるが、声を聞くことが難しいことは間違いないが、決して住民に意見がないわけ

ではない。むしろ、スペシャリストとは違う、「現場の声」が数多く隠されている。割合として大多

数を占めるこの意見を聴取することが重要であり、言い換えれば、この意見を聴取できれば当初の

目的が達成されたと言っても過言ではない。これらの意見は受け身の立場では集約することはでき

ない。

例えば身の回りの人に声をかけてみれば明らかである。どのような難解な問題であっても意見を

求めれば、それ相応の意見が聞けるはすである。今回のような「公募」という形式も一つの選択肢

であるが、これよりも積極的に意見を聴取する仕組みを、構築する必要がある。「意見を求めれば必

す答えが返つてくる」ことを頼りに、住民の意見を求めるための仕組みの構築を目指したい。

例えば、あらかじめ集められた「（仮称）調査員」により身の周りの人からの意見収集を行えば、

効果的な意見聴取が実現されるはすである。なお意見を集約する者の人選については、自薦、他薦

は問わないが、偏った思いや先入観を持つことなく、客観的に意見を集約する人こそが求められる

人材である。

観光化による住民の期待

今後の観光を考える際に検討すべき留意点を指摘したが、私自身の意見としては、釧路の観光を
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考える場合、現存する「自然にあふれた街」というイメージについては、積極的に前面に押し出す

ことは避けた方が無難であると考えている。 21世紀にも釧路に豊かな自然が残ることは周知の事実

であり、永久にそうあって欲しいと念願している。ただその一方で、そのことだけにとらわれるこ

とは今後の観光のあり方を議論する際、決して得策ではない。前の部分でデメリットとして掲げて

いるが、観光客の期待を裏切ることのリスクを考え、自然だけに頼るのではなく、新たな魅力を探

すことに全力を注ぎたい。目の前に自然があることは間違いないが、それだけに頼るのではなく、

自然以外の見所を模索すべきである。無論、議論の結果従来と同じような方針で、ありのままの自

然を見所とすることについて、否定はしない。議論に際しては、既成概念を打破し、ーから新たな

方策を講じるという気概で、目標に向けた議論をすべきである。

前にも述べたように、そこに住む人の「声」が重要である。自然を知り尽くし、自然を生活の一

部として育み、自然を家族のように思う住民の声に耳を領ける必要がある。また、観光地として目

標が達成された場合、住民が享受できる恩恵についても明らかにする必要がある。先ほど「住民の

暮らしの充実」というキーワードを掲げているが、確保された財源を用いて、介護や生涯学習が満

足に受けられる。あるいは、インターネットを通じ、様々な情報に親しむ機会が多くなることを始

め、住民に具体的にどのようなメリットがもたらされるのか、最終的な目標を提示すれば議論の活

性化につながるだろう。

そのためには、行政としては、住民の要求を積極的に分析する必要があり、ここでも住民の声を

真摯に受け止める必要がある。自然を生かすことと並行して、理想的な住民の暮らしについて、徹

底的に議論して欲しいものである。

冒頭にも述べているが、自然を生かすための大規模開発を行い、自然との共生をキャッチフレー

ズとしたテーマパーク等を建設し、観光地として誘致活動を展開する。開発当初はある程度成功す

るであろう。道外から多くの観光客が訪れ、金銭的にも街は潤いを見せる。この状態だけ見れば、

取り敢えすは成功の評価をくだすことができる。ただし、一度や二度の訪悶を成功とすることはで

きない。三度、四度のリターンがあり、さらに子供や友人、知人に訪問を薦めることができれば、

初めて成功の事例となる。過去にも開発、観光地誘致が推進されたが、集客が疑問視され計画自体

が否定された事例は無数にある。この場合、良かれと思い実施した開発、誘致が一変し乱開発と称

され、街自体の評価を落とすだけでなく、観光客からも見放されることになる。

この場合の最大の問題点は、自然に頼り過ぎた安易で無秩序な計画にある。観光客の一時的なト

レンドに躍らされ、自然を無計画、無秩序に改変した場合、このような現象が発生するのである。

自然はむやみに手を加え、商品として売り出すものではなく、意識するまでもなく存在する、言わ

ば「当然あるもの」として考えることが重要である。

まとめ

釧路には国内だけにとどまらす、世界的な規模の自然が残っている。これをどのようにするかは、

そこに住む住民の声を第一に聞くべきである。開発につきものの「自然保護」と「開発」の問題が

起こる可能性があることも承知している。しかし、このような問題を避けていては、理想の実現に

は到達しない。人と人との関わりの中で議論が展開されれば、自すから道は開かれるはすである。

皆が納得できる「自然との共生」を理想と考え、目的に向かい邁進する必要がある。

自然はいつまでも姿を変えす、存在し続けるものではない。また、無くした場合、取り戻すこと

ができないという特徴を併せ持っている。釧路の観光を考えた場合、ありのままの自然に頼るので

はなく、自然を生かすことを考えるべきである。例えば、都会の生活に疑問を感じ、自然の中で過

こしたいと思う人がいる。この人が自分を取り戻せる場所として、釧路がある。ここを訪れれば、

人と人とのふれあいを感じることができる。また、見渡せば雄大な自然が歓迎してくれる。自然に

頼る部分が多いことも否定できないが、あくまでも主人公は「人と人とのふれあい」である。これ

であれば、直接的に自然に手を施すのではないため、自然を消失することもない。

「ふれあい」の場所として、望めば「人と人とがふれあう」場所を建設することも検討の一つで
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ある。「介護」という大袈裟なことである必要はない。人とのふれあいを必要とした際、周りにふれ

あいの環境がない人が気楽に集える場所があればそれで十分である。そこに、「釧路」にしかない豊

かな自然に満ちあふれた風景や生物の姿を見ることができれば、これで十分である。

以上のように、「釧路」を街の外から眺める一人として意見を述べております。私自身観光や街づ

くりに対して専門的な知識を有していないため、具体性に乏しい内容になっているように思います。

しかし、現実には私と同じような立場である人が、割合として多数を占めていることも確かなので

す。将来を考える際、誰もが好意的に意見を述べることでしょう。ただし、好意的な意見の中でも、

目先の利益にとらわれた意見ではなく、全体を見渡した意見こそが重要であるのではないでしょう

か。

今回実施される「釧路」の観光への取り組みが、他の地域の理想となるよう祈っております。そ

れには、「街ぐるみ」での取り組みが必須の条件になると考えております。

沼井哲男氏のプロフィール

1988年3月に同志社大学経済学部を卒業。1988年4月に母校の同志社大学に勤務、現在学術情報センター情報

システム課所属。京都府字治市出身。 1965年11月4日生まれ。なお、平成12年5月3日に、衆議院憲法調査会よ

り「憲法調査会に望むもの」の論文で感謝状。また、平成12年3月30日に滋賀県坂田郡伊吹町で行われた第四次伊

吹町総合発展計画「政策提言」において「佳作」の表彰を受けている。

湿原に生きる動植物たち

= ニ-9ふ＇•’” 下Z.---
エゾシマリス

クシロハナシノブ

オオバナノエンレイソウ キタキツネ

ヤチボウズ
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〈釧路観光協会創立50周年記念式典決議〉

小笠原隆之副会長朗読

21世紀の釧路観光の飛躍と
限りない発殷をH指して（決議）

釧路観光協会の創立は、観光がまだ黎明期であった昭和26年釧路市観光協会として発足し、

爾来これまで観光の振興により地域の活性化を図るため、釧路市をはじめ各関係機関、団体

とともに、市民と観光客が共に憩える魅力ある観光地づくりに努めてきた。

釧路の観光は、釧路湿原やタンチョウなど全国的知名度のある観光資源にも恵まれ、これ

までこれらの豊かな資源を生かした観光施設の整備や、鉄道の時間短縮、新規航空路線の開

設など交通アクセスにも力をそそいできた。

また、通過型観光から滞在型観光を目指し、釧路湿原の国立公園化やフィッシャーマンズ

ワーフ構想の推進、釧路らしいまつり、イベント・コンベンションの積極的誘致など都市型

観光への転換を図ってきた。

その結果、観光客の入り込み数も平成ll年度には281万人と過去最大を記録するなど飛

躍的発展をとげた。

然しながら、近年の観光形態は、自由時間の拡大や余暇活動への関心の高まりなどから観

光ニーズの多様化が進み、質的、量的にも大きく変化してきている。

これから釧路観光が観光都市として名実ともその評価を得るためには、近隣町村との広域

的連携のもと、地域の特性を生かした体験、交流、滞在型観光への展開を目指すとともに、

新たな観光資源の創出や、観光客をあたたかく迎えるホスピタリティの向上、国際化への対

応など、よりきめ細かな受入態勢の充実を図ることが必要である。

今、 21世紀を問近に迎えるにあたり、これまで諸先輩が長年に亘り築いてきた基盤を更に

充実、発展させるとともに、会員並びに関係機関とも連携し、市民の参加と協力をいただき

ながら観光客の期待に応え得るより良い観光都市づくりに、決意を新たにし邁進していかな

ければならない。

本日、釧路観光協会創立50周年記念式典において、 21世紀の釧路観光の飛躍と限りない

発展を目指し、総力を結集することを誓い、ここに決議する。

平成12年10月6日

社団法人釧路観光協会
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記念式典風景

鯛踏観光協会割立50閾皐記念日肩

来賓祝辞釧路市長綿貫健輔氏

来賓祝辞釧路市議会議長小窪政信氏

来賓席風呆
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永年功績表彰をうけ謝辞をのべる 松本栄三氏

キャッチフレーズ最優秀受賞者 大山くにを氏

シンボルマーク最優秀受賞者工藤 和久氏

論文最優秀受賞者沼井 哲男氏
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祝賀会次第
平成12年10月6日 釧路キャッスルホテル

l.開会

l.主催者挨拶社団法人釧路観光協会会長代行副会長 村田 憲治

••• 

,
 

，
 l.来賓挨拶 釧路商工会議所会頭 両角靖二様

l.祝 杯 社団法人岡山市観光協会副会長 出羽蓉治様

火
火＿＿＝ロ艮

5
琢‘一

アトラクション 北海道くしろ蝦夷太鼓

演奏曲目えぞ黒潮太鼓 賑わい

l.乾 杯 釧路支庁長 大畑邦彦様

l.閉 会
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祝賀会開会の挨拶

祝賀会の開催に当たりまして、一言こ挨拶を申し上げ

ます。

本日、ご来賓並びに会員皆様には、公私とも大変ご多

忙の中、 50周年記念式典にこ列席を賜り、誠にありが

とうございました。

感激のうちに、とどこおりなく進行させて戴くことができました。

先すもって心から感謝と御礼を申し上げます。

顧みますに当協会が創立いたしました、昭和26年は、日米安保条約が調印され、又、

わが国が戦後の混迷の中から，復興に向かって、力強く歩みを踏み出した時でありまし

た。

ちなみに当時、釧路市の人口は約9万8千人でありまして、当地への観光客数もわすか

約20万人余でありました。

以来、ご承知おきのとおり、協会草創期から昭和50年代にかけての入り込み需要は、

阿寒国立公園への玄関口、通過点として推移したのであります。

今日の釧路観光は、釧路湿原の国立公園化、フィッシャーマンズ・ワーフMOOを始

めとした都心観光スポットの開発、国際交流センターの整備に連動したラムサール国際

会議の開催などを適じ、今や「自然と共生した国際会議観光都市」として，内外から大

きく評価を戴くに至ったのであります。

又、こうした施設基盤の整備とともに、観光客数も確実に上昇を辿ってこざいまして、

平成ll年度は281万人に達したのであります。

ここに今日ある協会の礎と歴史を育んで戴きました諸先輩のこ努力に、改めて敬意

と感謝を申し上げる次第であります。

今後、会長始め役職員一同、ホスピタリティ運動の推進、広域協調のもと、国際化対

応をはじめとして，地域特性を生かした観光PRの充実に力を注ぎ乍ら、更なる観光都

市「釧路」の発展に向け，全力を挙げて参る決意でこざいます。

皆様の更なるご支援、こ協力を心からお願い申し上げまして、こ挨拶といたします。

本日は、ありがとうこざいました。

社団法人釧路観光協会

会長代行副会長村田 憲治
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祝賀会風景

来賓祝辞釧路商工会議所会頭両角蛸二氏
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永年職貝表彰をうける茂手木純子さん

（社）釧路観光協会役員
（平成12年10月6日現在）

会 長

会長代行

副会長

副会長

専務理事

理事

監事

顧問

事務局長
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反保義政

村田憲治

小笠原隆之 登坂公雄

佐々木廣記

浅川了一 阿部昌雄 石前 弘

今泉 武 河津雄二郎 佐藤悦夫

下川部善彦 白幡 博 高山

舘 精一 中山勝範 花井啓司

松本栄三 佐藤富士子

札木 稔

闘 照雄
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釧路観光協会

心＾釧路観光協会定款



社団法人釧路観光協会定款

第1章総則

〔名称〕

第 l条 この法人は、社団法人釧路観光協会と称する。

〔事務所〕

第2条 この法人は、事務所を北海道釧路市幸町3丁目 3番地に置く。

〔巨的〕

第3条 この法人は、釧路市と釧路湿原国立公園を中心とする地域の観光振興の発展を図り、

もって地域経済及び文化の振興に寄与することを目的とする。

〔事業〕

第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)観光客輸送体系の整備促進に関すること。

(2)観光に関する調査、研究及び情報提供に関すること。

(3)観光事業機関及び諸団体との連携協調に関すること。

(4)観光客及びコンベンションの誘致、宣伝に関すること。

(5)観光客受入施設の充実及びサービス向上に関すること。

(6)観光関係者等の資質向上の指導及び研修に関すること。

(7)観光資源の保護・保存及び観光地の美化に関すること。

(8)観光土産品の育成及び開発促進に関すること。

(9)市が所有する観光施設等の管理受託に関すること。

(1 0)その他目的を達成するために必要な事業を行うこと。

第2章会員

〔種別〕

第5条 この法人の会員は、この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体とし、会員を

もって民法上の社員とする。

〔入会〕

第6条 会員として入会しようとする者は、理事会の議決を経て会長が別に定める入会申込

書を会長に提出し、理事会の承認を得なければならない。

〔会費〕
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第7条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

〔会員の資格喪失〕

第8条 会員は、次の各号のいすれかに該当するときは、その資格を喪失する。

(l)退会したとき。

(2)禁治産又は準禁治産の宣告を受けたとき。

(3)死亡し、若しくは失踪宣言を受け、又は会員である団体が消滅したとき。

(4) 2年以上会費を滞納したとき。

(5)除名されたとき。

〔退会〕

第9条 会員は、理事会の議決を経て会長が別に定める退会届を会長に提出して、任意に退

会することができる。

〔除名〕

第lO条 会員が次の各号のいすれかに該当するときは、総会において 3分の2以上の議決

に基づき、除名することができる。この場合において、当該会員に対し、議決する前

に弁明の機会を与えなければならない。

(l)この法人の定款又は規則に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

〔拠出金品の不返還〕

第ll条既納の会費その他の拠出金品は、返還しない。

第3章役員

〔種類及び定数〕

第12条 この法人に、次の役員を置く。

(l)理事 15人以上20人以内

(2)監事 2人

2 理事のうち、 1人を会長、 3人以内を副会長、 1人を専務理事とする。

〔選任等〕

第13条 理事及び監事は、総会において会員（団体の場合にあってはその代表者）の中から

選任する。ただし、総会で必要と認めたときは、会員以外から理事l人を選任するこ

とができる。
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2 理事は、互選により、会長、副会長及び専務理事を選任する。

3 理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができない。

4 理事に異動があったときは、 2週間以内に登記し、登記簿の謄本を添え、遅滞なくそ

の旨を北海道知事に届け出なければならない。

5 監事に異動があったときは、遅滞なくその旨を北海道知事に届け出なければならない。

〔職務〕

第14条会長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があ

らかじめ定めた順序により、その職務を代行する。

3 専務理事は、会長及び副会長を補佐し、この法人の常務を総括する。

4 理事は、理事会を構成し、定款及び総会の議決に基づき、この法人の業務を執行する。

5 監事は、次に掲げる職務を行う。

(l)会計を監査すること。

(2)理事の業務執行状況を監査すること。

(3)会計及び業務の執行について、不正の事実を発見したときは、これを総会又は北海

道知事に報告すること。

(4)前号の報告をするため必要があるときは、総会又は理事会の招集を請求し、又は招

集すること。

〔任期〕

第15条役員の任期は、 2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

3 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わ

なければならない。

〔解任〕

第16条 役員が次の各号のいすれかに該当するときは、総会において 3分の2以上の議決に

基づいて解任することができる。この場合において、当該役員に対し、議決する前に

弁明の機会を与えなければならない。

(l)心身の故障のため職務の執行に堪えないと認められるとき。

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があると認められるとき。

〔報酬等〕

第17条 役員は、無給とする。ただし、常勤の役員は、理事会の議決を経て、有給とするこ

とができる。
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2 役員には、費用を弁償することができる。

3 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定める。

〔顧問〕

第18条 本法人に顧問を置くことができる。

(l)顧問は、会長の諮問に応じ意見を述べ、又は会議に出席して意見を述べることがで

きる。

(2)顧問は、関係機関と学識経験者及び本法人に功労のあった者の中から理事会の議決

を経て、会長が委嘱する。

第4章総会

〔種別〕

第19条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とする。

〔構成〕

第20条総会は、会員をもって構成する。

〔権能〕

第21条 総会は、この定款で別に定めるもののほか、この法人の運営に関する重要な事項を

議決する。

〔開催〕

第22条通常総会は、毎年 1回開催する。

2 臨時総会は、次の各号のいすれかに該当する場合に開催する。

(l)理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。

(2)会員の5分の l以上から会議の目的を記載した書面により、招集の請求があったと

き。

(3)第14条第5項第4号の規定により、監事から招集の請求があったとき。

〔招集〕

第23条 総会は、第74条5項第4号の規定により監事が招集する場合を除き、会長が招集

する。

2 会長は、前条第2項の規定による請求があったときは、当該請求の日から30日以内

に臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をもっ

て、少なくとも7日前までに通知しなければならない。
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〔議長〕

第24条 総会の議長は、その総会において、出席した会員の中から選出する。

〔定足数〕

第25条 総会は、会員の過半数の出席がなければ開会することができない。

〔議決〕

第26条 総会の議事は、この定款に別に定めるもののほか、出席した会員の過半数をもって

決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

〔書面表決等〕

第27条 やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項に

ついて書面をもって表決し、又は他の会員を代理人として表決を委任することができ

る。この場合において、前2条の規定の適用については、その会員は出席したものと

みなす。

〔議事録〕

第28条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

(l)日時及び場所

(2)会員の現在員数

(3)出席した会員数

(4)審議事項及び議決事項

(5)議事の経過の概要及びその結果

(6)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名押印

しなければならない。

第5章理事会

〔構成〕

第29条理事会は、理事をもって構成する。

〔権能〕

第30条 理事会は、この定款で別に定めるもののほか、次の事項を議決する。

(l)総会に付議すべき事項
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(2)総会の議決した事項の執行に関する事項

(3)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

〔開催〕

第31条 理事会は、次の各号のいすれかに該当する場合に開催する。

(l)会長が必要と認めたとき

(2)理事現在数の3分の1以上から会議の目的を記載した書面をもって招集の請求があ

ったとき。

(3)第14条第5項第4号の規定により、監事から招集の請求があったとき。

〔招集〕

第32条 理事会は、第14条第5項第4号の規定により監事が招集する場合を除き、会長が

招集する。

2 会長は、前条第2号又は第3号の規定による請求があったときは、当該請求の日から

14日以内に理事会を招集しなければならない。

3 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をも

って、少なくとも7日前までに通知しなければならない。

〔議長〕

第33条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。

〔定足数等〕

第34条 第25条から第28条までの規定は、理事会について準用する。この場合において、

これらの規定中「総会」とあるのは「理事会」と、「会員」とあるのは「理事」と読

み替えるものとする。

第6章専門委員会

〔専門委員会〕

第35条 会長は、本法人の事業の円滑な運営を図るため必要と認めるときは、理事会の議決

を経て専門委員会を置くことができる。

2 専門委員会に間する必要な事項は、理事会の議決を経て会長が別に定める。
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第7章財産及び会計

〔財産の構成〕

第36条 この法人の財産は、次に掲げるものをもって構成する。

(l)会費

(2)寄附金品

(3)財産から生じる収入

(4)事業に伴う収入

(5)その他の収入

〔財産の管理〕

第37条 この法人の財産は、会長が管理し、その方法は、総会の議決を経て会長が別に定め

る。
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〔経費の支弁〕

第38条 この法人の経費は、財産をもって支弁する。

〔事業計画及び予算〕

第39条 この法人の事業計画及びこれに伴う予算に関する書類は、会長が作成し、毎会計年

度開始前に、総会の議決を経て、北海道知事に届け出なければならない。これを変更

しようとするときも同様とする。

〔暫定予算〕

第40条 前条の規定にかかわらす、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、会長

は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出することが

できる。

2 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

〔事業報告及び決算〕

第41条 この法人の事業報告及び決算は、毎会計年度終了後2か月以内に会長が事業報告書、

収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録等として作成し、監事の監

査を受け、総会の議決を経て、その会計年度終了後3か月以内に北海道知事に報告し

なければならない。この場合において、資産の総額に変更があったときは、 2週間以

内に登記し、登記簿謄本を添えるものとする。
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〔長期借入金〕

第42条 この法人が資金の借入をしようとするときは、その会計年度の収入をもって償還す

る短期借入金を除き、総会において3分の2以上の議決を経て北海道知事に届け出な

ければならない。

〔会計年度〕

第43条 この法人の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第8章定款の変更及び解散

〔定款の変更〕

第44条 この定款は、総会において、会員総数の4分の3以上の議決を経、かつ、北海道知

事の認可を得なければ変更することができない。

〔解散〕

第45条 この法人は、民法第68条第 1項第2号から第4号まで及び同条第2項の規定によ

り解散する。

2 民法第68条第2項第 1号の規定により解散するときは、会員総数の4分の3以上の

議決を得なければならない。

〔残余財産の処分〕

第46条 この法人が解散のときに有する残余財産は、総会において会員総数の4分の3以上

の議決を経、かつ、北海道知事の許可を得て、この法人と類似の目的を有する団体に

寄附するものとする。

第9章事務局

〔設置等〕

第47条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。

3 事務局長及び職員は、会長が任免する。

4 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定める。

〔備付け帳簿及び書類〕

第48条 事務所には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。

(l)定款
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(2)会員名簿及び会員の異動に関する書類

(3)理事、監事及び職員の名簿及び履歴書

(4)許可、認可等及び登記に関する書類

(5)定款に定める機関の議事に関する書類

(6)収入、支出に関する帳簿及び証拠書類

(7)資産、負債及び正味財産の状況を示す書類

(8)その他必要な暇簿及び書類

第10章雑則

〔委任〕

第49条 この定款に定めるもののほか、この法人の運常に必要な事項は、総会の議決を経て、

会長が別に定める。

附則

1 この定款は、この法人の設立許可のあった日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、第73条第 1項及び第2項の規定にかかわらす、設立総

会の定めるところとし、その任期は、第l5条第 1項の規定にかかわらす、平成6年3月

37日までとする。

3 この法人の設立初年度の事業計画及び予算は、第37条の規定にかかわらす、設立総会

の定めるところによる。

4 この法人の設立初年度の会計年度は、第47条の規定にかかわらす、設立許可のあった

日から平成5年3月37日までとする。

5 この定款の一部変更は、北海道知事の認可のあった日（平成5年 6月23日から施行し、

変更後の第2条の規定は平成5年5月70日）から適用する。

(2)この定款の一部変更は、北海道知事の認可のあった日（平成8年8月29日から施

行し、変更後の第4条の規定は平成8年5月23日）から適用する。
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釧路観光協会

観光協会会員名簿



観光協会会員名簿

名称

アール

アート•パラデイム
相長センター

葵建設（樹

青木税理士事務所（第一経営セッター）

（樹阿寒カントリークラブ

阿寒バス（樹

阿寒バス商事

浅川興業（掬

（恥浅川商会

アサヒインテックファミリー

（樹旭観光バス

（掬アサヒビール園釧路

アサヒビール（鋤道東支店

味の駒形家

侑）アフター企画

アペックス北海道支社

阿部電気工業（樹

侑）天野建設工業

イーストアップ

居酒屋風月

石田商店

石山かまぽこ店

侑）イトウ徽章

北海道議会議員

いわさき電器
うちやグループ it'sHAIR 
永楽交通（恥

英和石油（樹

（財）日本船員厚生協会エスカル釧路

SD企画（七人の小人）
エンパイアー釧路支店

王子製紙（粉釧路工場

大塚製薬（松釧路出張所

おかすや田村

（恥おが和

オキストアー

陶オクノ釧路支店

織田毘布店
小田デザインプロダクション

オリックスuッタカー北海道釧路駅前店
案山子

（株）鶴園

観光土産加古商店

侑）春日ビー • Iス・シー （ピジネス眼テiv春日）
金井漁業（掬

金森商船（株）釧路出張所

卸金安薬局

（樹カネシマ嶋田商店

（有）カネタ高橋商店

掬加納工務店

我満商店

河江塗装工業（樹

川島商店

かわなべ

岸印舗

北日本広告社

北日本石油（樹釧路支店

きつ川
協栄米穀店

協同組合釧路日商連

協立海上連輸（樹

協和総合管理（樹釧路支社

和

夫

秀

幸

志

也

武

武

三

―

一

夫

之

矩

博

成

幸

一

子

勝

彦

政

雄

幸

孝

雄

司

郎

勝

美

光

則

司

則

勝

典

行

孝

一

義

哲

男

美

典

啓

一

美

一

夫

弘

好

寛

一

人

一

卜

雄

重

子

子

一

彦

介

英

忠

長

生

孝

達

栄

了

俊

武

降

公

康

寧

健

江

義

芳

石

頼

良

鉄

静

ハ

勝

芳

義

博

正

一

保

義

良

貞

幸

弘

良

俊

一

伸

忠

雅

則

正

洋

健

コ

昌

二

雅

静

隆

善

洋

木

嘩

者表

原

村

澤

司

木

谷

泉

泉

本

11
井

実

村

藤

幡

橋

野

部

野

藤

永

田

山

田

束

崎

矢

11
上

名

石

野

屋

森

村

11

々

田

田

村

藤

澤

古

原

井

谷

安
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今

松

浅

金

松

木
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白
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狩

阿

天

加

宮

石

石

柴

伊

岩

打

笹
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川

高

日

土

萱

田

小

沖

佐

織

小

中

佐

野

加

小

金

柳

金

杉

高

加

我

河

川

川
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住所 TEL 

085-0057 釧路市愛国西2-3 3 -l 37-6080 
085-0014 釧路市末広町7-l -l l 24-2504 
085-0027 釧路市仲浜町6-3 23-645 l 
085-0815 釧路市材木町 15-17 41-4111 
085-0835 釧路市浦見4-2 -3 42-8888 
085-0023 釧路市海運町 l-l -9 埠頭ビル2F 23-1777 
085-0062 釧路市愛国 l9 l -2 0 8 37-222 l 
085-0062 釧路市愛国 l9 l -2 D 8 37-2222 
085-0014 釧路市末広町3-l 23-81 l l 
085-0016 釧路市錦町4-3 -6 24-3 l 00 
085-0846 釧路市入舟6-3 -2 5 42-l l 25 
088-0605 釧路郡釧路町別保原野南25線63-47 40-1550 
085-0016 釧路市錦町2 MOO 3 F 23-525 l 
085-0015 釧路市北大通 lD -l 住友生命ビル 31-1351 
085-0013 釧路市栄町6-2 24-4658 
085-0814 釧路市緑ヶ岡5-3 9 -5 46-7720 
085-0831 釧路市住吉2-13-28 敷島商会内 42-0528 
084-0907 釧路市鳥取北5-l -8 52-8384 
085-081 l 釧路市興津2-3 4 -l 3 91-1403 
085-0047 釧路市新川町7-2 4 22-2902 
085-0014 釧路市末広町2-l 2 24-6357 
085-0014 釧路市末広町7-l 22-6519 
085-0025 釧路市宝町7-l 5 25-06 l 5 
085-001 l 釧路市旭町26 -l l 3リバーサイドms25-5275
085-0021 釧路市浪花町 l3 -2 -l 25-5500 
085-0035 釧路市共栄大通6-l -2 25-3280 
085-0015 釧路市北大適4-3足立ビル2F 22-2429 
085-0003 釧路市川北冊Jl -l 9 22-2386 
085-0004 釧路市新宮町 l0-17 23-7305 
085-0017 釧路市幸町 l3 -2 -5 22-3998 
085-0013 釧路市栄町8-2 3 24-4744 
084-0907 釧路市鳥取北5-2 -6 55-455 l 
084-0917 釧路市大楽毛3-2 -5 57-8 l 21 
084-0906 釧路市鳥取大通7-2 51-6721 
084-0903 釧路市昭和町2-l 8 -l 8 5 l -l l 25 
085-0815 釧路市材木町2l -2 7 42-2265 
085-0035 釧路市共栄大通2-l -l 22-2493 
085-0014 釧路市末広町2-6 23-621 l 
085-0847 釧路市大町6-4 41-5937 
085-0016 釧路市錦町5-3 三ツ輪ビル4F 24-9494 
085-0018 釧路市黒金町 l4 -9 -l 2 22-0543 
085-0013 釧路市栄町4-2 24-3686 
085-0017 釧路市幸町9-l 24-6630 
085-0837 釧路市大川町6-2 2 4 l -39 l 0 
085-0032 釧路市新栄町9-8 22-8384 
085-0846 釧路市入舟6-3 -2 5 4 l -9 l 8 l 
085-0014 釧路市末広町7-2 23-2584 
085-0015 釧路市北大通3-l 24-4552 
085-0018 釧路市黒金町 l3 -2 5 和商市場内 23-7535 
085-0845 釧路市港町2-5 43-2612 
085-001 l 釧路市旭町5-3 24-404 l 
085-0058 釧路市愛国束3-3 9 -l l 24-2484 
085-0057 釧路市愛国西3-l l -3 37-1027 
085-0821 釧路市鶴ヶ岱3-l D -l 2 57-8718 
085-004 l 釧路市春日町3-3 23-4014 
085-0015 釧路市北大通 ll -2 25-7090 
085-0018 釧路市黒金町 l4 -9 22-02 l l 
085-0015 釧路市北大通8-2 道銀ビル 22-2181 
085-0013 釧路市栄町3-l 24-221 l 
085-0057 釧路市愛国西 l-3 l -l 6 36-2969 
085-0013 釧路市栄町8-4 23-2531 
084-0914 釧路市西港 l-l D D l 5 53-0285 
085-0046 釧路市新橋大通 l-2 -2 D 22-3002 
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名称 代表者 〒 住 所 TEL 

キリンビール（株）道束支店 石橋 司 085-0013 釧路市栄町9-9-1 23-5211 
近畿日本ツーリスト（樹釧路支店 海保 信 085-0015 釧路市北大通 l2 -l 24-51 l l 
銀座ライオン 河野英彦 085-0016 釧路市錦lllJ2-4 M002F 23-0521 
金星釧路ハイヤー 吉野常男 085-0021 釧路市浪花町6-2 22-8747 
銀鱗荘 台美智枝 085-0022 釧路市南浜町 l-l 2 23-8512 
銀鱗やまおやじ 仲川文雄 085-0013 釧路市栄町5-2 22-4851 
喰い処・呑み処どん 松田優子 085-0013 釧路市栄町4-2 23-0561 
釧路アポ□石油（樹 演屋哲夫 085-0025 釧路市宝町2-2 23-5461 
釧路魚市場（株 金井俊一 085-0024 釧路市浜町3-l 8 24-481 l 
釧路衛星（株）バス事業部 斎藤和子 088-0606 釧路郡釧路町中央3-5 0 40-3232 
掬釧路河畔開発公社 綿貫健輔 085-0016 釧路市錦冊］2-4 23-0600 
釧路蒲鉾工業協同組合 石岡祐次 085-0055 釧路市治水町 lD -l 8 23-0208 
（恥釧路カントリークラブ 栗林 定徳 085-1144 阿寒郡鶴居村下幌呂 65-2331 
釧路キャ ッスルホテル 反保義政 085-0837 釧路市大川町2-5 43-21 l l 
釧路空港ビル（樹 後藤敏夫 084-0926 釧路市鶴丘2 57-8304 
釧路グランドホテル 坂下 修 085-0033 釧路市若松l!IJ2 -l 6 25-1277 
釧路健康センター 添田信雄 088-0622 釧路郡釧路町木場2-l 36-21 7 7 
釧路港運作業（株） 中島太郎 085-0847 釧路市大町 l-l -l O 47-5717 
（掬釧路厚生社 中山 勝範 088-0605 釧路郡釧路町別保原野南21線46番地2040-2983 
釧路個人タクシー協同組合 油谷義則 085-0042 釧路市若草町10-24 24-2810 
釧路市朝市協同組合 北村甲三 085-0017 釧路市幸町13-l-l 24-5674 
釧路シーサイドホテル 笹木幸茂 085-084 l 釧路市南大通5-l-l 41-777 7 
釧路市漁業協同組合 濱 隆司 085-0024 釧路市浜町3-l 2 22-5151 
釧路市建設事業協会 濁沼英一 085-0832 釧路市富士見 l-3-4 42-2215 
釧路自動車販売店協会 工藤靖雄 084-0906 釧路市鳥取大通6-1-1 51-2232 
釧路市農業協同組合 駒田義男 084-0909 釧路市餡和南3-16-19 55-2521 
釧路市民生活協同組合 大西倫夫 085-0805 釧路市桜ヶ岡 5-9-l9 91-9151 
釧路商工会議所 両角靖二 085-0847 釧路市大町 l-1-l 41-414 l 
釧路信用組合 田村雅典 085-0015 釧路市北大通9-2 22-3161 
釧路昭石（樹 小林敏昭 085-0036 釧路市若竹町8-7 25-5370 
釧路市旅館組合 吉村広司 085-0036 釧路市若竹町3-1 7 22-7951 
（暉 II路振興公社 山崎 強 085-0016 釧路市錦町5-3 22-8919 
釧路信用金庫 山本壽福 085-0015 釧路市北大通8-2 23-01 l l 
釧路ステーションビル（株） 田村 早一 085-0015 釧路市北大通 l4 -l 22-4117 
掬釧路製作所釧路工場 村元 皓 085-0003 釧路市川北町9-1 9 22-7135 
釧路制服販売サービス 木村ヒデ 085-0058 釧路市愛国束 l-l -l 8 37-8833 
釧路石炭販売（掬 伊木繁樹 085-084 l 釧路市南大通5-2-23 41-4181 
侑げ］ウ釧路セントう闊テll 島川利子 085-0012 釧路市川上町4-l 23-3311 
釧路全日空ホテル 杉本信義 085-0016 釧路市錦町3-7 37-41 l l 
釧路綜合印刷（樹 伊貝正志 085-0034 釧路市白金町 l9 -2 23-9201 
（別釧路束映ホテル 武蔵吉弘 085-0018 釧路市黒金町 14-9-2 23-2727 
（恥釧路東急イン 吉田正弘 085-0015 釧路市北大通 l3 -l -l 4 22-0109 
釧路東部産業（樹 蛯子準一 085-0003 釧路市川北町8-3 6 24-6779 
釧路日交タクシー(l~ 馬場 俊 088-0616 釧路郡釧路町曙 1-2-9 36-1155 
釧路日産自動車（粉 小船井修一 085-0847 釧路市鳥取大通9-2 51-4161 
（株）釧路日本劇場 晃昇繁夫 085-0033 釧路市若松町2-l 3 22-2950 
釧路パークホテル 小林本枝 085-0004 釧路市新富町 ll -2 22-1919 
釧路パシフィックイン 中村正嗣 085-0014 釧路市末広町3-5 25-887 7 
釧路パシフィ ックホテル 中村正嗣 085-0013 釧路市栄町2-6 24-8811 

くしろバス（掬 本村芳視 085-0063 釧路市文苑2-1 -1 36-8181 
釧路埠頭（樹 久本 覺 085-0023 釧路市海連町 l-l -9 22-2161 
釧路プラザホテル（侑）トキワフーズ） 大木 貢 085-0013 釧路市栄町4-2 25-483 l 

釧路プリンスホテル 木不木 一彦 085-0017 釧路市幸町7-l 31-l l l l 
釧路ホテル旅館組合 中村正嗣 085-0015 釧路市北大適6-1 照井ビル4F 22-9072 
くしろ港町ビール（掬 小笠原隆之 085-0846 釧路市入舟4-l-l 43-1722 
(t閑くしろ都寿司 中村国昭 085-00 l ;3 釧路市栄町4-9 24-2339 
釧路ヤクルト販売（樹 米沢民生 084-0906 釧路市鳥取大通7-2-l 51-0131 
釧路和商協同組合 宮部理喜男 085-0018 釧路市黒金町 l3 -2 5 22-3226 
釧路市議会議員 工藤清雄 085-0025 釧路市宝町7-7工藤清雄後援会事務局 24-6664 
昧工藤写真館 工藤壽男 085-084 l 釧路市南大通5-3-7 47-5757 

（恥クボタ （銀水） 窪田幸三 085-0017 釧路市錦町4-7 22-1299 
クラブ青木（青木商事（樹） 青木一晃 085-0017 釧路市幸町5-6-8大伸ビル2F 24-1009 

（掬クリエイトス ハニー 五十嵐新市 085-0054 釧路市暁IIIJ4-2 3 24-5652 
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名称

KVC釧路ビデオセンター
小泉康行税理土事務所

（恥画堂
幸大商建（扮

合同酒精（樹北海道営業部釧路オフィス

弘洋海産侑）

（有）小鶴商会

闊」＼鳩自動車工業（こ1まと1＼イヤー）

近藤林業（株）

（有）坤龍

サイクルいまい

西興建設（掬

サー村上物産（恥

有限会社サインボード

（扮サカエヤ

栄屋眠館
さ<'::)い生花店

（樹ささき画廊

サッポロウエシマコーヒー（醐釧路支店

サッポロビール（株）釧路支店

（株）サトービル

（有）さとむら

里村龍一後援会

三昭電気工業（悧

サントリ一（樹釧路支店

（有）サンファミリー

三宝商会

(I釈サンワ機械リース
シークイーン食品

JR北海道釧路支社
ジェイアール北海道レンタリース（梯釧路営業所

JTB釧路支店
（松敷島商会

（彬篠原園芸

（樹ジャパレン釧路駅前営業所

（荀寿庵

秀航園

昭海建設（＊閑

昭和商事（魚市）

（株）新生広告社釧路支社

末広寿司（五明）

須貝興行直営釧路スガイ

杉の家

杉野雪印アクセス株式会社釧路第二支店

（樹スタッフ

スタンダード石油（樹

スナック市子

スナックジュノン

スナック美や

スナックルノアール

（荀スプリングフィールド

すみれ旅館

園正和釧路

（螂 ii空サービス
釧根食糧（株）

（樹釧祥館

（別セントラル・ビル・サービス

全日空商事釧路営業所（クシロワクウ（掬）

全日本空輸（樹北海道販売カンパニー釧路支店

千友館

釧里窯

代表者

佐久間克寿

小泉康行

加藤 譲

幸谷信義

山崎 圭一

吉川 カ
山田勇夫

菅野照彦

小林ひさし

長田武興

福本文一

今井順一

元村 登
村上成二

板谷俊英

鶴島貞夫

田巻恒利

桜井清治

佐々木良造

後藤洋明

長谷川俊光

佐藤悦夫

鈴木政司

小畑保則

井田昭亘

高田智康

大坂鉄夫

菅原一朗

下坂正美
森田芳房

瀬川修一

坂本博司

萬 和雄

小笠原隆之

篠原幹夫

佐々木卓也

佐藤 忠孝

大建 昭

石橋重雄

前潟容子

宗広 進
五明留吉

柳舘政市

杉山 栄害

佐藤哲夫

瀬野賢二

山本英幸

山谷麗子

古川康二

五十嵐三枝子

佐々木トシ子

上田徳郎

五十嵐弘子

谷 義明

北川則昭

曽字恭久

岩井宏之

吉田潤司

大継正昭

野原秀雄

佐藤富士子

高橋義信

-
T
 

住 所 TEL 

088-0617 
085-0841 
085-0015 
085-0061 
085-0014 

088-0625 
085-0821 
088-0622 
144-0052 
085-0051 
085-0015 
085-0057 
085-0813 
085-0847 
088-0626 
085-084 l 
085-0014 
085-0015 
085-0015 
084-0905 
085-0014 
085-0045 
084-0912 
085-0033 
085-0057 
085-0015 
085-0012 
085-0007 
084-0913 
084-0917 
085-0015 
085-0015 
085-0015 
085-0831 
085-0038 
085-0017 
085-0026 
085-0806 
085-0058 
085-0052 
085-0016 
085-0014 
085-0015 
084-0917 
085-0816 
085-0014 
085-0841 
085-0014 
085-0013 
085-0013 
085-0013 
085-0015 
085-0033 
085-0002 
084-0926 
085-0013 
085-0016 
085-0835 
084-0926 
085-0015 
084-0906 
085-0008 

釧路郡釧路町北都2-5-5
釧路市南大通3-l -l 3 
釧路市北大通 l3 -l 
釧路市芦野5-1 5-1 
釧路市北大通 l1 -l -2 

釧路第一生命ビル6F 22-4107 
釧路郡釧路町北見団地 l-l 4 36-3973 
釧路市鶴ヶ岱3-10-12 山田方 41-3414 
釧路郡釧路町木場 l-3 -5 36-3636 
野都大日区蒲日1-1-20ぅイわ訂`ガ3̀)蒲日502号 03-3584-064 7 
釧路市光陽町 l7 -2 l 22-l l 38 
釧路市北大通8-l 23-691 l 
釧路市愛国西2-6 -l D 37-4064 
釧路市春採6-3 -1 7 4 l -5259 
釧路市大lllJ2 -2 -2 4 l -221 l 
釧路郡釧路町桂 l-l 6 36-5306 
釧路市南大通2-2 -l 9 4 l -2 l 21 
釧路市末広町2-4 23-024 l 
釧路市北大通 l2 -2 22-4654 
釧路市北大通8-l 22-l 033 
釧路市鳥取南6-2 -7 5 3-0 l 4 l 
釧路市末広町 l3-l 23-2461 
釧路市住之江町2-l 22-5828 
釧路市星が浦大通2-2 -2 53-l 008 
釧路市若松町6-2 3 22-7200 
釧路市愛国西4-2 -l 9 36-l 91 l 
釧路市北大通6-2 22-0231 
釧路市川上町 1l -l 3 l -l 22 l 
釧路市堀川町7-3 5 22-l 277 
釧路市星が浦南 l-4-15 51-4101 
釧路市大楽毛 1l-3 l 57-5374 
釧路市北大通 l4 -5 22-2008 
釧路市北大通 l4 22-0610 
釧路市北大通9-3 22-9181 
釧路市住吉2-l 3 -2 8 42-l 00 l 
釧路市花園町5-4 22-3230 
釧路市幸町 l4 -l -l D 31 -3900 
釧路市寿 l-3 -l 7 22-2679 
釧路市武佐3-2 0 -l l 46-4 l 2 2 
釧路市愛国東4-6 -2 36-5631 
釧路市愛国西 l-3 5 -8 24-30 l 2 
釧路市錦町4-3 23-3331 
釧路市末広町 3-l O 25-0888 
釧路市北大通6 釧路スガイビル 23-3861 
釧路市大楽毛4-l -l 5 57-4027 
釧路市貝塚 l-4 -2 2 44-3900 
釧路市末広町7-l -l l 24-l 23 l 
釧路市南大通 l-2 -3 4 l -8 l 5 l 
釧路市末広町4-8 22-3301 
釧路市栄町4-l 25-3643 
釧路市栄町4-1 栄ヨンプラ 2F 25-4742 
釧路市栄lllJ3-1 lユニオンセンター lF25-5655 
釧路市北大通3-1komくしろ内 22-5400 
釧路市若松町8-l 7 23-l 285 
釧路市新釧路町 l4 -l 23-844 l 
釧路市錦町5-3 三ツ輪ビル5F 23-3093 
釧路市栄町 l1 -l 22-39 l 2 
釧路市錦町2-4 MOO内 22-9460 
釧路市浦見3-3 -l 7 42-8 l 81 
釧路市鶴丘2 釧路空港ビル 57-5144 
釧路市北大通 ll 第一生命ビル 25-5678 
釧路市鳥取大通5-2 -5 5 l -6791 
釧路市入江町3-1 22-6570 

36-7272 
41-1255 
23-6411 
23-1571 
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名称

総合衣料大井洋品店

（樹総合サービス

第一共栄交通（掬

(OO第一クリーニング
大栄産業（株）

大栄商事（株）

太栄トラック（株）

大栄フーズ（樹

太平ビルサービス（株）釧路支店

太平洋交通

太平洋興発（街

太平洋石油販売（樹釧路支店

太平洋美装（掬

掬大丸渋谷商店

潤ダイレイ

（有）タカシマ（ホテルフロンティア）

⑰辰魂

ビジネス旅館旅路

旅人の宿休坂

丹葉商会（株

丹葉商店

ちく半
（樹竹老園束家総本店

ちゃりんこ
中央防災システム（扮

ったや旅館（ホテル94 6) 
（恥つぽ八

(00壷屋

ピーターパン

束急観光（樹釧路支店

東洋コンサルタント（枕

（樹東洋美装

トータルフーズ（麻 11路店

圏トヨタレンタリース釧路

鳥政

中川建設（株）

（恥中田スポーツ

〶中野物産
掬中山茶紙店

名古屋商事（株）

西村食品工業（樹釧路営業所

日栄電機工業（渕

ニッカウヰスキー（株）北海道支店（営業第4課）

日章運輸機工（恥

日釧センター

協同組合日専連釧路会

日通商事（鯨訓路支店

日藤（樹釧路営業所

こッ菰 ン゚レッタカー北海道（樹釧路駅前営業所

（樹日本エアシステム釧路支店

日本航空（恥帯広営業支店

日本製紙（樹釧路工場

日本たばこ産業（株）釧路営業所

日本通建（樹釧路航空支店

日本通運（樹釧路支店

日本テレコム（樹釧路営業所

日本躍信電話（樹

掬日本旅行北海道釧路支店

ニュー広楽荘

根室信用金庫釧路支店

有限会社橋本商店

代表者 -
T
 
住所 TEL 

井

山

子

田

島

坂

島

川

橋

本

藤

田

村

谷

賀

嶋

中

田

田

葉

葉

戸

藤

田

地

11
原

本

田

藤

地

野

口

藤

藤

川

田

野

山

内

井

島

野

大

杉

増

桜

中

脇

中

中

高

山

佐

野

中

渋

多

高

田

前

増

丹

丹

一

伊

内

泰

滝

若

村

藤

斉

菊

七

浜

工

遠

中

中

中

中

武

坂

高

吉

三

司

夫

己

郎

司

郎

ム

兌

博

介

一

子

樹

夫

子

毅

子

美

男

穂

豊

健

宏

康

雅

太

憲

太

利

健

幹

賢

誠

直

輝

清

頼

和

光

勲

一

子

雄

司

志

信

ち

司

一

久

男

博

二

男

清

任

義

男

久

三

男

也

和

邦

正

忠

秀

さ

宏

芳

幸

英

勝

修

一

正

正

房

喜

欣

正

力

正

昌

中井理文

藤田道雄

岡野公夫

田中勝男

宗山正宗
川端直人

小林英樹

井上圭二

丸地幸雄

山崎信夫

木村輝夫

佐澤 徹

梅本雄一

石井輝雄

斉藤 誠

跡部己喜雄
清水哲司

橋本義雄

085-0813 
088-0617 
088-0623 
085-0031 
085-0847 
085-0058 
084-0905 
084-0913 
085-0017 
085-0821 
085-0018 
085-0846 
085-0002 
085-0044 
085-0005 
085-0037 
085-0013 
085-0004 
085-0835 
084-091 l 
085-0014 
085-0016 
085-0824 
085-0013 
085-0814 
085-0837 
085-0035 
088-0616 
085-0058 
085-0015 
085-0035 
085-0056 
084-0913 
085-0013 
085-0013 
085-0032 
085-0015 
085-0017 
085-0015 
085-0044 
085-0046 
085-0813 
060-0031 

084-0913 
085-0044 
085-0015 
085-0816 
085-0038 
085-0015 
085-0016 
080-0013 

084-0905 
085-0837 
084-0904 
084-0914 
085-0026 
085-0018 
085-0046 
085-0013 
085-0014 
0@5-0018 
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釧路市春採6-7-1
釧路郡釧路町北都2-15-5 
釧路郡釧路町光和 1-2 
釧路市中島町8-1 4 
釧路市大町1-1 -1 D 
釧路市愛国束1-1 1 -1 6 
釧路市鳥取南5-5-19 
釧路市星が浦南 1-3 -1 4 
釧路市幸町6-1-6朝日生命ビル3F 
釧路市鶴ヶ岱3-9-3
釧路市黒金町7-4 興発ビル
釧路市入舟4-2-18
釧路市新釧路町 ll -5 
釧路市川端町3-3 2 
釧路市松浦町3-1 2 
釧路市柳町3-2 l 
釧路市栄町3
釧路市新富町2-1 1 
釧路市浦見7-1-2
釧路市星が浦北2-3-46
釧路市末広町 10-3
釧路市北大通3-7
釧路市柏木町3-1 9 
釧路市栄町3-1 
釧路市緑ヶ岡 1-20-3
釧路市大川町3-3 D 
釧路市共栄大通4-2-6
釧路郡釧路町曙1-1 -2 6 
釧路市愛国東4-3-10
釧路市北大通6-1
釧路市共栄大通6-2 -1 1 1 
釧路市束川町 10-1 7 
釧路市星が浦南3-4-l l 
釧路市栄町12 -1 
釧路市栄町3-2
釧路市新栄町8-1 
釧路市北大通7-1
釧路市幸町5-5-3
釧路市北大通5-3
釧路市川端町2-1 
釧路市新橋大通2-1
釧路市春採8-4-18
札幌市中央区北1条束2丁目 5-2

札幌泉第ービル3F O 1 1-24 1-410 l 
釧路市星が浦南3-3 -4 52-1 34 1 
釧路市川端町3-3 5 22-4747 
釧路市北大通2-7 22-1281 
釧路市貝塚3-5 -2 6 42-6070 
釧路市花園町5 22-9148 
釧路市北大通l3-1 東急イン内 23-0919 
釧路市錦町5-3 三ツ輪ビル内 23-8130 
帯広市西3条南9丁目

経済センタービル内 01 55-25-3530 
釧路市鳥取南2-1-47 51-1151 
釧路市大川町3-5 41-4005 
釧路市新富士6-2 -1 7 53-2206 
釧路市西港2-101-13 51-4141 
釧路市寿1-8 -8 23-0088 
釧路市黒金町9-2 21-3203 
釧路市新橋大通6-1-21福西ビル3F23-4455 
釧路市栄町8-2 22-8830 
釧路市末広町9-2-5 日生ビル 23-5341 
釧路市黒金町13 -2 5 -3 22-6563 

43-0011 
38-34 l 9 
36-4151 
22-9790 
41-51 l l 
37-695 l 
51-2014 
52-6363 
24-2914 
41-7777 
25-141 l 
41-81 l l 
25-8156 
23-0326 
24-3858 
24-3557 
24-851 l 
22-941 l 
41-5503 
57-8758 
23-8304 
25-5151 
41-6291 
24-9350 
42-161 l 
41-8730 
23-5481 
36-2656 
36-1562 
24-6131 
25-7755 
23-513 l 
51-0873 
23-0100 
24-4675 
25-1125 
23-3536 
22-3719 
22-4260 
24-3888 
25-1000 
91-3620 



名称 代表者 〒 住 所 TEL 

パブスナックあけぽの 伊藤秋子 085-0014 釧路市末広町2-9 22-3340 

林工営技建（株） 林 昭雄 085-0058 釧路市愛国東3-15-17 37-7864 

パレス 石田博司 085-0017 釧路市幸町 l0-l 24-037 7 

（株）VANJACミウラ 三浦正三 085-0034 釧路市白金町 l-l 7 22-5073 

寺岡ファシリティーズ（掬釧路支店 乙部俊靖 085-0001 釧路市古川町2g -g 22-2231 

（株引田屋商店 引田銀次郎 084-0904 釧路市新雷土5-3-21 51-6141 

ビジネスホテル富山館 小野孝二 085-0033 釧路市若松冊］3-8 23-2288 

ビッグライン石油（北光石油） 小見山一四男 084-0925 釧路市新野35-l 57-3838 

（有）ピッパラ 酒田浩之 085-1202 阿寒郡鶴居村中雪裡西 64-2085 

（株）ビデオ企画 河津雄二郎 085-0805 釧路市桜ヶ岡 6-5 -8 92-0416 

（有）ビデオクレインズ 関口敏雄 085-0018 釧路市黒金町7-3 釧新ビル lF 22-3434 

（株）日の出工芸 三輪敏行 084-0905 釧路市鳥取南8-l4-8 51-1616 

平林商店 平林定二郎 084-0927 釧路市美濃 l5線 l6 9 -l 56-2134 

欄ヒルトップ 鈴木勝典 085-0805 釧路市桜ヶ岡 3-l -l 6 97-6852 

笛園 石田博司 085-0014 釧路市末広町3-5 22-3529 

侑）ふく亭 福田悦稔 085-0013 釧路市栄町4-2 24-1148 

福司酒造（株） 梁瀬誠也 085-0831 釧路市住吉2-73-23 41-3302 

（株）富士計器 伊藤正志 084-0912 釧路市星が浦大通4-5-57 57-4597 

富士写真工芸（株） 青木光好 085-007 7 釧路市旭町 l7 -l 2 23-2305 

藤日印刷（株） 藤田卓也 085-0042 釧路市若草冊］3-l 22-4165 

（株）藤プリント 水口公平 085-0013 釧路市栄町 lO -3 22-937 7 

（有）フタバ工芸社 大場恵治 085-0814 釧路市緑ヶ岡 2-79-27 43-0501 

ブティックカド（まるた武田百貨店） 武田太志 085-0012 釧路市川上lllJ4-2-1 23-034 l 

古谷達也行政書士事務所 古谷違也 085-0017 釧路市幸町6-6 24-8162 

（有）ブレーン 車谷芳太郎 085-0826 釧路市城山 l-3-3 l 42-0790 

（株）フローリストナワ 名和重保 085-0057 釧路市愛国西 l-4-1 l 37-7887 

フローリスト花もよう 石黒遮広 085-0057 釧路市光陽町 14 -1 2 23-8890 

（株）ヘリポートサービス 松岡博行 085-0015 釧路市北大通8-lささき画廊ビル5F 32-1723 
（株）ベルックス釧路営業所 吉田 均 085-0013 釧路市栄町9-9 -l明治生命栄町ビル 22-0276 

ペンショングリーンパーク 中村綾子 085-0821 釧路市鶴ヶ岱3-7-14 41-2685 

ペンションベィヒルズ 安藤真理子 085-0831 釧路市住吉 l-3-7 42-3408 

北専各連道東支部 七五三木正己 085-0814 釧路市緑ヶ両 l-l0-42 
情報ビジネス専門学校 41-3800 

（株）ホクトハウス 佐藤祥博 085-0032 釧路市新栄町 l3 -l 3 37-2437 

（株）北海道鎌倉八ム 霜田 優 085-0200 阿寒郡阿寒Ill]字舌辛原野22線北57番1269-2331 
北海道観光（株） 児玉昌平 085-0026 釧路市寿 l-l 2-2 25-7222 

北海道キヨスク（株）釧路支店 小林 陽 085-0015 釧路市北大通 l4 JR釧路支社3F 23-1228 

（株）北海道銀行釧路支店 佐藤行一 085-0015 釧路市北大通8-2 道銀ビル 23-31 l l 
北海道交通（株）釧路支店 小黒秀広 085-0007 釧路市堀川町7-2 2 22-9151 
北海道］力］ーラ固トリング（松釧路機械販売営業所 宍戸 早一 084-0912 釧路市星が浦大適4-5-22 51-8585 
北海道電気管理技術者協会釧路支部所属中村電気管理事務所

中村正隆 085-0805 釧路市桜ク岡 2-5-9 97-7555 

（株）北海道プログレスレンタリース事業部 小船井修ー 084-0912 釧路市星が浦大適2-7-6 51-3182 

北海道ペプシコーラボトリング（株 船橋浩司 088-0606 釧路郡釧路町中央3-l4-3 40-2149 
（株ホテルアダチ 足立 昭 085-0014 釧路市末広町 12-2 22-31 l 

ホテル桶谷 桶谷 茂 084-0906 釧路市鳥取大適3-l l 52-1107 

ホテル山水 木原タミ 085-0013 釧路市栄町9-9 25-8686 

（樹ホテル末広 高山 085-0014 釧路市末広町6-l 24-1827 
ホテルセンチュリー釧路（トワメイジャI（ン（株）釧路営業所）渡辺 富久枝 085-0015 釧路市北大適7-l 22-715 l 
ホテルノースシティ（北海貨物（梱） 岡田修一 085-0074 釧路市末広町6-3 25-67 7 7 

ホテルパコ釧路（（株カネトモ） 木村明良 085-0074 釧路市末広町2 23-8585 

ホテルレイトン釧路 山本 昇 085-0034 釧路市白金町6-2 22-9200 
（有）丸二本間製氷販売 本間 官 085-0016 釧路市錦町2-l 22-2197 

マイエス 伊東真智子 085-0065 釧路市美原5-30-l 36-7070 
前側石油（樹釧路支店 田中康彦 088-0614 釧路郡釧路町国誉5-7 38-2234 
松尾建設工業（掬 松尾国重 085-0067 釧路市芦野2-19-7 25-135 l 

松寿し 桂 敏夫 085-0013 釧路市栄町3-l 22-161 l 
まつだ食品工業（株） 須藤仁郎 084-0905 釧路市鳥取南7-2-15 52-332 l 
（株）マルア阿部商店 阿部新古 085-0024 釧路市浜町 l-l 0 23-1606 
（株）丸井今井釧路店 山崎靖則 085-0015 釧路市北大選5-l 24-1155 
丸井産業（株） 村井 力 085-0008 釧路市入江町 10-5 23-2448 
丸五伊東燃器商会 伊更義彦 085-0053 釧路市豊川町 ll ~ 3 24-3716 
（樹丸越岩田商事 岩田寿雄 085-0015 釧路市北大通8-l 22-2424 
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名称

丸五村上別館

（株）マルサ笹谷商店

（樹丸水水野鉄夫商店

マルス商事

（株）マルセンクリーニング

（株）丸大大谷

丸徳小田原書店

萬木建設(I灼
ミスタープリンター釧路店

三菱電機ビルテクノサービス（株）

三ツ輪運輸（株）

三ツ輪エアサービス（株）

三ツ輪航空サービス（株）釧路支店

三ツ輪商会

枕芙奈味

宮下商事（有）

民宿海鶴

大喜館

（有）ヤマサ武藤商店

村政コンサルタント（コインランドリー村政）

（株）森本商会

（悧八千代本店

やまうら

ヤマウロコ山本水産（有）

（掬山木屋浦田

（株）山下カメラ店

大和旅館

（株）ヤマヤ東京

山六北栄食品（株）

昧洋装とみな
洋風居酒屋ぺどらぱん

（株）吉田新聞店

米内印刷（株）

（株）ライコー

リトルマーメイド

柳月製菓（株）

旅館しだ

旅館新柳

旅館チャランケ荘

旅館八芳園

（株リライアブル（ミスタードーナッツ）

ルイズファクトリー（理容・美容）

レストラン泉屋

レストランルパシカ

（株）レンタルクシロ

（株）六花亭釧路

ロッジシラルトロ

（株）六峰社

（有）炉ばた

炉ばた鱗

炉ばた河童

炉ばた古都

炉ばたしらかば

炉ばた番屋

郎

子

子

子

了

夫

幸

夫

勉

喜

司

義

隆

幸

也

徳

弘

次

男

満

力

進

治

美

弘

雄

仁

夫

一

悪

攻

ツ

三

子

宏

俊

司

俊

子

也

雄

子

重

男

晴

子

一

貞

夫

二

也

和

ヨ

敏

聡

進

智

修

勲

正

鉄

浩

哲

明

利

徹

定

宏

延

道

周

登

一

公

国

伸

雅

ミ

省

恵

秀

孝

常

厚

英

恒

洋

八

公

俊

静

俊

稔

淳

達

敏

キ

正

芙

者

原

表

藤

谷

野

田

元

谷

田

崎

藤

原

林

前

倉

林

沢

下

井

藤

政

本

坂

浦

本

田

下

田

谷

向

名

地

田

内

幡

田

村

田

川

松

村

藤

11
泉
辺
下

11
藤
水
崎
野
川
上
勢
士

代
エ
笹
水
本
木
大
小
漆
佐
芝
栗
石
熊
栗
南
宮
森
板
武
村
森
登
山
山
浦
山
北
山
日
富
菊
吉
米
木
吉
田
志
芋
一
戸
吉
佐
古
小
渡
松
臼
伊
清
白
高
及
中
伊
福

一丁 住 所 TEL 

085-0004 釧路市新富町4-l 7 22-3572 
084-0917 釧路市大楽毛8-l 9 57-3594 
085-0018 釧路市黒金町 l3 -2 5 和商市場内 23-0248 
085-0015 釧路市北大通 l4 -l l 22-l 29 l 
084-097 7 釧路市里が浦北4-2 -6 52-2260 
085-007 8 釧路市黒金町 72 -9 -7 6 23-7 255 
085-007 8 釧路市黒金町 73 -7 22-5423 
085-0045 釧路市住之江町8-7 23-6793 
085-007 6 釧路市錦町4-4 25-7639 
085-007 5 釧路市北大通8-2 道銀ビル内 23-3097 
085-007 6 釧路市錦町5-3 三ツ輪ビル 37-3137 
085-007 5 釧路市北大涌 77 -7 -2第一生命ビル 54-327 5 
085-007 6 釧路市錦町5-3 三ツ輪ビル 24-34 7 7 
085-0022 釧路市南浜町2-4 24-2127 
084-097 3 釧路市里が浦南2-4 -7 5 7 -8 7 61 
085-0025 釧路市宝甘］2-7 0 23-4749 
084-097 5 釧路市大楽毛南2-7 57-377 7 
085-0004 釧路市新富町 74 -7 25-7 934 
085-0835 釧路市浦見3-3 -7 2 4 7 -6445 
085-0003 釧路市川北町7-7 0 24-5442 
085-0002 釧路市新釧路町5-7 4 2 25-4 7 7 7 
085-007 4 釧路市末広冊］3-5 22-027 8 
085-0038 釧路市花園町 7l -2 3 22-7472 
085-0026 釧路市寿3-4 -7 4 23-5665 
085-007 5 釧路市北大通8-7 22-3565 
085-007 6 釧路市錦町4-3 22-5204 
085-007 8 釧路市黒金町9-7 22-65 7 7 
085-0048 釧路市駒場町3-7 9 24-0678 
084-0905 釧路市鳥取南7-7 -2 0 5 7 -7 7 46 
085-0046 釧路市新橋大適6-7 23-7 037 
085-007 3 釧路市栄冊］4-7 22-9300 
084-0906 釧路市鳥取大通8-7 -5 51-2773 
085-0007 釧路市堀川町5-7 23-0477 
084-0905 釧路市鳥取南8-7 2 -4 5 7 -822 7 
085-007 4 釧路市末広町5オリエンタルプラザ6F 23-8180 
080-007 0 帯広市大適南8-7 5 0 7 55-25-5566 
085-0032 釧路市新栄町5-7 2 25-8372 
085-0037 釧路市柳町7-2 4 22-2724 
085-0827 釧路市鶴ヶ岱3-7 -2 4 4 7 -2386 
085-0074 釧路市末広町 70 -2 23-7 388 
085-087 3 釧路市春採5-7 6 -7 7 46-8000 
085-0074 釧路市末広町 72 -2 22-0709 
085-0074 釧路市末広町2-2 8 24-46 7 7 
085-0834 釧路市弥生2-3 -3 42-5552 
084-0907 釧路市烏取北6-4 -2 7 5 7 -2 7 65 
085-087 3 釧路市春採3-7 9 42-5562 
088-2265 川上郡標茶町字シうルトロ湖温泉32 0 7 548-7-2325 
085-0035 釧路市共栄大通 7-7 -5 23-840 7 
085-007 3 釧路市栄町3-7 22-6636 
085-0074 釧路市未広町2-2 4 24-6940 
085-007 3 釧路市栄町2-4 23-3795 
085-007 3 釧路市栄町3-7 24-5647 
085-007 3 釧路市栄冊］2-7 3 22-6686 
085-0074 釧路市末広町3-5 24-4749 
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釧路観光協会作製の観光マップやパンフレット類
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釧路観光協会が販売している観光グッズ類
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全国に発信された釧路を舞台にしたラジオ、テレビの
シナリオなど
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釧路観光協会
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釧路湿原国立公園の誕生

釧路観光協会の50年の歩みの中で、釧路観光の振興に大きな影響をもたらした事柄がいくつ
かあるが、その中でも釧路湿原国立公園の指定はその後の観光客入込数の増加に見られるとお

り極めて大きな意味をもつものであった。

そこで国立公園指定の理由や経過を採録して、公園の一唐の有効活用に資することとしたい。

l.国立公園指定の理由
本地域は、北海道の東部、釧路川に沿って展開する我が国最大の湿原、釧路湿原を中

核とする地域である。

釧路湿原においては、他の地域では既に喪失してしまっている我が国の平野部の原自

然が保存されており、湿原全体を支配するヨシと散在するハンノキ林、蛇行する河川等

が構成する自然性の高い広大な水平的景観は、我が国では他に類例のない特異性を有し

ている。

高層湿原、中間湿原、低層湿原それぞれに特徴的な植生が見られ、特別天然記念物タ

ンチョウをはじめとする各種鳥類のほかキタサンショウウオ、エゾカオジロトンボ等貴

重な動物が生息している。

また、湿原の主要部は、 「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」

（ラムサール条約）の登録湿地とされるなど本湿地は国際的にも高く評価されている。

このように、壮大な景観を有し、貴重な野生生物が分布する本地域は、我が国を代表

する傑出した自然の風景地であるので国立公園として指定し、風致景観を保護するとと

もに、これらの自然の特性を生かした利用の増進を図ろうとするものである。

2.指定日
昭和62年7月31日、大蔵省発行の官報に環境庁告示

第29号（以下32号まで）が公示され、これにより同日

付で釧路湿原国立公園は正式に指定された。

3.保護規制計画の種別
特別保護地域 (6,490姦）

天然記念物指定地であり、ラムサール条約

の登録湿地である湿原のほか高層湿原の発達

した赤沼周辺の地域及び典型的なキタヨシの

低層湿原がみられ良好な自然状態を呈してい

るコッタ□川流域など釧路湿原の核心部分に
ついては、特別保護地区として景観の厳正な保護を図る。
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第1種特別地域 (1,769認）

特別保護地区に接続する上流のハンノキ林をまじえるキタヨシの低暦湿原やミズゴ

ケの高層湿原で良好な自然状態を維持している湿原については、第1種特別地域とし

て現在の景観を極力保護する。

第2種特別地域 (3,359姦）

特別保護地区若しくは第1種特別地域に接する上流のハンノキ林の比率の高いキタ
ヨシの低層湿原、湿原の束端にある塘路湖などの湖沼群、更に丘陵地の展望適地等に
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ついては、第2種特別地域として農林漁業活動とつとめて調整を図りながら風致の

維持を図る。

第3種特別地域 (6,765姦）

第2種特別地域に接続する湿原、湿原周辺の丘陵地等主要展望地からの眺望対象と

して重要な地域などについては、第3種特別地域として農林漁業活動と調整を図りな

がら風致の維持を図る。なお、既に河川工事が実施され、堤内地として位置付けられ

ている湿原の地区については、広大な水平的景観の維持等の観点において調整を図る

ものとする。

普通地域 (8,478姦）

湿原上流部の丘陵地、森林、周辺部の湿

原、集落地、農耕地など特別地域の外縁部

にあって一体の景観をなす地域については

普通地域として風景の保護に努める。

4 市町村単位の国立公園面積

市町村 釧路市 釧路町 標茶町 鶴居村 総合計

面積（構成比％） I2,584 (9.6) I 3,799 (14 l) I l l,933 (44 7) I 8.485 (31.6) I 26,861 (100) 

5 国立公園化までの主たる歩み

47年ll月 北海道自然保護協会釧路支部（現 ・釧路自然保護協会）、釧路湿原固

定公園化構想を発表する。

48年 3月 釧路地方総合開発促進期成会が釧路湿原対策特別委員会を設置し、 「釧

路湿原の将来一開発と自然保護に関する釧路地方住民の意見」をまと

める。

54年 3月 特別保護地区3,833認を含む、国設クッチャロ太鳥獣保護区5,012諄

が設定される。

55年10月 日本で最初のラムサール条約登録湿地として釧路湿原（天然記念物区

域及び国設クッチャロ太鳥獣保護区5,012認）が指定される。

56年 6月 釧路自然保護協会、釧路湿原国立公園化構想を打ち出し、来釧した大

石環境庁長官に陳情する。

57年 4月 釧路地方総合開発促進期成会の釧路涸原対策特別委員会、湿原の将来

について再検討をすすめ、天然記念物指定区域を中心とした最重要地

域の拡大、国立公園化構想などをまとめ期成会に答申する。

57年ll月 世界野生生物基金 (WWF)総裁エジンバラ公爵、釧路湿原を視察する。

58年 3月 北海道が「釧路湿原保全対策調査報告」を作成する。

58年 5月 梶木環境庁長官、釧路湿原を視察。

58年 8月 釧路湿原保全対策検討会、現地調査を開始する。

参議院環境特別委員会 （委員長 ・穐山篤）一行、釧路湿原を視察する。

59年 1月 釧路湿原展望台、同市北斗に開館。
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環境庁が「釧路湿原保全対策緊急調査報告書」を作成する。

59年 3月釧路湿原保全対策検討会（座長・沼田真 千葉大学名誉教授）が「釧

路湿原の適正な保護と利用を図るため、自然公園及び鳥獣保護の制度

を主体にした措置が妥当」と環境庁自然保護局長に答申する。

59年 7月 釧路湿原保全のための公園区域及び公園計画素案の作成などについて、

農境庁が北海道に対し協力を依頼する。

59年 8月 北海道は公園計画素案の検討を行うため、釧路支庁に釧路湿原保全対

策地元連絡会（関係四市町村長などで構成）を設置する。 （釧路市、

釧路町、標茶町、鶴居村）

59年10月 上田環境庁長官、釧路湿原を視察。

60年 4月 4月30日から 5月2日までの3日間にわたり、釧路湿原で野火が発生

し、 2,200認を焼失する。

60年 8月 石本環境庁長官、釧路湿原を視察。

61年 1月 釧路湿原保全対策地元連絡会、国立公園化区域の規模を縮小した最終

素案を北海道庁生活環境部に地元要望として提出する。

61年 7月 環境庁が自然環境保全審議会公園部会を発足し、以降、同部会小委員

会（委員長・信澤清 公害防止事業団理事長ほか9名）に釧路湿原の

公園化を調査審議させることを決定する。

61年 8月 衆議院環境委員会（委員長・林大幹）一行釧路湿原を視察する。

61年 9月 自然環境保全審議会自然公園部会小委員会、釧路湿原を視察する。

（第1陣）

衆議院環境委員会が釧路湿原の国立公園指定を瑣境庁長官に申し入れる。

61年10月 自然環境保全審議会自然公園部会小委員会、再度釧路湿原を視察する。

（第2陣）

稲村環境庁長官が釧路湿原を視察。

61年ll月 自然環境保全審議会自然公園部会小委員会、釧路涅原を単独の国立公

園に指定することが妥当との結論をまとめる。

62年 1月 釧路湿原関係市町村連絡協議会が設置される。

62年 2月 釧路湿原保全対策地元連絡会、環境庁の釧路湿原公園計画案を協議し、

北海道へ提出する。

62年 5月 北海道、環境庁の釧路湿原公園計画案について回答を行う。

62年 6月 環境庁は自然瑣境保全審議会（会長・林修三）に釧路涸原の国立公園

指定について諮問し、国立公園指定の答申を得る。

62年 7月 31日環境庁は釧路湿原を国立公園に指定。

以上は「釧路湿原国立公園指定記念誌」 （発行・釧路湿原国立公圏指定記念事業実行委員会）、 「国立

公園 釧路湿原国立公園指定記念特集号」 （発行・ （財）国立公園協会）、及び「釧路湿原国立公園指定

書及び公園計画書」 （環境庁）による。
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釧路湿原国立公園の地図

釧路湿原国立公園(26,861ha)

「ラムサール条約登録湿地(7,863ha),r••·······~ ． ． ． ． ••••••••••• 
天然記念物指定地域(5,011.5ha)

＿ 

ヽ
北斗展望地 、

+ 釧路空港
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釧路観光協会

くしろよろしく Q&A 



＜
 

しろよろしく

回＆A
一意外と知らない釧路の素顔。釧路管内のあふれる話題もまじえての観光ニュース。「＜

しろ大好き」人間の吉田 隆さん（現北海道総合企画部交通企画室参事、元釧路支庁経

済部長）が持ち前の好奇心に誘われて渉猟し、情熱を込めて執筆した最新の釧路地方ガ

イド。一（平成ll年5月18日～26日の間の7回釧路新聞に連載されたものを抄録）一

霧発生は3ヶ月ほど

釧路といったら霧を連想するんだけど、いつ

も「じめじめ」してるんだよね。

A
 そんなことないっすよ。霧の出るのは6月から8月までの3カ月
間だけで、あとは青空が広がって絶好調なんです。日照時間なん

か北海道で北見の次で2番目に長いんだから。霧といったって海

岸から20キロぐらいまでのことで、鶴居村の若者なんか女の子は
キャミソールにミニスカート、男の子はランニングに短パンで夏を

過ごしているんですよ。

回川啄木も関係あったよね。
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公
園
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（カット・岩間

A
 そうなんですよ。啄木が23オの明治41年1月
21日、厳冬の深夜に釧路新聞の記者として釧路

駅に下り立ったとき詠んだ歌が，「さいはての

駅に下り立ち 雪あかり さびしき町にあゆみ入

りにき」なんですけど、啄木はわすか76日しか釧
路で生活してないのに約200首の歌を詠んでい
るんです。なかでも釧路市内の米町公園に歌碑

がある「しらしらと氷かがやき千鳥なく 釧

路の海の 冬の月かな」なんか有名ですよね。
宏）
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A
 

函館には元町といって函館発祥の地がある

けど、釧路はどこなの。

釧路は，江戸時代「こめまち」と呼ばれていた現在の米町

（よねまち）が発祥の地なんですよ。

1821年に幕府からこの地の産物請負人を任された「佐

野孫右衛門」の屋号にちなんで名付けられたんです。今で

は現代風の家がすっきりと並び、随所にお寺や神社がある

ので，寺町の風情があって、啄木の歌碑巡りなども楽しめる

し、釧路埼灯台を再現した米町公園展望台からは，逢に阿寒

の山々と釧路湿原そして広々とした太平洋や釧路の市街

を一望できちゃいます。

市内観光の定番の場所かな。

市民の台所で観光客にも人気の的「和商」市場

お土産を選ぶなら「和商市場」と言われたけど、

どんなとこ。

A
 和商は、戦後まもなく路上で鮮魚を売っていた、「リヤカ一部隊」と地方から一斗缶を背負っ
て地場の産物を売りにきて、帰りには釧路の魚を仕入れて帰る「ガンガン部隊」の人々がルーツ

で「雨露をしのげる店をもちたい」という切なる願いで昭和29年にスタートしました。ちなみ

に「和商」というのは「和して商う」ことから名付けられたんだそうです。

「和商」での海の幸の旬（しゅん）を教えちゃうと、「春」は毛ガニ、タラバガニ、トキシラズ。「夏」

はナンバンエビ、ボタンエビ、イカ、花咲ガニ。「秋」は秋アジ、イクラ、サンマ。「冬」は真ダラ、タ

ラコ、カジカ、カキっていうところかな。

もっとも「和商」は「釧路市民の台所」って言うくらいで、78店舗もひしめいていて鮮魚から

干し魚、肉類、果物、お菓子、花、薬までなんでも売っているし、寿司屋や「いくら丼」 、「うに丼」

を名物にしている食べ物屋もあるから、 1度行ってみてください。「百聞は一見にしかす」ですよ。

「和商」のほかに良いところはないかな。

「和商」は午前8時から夕方6時までなんですけど、朝6

時から開いているのが「和商」のお隣の「釧路市朝市」で、

一番早起きな市場として市民に親しまれていますよ。
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「MOO」と港町地ビール

かの有名な幣舞橋のそばのエキゾチックな建

物はなんなの。

A
 「釧路フィッシャーマンズワーフMOO」ですよ。ここは、
見る、食べる、買う、遊ぶ、憩うを一気に体験できる夢いっぱ

いの玉手箱って惑じです。 6月から4カ月間開かれる「岸壁
炉ばたMOO」は，冷たいビール片手に自分で買った鮮魚を
その場で炭火焼きで食べられる人気のスポットなんですよ。

そうだ、冷たいビールで思い出したんだけど、川をはさん

だ向かい側には「くしろ港町ビール」があって、海霧バァイツ

ェンをはじめ4種類の地ビールが楽しめちゃうんですよ。

地酒の「福司」もお忘れなくね。
（カット・岩間宏）

シンボルは幣舞橋と釧路川

ところで釧路のシンボルといったら何になるの。

A
 幣舞橋一これで決まりですよ。札幌の豊平橋、旭川の旭橋
と並んで道内三大名橋のlつなんです。 1日釧路川に架かる
幣舞橋は、天空を真紅に染める夕日の美しさとともに、潮風

の香るロマン溢れる名橋として全国に知られているんですよ。

私は雄大なタElが楽しめる晩秋の幣舞橋が一番好きですけ
れど、初夏の幻想的な乳白色の海霧に包まれたところもいい

ですよ。それに橋の上の「道束の四季」と名付けられた4体

のブロンズ像の季節ことに見せてくれる美しい表情に、心が

なこみますね。製作者は駅に向かって左奥の「春」が舟越保武，

左手前の「夏」が佐藤忠良、右手前が「秋」で柳原義達、右奥

が「冬」で本郷新というように現代を代表する作家の作品な

んです。

もうlつ幣舞橋には見どころがあるんですよ。実はこの橋

は5代目なんですけど、昭和3年に完成した4代目が三大名
橋とうたわれただけあって、親柱、小柱には十勝新内の御影

石をふんだんに使った美しく芸術的な橋で、その美しさを永

久に遺したいという市民の願いで、親柱、小柱がそのままの

姿で今の橋に移設されたんです。ぜひ見落とさないでね。
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聞くところによると、釧路川って2つあるの。

A
 「釧路」にとっての「母なる川」釧路川は、錨別、御卒別、
久著路、阿歴内、雪裡、幌呂、阿寒川をあわせて120キロ

の川でした。大正9年8月の集中豪雨で、釧路市内は大

洪水となり、鉄道、橋などすべてに大被害をもたらしまし

た。このため、大正10年から治水工事が始まり、 10年の

歳月をかけて昭和5年l0月に現在の釧路川になったん
です。

このとき岩保木水門から「旧釧路）1|」と「釧路）1|」に

分かれ、「旧釧路川」は岩保木水門が閉められて、釧路川

からの水は流れていないのです。ただ、釧路町からは別

保）1|が流れ込んでいますけどね。
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広大な釧路湿原

釧路の自然といったら何といっても釧路湿原だと思う

けど、ビューポイントはどこかな。

A
 1番のおすすめは，蛇行する釧路川と広大な釧路湿原、そしてゆっくりと白
煙を上げる雌阿寒岳など、阿寒連山が一望できるところ。通称「大観望」と

言われている釧路町の細岡展望台ですね。

2番目は、釧路湿原のほぼ北側にある標茶町のコッタロ洞原展望台です。

春にはタンチョウの営巣も見られるし、アオサギや工ゾシカも見れるんですよ。

展望台までの登りがちょっときついですけどね。

3番目がヤチボウズをイメージした釧路市の釧路市湿原展望台かな。ここ

は眺めもいいけど館内施設が充実していてジオラマやトライビジョンなど湿

原に関する資料がわかりやすく展示してありますよ。もうlつ隠れたビュー

ポイントは釧路町の達古武オートキャンプ場から木道を歩いて1時間くらい

のところにある夢が丘展望台ですね。蛇行する釧路川、その横を走る釧網線

をノロッコ号や冬のSL涅原号がゆっくり走ってくると感動しちゃいますよ。

ところで話は変わりますけど、釧路湿原は低層湿原と高暦湿原に分けられ

るんです。鶴居村温根内のビジターセンターの周辺は高層湿原で細岡展望

台から見ることができるヨシが繁ってハンノキの緑のアクセントの中を釧路

川が蛇行する風景は、低層湿原の代表的なとこなんです。

湿原の命は水ですよね。釧路湿原には100カ所以上のわき水の出ている

ところがあるんですって。 lEl平均1,000トンを超える水がわき出ていてそ

こには「クシロハナシノブ」や「ヌマ八コベ」といった絶滅の心配な植物が見

られるそうですよ。もっとも湿原の中なので、見に行けないんですけどね。
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タンチョウ見るには冬の給餌場が一番• 
釧路湿原といえば，タンチョウですよね。営巣中のタンチョ

ウが見られるとラッキーだけれど、いつ行っても見られる

ところはないの。

A
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岩間宏

大丈天、ありますよ。釧路市の丹頂鶴自

然公園では1年中みられますよ。でもタン

チョウを見るなら、やっぱり冬の給餌場に

集まる時が一番ですね。タンチョウの給餌

場は、管内に大きいところが3カ所あるん

です。鶴居村の「鶴見台」と「伊藤タンチョ

ウサンクチュアリ」そして阿寒町の「タン

チョウ観察センター」なんですけれど、どこ

でも見学できますよ。どこの給餌場でも百

数十羽のタンチョウが観察できて、タンチ

ョウの飛来してくる姿や求愛ダンスを見て

いると、思わすシャッターを押したくなっち

ゃいます。

2カ所のラ条約登録湿地も見どころ

釧路湿原のほかにもラムサール条約登録湿地ってあった

よね。

A
 そうなんですよ。厚岸湖と別寒辺牛の湿原と浜中の霧多布湿原の2つです
よ。もともと釧路町昆布森の来止臥（きとうし）から尻羽岬厚岸湖から霧多布

までの丘陵、海岸、湿原は道立自然公園の指定を受けている風光明媚なとこ

ろなんですけどね。厚岸湖はカキの養殆で有名ですよね。別寒辺牛湿原と国

道44号線をはさんだ向かいに、水鳥観察館があってタンチョウ、アオサギ、ガ

ン、カモ類などの野鳥をゆっくり観察できる施設もありますよ。浜中町の霧多

布湿原は、6月下旬から7月中旬にかけて咲くワタスゲ、エゾカンゾウ、ヒオウ

ギアヤメの花筵（はなむしろ）には感動しちゃいますよ。ビューポイントは、西

側の琵琶瀬展望台や束側の榊町展望台、そして霧多布湿原センターがあって、

そこの展望ホールから広大な湿原を眺めていると、時のたつのを忘れちゃい

ますね。
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湿原のほかにも釧路の自然は見どころいっぱい

ところで湿原のビューポイントは分かったけど，釧路管内

のその他の見どころはどこ？

A
 ますなんと言っても1番目は、その透明度が全国的にも有名な弟子屈町の摩周湖ですよ。
摩周湖第3展望台からの眺めは抜群ですよ。神秘的な色の湖を見下ろすようにそびえる山、ア

イヌの人達が「神の山」カムイヌフリと呼ぶ摩周岳、湖にぽっかり浮かぶ、カムイシュ島がかわ

いいですよ。でも霧でなかなか見られないんですよね。霧の摩周湖と言うくらいですから。

2番目はマリモで有名な阿寒湖かな。山のなかの森と湖と温泉、自然のなかに包み込まれ

ていると実感できるところがいいですね。ここでは春の新緑、夏の涼感、秋の紅葉、冬のワカ

サギ釣りとエゾシカの群れと折々の自然に浸ることができますよ。それと花より団子という人

は、湖畔にある「奈辺久」という食堂をのぞいてください。ワカサギの天ぷらの山が見学でき

ますから。それと遊覧船の船着き場で「マリモソフト」が売られているんです（プど、緑色のソフ

トクリームの中にマリモ菓子がはいっているという変わり種なんです。 1度食べてみて下さい。

3番目は標茶町の多和平展望台かな。町営牧場の1番高いところにあるんですけど，牧場に

はサホーク種のかわいい羊がたくさんいて、北には西別岳、その向こうに摩周岳、右側には標

津岳、斜里岳が見えますし、南を見ると太平洋が、西を見ると雄阿寒岳、雌阿寒岳が見える

360度の眺望なんですよ。 360度の眺望といえば、弟子屈町の900草原展望台は720度の

眺望と言っていますけどとんな意味なのでしょう？

3つの見どころを挙げてみましたが、私の本当のお勧めは、厚岸町片無去（かたむさり）にあ

る喫茶店「夢風舎」からの眺めですね。実はここは釧路出身の写真家で、日本の自然百選コン

テスト入賞者の大八木茂

さんの写真館なのです。

喫茶店が併設されていて、

ここからの眺めは絶好調

ですよ。どこまでも広が

る牧草地に雑木林が点在

していて、その向こうに知

床連山が見渡せる、まさ

に北海道らしい景観に声

もありません。厚岸市街

から30分くらい山ん中な

んで、分かりにくいのです

けど、ぜひ1度行って見て

ください。そうだ、「グリ

ーンウェーブあっけし」の

アイスクリームも味わえ

ますよ。
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釧路のナイト・ビュースポット

釧路のナイト・ビュースポットといったらどこかな。

A
 釧路で、今話題のナイト • ビュースポットといったら、白樺から高山に向かう高台にある

駐車場かな。そこから見える夜景がなかなかなもんだから、カップルがいっぱい路上駐

車して危なくなったので、イキなはからいで駐車場が作られたといわれるくらいの場所

なんです。

もうl力所は、青雲台のヒルトップホテルのところからの眺めかな。釧路市街の大半の

灯が夜空の星みたいにきらめいて見えるところです。

でも私のお薦めは生涯学習センターの9階にある「レストランポルト」からの眺めで

すね。釧路の中心街と海岸線がよく眺められて、946万ドルの夜景っていう感じですね。
"946=＜しろの夜景’'なんちゃって。

アウトドアのエースはカヌーにどさんこ

釧路ってカヌーの楽しめるとこあったかな。

A
 ありますよ。釧路川と厚岸町の別寒辺牛川です。釧路川は、全国のカヌーイストたち憧れの
国内屈指のカヌースポットって言っているんですよ。弟子屈町の屈斜路湖から釧路市まで3日

もかけて下るマニアがいるんですって。

でもカヌーをちょっと楽しみたい人のために、屈斜路湖から美留和橋までの2時間源流コー

ス。標茶町の塘路湖から細岡までの2時間湿原コース。同じく標茶町の五十石橋から細岡まで

の5時間湿原コースなどがありますよ。私が2時間湿原コースを体験したのは秋だったんです

けど、ここでしか見られないトンボの「イイジマルリ

ボシャンマ」や見たこともない可愛らしい小鳥に出

会ったり，川がきれいなので泳ぐ魚が見えたりで感動

しちゃいました。

もう1カ所、別寒辺牛川ですけど、この）1|の源流か

ら国道44号線のところまでは、けっこう流れがきつ
いんですよ。大きな木が倒れていたり、枝が川にか

ぶさっていたり、危う＜沈みそうになっちゃいました。

それにちょうど満潮時で、風が海から吹いていて、水

鳥観察館までもう必死で漕いだんですよ。カヌーを

下りたら足がこわばって，立っていられないんです。
.., ---‘― 

でも自然を満喫したっていう感じかな。 岩問宏
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なんだか1人で感動しているみたいだけど一それはそれ

としてホーストレッキングはどうかな。

A
 ホーストレッキングといったらタンチョウで有名な鶴居村の釧路湿原を北海道の馬「ど
さんこ」に乗って楽しもうと今売出し中の「鶴居どさんこ牧場」ですよ。どさんこは体

が小さいから、初心者でも乗りやすくて、斜面でも恐怖感が軽減できるんで、トレッキ

ングに最適なんですって。

コースは、牧場内をめぐる2.5キロの初心者コースと、乗馬経験のある人を対象に

した、鶴居村の自然をたんのうできる片道5キロの中級者コース，上級者コースは、釧

路湿原の魅力を余すところなく満喫できるキラコタン岬までの片道10キロと、宮島

岬までの片道12キロの4ルートがあるんです。

私も、中級コースに3回乗ったんですけど馬に乗ると視野が高くなって気持ちがい

いこと、車で入れない山道でもどんどん入っていきますしね。馬とともに自然にじかに

触れ合っている感じがいいですね。でも、馬との相性が悪いと、すこく揺れたり落ちそ

うになったりしますけどね。中級コースで2時間くらい乗ったんですけど、太ももとお
尻が痛くなって、下りてしばらくはガニ股になっちゃいました。

オオカミと共生する人

ところで、釧路でオオカミを飼っている人がいるんだって？

A
 違いますよ。飼っているんじゃなくて、共生しているんですよ。
標茶町虹別の桑原夫妻なんですけど、シンリンオオカミ9頭、ホッキョクオオカミ5頭の計14頭の

オオカミと生活していて「飼い主とペット」の関係ではなく「仲間」と思っているんだそうです。

オオカミたちも桑原さんをリーダーだと思っているらしいですよ。

l度行ってみたのですけど、5,000平方メートルの山林を囲んでセミナーハウスを建てて、ネ

イチャースクールを開いていました。オオカミは、シベリアンハスキー犬を2まわりほど大きくし

た感じで桑原夫妻が柵のなかでオオカミと遊んでいるんですけど，夫妻とオオカミがじゃれ合っ

て、奥さんなんか顔をペロペロなめられたりして，本当に仲間っていう感じでした。

桑原さんの話では、「オオカミの目を通して、これからの自然保護を考える」ということでした。
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海岸線一帯が釣り場

釧路での釣りといえば船釣りって感じだけど、お金のかか

らない釣り場ってないの？

A
 あいにく私は釣りはやらないのでわからないのですけど、隣の課の課長が無類の釣り好
きで、いつも仲間と楽しそうに釣りの話をしているんで、この課長の話を紹介しちゃいます。

釧路管内には重要港湾の釧路港と、管内で1番東寄りの地方港湾の霧多布港を初めとし

て漁港が15港あって全部で17も港があるのです。港の地名は、アイヌ語を語源としたロ

マンあふれるものばかりなんですけど、読むのに苦労するそうです。確かに、老者舞（オシ

ャマップ）、仙鳳趾（センポウシ）、散布（チリップ）なんか、ほとんどの人が漢字のままでは読

めないと思いますよ。もっとも漢字はあて字なんですけどね。でも1度行って、釣果があっ

た所は楽しい思い出とともに地名も絶対忘れないそうです。

釣りの時期は、4月中旬から10月ころまでで、魚の種類は、カレイ類でスナガレイ、ゴソガ

レイ、クロガシラ、そのほかコマイ、アブラコ、ハゴトコ、カジカ、チカ等が季節に合わせて楽

しめるのが魅力なんですって。

釧路港でのんびりと竿先を見つめて1日過こして、釣果があったとき「こんなすばらしい

釣り場が近くにあったの一」と驚いてしまったそうです。でも、時には釣れなくてもいいガン

ジやヒトデがかかることがあるそうで、ヒトデの大きいのが釣れたときは、筋肉疲労をおこ

すほどの醍醐味？があるんだそうですよ。真剣な顔で言っていました。船で沖に出ると魚

種はもっと増えるのでしょうけど、ここの話は岸壁からのんびりと日向ぽっこをしながらの

釣りの話です。

穴場を内緒で教えてもらいました。昆布森漁港だそうです。ポイントはめざす魚種によっ

て異なるようですけど、時期になれば「ぼうす」

ということはないと言ってました。

もう1つの楽しみは、どんな魚でも愛情込

めて釣り上げ、持ち帰って心を込めて料理す

ることだそうです。これが釧路の釣りの楽し

みのひとつなのでしょうね。

「太平洋の水平線を眺めつつ、忙しく行き

交う漁船や、漁師さんのたくましさに感動し、

沈んでいく夕日に青春のある日を思い起こす。

そんな釧路の港に、あなたも釣り糸をたらし

に行きませんか？」と誘われましたけどちょ

っと格好よすぎますよね。

「このQ&A」は筆者が釧路支庁在任中、

釧路を紹介する手引きとなればと思い、ま

すは支庁の職員用にと、わかり易く「おじ

さん」と「おねえちゃん」の会話想定で総

務課の新関栄氏と共同で作成したものです。

筆者後記
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釧路市観光協会・社団法人釧路観光協会歴代職員名簿一覧

＼ 役職•氏名 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年

局 長 橋爪義憲（市） 渡邊勝也（市）

局次長 南 圭壮（市） 鶴田穏雄（市） 遠藤上ー（市）

課 長 片岡 稔

事
課長補佐 遠藤上一（市）

係 長 中村邦仁（市） 朝木忠行（市）

主 査 松田冨雄（市） 渡辺 誠（市） 川合宏明
（主任） 川村修一（市） 鈴木正美（市）

務
係 員 柳橋洋一（市） 江戸明美（市） 清水 孝（市） 川合宏明 伊藤勝則 米道直雄

藪並郁子 7/31 渡部港吾（市） 四戸勝義 四戸勝義 2/28 弟子喜久子
4/16佐藤美智恵 植木雅子

5/1斉藤芳則

局 5/1佐々木琴恵
5/1笹谷みゆき
6/l工藤真妃
9/l塘田剛志
2/l深谷昌世
佐藤美智恵 8/31

>
駅案内所 茂手木純子 足立幸子
係員 裏野美恵子

空港案内 8/l足立幸子 青山久美子

ふ 所係員

る
ふるさと 名和高子 小野寺紀子 3/31さ
と 館・係員 朝倉アヤコ

館 杉本幸子
小野寺紀子

支配人 深谷昌世

副支配人

係 長 小林久人

フ

イ
主 任 小林久人 佐藤餐ー

ツ 三上一典

卜 係 貝Cニコ
佐新村 吾郎 佐々木琴恵
藤酋一 5/10細川悟志

ネ 三上一典 小池早苗 3/31
平間芳恵

ス 伊藤真希子

注（1) 観光協会が法人化にむけて動きだした平成2年度創立40周年から10 弟子喜久子

セ 年間の職貝の一覧である。 谷早川 織恵
本喜代美

ン (2) 平成6年～8年度までのMOOの観光案内所は、フィットネスセンター職 木村元美

員が兼ねて行ってきた。なお、平成9年以降は釧路河畔開発公社で行って
江崎真智子

夕 いるものである。
中川綾子
4/11小池早苗

I (3) 氏名の左側数字は始期、右側の数字は終期つまり退職時の月日を表す。 5/9須藤慎司
7/1田口裕子

(4) 始期の数字がない者は、その年度の4月1日が始期である。 4/29笹山悦子5/4
山田直樹 10/31

なお、 1月1日～3月31日の間の表記は翌年である。
水本幸絵 6/30

(5) （市）は市職員で終期のない者は、当該年度末を表す。 能登清美 4/l8

湿
主 任

(6) 釧路市フィットネスセンターは平成6年4月1日から市の施設となり、同 中倉祐二

原 係 員
日付で観光協会が釧路市湿原展望台とともに管理浬営を受託したもので

中倉 祐大可― 茂手木純子
展

ある。
小笠原

望 (7) 「網掛け」されている者は、平成13年1月1日現在の在籍者を表す。 青山久美子

台
仲川亜公子
大沼幸子 3/31
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＼ 役職•氏名 平成8年 平成9年 平成10年 平成ll年 平成12年

局 長 11/15遠藤上一 轟 照雄（市）
渡邊勝也 11/14

局次長

課 長 片岡 稔 7/31

事
課長補佐 8/1米道直雄

係 長 11/15米道直雄 新村吾郎悟8志/31 

主 査 4/1米道直雄
1 9/1細川

（主任） 8/l斉藤芳則 斉藤芳則 9/30
務
係 員 足立幸子 2/28 福田充宏 伊藤勝則 3/31 伊藤 敦 9/l宮澤恵子

松実知子

局

>
駅案内所 仲川亜公子 田口裕子 田口裕子 3/6
係員 哀野美恵子 l/31 3/l池端雅美

2/l松実知子
空港案内

ふ 所係員

る
ふるさとさ

扁
館・係員

支配人 深谷昌世 3/30 小林久人

副支配人 小林久人

係 長 新村吾郎 細川悟志 佐藤賢一

フ 8/1三上一典

イ
主 任 11/15新村吾郎 細川悟志

ツ

卜 係 員 川合宏明 植木雅子 6/30 塘田剛志 4/21山内直人
弟子喜久子 5/26上田浩勝 5/17野村恵美 4/28竹内未来

ネ 3/26浅井菜穂子 717大浦拓海 6/l l森本 日 4/3小出憲生
谷本喜代美 l/31 7/7斉藤香苗 3/13関原慶太 塘田剛志10/31

ス 木村元美 3/31 717堀田美加子 上田浩勝 5/9
7/1渡辺泰子 斉藤香苗 6/30

セ l0/l赤坂早苗 大浦拓海3/31
中川綾子 6/30 赤坂早苗 3/31

ン 浅井菜穂子6/30
須藤慎司 9/21

8/30杉原亨 3/31

夕 佐々木琴恵 3/31
江崎真智子 3/31

| 

湿
主 任

原 係 雇 青山久美子 4/15清藤美幸l0/3l 5/1清藤美幸 l0/31 5/1清藤美幸 10/31 5/1清藤美幸
展 （夏期契約職員） （夏期契約職員） （夏期契約職員）

望 青山久美子11/30

ムロ
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編集後記に代えて

-50周年記念事業を終えて一

協会創立50周年の記念事業が、約 1年にわたる準

備を経て、平成72年70月6日多くのご来賓を始め、

会員皆様のこ参加のもとに、ますは無事に終えること

ができました。

反保会長はじめ役員の皆様、そして職員並びに関係

者の皆様のこ支援こ協力によるものであり、心からお

礼申し上げます。

顧みますと、協会が創立された昭和26年（昭和

26年1月8日創立総会）という年は日米安保条約

が調印された年であり、わが国が敗戦の混迷の中から、

力強く復興への道を踏み出したときである。

当時の釧路市の人口は97,983人、観光といって

も年問20万人余の観光客のほとんどは阿寒に向かう

それであった。当時を示す観光データーが非常に乏し

いため詳細を知り得ないが、昭和29年釧路市経由阿

寒観光客調査が実施され、 32万人中2l万8,000人

が釧路市を経由したとされており、釧路の観光入込客

数が、市の統計数字として表れるのは昭和33年から

である。

それによると、 33年212,000人

以降その跡を大掴みに見ると，

昭和36年 315,000人

39年 428,000人

40年 507,000人

47年 745,000人

49年 826,000人

50年代は60~80万人台を上下し、 60年に90万

人を数える。

そして、北海道が念願の 1億人観光県 (l億337

万人）となった62年、釧路も1,093,000人と700

万人台に乗るのである。

この年は、釧路湿原が第28番目に国立公園に指定

された年であり、以降順調に増嵩、平成元年769万

人を数えた年は、釧路フィッシャーマンズ・ワーフM

00がオープン、平成2年270万人台となり、平成

5年にはラムサール条約締約国会議が釧路で開催され
たこともあり、 238万人に、そして待望の協会法人

化を見る。そして昨平成ll年度は過去最高の287万

人余の入込客数を見たところである。因みに、この年

北海道全体では 1億4,939万人であったから、釧路

が700万人を数えた62年からの推移を見ると、北海

道全体で44.5％の増に対し，釧路は757％と大きな

伸びを示した訳である。

協会創立から30年代、そして50年代に至る間で、

原田康子さんの小説「挽歌』 (33年）や美川憲一さ

んの歌う r釧路の夜」 (43年）などにより「さいはて

の街」から「霧とロマン溢れる港町・釧路」のイメー

ジが広く宣伝されたけれども、釧路の素顔は石炭，紙

パルプ、水産によって象徴される鉱工業生産都市とし

て、その基盤整備に力点がおかれた躍動感ある時代で

あり、「観光」とは言っても、やはり阿寒、摩周、知

床を色濃く背景とした通過点としての観光地の色合い

が強かったと言えよう。

昭和50年代になって、道路、下水道等の生活環境

整備も急ピッチで進められ、 60年代に入っては、先

述のラムサール国際会議開催が可能な都市施設も整

い、漸く「自然と共生する観光都市釧路」と言える街

姿となったのではないだろうか。

昨平成ll年度は過去最高の281万人余という観光

入込客を数えることができた。このような数字を維持

し発展を期すためには、空港を始めとする国際化への

対応、或いは体験、滞在型観光への施策推進、積極的

なイベントの誘致など、官民一体で取り組んでいかな

ければならない。同時に広域協調のもとに多様化する

観光ニーズに対応して夫々の地域特性を生かしての新

しい魅力づくりと、キメ細かな情報発信が欠かせない

時代となったが，何よりも大切なのは、懐かしい想い

出として甦る、ホスピタリティに徹した温かい受入れ

ではないか。

50年を記念しての釧路観光振興のための「キャ ッ

チフレーズ」や「シンボルマーク」の作品、或いは

「21世紀に向けての釧路観光」という論文募集に、全

国各地から総数1,376点の応募を戴いたが，それらの

作品を適しての「釧路」へのイメージは，心和む大自

然や丹頂、ロマン溢れる街並み、そして味覚といった

ものであり、そのイメージの底に感じられるのは、在

るがままのものが持つぬくもりに触れ合えるだろうと

いう期待と憧憬である。

21世紀の釧路観光において、私共は、今、諸先蛮

の皆様の足跡をしっかり受け継ぎ、そして釧路に目を

向けて下さるお客様の、この心を忘れてはならないと

思うのである。

終わりに、公募作品の発表紹介については、釧路新

聞社さんに、記念誌の編さんについては、会員の古谷

達也さんに大変お世話を戴きました。心からお礼を申

し上げます。

平成12年12月

佐々木廣記
（社） 釧路観光協会専務理事
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時代の変化に対応し、社会に役立つ“環境に優しい企業’'を目指す

基本情報
▲ 」 ~

代表 者

業ー一ー一種
創業
資本金

~ ~ ~ 一人 ~ ；曹；；

従業員数
売上古

r ◆ :”四
所在地

電話
URL 

疇取締役会＿是＿中山勝範＿＜j世表取登鰭t全t長遠山秀樹
廃棄物処理業

昭和47年
30,002,000円

148名

14億5千万円

釧路市新野41番地1

0154-40-2983 

http://www10.ocn.ne.ip/~kousei/ 

企業概要・背景

・一般・産業廃棄物収集・運搬・処理、上下水道施設維持・管理、下水道管渠等清掃、
各種タンク・パイプ等超高圧洗浄、超高温発酵減容処理、リサイクル事業ほか

•昭和62年には、「釧路清掃企業組合」と合併・統合し、事業規模を拡大、体制を確立した。

・時代の変化に合わせて、し尿処理から廃棄物処理へ、またリサイクルを視野に入れて
「リソーズ・ファクトリー」を設置するなど、技術も体制もメインの事業内容も変化させてきた
ことが強みとなり、昨年40周年を迎えるに至った。

•平成13年には経営革新計画の承認を受け、ダイオキシン対策に適合した
産業廃棄物処理体制の確立を図るほか、有機汚泥を肥料や土壌改良に活用するなど、
リサイクルに本格的に取組み、循環型社会に適合する廃棄物処理業をいち早く目指したことも
強みとなっている。

主 ＂サービスの 進 ・ ヘ）

・売上高に占める割合や固定収入という観点からは、上下水道施設維持・管理が
最も基幹的な事業になってきている。

・下水道管渠等清掃、各種タンク・パイプ等超高圧洗浄も固定的収入であり、
経常的な収入につながる業務にシフトしてきている。

・し尿処理に関しては、下水道の整備とトイレの水洗化に伴い、極端に減っている。

の

（代表者の思い）

・人に恵まれた。人に助けられた。
そうした感謝の気持ちで、社会に還元していく。

・循環型社会に役立てるよう、ゴミ問題、環境問題、省エネルギー化など
地球規模での環境保全に向けて全社員で取り組んでいく。

美しい地球を未来に引き継ぐためにも、‘‘環境に優しい企業”を目指す。

作成年月日

‘
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会長、ごあいさつ

わが社は釧路市新橋大通地域を拠点に創業以来38周年を迎えることが出来ました。偏に地域の皆様のご支援とお取引先の

各方面からのご愛顧、ご協力の賜と厚く感謝と敬意を表す次第でございます。

私どもは創業いらいビル経営を通じて「快適で豊かな暮らしと生活に役立つ環境づくり」をモットーに歩んでまいりまし

た。それは今も変わらぬ企業スピリットであります。

ふり返れば38年間は必ずしも平坦な道ばかりではありませんでした。これからの時代もまた激動の波がいくたびか押し寄

せるだろうと思います。わが社は常にその変革に応える企業を目指しております。

取締役会長

ツ［免 『＼

公的役職

・釧路観光連盟会長

・釧路間税会会長

・釧路地方防犯協会連絡協議会会長

・釧路市襄力追放運動推進協議会会長

・釧路商工会議所顧問名誉副会頭

・釧路警察官友の会副会長

・釧路地方自衛隊協力会 副会長

・釧路市地域安全活動地区統括リーダー

・釧路市新橋大通商店街振興組合理事長

・釧路郵便切手販売協会 副会長

9代、 (HI併｀ぢ～た／巫伝ジ



悶釧路観光協会




